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例言

1本 書は、昭和29年 に発見され、同30年 に発掘調査
が行われた松本市浅間温泉飯治洞1315番 地に所在す
る桜ヶ丘古墳の出土遺物再整理報告書である。

2本 古墳は、昭和41年 に当時の東筑摩郡本郷村教育委
員会により発掘調査報告書が刊行されているが、その
後の金属製遺物の保存修復処置により、甲冑が復原さ
れたので、再整理し報告するものである。

3本 書の執筆 と編集は内堀団が行った。なお、附編 と
して発掘調査報告書 と本古墳出土遺物に関する既出論
文2編 を収録している。

4本 書の作成 ・編集にあたっての作業分担は以下の通
りである。

遺物接合:内 堀 団、洞沢文江、片山祐介
遺物データベース作成:内 堀 団、洞沢文江
遺物属性観察:内 堀 団
遺物実測 ・トレース

金属製遺物:内 堀 団、片山祐介
石製遺物:赤 羽裕幸、太田圭郁、村山牧枝
ガラス製遺物:赤 羽裕幸、内堀 団、太田圭郁、

村山牧枝
図面類スキャニング ・画像処理:赤 羽裕幸、内堀 団
遺構図 トレース:赤 羽裕幸、内堀 団
版組:内 堀 団

5本 書の作成にあた り多くの方々からご協力、ご教示
を頂きました。記 して感謝申し上げます。(敬 称略)
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1は じめに

桜 ヶ丘古:墳は昭和29年6月3日 、女鳥羽中学校の生徒

によって発見されたことに端を発 し、國學院大學の大場

磐雄教授を調査責任者として昭和30年 に発掘調査された。

その成果は、昭和41年 刊行の『信濃浅間古墳』(以下、「報告

書」)として、近接の妙義山古墳群 と合わせて報告されて

いる。本古墳の遺物は、金銅製天冠と玉類な どの装身具類

と、刀、剣、鉾、鍛、甲冑などの武器・武具類の副葬品で構成

された中期古墳の様相を備えたものであった。
これら遺物の大半は金属製遺物で占められ、調査当時

から錆に覆われていた。多 くの金属製遺物は、土中では錆

びた状態で一応の安定状態 となるが、発掘調査等によっ

て外気に触れることで不安定な状態 となり劣化が進行 し、

最終的には崩れて無 くなってしま う。本古墳出土遺物 も

例外でなく、経年による遺物の劣化、崩壊が始まりつつあっ

た。そこで、本古墳出土の金属製遺物を後世に伝え残すこ

と、展示に活用することを目的として保存処置の業務委

託を段階的に行ってきた。その結果、報告書刊行時は破片

での報告 となった甲冑は、副葬当時の立体構造が推定で

きるまでに復原され、金銅製天冠や武器類 も保存処置の

過程で新知見が得られた。そこで、これら遺物を再整理し、

資料提示することを目的として本書を作成 した。

なお、発見の経緯や発掘調査が記載されている報告書は、

現在入手困難であるため、巻末に附篇1と して収録 した。

また、昭和51年 の『保存科学』第15号 に発表された青木繁

夫氏の受託研究報告第40「松本市桜ヶ丘古墳出土金銅天

冠の修復処置」(以下、「青木論文」)は、毛彫 り文様につい

て新知見が指摘されていることから附篇2と して収録し、

昭和63年 の『信濃』第40巻 第10号 に発表された滝沢誠氏
の論文 「長野県松本市桜ヶ丘古墳の再調査」(以下、「滝沢

論文」)は、墳丘の再測量 と遺物再実測に基づき、墳丘や遺

物の再検討がされていることから附篇3と して収録 した。

2経 過

古墳が発見されてから現在に至るまでの経過の概要
を報告書等に基づき記載する。

昭和29(1954)年
6月3日:女 鳥羽中学校の生徒により古墳が発見される。

所在地:松本市浅間温泉飯治洞1315番 地

(当時:東筑摩郡本郷村字浅間飯治洞1315番 地)

昭 和30(1955)年

第1次 調 査 期 間:8月29日 ～9月19日

8月30日:毛 馬璃 製 勾 玉1、ガ ラ ス製 丸 玉9、 ガ ラ ス製 小 玉29、

滑 石 製 臼玉4、鉄 鍛 残 片 等 が 採集 さ れ る。

9月1日:石 室 北 西 部 か らガ ラ ス 製 小 玉6、滑 石 製 臼 玉1が

採 集 さ れ る 。小 副 室 内 の 粘 土 層 中 か ら天 冠1、 鉄 剣1を 発

見 し取 り上 げ る。
*上 記は、原嘉藤氏が分担した「第1章第2節 調査の経過」の記載による。

金谷克己氏が分担した「第2章第1節2内 部主体」では、「(略)勾玉1穎・丸玉

9穎・小玉35穎 ・白玉5穎等の装身具類を挙げ得るが、いずれも副室の東北

外側より採集ざれたもので、錯雑する堆積土中に混在 した状態は、明らか
に後世の人為的な移動によることを物語っていた。これは、かつてこの地

に小亭を建てたことがあるというから、その折の破壊によるものであろう。」

(報告書p32.L6～8)と ある。両者で採集位置に異同があるものの、いずれ
の玉類も原位置を保っていないとみて大過ないようである。

昭和31(1956)年

10月1日 ～10月7日:第2次 調 査 で 妙 義 山 古 墳 群 の 発 掘 調

査 が 実 施 され る 。調 査 後 に 桜 ヶ丘 古 墳 と妙 義 山1号 ・2号

古 墳 が 復原 保 存 さ れ る。
*「…現状の復元保存については、桜ヶ丘古墳発見以来終始関係のあった

地元の女鳥羽中学校職員生徒の協力を願い、封土を積んで小円墳を造 り

あげ、また、妙義山第2号墳も封土を盛り、かつ葺石を施 して同じく円墳と

した。」(報告書p25.L4～5)

この小円墳状の盛土は、滝沢論文の墳丘再測量図に掲載されており、現

第1図 桜ヶ丘古墳と周辺古墳位置図
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在 も墳丘上に見ることができる。この盛土については別文献があるので

以下に引用する。
「発掘調査の際、棺床部の上層土が除去ざれていたことがわかったので

調査後土盛 りをして円墳の原型に復 している。」

引用文献

原嘉藤1967「 桜ヶ丘古墳肚とその遺物」r本郷村文化財調査資料(第2集)』

本郷村文化財審議委員会p9.L13～15

昭和41(1966)年
4月29日:報 告書『信濃浅間古墳』が発行される。

(編集:本 郷村教育委員会 発行:本 郷村)

報告書記載の桜 ヶ丘古墳遺物内訳

武器類:刀1、剣5、鉾1、鎌i数箇

武具類:衝角付冑1、頸甲1、短甲1

装身具類:天 冠1、竹櫛1、勾玉1、白玉5、ガラス丸玉9、ガラ
ス小玉35(う ち黄色2・淡青色33)

昭和44(1969)年
5月15日:金 銅製天冠が、長野県宝に指定される。

昭和49(1974)年
5月1日:松 本市 と本郷村が合併する。

9月2日:東 京国立文化財研究所(現 独立行政法人文化

財研究所東京文化財研究所)へ 金銅製天冠 と鉄剣1の 保存

修復を業務委託する。(～昭和50年3月31日)

昭和50(1975)年

5月15日:保 存 処置 を 終 えた 金 銅 製 天 冠 が 、松 本 市 本 郷 支

所 へ 返 却 さ れ る 。
*5月16日 付の信濃毎日新聞紙上で報道される。

昭和51(1976)年

3月31日:雑 誌 『保 存 科 学 』15号 で 、青 木:繁夫 氏 が 「受 託 研

究 報 告 松 本 市 桜 ヶ 丘 古 墳 出土 金 銅 天 冠 の 修 復 処 置 」を

発 表 す る。
*こ の論文から保存処置後の冠は、復原されシリコンに封入されたものと、

接合しない破片が入るシャーレとに分けて返却されていることがわかる。

昭和61(1986)年
8月2日:松 本市立考古博物館が開館する。

昭和62(1987)年
10月14日 ～10月19日:長 野県史編纂事業の一・環で桜ヶ

丘古墳の墳丘測量調査 と一部の遺物が実測される。

昭 和63(1988)年

3月17日:金 銅 製 天 冠 を 除 く桜 ヶ丘 古 墳 の 出 土 品一 括 が

松 本 市 重 要 文 化 財 に指 定 され る。
*文 化財指定に伴 う調書の内訳は、衝角付冑1・頸甲1・短甲1・刀1・剣5・鉾

1・勾玉2・臼玉5・丸玉9・小玉35と なっている。勾玉は、報告書では1点とさ

れているので、文化財指定の調査以前の段階で、本古墳以外の勾玉1点が

混在してしまったと考えられる。

参考文献

松本市教育委員会1988「 桜ヶ丘古墳出土品」『松本市の文化財』第6p19

月 日不 明:財 団 法 人 元 興 寺 文 化 財 研 究 所 へ 鉄 剣4・鉄 鉾1、

甲 冑、鉄 鍛 等 の保 存 修 復 を業 務 委 託 す る。(～平 成 元 年)

10月1日:i雑 誌 『信 濃 』第40巻 第10号 の誌 上 で 、滝 沢 誠 氏

が 「長 野 県 松 本 市 桜 ヶ丘 古 墳 の再 調 査 」を発 表 され る。

*こ の論文により、これまで長方板鋲留技法とされてきた甲冑は、古い製

作技法である革綴で、特に冑は三角板で構成されることが明らかにされた。

平成6(1994)年
11月1日:本 郷支所で保管されていた桜ヶ丘古墳を含む

旧本郷村の考古資料が松本市立考古博物館へ移管される。

平成11(1999)年
7月29日:財 団法人山梨文化財研究所へ直刀1、剣1の 保存

修復を業務委託する。(～平成12年3月24日)

3再 整理の方法

(1)整 理の方針

本古墳に関する記録類を集成 し、発掘調査から保存

修復処置を経て今に至るまでの経過・知見を確認すると

共に、現在所管する遺物を再実測・再計測する。この両作

業を通 して本古墳の遺物一覧表 と実測図を提示 し、その

構成と総点数を確定する。

(2)記 録類の調査

松本市教育委員会では、発掘調査の測量図や遺物実
測図等の記録を所有 していないため、発掘調査 と保存修

復に伴 う関係機関・各位に残される記録を調査 した。

(3)遺 物整理

本古墳の遺物は材質により大別できる。そこで、金属

製遺と石製遺物(略 号:L)、ガラス製遺物(略 号:G)に 大別

した。また、天冠に付着した有機遺物は竪櫛 と布に分けて

のち、以下の手順で行った。

ア 管理台帳作成

本古墳から出土した遺物の総個体数を確定するため、

全ての遺物に対して通し番号で管理番号rlD」を付 した。

なお、金属製遺物は、複数の鉄板を革紐で綴 じ合わせて

いる甲冑がある。そこで、天冠以外の金属製遺物は、保存

処置時の破片番号を基 として管理番号rID」を付 し、その

うち接合が確認できたものについては、接合 した内で一

番若い管理番号rlD」を用いて接合資料番号 とし、略号rR」

を冠してrR+ID」と表記した。

その後、遺物の属性観察と寸法・重量(0.1g単 位)の計測

等を行い台帳へ記載・登録をした。

イ 接合作業

現在残されている破片について接合作業を行った。

復原された甲冑については、保存修復前 に撮:影された

破片のレントゲン写真からデジタルに複製 したものを画

像処理ソフ トを用い破片毎に切 り抜き、保存修復記録 と

復原資料を基に ドローソフトを用いパソコン画面上で接

合状況を確認し、展開レン トゲン写真を作成 し収録 した。

(写真2・3)

ウ 個体別照合作業

今回再実測図を作成したが、本古墳の遺物実測図は

報告書および滝沢論文にある。それらと対照できるよう

本作業を行った。特に甲冑は復原されており、前述のレン

トゲン写真 と各掲載実測図の原寸大切 り抜きを作成し、

重ね合わせることにより特定し、遺物一覧表に記載した。

(第1表)

工 実測・トレース

金属製遺物は0.5g以 上を対象 とし、石製遺物とガラ

ス製遺物は全て作成 した。金属製遺物については、レン ト

ゲン写真が所管されてお らず、実測図作成段階では肉眼

で観察できる情報のみを図化せざるを得なかった。

天冠 とそれに付着する竪櫛、布については、アクリル板

のケース内に樹脂で封入されているためデジタル写真画

像を画像処理ソフ トを用い レタッチ し、ドローソフ トを

用いて作図した。

オ 保管方法

天冠と付着する竪櫛と布は、現状のまま保管している。

他の金属製遺物の うち、復原された甲冑を構成した以外

の破片は、ひ とつずつIDを 記載 したチャック付ポリ袋に

封入して保管 している。

石製遺物、ガラス製遺物は全て玉類なので、種類毎のID

を記載 したタグ(札)を 孔に通 した上で、同IDを 記載 した

チャック付ポリ袋に封入して保管している。
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4記 録類調査の成果

各関係機関・各位の所蔵する記録類を以下、図面記録、

写真記録、保存修復記録 と分けて記述する。これらの記録

類は、各関係機関より、複写・複製データ等で提供いただ
き収蔵 した。

(1)図 面記録

発掘調査当時の原図は発見できなかったが、後述す
る独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所の保存修

復記録中に、本古墳の墳丘・石室実測図と冠等の遺物実測

図の複写が保管されている。これ らが当時作成された図

面類の全てかは不明であるが、大変に貴重な資料 となる。

に向って大きく弧状を描き、下方で一度屈曲 して先端尖

葉形で終るが、その長'ざは13cm、 冠帯との接合部での幅
は2.3⊂mある。

これらの周縁にはすべて二条の毛彫 りの並行線 と、そ

の間に波状文と珠文を配 した単調な文様をいずれも浅く

刻んでいる。

冠帯左側裏面には竪櫛、右方立挙裏面には平織の布常

断片が錆で付着 している。」
「ク リーニングの結果、報告書に記載'ざれていなかった

新知見が得られた。それは毛彫文様のないと思われてい
た冠帯下縁にも二条の並行線とその間に波状文と珠文を

配 した単調な毛彫文様が発見ざれたことである。」

(2)写 真記録

國學院大學 日本文化研究所が所:蔵する大場磐雄資料
の中に、桜ヶ丘古墳に関する乾板写真と、妙義山古墳に関

する原図・乾板写真が保管されている。
参考文献
2002國 學院大學学術フロンティア事業実行委員会『「劣化画像の再生活用
と資料化に関する基礎的研究」事業報告』p188～196

(3)保 存修復記録
独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所に天冠

と剣の保存修復記録が保管されている。
財団法人元興寺文化財研究所には、甲冑と刀剣類の一

部の保存修復記録、レントゲン写真が保管されている。
財団法人山梨文化財研究所には、刀剣類の保存処置記録、

レントゲン写真が保管されている。

5遺 物再整理の成果

(1)金 属製遺物

ア 金銅製天冠(第3図001)

金銅製天冠の「天冠」とい う用語は、現在では「冠」が
一般的であるが、本書では報告書に従って「天冠」とし、文

中では「天冠」または「冠」で記載している。なお、冠につい

ては近年、毛利光俊彦氏の研究があり、本古墳の冠の型式

名称は、鉢巻式帯冠とされている。

発掘調査によって出土 した遺物で、本古墳を注目させ

ることとなった遺物である。天冠の出土位置は、副室の礫

床上に広がる灰黄色粘土中とある。保存処置がなされ、現

状はシリコンに封入されアクリルケースに収められてい
る。青木論文には、接合 しなかった破片を納めたシャーレ

が記載されているが、現在は所在がわからなくなってい

るが、IDOO2と して登録した。

報告書の実測図は表面のみで、裏面に付着 した竪櫛と

布(布 畠)は 図化されていない ことから、両面の実測図を

作成 した。なお、冠の形状や計測値等は、青木論文が詳し
いためこれを引用し、鍍金 と蹴彫 り(毛彫 り)について若

干の補足をする。また、付着 している有機遺物の竪櫛と布
についてもここで合わせて詳述する。

青木論文(51頁18～32行 、53頁18～20行)
「厚'ざ約1mmの 銅板を切 り抜いて造 り、鍍金を施 した

ものである。冠帯と同一銅板から成る立挙を中央に有す

る逆T字 形が基本で、左右に同形の立挙を作って冠帯の

裏側から鋲留め してある。
'ざらに細部を見ると冠帯は

、現在長23cm、端末の幅約4cm、

中央立挙へ向か うほど緩やかな山形の隆起を見せ、その

接触部で幅4.5cmと なっている。中央立挙は長'ざ18.7⊂m、

基部の幅8.4⊂m、上端に行 くに従ってゆるやかな脹みを

描きつつ次第に幅を減 じる。上端は中央と左右の三支に

分れた花形装飾を呈するが中央のものは折損 し、また左

右のものも上方に向かうにしたがい半円を描いていると

思われるが、その大部分が折損 している。

左右の立挙は、左方が冠帯との接合部の鋲だけ残 して

欠失 している。右方の立挙は、その下端を1mmあ まり冠

帯裏側に重ね、二本の鋲で留めてある。その形は斜め上方

補足1:鍍 金について

裏面にも表面ほどではないが金の鍍金が残 っているこ
とから、鍍金は表裏全面に施されていることがわかる。ま

た、別作 りである立飾(挙)と 帯 との鋲留され る重ね合わ

せ部分の観察から、鋲留前にそれぞれ別々に鍍金されて

いることがわかる。

補足2:蹴 彫 りについて

波状列点文(二 条の並行線と、その間に波状文 と珠文を

配 した文様)は 、二等辺三角形状をした長さ約1.5mm、 幅

約0.5mmで 、間隔を約0.2mm空 けて塾が頂部方向に抜け

連続 して彫られている点線である。冠を正面からみて反
時計回 り方向で彫 られている。このことから、折損 した中

央立飾の宝珠文形(花 形装飾)部分 と帯左右端部の縁辺に

も、同様の文様が反時計回 りで全周して彫 られていたと

推定される。なお、現状で終始点 となろうピッチのズレや
切 り合いは確認されない。また、右方立飾も同様に、反時

計回りで刻まれている。鋲留めのために重ね合わせた下
にも蹴彫 りが確認でき、鍍金同様に部品の段階で彫られ

ていることがわかる。ただし鋲留位置と文様 の関係は鋲

が文様に被ることから文様の割 り付けは鋲留位置を製作

段階で考慮 していないとみられる。
参考文献
毛利光俊彦1995「日本古代の冠一古墳出土冠の系譜一」『文化財論叢II』同朋

社出版p65～129
小林謙一1982「金銅技術について一製作工程と技術の系譜」『考古学論

考』平凡社p403～415

竪櫛(第3図003)

現状では計測できないため、報告書の記載を引用する。

報告書(35頁6～13行)
「径約1mm程 度の細割竹8本 を並列 して中央で半円形

状に屈曲ざせ、縦横に細い数条の繊維を巻いて固定 し、こ
れに黒漆を塗布 したものと推定される。頭部は長さ1.1⊂m、

歯との接続部で幅15⊂m。」

この計測値は、棟の部分の数値である。実際には歯の部

分も本来の長さは失っているものとみられるが冠に付着
して残存 している。写真から計測した全長は、約3.3cmを

測る。素材は、組織分析されていないが、やは り竹を細割
したものとみ られる。また、十分な観察結果ではないが、

縦糸は、細割竹を一括 りに結束 したものとみられる。また、

横糸は、糸を巻き上げて結束しているものとみられる。

布(布 吊)(第3図004)

素材は、麻 と推定される。若干の繕 りが観察され、右緋
り(S緋 り)とみられる。織 り方は平織で、付着箇所も青木

論文の通りで、天冠の右方立飾裏面のみに部分的にみられ、

大きくは2箇 所ある。それらはともに経糸が平行であ り、
同一方向であることから一枚の麻布とみられる。布痕は、

立飾の縁にも部分的に観察されるため、裏面全体を覆 っ

ていた可能性がある。現状で、表面には布が確認できない

が、出土状況から布に包まれていた可能性も残される。
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イ 冑(第4・16図)

頭部を保護するもので、頭頂部か ら前額の衝角部ま
でを形成 した伏板、上下2段 の三角形地板 と帯金、前額下

となる衝角底板と竪眉庇か ら構成される部品を革紐で綴

じ合わせた三角板革綴衝角 付冑である。うち衝二角底板は

完全に欠損するものの、おおむね各段の部品は揃っている。

綴は残存 しない。なお、復原 に際して、滝沢論文の詳細な

観察結果を基 とし、全体形状は大阪府豊中市所在の大塚

古墳出土衝角付冑を参考 としている。復原された各計測

値は、長さ28.Ocm、幅18.Ocm、高さ18.4cmを 測る。長さ:幅:

高さの比率は、1.6:1:1で あり、上下高が左右幅、前後長に

比べて高い。そのため、伏板の湾曲が強い。以下、各構造部

位毎に詳述する。

伏板

頂部はおおむね残存するが、衝角先端部から衝角底板
が欠損する。各計測値は、伏板の長さ10.6cm、 幅8.Ocm、 衝

角部で幅4.Ocmを 測る。残存する革紐から、地板頂点 との

直接結合は避けるようにして下段 と紐綴 じしていたもの
とみられる。現状では有機物の付着は観察できず、三尾鉄

が付属していた形跡は認められないが、頂部には左右1.5cm、

前後3.Ocmの 長方形の隅に位置するように4孔 が穿たれ
ている。

地板第1段

完形の部品はないが、全て残存する。地板は三角形で、

後頭部を中央にして正位の三角形地板を1枚 配 し、その左

右は3枚 つつ上下交互に計7枚 で構成される。高さ4.3cm
を測る。伏板との接合箇所は欠損 しているため、伏板 との

結合方法は不明である。地板 は斜辺3箇 所、底辺4箇 所に

孔を開けている。内面の綴 じ方は、残存状態の比較的良好
な左右側面では、斜辺はいずれも下から上に向かって綴

じ合わせ、頂点手前の孔で完結 している。地板同士の結合

は、胴巻板・伏板との結合の前に行われている。

胴巻板
ほぼ全周にわたって残存する。幅2.Ocmを 測る。内面の

綴 じ方は、地板第1段 とは、左右 とも衝角部側から綴 じ合
わせ、後頭部で ともに終了 している。地板第2段 との結合

も衝角部側からはじめ、後頭部やや左寄りで終了している。

左側衝角部 との接合箇所付近では、衝角 と地板第1段 との

結合紐の下に、胴巻板 と地板第1段 との結合紐が入り込ん
でいる。また、地板第1段 外面 との接合付近では、三角板頂

点の上に被さるようにして綴 じ紐が回されているのに対
し、真下の地板第2段 との接合箇所では三角板頂点で綴じ

紐が地板の下に入り込んでいることから、地板第1段 →胴

巻板→地板第2段 →伏板、の順に綴じられていたものと推

定できる。

地板第2段

後頭部から右側頭部にかけた付近、衝角 部から右側頭

部にかけた付近が欠損する。地板は三角形で、後頭部を中
央にして逆位の三角形地板を1枚 配し、その左右は4枚 つ
つ上下交互に計9枚 で構成される。高さ3.8cmを 測る。内

面の綴じ方は、残存箇所から、斜辺のみで結合を完結させ
てお り、いずれも下から上に向かって革綴じされている。

腰巻板

衝角部側、左側頭部の大半、後頭部の大半を欠損 してい

る。幅2.8cmを 測る。内面の綴じ方は、左右 とも衝角部側

から結合されており、地板第2段 後頭部の頂点で終了して

いる。地板第2段 の左側は、衝角部との接合箇所手前から

綴 じ始められてお り、一部に三角板頂点を乗 り越えて紐

が延びている。

衝角底板

残存 していない。

竪眉庇

その大半を欠失するが、一部が残存 し、右端に配置して

弧状に復原されている。冑本体 との結合構造 は、上部外側

に挟 り込みが認められるが、衝角底板が残存 しないため

不明である。下端は外側へ向かって丸 くおさめている。な

お、破片の114は 、復原部品と同様に下端を外側へ向かっ

て丸 くおさめる構造を持つことから竪眉庇 と判断した。

小破片だが左右に弧状でなく直状に伸びていることから、

竪眉庇は正面が直線的にな り、全体では台形様になると

推定できる。よって、復原された状態 とはやや違った状況

となろう。

ウ 短甲(第5～8・17図)

上半身を保護するもので、横長鉄板を革紐で綴 じ合

わせて全形を構成する長方板革綴短甲である。この復原

に際 しては、滝沢論文の詳細な観察結果を基 とし、全体形

状は石川県羽咋市に所在する芝垣円山古墳出土の短甲を

参考として修復されている。復原された現状の各計測値は、

全高が前胴で33.7cm、 後胴で42.5cm、 左右幅は後胴押付

板で45.Ocm、腰で31.2cm、裾で37.6cm、前後幅は脇で22.Ocm、

腰で23.Ocm、 裾で32.Ocmを 測る。欠損した地板が多 く内

面革紐の残存状態も悪いが、前後 とも短甲に特徴的な押

付板はよく残る。以下、脇のつなぎ目を境に前胴と後胴に

分け、各構造部位毎に詳述する。

前胴

復原は、竪上2段 、長側4段 の6段 構成をとる。左前胴は、

引合板の上下端 と竪上第2段 の一・部を除いて大半が欠損

する。右前胴は、長側第3段 を除いておおむね全段が残存
しているため、各段の記述は断りのない限 り右前胴に基

づいている。

引合板

右前胴は、上から下までほぼ完存する。計測値は、最大

値で長さ33.7cm、 上端幅4.Ocm、 下端幅4.5cmを 測る。隅
は丸 くおさめており、下部ほどやや幅広につくられている。

上下端の孔に革紐が残存する。左前胴で復原されている

部品は、各段 との結合も不明瞭であ り、引合板ではない可

能性もある。また現状で、左前胴合わせになっているが、

左前胴長側第3段 の地板が変形していることによる歪みで、

本来の状態を示 していない。

竪上第1段:押 付板

おおむね右前胴はほぼ完存する。外面上下幅6.7cm、 上

端左右幅10cmを 測る。縁から1.5cmの 箇所に覆輪孔列が

開口するが、内外面とも革紐が残存 しない。脇の挟 りは大

きくとられてお り、前後で径11cm、 上下で深さ10cmの 弧

状を呈している。

竪上第2段:地 板

左右とも残存しない。

長側第1段:地 板

外面側、竪上第2段 との結合箇所付近は比較的よく残っ
ている。外面上下幅6.7cmを 測る。竪上第2段 との結合に3

孔あり、竪上第2段 の上から綴じつけられている。また、左

脇が残存し、脇 との結合に2孔 が認められる。

長側第2段:帯 金

外面に近い箇所で復原されている。内面のほとんどは

観察できない。外面上下幅4.Ocmを 測る。長側第1段 側に2

孔が確認できる。

長側第3段:地 板

右前胴側は残存せず左前胴が残存するが、遺存状態は

悪 く、革紐は確認できなかった。内面上下幅6.Ocmを 測る。

一4一



外面長側第2段 に近い箇所に1孔 と長側第4段 側 に2孔 が

確認できる。

長側第4段:裾 板

革組覆輪が一部残存するが、遺存状態は悪い。外面上下

幅5.5cmを 測る。後胴裾板 との結合は、上縁から1cmの 箇

所に1孔 が確認できるが、前後を結合する目的の孔は残存

状況からこの1孔 のみで、全体構造 としては覆輪で固定し
ていた可能性が高い。

後胴

復原は竪上3段 、長側4段 の7段 構成をとる。押付板・竪
上第2段 ・裾板はおおむね遺存するものの、他の部材は背

面中央を除いてほとんど欠損している。したがって、前後

胴を結合する構造は不明であるため、各段の記述は断 り
のない限り背面中央に基づいている。

竪上第1段:押 付板

ほぼ完存し、特に右脇内面の革組覆輪は比較的よく残っ

ている。背面外面上下幅9.Ocmを 測る。縁から1.5cmに 覆

輪孔列が開口する。

竪上第2段:地 板

竪上第2段 を構成する3枚全てが残存する。各計測値は、

背面外面上下幅6.2cm、 内面上下幅8.Ocmを 測る。左右で

形状が異なる鉄板が使用されてお り、左の1枚 はコーナー
の角が残され、台形に近い形状をしているのに対 して、右

の1枚 は丸みを帯びた半月形をしている。内面革紐の残存

は悪いが、上縁は右 と左で綴 じの方向が異なり、左右 とも

中央に向かって綴 じつけられている。地板同士の綴じと、

押付板 との結合の関係は不明瞭である。なお、レン トゲン
から左側地板の右上隅近 くと右側地板の左上隅近 くに、

地板の結合 と関係 しないとみられる穿孔があることから、

これがワタガミ懸緒孔 と考えられる。

竪上第3段:帯 金

残存 しない。

長側第1段:地 板

中央の1枚 と右脇上部が残存する。左脇は前後胴結合箇

所に近い部位が残存する。外面の革紐はほとん ど欠失し

ているが、内面は一部に痕跡が残されている。計測値は、

外面上下幅5.8cm、内面上下幅7.1cmを 測る。綴じの方向は、

背面側では上下 とも左から右だが、脇では背面か ら脇に

向かって綴 じられてお り、逆向きである。したがって、後

胴背面→右脇長側第1段 →右前押付板→右前竪上第2段

の順に結合されたと考えられる。

長側第2段:帯 金

背面中央付近の一部のみが残存する。外面の5箇 所に革

紐痕が認められる。外面上下幅5.Ocmを 測る。

長側第3段:地 板

背面の3枚 が残存するが、遺存状態は悪い。各計測値は、

外面上下幅5.2cm、 内面上下幅6.2cmを 測る。長側第2段 と

の結合方向は、左から右である。

長側第4段:裾 板

ほぼ完存するが、革組覆輪より下は欠損する。外面上下

幅6.5cmを 測 る。左右 とも前胴 との結合用の孔が認めら

れないが、欠損箇所にあった可能性がある。

工 頸甲(第12・13図)

短甲より上の胸背から頸を防護するためのもので、

左右の打ち延ば した板金と前後の引合板の計4枚 を革紐

で綴 じ合わせる革綴打延の甲である。板金のうち、左は背

側の破片、右は胸側と肩～背側の破片のみ残 る。引合板 と

みられ る破片はあるが、胸側か背側かも含めて断定でき

ない。肩甲は、現状で残された破片中にそれらしいものは

みられない。遺存状況が悪いため以下、胸背左右を分けて

記述す る。なお、胸側の全体形を知 ることはできないが、

左背が比較的良好に残存するため、頸部から肩までの最

短幅値を除いて、この計測値を基本 として推定できる。

左板金:胸側

確実なものはない。(第1表の備考欄を参照)

左板金:背側(第12・13図R229)

背側は比較的良好に残存するが、肩の部分は欠損する。

計測値は、最大値で高さ12.5cm、 背幅8.8cmを 測る。打ち

延 ば して形成 された頸部 は立ち上が り1cmで 、半径
5.5cmの 弧状をなす。外面に、左右を結合する革紐が残存

するが一部であるため、結合方法は不明である。また、右

下部に2孔 が開口する。位置からすると肩甲を結合する孔

と考えられる。

右板金:胸 側(第12図R231)

胸幅8.8cmを 測る。革紐は付着 していない。頸部の大半

は残っておらず、立ち上がりは高さ0.8cm程 で、ほぼ直角

に近い角度で立ち上がる。これについては、復原展開図で

は図示 していない。なお、019とi57が 左右胸側のいずれ

かの下部分にあたる破片 と考えられる。

右板金:背側(第12・13図R228)

肩付近が比較的よく残る。頸部から肩までの最短幅は
3.5cmを 測る。左の肩部に2孔 が認められ革紐が残存 して

いる。位置からすると肩甲を結合する革紐である。なお、

この部位は本再整理での接合作業によって、報告書当時

の原形にまで復原できたものである。

引 合 板

確 実 な もの は な い 。(第1表 の 備 考 欄 を 参 照)

参考文献
小林謙一・1974「甲冑製作技術の変遷と工人の系統(上)・(下)」『考古学研究』

第20巻4号p48～68・ 第21巻2号p37～49
古谷 毅1996「古墳時代甲冑研究の方法と課題」『考古学雑誌』第84巻第4号

p58～483

オ 鉾(第9図234)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。鉾

身部は鋒先および関にかけての刃部を、穂袋は端部を欠
いている。各計測値は現状で、全長28.8cm、 鉾身部は長さ

11.5cm、 幅は最大値で3.Ocm、 厚さ1.5cmで あ り、袋部は

長さ17.3cm、袋の径は最大で約2.6cm、厚さ0.3cmを 測る。

鉾身部は狭鋒、断面菱形の錦造 りである。片方を欠いてい
るが有関で、袋部は断面円形の円筒袋である。袋端部は、

鉾身鏑の軸上に添うかたちで三角状に切 り込まれる山形

挟である。袋端部から1.5cmの 箇所に直径0.6cmの 目釘穴
がある。目釘自体は残存 していない。袋内部を含めて木質

等の有機物も観察されなかった。

力 刀(第9図281)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。本

古墳では唯一の刀である。柄頭・鍾などの刀装具は残存 し
ていない。表面はかなり剥離 しており、鋒先および大きく

刃部を欠 く。計測値は現状で、全長102.Ocm、 刃部は長さ
83.4cm、 幅は最大値で3.Ocm、 厚さ0.8cmを 測る。刀種は

大刀に分類されるもので、平造 りである。形状は、鋒先か

らふくらが張った刃とな り、刃部の2/3辺 りから刃部側へ

湾曲し始める。湾曲は、関を境に更に強 く刃側へ反ってい
る。関は片関で、現状では斜角 とも撫角 ともとれるが、報

告書の写真図版か ら判断 し斜角 とす る。関部 は長さ
1.2cmを 測 り、刃がある。茎は関か ら茎尻にかけてやや幅
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を 減 じ る 中細 で 、茎尻 の 形 状 も、丸 み を 持 つ こ とか ら面 取

りした隅切 尻 であ る。茎 の計測数 値 は、長 さ17.4cm、 幅2.5cm、

厚 さ0.9cmを 測 る。目釘 穴 は2箇 所 あ り、茎 尻 か ら3.3cmの

箇 所 に直 径0.3cmの 穴 、8.5cmの 箇 所 に直 径0.4cmの 穴 が

あ る。目釘 自体 は 残 存 して い な い 。茎 部 に は有 機 物 の付 着

が あ る。材 質 は 同 定 で き な い が 、木 質 で は な く布 の 類 とみ

られ る 。

キ 剣(第9・10図)

古墳発見時に採取されたもの4本 と、発掘調査で出土
した1本 の計5本 がある。大きいものから順に詳述する。

剣(第9図282)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。剣身は、

鋒=先から中程まで表面が剥離 し刃部 もかな りの部分を欠

く。特に茎尻付近は、表裏剥落のため樹脂で補填されてお

り不明な点が多い。計測値 は、全長66.4cm、 剣身の長さ
53.Ocm、 茎の長さ13.4cmを 測る。大振 りの鉄剣である。

剣身は平造りであ り、幅3.4cm、 厚さ0.8cmで ある。関は茎
との境が不明瞭な両関撫角である。茎は幅2.4cm、 厚 さ

0.9cmで 、茎尻へ向かうほどやや細 くなる中細である。報

告書の写真図版でみると完形品 とみられるが、保存処置

前のレントゲンでは茎は目釘穴 と茎尻の問で折損した状

態で撮影されている。修復作業によ り接合され欠損部分
は補填 ・復原 している。そのためか茎の形状は湾曲してい

るように見えるが、本来の形状は、写真図版からみて関か

ら真直 ぐ茎尻へ伸びる。茎尻は、明瞭でないが斜めに切断

されている とみ られる。目釘穴は1箇 所 で、茎尻か ら

7.9cmの 箇所に直径0.4cmの 穴がある。目釘自体は残存し

ていない。茎部の片面には有機物の付着があり、柄の木質

の一部が残存 したものと推定される。

剣(第9図R236)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。剣身
は鋒先か ら残存しているが、関とその付近にかけての刃

部を欠 く。茎は茎尻を欠き、形状 は知 り得ない。計測数値
は現状 で、全長60.2cm、 剣身 の長さ46.9cm、 茎の長さ

13.3cmを 測 る。剣身は平造 りであ り、幅3.Ocm、 厚さ

0.8cmで ある。関は茎 との境が不明瞭な両関撫角である。

茎部は最大値で幅2.3cm、 最小値で幅1.3cm、 厚さ0.8cm
を測 り、茎尻へ向かうほど細 くなる。茎は、関から真直 ぐ

茎尻へ伸びる。目釘穴は2箇 所で、茎尻から7.5cmの 箇所

に直径0.3cmの 穴、2.6cmの箇所に直径0.3cmの 穴がある。

有機物の付着は、剣身の両面 と茎部の片面にみられる。こ
れはどちらも木質で、剣身は鞘の一部が、茎は柄の一部が

残存 したものと推定される。特に、茎に残存 している木質
の関側端部は、関との境に位置 し、直線的であることから

柄端部の形状を保持していると推定される。

剣(第10図239)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。剣身
は鋒先から刃部の一部を欠 く。茎はその大半を欠き、茎形

状や茎尻の形状は知 り得ない。計測数値は現状で、全長
56.8cm、 剣身の長さ50.Ocm、 茎の長さ6.8cmを 測る。剣身

は両丸造 りであり、幅3.Ocm、厚さ0.6cmを 測る。関は茎と

の境が不明瞭な両関撫角である。茎は最大値で幅3.Ocm、

最小値で幅2.Ocm、 厚さ1.Ocmで 、茎尻へ向か うほどやや

細 くなる中細 と推定される。目釘穴は残存 していない。有

機i物の付着は、剣身の両面と茎の片面にみられる。剣身は

鞘の一部が、茎は柄の一部が残存したものと推定される。
茎の関側端部に残存している木質は、関との境付近に位

置し直線的であることか ら柄端部の形状を保持している
と推定される。なお、関に幅1.Ocm～1.5cmを 測るほぼ身

を一周する不明付着物があり、材質の同定が必要である。

これは、付着位置か らすれば剣装具の一部が遺存 してい

るものと考えられる。

剣(第10図238)

唯一、発掘調査で出土した剣である。(第2図)出土位置は、

副室の灰黄色粘土中より金銅製天冠と共に出土している。

詳細は報告書を参照されたい。全体 としては良 く残 って
いるが、茎尻を欠くとみられるため、その形状は知 り得な

い。各計測数値は現状で、全長44.8cm、 剣身の長さ33.5cm、

茎の長さ11.3cmを 測る。剣身は両丸造 りであり、幅3.Ocm、

厚さ0.6cmで ある。関は両関で、茎 との境が直角に挟れ、

幅3.2cmを 測る。茎は最大値で幅2.6cm、最小値で幅1.9cm、

厚さ0.6cmで 、茎尻へ向か うほどやや細 くなる中細 と推

定される。目釘穴は2箇 所ある。茎尻から計測 し、1.8cmの

箇所 に直径0.4cmの 開口した穴 と、7.3cmの 箇所 に約
0.6cmの 穴跡をレントゲン写真から確認 した。有機物の

付着は、剣身 と茎の両面にみられる。剣身は鞘の一部が、

茎は柄の一部が残存 したものと推定される。剣身に残存
している木質の関側端部は、関との境付近に位置 し、直線

的であることから鞘端部の形状を保持 していると推定さ

れる。

剣(第10図235)

古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。剣身
は鋒先から関まで良 く残るが、茎はその大半を欠 くよう

にもみえるが、現状でおさめられた茎尻とも推定でき判

然 としない。計測数値は現状で、全長26.8cm、 剣身の長さ
23.5cm、 茎の長さ3.3cmを 測る。器種を確定する上で問題

となるのが、明らかに大きさが小さい点にある。大きさか

ら、槍先の可能性が高いと考えられるが、報告書に従い剣

としてお く。剣身は両丸造 りであ り、幅2.Ocm、 厚さ0.5cm

である。関は有機物が付着し肉眼での観察は難 しいが、レ

ントゲン写真 との検討から、両関撫角である。茎は最大値

で幅2.Ocm、 厚さ0.5cmで 、茎尻へ向かうほ どやや細 くな

る中細と推定される。目釘穴は確認できないが、茎尻まで

残っている とみれば目釘穴がない点が注意される。有機

物の付着は、茎の両面にのみあ り、柄の一部が残存 したも
のであろう。残存している木質の関側端部は、関との境付

近に位置 し、直線的であることから柄端部の形状を保持
していると推定される。

ク 鍛(第12・13図169・171・240・244・247・R250・251・254・
256・257・260・261・263・264・265・R266・271●272・274・275・

287.288.298.368.369.375.376.379.383.384.385)

全て古墳発見時の採集遺物で出土位置は不明である。

全て欠損箇所があり、完形個体はない。報告書では5個 体、

滝沢論文では3個 体が掲載されている。経年の劣化が著 し

く、その多 くが接合作業も困難なほど細片 とな り、保存処

置を経ていることから観察結果に違いがある。
まず、報告書 と滝沢論文で掲載された個体の対応関係

については、前述の状況か ら照合できたものは滝沢論文

実測図の形状や長 さ等から判断して報告書の第8図1と

滝沢論文の第7図1が 対応する個体である可能性が極め
て高い。それ以外は不明である。なお、この個体が240に

相当するとみ られる。報告書 と本再整理で付 した個体管
理番号 との対応関係はこれ以外は確定できない。滝沢論

文との対応関係は、残る滝沢論文第7図2が385、 滝沢論文

第7図3が275と 考えられる。385の平面形状は、本実測図
での表面だけが残存 し、裏面となる箇所は剥離 し、断面形

状等を失っている。275は 滝沢論文の再実測当時の形状
を保っている。このような状況から、特に滝沢論文での記

述が重要と考えられるため、以下に引用する。

滝沢論文(28頁14～20行)
「鉄鍛はいずれも両丸造、両刃式の長頸鍛で、関箆被を有

するものと思われる。鏡化のため不明瞭ではあるが、鍛身

部は関を有さず緩やかに頸部に移行するものとみられる。

長頸鍛は中期後半以降急速に普及する鉄鍛だが、本古墳

例の場合、鍛身部の形態と片刃式の不在を重:視すれば、そ
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の年代は中期後半でも著 しく時期の下降するものとはな

るまい。」

本再整理の結果でも滝沢氏が指摘 した通 り、柳葉系長

頸鍛で占められ、片刃式はないものと判断される。

現状で鍛身の造 りを確認 できるのは6点 あ り、256・
275が 両丸造、271は片丸造、240・R250・385が 片鏑造 と

みられる。なお、240は 滝沢論文では両丸造 とされていた

が、保存処置の結果で明らかになったものか、照合が間違っ

ているか判断がつかない。また関については推定するに

留め られているが、保存処置の結果か ら関を有 している

とみて良い。鍛身部 と関部の間にあたる箆被部の長さは
11.2cmを 測る。

参考資料(第15図)

なお、國學院大學日本文化研究所所蔵の大場磐雄資料に、

報告書の実測図や写真に掲載されていない、桜 ヶ丘古墳

出土と記録された鉄鍛の写真がある。(大場写真資料番号
3584桜 ケ丘古墳出土品鉄鍛 昭和30年8月31日)

この鉄鍛については東京文化財研究所に保管されてい

る遺物実測図(複 写)の なかに確認することができた。こ

れらの鉄鍛は妙義山古墳群の出土品と誤認したため報告

書に掲載 されなかった可能性も考えられるので、妙義山

古墳群の鉄鍛 と照合 してみたが一・致する個体を確認する
ことはできなかった。そこで、今回これらを桜ヶ丘古墳出

土の参考資料として提示することとした。

全て長頸鍛 とみられ、本古墳の資料 としてみても現状
の見解に変更はないものと考えられる。

(2)石 製遺物(第14図)

全て玉類である。発掘調査により原位置を保って出
土 したものはない。現状での個体数は、勾玉2点 、臼玉5点

である。報告書では勾玉1点 が掲載されているが、昭和63

(1988)年 の市重要文化財指定の段階では、勾玉2点 とあ

り点数が増えている。これは文化財指定の調査以前の段

階で、本古墳以外の勾玉が混入してしまったためと考え

られる。よって、この勾玉は本整理に際し個体管理番号は

与えず、桜 ヶ丘古墳の遺物総数から除外 した。ただし、実

測図は掲載することとした。

ア 勾玉(第14図L1)

石材は璃璃製で飴色をし、全長は35.4mm、 重量9.5g
である。形状は、丸い頭部から尾部に向かってC字 状に細

くなる。全体に研磨され、その湾曲部の内側は幾分湾曲が

強調されて整形 されたもの とみられる。表面には一部に

素材段階とみられる窪みが研磨されずに残された箇所が

ある。この痕跡が、報告書の写真図版と國學院大學の大場

磐雄写真資料で確認できたことから、本資料が本古墳で

採取された勾玉 と特定 した。

イ 白玉(第14図L2～L6)

石材は滑石製である。計5点 で、いずれの重量 も0.1g
に満たない。報告書掲載の実測図との対照は不明である。

(3)ガ ラス製遺物(第14図)

全て玉類である。発掘調査により原位置を保 って出
土 したものはない。現状での個体数は、丸玉9点 と小玉32

点である。うち小玉については、報告書36頁 の文・表中で
は黄色2点 ・淡青色33点 の計35点 、実測図では34点 が図

示されている。また、報告書の写真図版第6で は1連32点
の小玉が掲載されており、報告書の中で点数に異同がある。

なお、昭和63(1988)年 の市重要文化財指定の段階では小

玉35点 とあ り、文中の点数と同じにしている。報告書の

写真図版と大場磐雄写真資料は、モノクロ写真で色を特

定することはできないが、糸を通した1連 で撮影されてお
り、現在保管されている小玉の点数 と一致することから

写真図版の小玉が現在の小玉であると考えられる。報告書

掲載の実測図との対照は不明である。

ア 丸玉(第14図GO1～GO9)

計9点 あり、全て色調はコバル トブルーである。気泡

列の観察から製作技法は、管切 り法 とみられる。G3に は

剥離痕がみられるが、風化の具合から製作工程でできた

痕跡ではなく、後に生じた衝撃による剥離痕とみ られる。

イ 小玉(第14図G10～G41)

計32点 あ り、全て色調は、スカイブルーである。丸玉

同様に、気泡列の観察から製作技法は管切り法 とみられる。

報告書に記載されている黄色小玉については、現在確認
できないこと、また報告書の点数に異同があ り、記録に確

証が得 られないため不明 として、本古墳の遺物から除外
した。ただし、淡青色 と黄色を誤認するとは考えにくく、

本来あった可能性の高いことを付記 しておく。

6総 括

(1)遺 物総点数
発掘調査により出土位置の明らかなものを「発掘遺物」

とし、古墳発見時の採取及び発掘調査中のi撹乱土 中採取

遺物を「採取遺物」として分けて明 らかにし、その総数を

確定する。ただし、武具の数に変更はないが、破片は今後

に異同や再保存処置によって変更もあろうことから破片

として数えた。

ア 発掘遺物点数

装身具類:金 銅製天冠1、竪櫛1(冠 付着)、布1(冠 付着)

武 器 類:剣1

イ 採 取 遺 物 点 数

装 身 具 類:毛馬璃 製 勾 玉1、滑 石 製 臼 玉5、ガ ラ ス製 丸 玉9、

ガ ラス 製 小 玉32

武 器 類:直 刀1、剣4、鉾1、錺131(身 部6、箆 被17、 茎8)

武 具 類:三 角 板 革 綴 衝 角 付 冑1、長 方 板 革 綴 短 甲1、革 綴

頸 甲1、武 具類 破 片75(*同 一袋内小破片を含まない数)

武 器 ・武 具 類 破 片:132(*同 一袋内小破片を含まない数:)

ウ 遺 物 総 点 数

装 身 具 類:金 銅 製 天 冠1、竪 櫛1(冠 付 着)、布1(冠 付 着)

勾 玉1、 臼玉5、 ガ ラス 丸 玉9、ガ ラス 小 玉32

武 器 類:直 刀1、剣5、鉾1、鍛31(身 部6、箆 被17、 茎8)

武 具 類:三 角 板 革 綴 衝 角 付 冑1、長 方 板 革 綴 短 甲1、革 綴

頸 甲1、武 具類 破 片75(*同 一袋内小破片を含まない数)

武 器 ・武 具 類 破 片:132(*同 一袋内小破片を含まない数)

(2)遺 物について

冠は、毛利光俊彦氏によれば、日本国内の古墳で50基 、

64例 が数えられ、うち鉢巻式帯冠は、本古墳例を含め20

例が確認されている。立飾の形状から区分 し、本古墳例は

VIII+II類 の宝珠文A1種 ・鳥羽形立飾B種 付 とされ、伽耶 と

のつながりで出現し、5世紀後半から6世紀前半とされる。

同類には佐賀県潮見古墳出土金銅製帯冠がある。

武具のうち、三角板革綴衝角付冑は管見で全国に28例 、

長方板革綴短甲は35例 がある。うち本古墳 と同様な供伴

関係で出土 している古墳はわずか7例 である。県内では、
:革綴式の甲冑の分布は、北・中信に限られており、本例を

含め7例 が確認されている。

全国でも復原 された革綴式の甲冑資料は多くない。本

例の三角板革綴衝角付冑は比較的残 りも良 く貴重で、県

内での出土例は唯一である。長方板革綴短甲は、県内では

中野市の七瀬双子塚古墳と本古墳の2例 である。これも県

内では復原されたものの唯一である。やや遺失 した部分

が多 く不明な部位もあるが、全体形が推定できる貴重な

資料である。これら甲冑の年代は、その特徴から古墳時代

中期前半頃とみられる。
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上記以外の遺物には、鉾・刀・剣・錺i・玉類があるが、剣の

多さ等に古墳時代前期的な古い様相がみえる。錺iは長頸

錺1であ り、その特徴から逆にやや新 しく古墳時代中期後

半頃の5世紀後半 とみられる。

なお、今回新たにみつかった鍛の追加資料は、長頸鍛で

あることは問違いな く、その年代は5世 紀後半 とみられ、

滝沢論文で位置づけられた古墳の年代観をさらに補強す

るものと考えられる。

(3)ま とめ

最後に、本古墳の問題を提起してまとめとする。

その前に、滝沢論文の再測量成果を基本 とし本古墳の

規模等について再確認する。また、主体部については報告

書で確認する。なお、主体部の計測値は調査報告部分と考

察部分で値が違 うため最小値～最大値で記述する。

立地は、比高差約40mの 標高678m付 近を測る尾根の

先端にある。

第1表 遺物一覧

:墳丘規模は、直径約30m、 高さ約5mの 円墳である。

主体部は、遺存が悪 く判然としないが、竪穴式石室の系

統であって、主室 と副室に分かれる。主室の内法は、推定

で長さ2.5m、 幅1.2～1.3mを 測る。副室は;礫榔 とされ、内

法で長さ1.8～1.85m、 幅約0.6mを 測る。ここから、冠と剣

1本 が木質遺材を混有する灰黄色粘土に覆われて出土 し

ている。

本古墳の年代は5世 紀後半 とみ られているが、既に述べ

たように、副葬遺物の年代にかな り幅が存在する。これに
ついては、滝沢論文で指摘の通 り、主室と副室の関係、構

築方法や構造、埋葬方法など、墳形を含め再考する必要が

あろう。だが、副室での確実な供伴関係にある遺物は、唯一、

冠 と剣1本 である。甲冑類を含まない点に主 ・副の問題を

含め、本古墳の埋葬状況、年代、性格等を再考する上で非

常に重要な問題であろう。

末筆ながら、記録類の調査にあた り、全面的にご協力い

ただいた諸機関・諸氏に対し、心か ら御礼申し上げます。

ID種 別(部位等) 実測図 報告書 滝沢論文 最大長(cm)最 大幅(cm)最 大厚(cm)重 量(g)形 状比 形状 接合ID穿 孔 革痕 木質痕 備考

001金 銅製夫冠 掲載35頁5図1 副室から出土 竪櫛(003)・布(004)が 付着

002金 銅製天冠(破片) 未作成35頁5図1 保管場所不明

003竪 櫛 掲載36頁6図1 天冠(001)に 付着

004布 掲載 天冠(001)に 付着

005短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

006短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

007短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

008短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

009短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

010短 甲(後胴竪上第2段:地板) 掲載 22頁4図5 OO 東文研保管実測図の未掲載図

011短 甲(後胴竪上第2段:地板) 掲載39頁9図2322頁4図5 OO

012短 甲(左前胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図19 RO1200

013短 甲(右前胴竪上第1段:押付板)掲 載39頁9図3 RO1300

014短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

015短 甲(右前胴引合板) 掲載39頁9図3222頁4図9 RO1500

016短 甲(右前胴引合板) 掲載39頁9図2922頁4図12 RO1500

017短 甲(右前胴引合板) 掲載39頁9図3422頁4図13 RO1500

018短 甲(後胴長側第2段:帯金) 掲載39頁9図2622頁4図8 RO1800

019武 具類(不明) 掲載39頁9図30 7.3 3.4 0.3 33.72:11板 状 頸甲板金胸側か

020短 甲(右前胴長側第2段:帯金) 掲載39頁9図3122頁4図11 RO2000 不明個体1点が接合

021短 甲(右前胴引合板) 掲載 22頁4図10 RO1500

022短 甲(後胴長側第3段:地板) 掲載39頁9図1123頁5図19 00

023短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図1223頁5図14 RO2300

024短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載29頁9図923頁5図21 00

025短 甲(右前胴竪上第1段:押付板)掲 載39頁9図322頁4図4 RO1300

026短 甲(右前胴竪上第1段:押付板)掲 載39頁9図322頁4図3 RO1300

027短 甲(右前胴竪上第1段:押付板)掲 載39頁9図322頁4図2 RO1300

028短 甲(左前胴引合板) 掲載39頁9図33 00

029短 甲(右前胴引合板) 掲載39頁9図822頁4図1 RO1500

030短 甲(後胴長側第3段:地板) 掲載 RO3000

031短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載 RO2300

032短 甲(後胴長側第2段:帯金) 掲載39頁9図36 00

033短 甲(後胴竪上第2段:地板) 掲載39頁9図2023頁5図18 RO3300

034短 甲(右前胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図2123頁5図16 RO3400

035短 甲(後胴長側第3段:地板) 掲載39頁9図2423頁5図15 RO3000

036短 甲(後胴長側第3段:地板) 掲載39頁9図1423頁5図17 00

037短 甲(左前胴引合板) 掲載39頁9図2722頁4図7 00

038短 甲(右前胴長側第1段:地板) 掲載 RO3400

039短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載39頁9図1623頁5図26 RO1400

040短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載39頁9図2523頁5図28 RO1400

041短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載39頁9図1323頁5図23 RO1400

042短 甲(左前胴長側第3段:地板) 掲載39頁9図423頁5図22 RO4200

043短 甲(左前胴長側第3段:地板) 掲載39頁9図423頁5図22 RO4200

044短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載39頁9図1723頁5図24 RO1400

045短 甲(右前胴長側第4段:裾板) 掲載39頁9図1823頁5図25 RO4500

046短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 23頁5図27 RO1400

047冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 RO4700

048冑(地 板第1段～腰巻板:後側) 掲載 RO4800

049武 具類(不明) 掲載 4.3 3.7 0.4 9.5 1:9板 状

050武 具類(不明) 掲載 6.4 3.5 0.3 9.7 1:7板 状 0

051武 具類(不明) 掲載 3.6 2.8 0.4 5.5 1:7板 状 0

052短 甲(右前胴長側第4段:裾板) 掲載 RO4500

053冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 RO4700

054武 具類(不明) 掲載 2.8 1.4 o.i 1.22:11板 状 0

055武 具類(不明) 掲載 4.1 3.7 0.3 7.91:14板 状 一 00

056冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 RO4700

057武 具類(不明) 掲載 3.3 3.0 0.3 5.01:11板 状 一 0

058武 具類(不明) 掲載 2.1 1.9 0.3 1.6 1:7板 状

059武 具類(不明) 掲載 3.5 2.9 0.3 3.51:12板 状

060短 甲(右前胴引合板) 掲載 RO1500

061武 具類(不明) 掲載 3.0 2.9 0.2 4.01:18ホ 反斗犬

062短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

063武 器・武具類(不明) 未掲載 1.8 1.6 0.3 1.0 1:5板 状

064短 甲(後胴竪上第2段:地板) 掲載 RO3300

065短 甲(左前胴長側第3段:地板) 掲載 RO4200

066武 具類(不明) 掲載 2.9 2.8 o.z 4.01:13板 状

067武 具類(不明) 掲載 3.5 2.0 0.2 3.2 2:9板 状 00
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ID種 別(部位等) 実測図 報告書 滝沢論文 最大長(cm)最 大幅(cm)最 大厚(cm)重 量(g)形 状比 形状 接合ID穿 孔:革痕 木質痕 備考

068短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

069冑(地 板第1段～腰巻板:左側)掲 載 RO4700

070短 甲(後胴竪上第2段:地板) 掲載 RO3300

071冑(地 板第1段～腰巻板:後側)掲 載 RO4800

072武 具類(不明) 掲載 3.5 3.3 0.2 2.11:18板 状

073冑(竪 眉庇) 掲載 RO73

074武 具類(不明) 掲載 3.1 2.1 0.3 4.41:8板 状 00

075武 具類(不明) 掲載 4.4 2.6 0.3 6.52:9板 状 00

076武 具類(不明) 掲載 4.4 2.0 o.z 2:9禿 反斗犬 一 077と 錺着、頸甲左右板金か 総重量10.9g

077武 具類(不明) 掲載 3.5 2.9 0.2 1:19板 状 00 076と 錺着、頸甲引合板か 総重量10.9g

078武 具類(不明) 掲載 3.2 2.9 0.3 3.61:11板 状 一

079短 甲(右前胴長側第4段:裾板)掲 載
RO4500

080冑(地 板第1段:右側) 掲載 RO8000 RO80中 に不明個体1点が接合

081武 具類(不明) 掲載 2.9 2.5 0.2 4.51:13板 状 一 頸甲引合板か

082短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

083短 甲(後胴長側第2段:帯金) 掲載 RO1800

084冑(地 板第1段～腰巻板:左側)掲 載 RO4700

085武 具類(不明) 掲載 3.0 2.9 0.2 3.41:12板 状RO85 0 頸甲引合板か

086冑(地 板第2段～腰巻板:右側)掲 載 RO8600

087武 具類(不明) 掲載 3.7 1.5 0.2 2.33:7板 状 一

088武 具類(不明) 掲載 2.4 1.7 0.2 1.31:10板 状 0

089短 甲(右前胴長側第4段:裾板)掲 載 RO450C

090武 具類(不明) 掲載 3.4 3.0 0.3 5.01:11禿 反斗犬

091武 具類(不明) 掲載 3.6 2.9 0.3 5.41:11板 状 00

092武 具類(不明) 掲載 4.8 3.0 0.3 6.61:6板 状 一 00 同一袋内に他小破片1総 重量6.7g

093武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.7 o.i 0.11:5板 状 一

094武 具類(不明) 掲載 3.6 2.2 0.2 4.02:9板 状 0

095武 具類(不明) 掲載 2.7 1.5 0.2 1.11:4板 状

096武 具類(不明) 掲載 3.0 2.3 0.3 2.61:8板 状 一

097冑(腰 巻板) 掲載 RO9700

098照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

099武 具類(不明) 掲載 3.0 2.8 0.2 3.31:13板 状 一

100武 具類(不明) 掲載 3.4 2.9 0.2 3.51:15板 状RO85 0 頸甲引合板か

101武 具類(不明) 掲載 2.8 1.8 0.3 2.42:5板 状 0 同一袋内に他小破片1総 重量2.6g

102武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.6 0.2 0.21:4ホ 反斗犬 一

103武 具類(不明) 掲載 2.8 1.8 0.3 2.21:3板 状R103

104武 具類(不明) 掲載 2.7 2.5 0.2 3,11:12板 状 一 00

105照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

106武 器・武具類(不明) 未掲載 1.8 1.1 0.6 1.01:1塊 状

107武 具類(不明) 掲載 2.6 1.3 0.5 2.02:3塊 状

108武 具類(不明) 掲載 2.3 1.6 0.2 1.31:8板 状

109照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

110照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

111短 甲(右前胴長側第4段:裾板)掲 載 RO4500

112武 具類(不明) 掲載 2.4 1.5 0.2 1.11:3板 状

113武 器・武具類(不明) 未掲載 2.1 1.3 o.1 0.61:6板 状

114冑(竪 眉庇) 掲載 2.9 2.4 0.2 2.71:10板 状 未復原冑破片 同一袋内に他小破片1総 重量2.8g

115武 器・武具類(不明) 未作成 0,7 0.6 0.2 0.11:3板 状

116武 具類(不明) 掲載 2.0 1.5 0.3 1.11:6板 状

117武 具類(不明) 掲載 2.0 1.7 0.2 1.21:9ホ 反コ犬

118照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

119短 甲(右前胴引合板) 掲載 RO1500

120照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

121武 具類(不明) 掲載 1.6 1.6 o.z 1.11:7板 状

122武 器・武具類(不明) 未掲載 2.3 0.9 0.2 0.92:5板 状 一

123冑(地 板第1段～腰巻板:左側)掲 載 RO4700

124冑(竪 眉庇) 掲載 RO73

125武 具類(不明) 掲載 2.1 1.4 0.3 1.92:5板 状 00

126武 具類(不明) 掲載 3.4 2.1 o.z 2.31:5禿 反斗犬

127武 具類(不明) 掲載 2.4 2.0 0.2 1.81:9板 状 一 0

128武 器・武具類(不明) 未掲載 1.8 1.2 0.1 0.81:10板 状

129照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

130武 具類(不明) 掲載 2.5 2.1 o.z 2.21:9板 状

131短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

132照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

133武 具類(不明) 掲載 2.9 1.3 o.z 1.21:3板 状 一 0

134短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図12 RO2300

135武 具類(不明) 掲載 3.0 2.6 0.2 2.91:12板 状 一

136武 具類(不明) 掲載 2.9 2.2 0.2 2,41:13板 状R13600

137武 具類(不明) 掲載 1.2 1.3 o.Z 0.51:6板 状R13600

138武 具類(不明) 掲載 2.3 1.7 0.2 1.91:7板 状

139武 器・武具類(不明) 未掲載 2.4 1.1 0.2 0.92:7板 状

140冑(地 板第2段～腰巻板:右側)掲 載 RO8600

141冑(地 板第1段～腰巻板:後側)掲 載 RO4800

142照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能

143武 器・武具類(不明) 未掲載 2.2 1.6 o.i 1.01:12板 状

144冑(胴 巻板) 掲載 00

145短 甲(右前胴長側第1段:地板)掲 載 RO3400

146武 具類(不明) 掲載 2.5 1.2 0.2 1.72:5板 状 0

147冑(地 板第1段:右側) 掲載 RO8000 RO80中 に不明個体1点 が接合

148武 具類(不明) 掲載 2.8 2.0 0.5 3.21:4板 状R103

149武 具類(不明) 掲載 3.1 2.3 o.z 4.71:9板 状 一 0

150冑(地 板第1段～腰巻板:後側)掲 載
RO4800

151武 具類(不明) 掲載 2.4 1.6 0.2 1.51:4板 状

152武 具類(不明) 掲載 3.3 3.0 0.2 2.71:14板 状

153武 具類(不明) 掲載 2.2 1.9 0.2 2,51:8板 斗犬 一 00

154武 具類(不明) 掲載 2.9 2.6 0.2 1.81:14板 状 一 0

155武 具類(不明) 掲載 2.8 2.6 0.3 2.81:10板 状

156武 具類(不明) 掲載 3.0 2.3 0.4 5,11:6板 状 冑竪眉庇か

157武 具類(不明) 掲載 24頁6図 6.5 4.4 0.316.71:15板 状 頸甲板金胸側か右背側か

158武 具類(不明) 掲載 3.3 3.0 0.2 3.11:20ホ 反斗犬 一 冑破片か

159武 具類(不明) 掲載 3.4 1.6 0.2 2.01:4板 状

160武 具類(不明) 掲載 2.9 1.7 0.3 1.92:7禿 反斗犬
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161冑(胴 巻板:右側) 掲載 R16100

162武 具類(不明) 掲載 2.7 2.4 0.3 2.8 1:8板 状

163照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能
164武 具類(不明) 掲載 2.7 2.2 0.3 2.5 1:9板 状

165武 具類(不明) 掲載 3.9 1.8 0.3 4.5 2:7板 状 00

166冑(地 板第1段 ～腰巻板:後側) 掲載 RO4800

167冑(地 板第2段 ～腰巻板:右側) 掲載39頁9図1521頁3図5 RO8600

168短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図6 R16800

169錺i(箆 被～茎部) 掲載 7.3 0.9 0.6 5.2 4:1棒 状 0

170欠 番

171鍛(箆 被部) 掲載 9.2 0.8 0.6 5.812:1棒 状

172武 器・武具類(不明) 未作成 0.8 0.4 0.3 o.1 2:1棒 状 同一袋内に他小破片6総 重量0.2g

173武 器・武具類(不明) 未作成 0.6 0.2 0.20,1以 下 4:1棒 状

174武 器・武具類(不明) 未作成 0.4 0.2 0.10.1以 下 3:2塊 状

175武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.1 0.10.1以 下 3:2塊 状

176武 器・武具類(不明) 未作成 0.3 o.1 0.10.1以 下 2:1棒 状

177武 器・武具類(不明) 未作成 0.3 o.i 0,10.1以 下 1:1塊 状

178武 器・武具類(不明) 未作成 0.3 0.1 0,10,1以 下 3:2塊 状

179短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図6 ROO500

180短 甲(右前胴竪上第1段:押付板)掲 載39頁9図3 RO1300

181短 甲(右前胴長側第4段:裾板) 掲載 23頁5図20 RO4500

182短 甲(左前胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図19 RO1200

183冑(胴 巻板:右側) 掲載 R16100

184武 具類(不明) 掲載 3.1 2.4 0.7 4.3 1:3板 状R184

185武 具類(不明) 掲載 3.2 2.9 0.5 4.8 1:6板 状R184

186武 具類(不明) 掲載 2.3 1.3 0.2 0.7 2:9板 状R184

187冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 21頁3図7 RO4700 東文研保管実測図の未掲載図
188武 具類(不明) 掲載 4.3 3.4 0.2 7.01:15板 状

189武 具類(不明) 掲載 21頁3図3 5.8 3.1 0.2 10.72:13板 状 頸甲引合板か
190武 具類(不明) 掲載 4.4 2.9 o.z 8.72:13板 状

191武 具類(不明) 掲載 3.2 2.4 0.3 2.21:10板 状 同一袋内に他小破片1総 重量2.2g

192武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.4 0,10.1以 下 2:5板 状

193冑(地 板第1段:右側) 掲載 RO8000 RO80中 に不明個体1点が接合
194冑(地 板第1段:右側) 掲載 RO8000 RO80中 に不明個体1点 が接合
195武 具類(不明) 掲載 5.3 2.6 0.2 5.42:11板 状

196冑(地 板第2段～腰巻板:右側) 掲載39頁9図15 RO8600

197冑(地 板第1段～腰巻板:後側) 掲載 RO4800

198冑(地 板第1段～腰巻板:後側) 掲載 RO4800

199冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 21頁3図7 RO4700

200冑(伏 板) 掲載 21頁3図1 R20000 三尾鉄孔あり

201冑(伏 板) 掲載39頁9図121頁3図2 R20000

202冑(伏 板) 掲載39頁9図121頁3図2 R20000

203冑(胴 巻板) 掲載 21頁3図4 00

204冑(伏 板) 掲載 21頁3図1 R20000 三尾鉄孔あり

205冑(地 板第1段～腰巻板:後側) 掲載39頁9図1021頁3図6 RO4800

206冑(伏 板) 掲載 R20000 三尾鉄孔あり

207冑(地 板第1段～腰巻板:左側) 掲載 21頁3図7 RO4700

208武 具類(不明) 掲載 4.6 2.9 0.8 11.2 1:2板 状 同一袋内に他小破片3総 重量11.9g
209武 器・武具類(不明) 未掲載 1.9 1.2 0.2 0.6 1:3板 状

210武 器・武具類(不明) 未作成 0.6 0.6 0,10.1以 下 1:5板 状

211武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.5 0.10.1以 下 2:5板 状

212短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図6 R16800

213冑(腰 巻板) 掲載 RO9700

214欠 番

215冑(伏 板) 掲載 R20000 三尾鉄孔あり

216短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400

217短 甲(後胴長側第4段:裾板) 掲載 RO1400・

218武 具類(不明) 掲載 4.3 3.2 0.4 9.3 1:8板 状 00

219武 具類(不明) 掲載 3.3 3.1 0.4 5.6 1:9板 状 00

220短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載 RO2300

221照 合不明破片 不明 保存処理記録中にあるが、照合不能
222武 具類(不明) 掲載 4.5 2.5 0.3 5.2 1:5板 状 O

223欠 番

224欠 番

225武 具類(不明) 掲載 3.9 3.1 0.4 5.1 1:9板 状 0

226短 甲(後胴長側第3段:地板) 掲載 21頁3図7 RO3000 東文研保管実測図の未掲載図
227武 具類(不明) 掲載 4.0 3.8 0.3 9.51:13板 状 0

228頸 甲(板金:右背側) 掲載 4.8 3.7 0.3 11.21:11板 状R2280

229頸 甲(板金:左背側) 掲載39頁9図3724頁6図 15.1 8.5 0.3 93.21:17板 状R2290

230頸 甲(板金:左背側) 掲載 R2290

231頸 甲(板金:右胸側) 掲載 24頁6図 10.9 6.7 0.3 48.71:12板 状R231 東文研保管実測図の未掲載図
232冑(地 板第1段～腰巻板:後側) 掲載 RO4800

233頸 甲(板金:右背側) 掲載 24頁6図 14.0 9.1 0.3 83.51:15板 状R2280

234鉾 掲載37頁7図7 28.8 3.4 1.5260.7 9:2棒 状 0 目釘穴

235剣 掲載37頁7図6 26.8 2.0 0.5 70.713:4棒 状 ○ 柄木質 槍先の可能性が高い

236剣 掲載37頁7図4 60.2 3.0 0.8367.2 5:1棒 状R2360 ○ 目釘穴 鞘・柄木質
237剣 掲載 R2360 ○ 目釘穴 鞘・柄木質

238剣 掲載37頁7図2 44.8 3.2 0.6243.114:5棒 状 0 ○ 副室から出土。目釘穴 鞘・柄木質

239剣 掲載37頁7図5 56.8 3.0 1.0342.419:3棒 斗犬 ○ 鞘・柄木質

240鍛(身 ～茎部) 掲載38頁8図128頁7図1 14.1 1.1 0.5 13.513:2棒 状 0
241武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.4 0.20,1以 下 1:3板 状 同一袋内に他小破片2総 重量0.1g
242武 器・武具類(不明) 未作成 0.4 0.4 0.10.1以 下 1:3板 状

243武 器・武具類(不明) 未作成 0.4 0.3 0.10.1以 下 1:3板 状

244鍛(箆 被部) 掲載 7.7 0.7 0.9 7.711:1棒 状

245武 器・武具類(不明) 掲載 2.4 0.7 0.4 1.3 3:2塊 状 同一袋内に他小破片1総 重量1.4g
246武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.5 0.2 0.1 2:3板 状

247鍛(箆 被部) 掲載 7.1 o.s 0.9 7.1 9:1棒 状

248武 器・武具類(不明) 掲載 4.3 1.1 0.2 1.8 4:7塊 状

249武 器・武具類(不明) 未掲載 0.9 0.9 0.2 0.6 1:4板 状

250錺i(身 ～箆被部) 掲載 11.8 1.2 0.7 13.7 5:1棒 状R250

251錺i(箆 被～茎部) 掲載 2.1 1.0 o.s 2.5 2:1棒 状 同一袋内に他小破片2総 重量2.9g
252武 器・武具類(不明) 未掲載 1.4 0.5 0.3 0.3 3:2塊 状

253武 器・武具類(不明) 未掲載 0.9 0.5 0.3 o.1 1:1塊 状
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254鍛(箆 被部) 掲載 3.9 0.7 0.5 2.1 6:1棒 状

255武 器・武具類(不明) 未掲載 1.4 0.7 0.4 o.s 1:1塊 状

256鍛(身 ～箆被部) 掲載 10.9 1.1 o.s 13.110:1棒 斗犬

257鍛(箆 被～茎部) 掲載 8.9 0.8 0.7 8.712:1棒 状

258武 器・武具類(不明) 未掲載 2.8 0.7 0.2 1.0 4:5塊 状

259欠 番

260鍛(箆 被部) 掲載 3.7 0.7 0.6 2.1 6:1棒 状

261錺i(茎 部) 掲載 2.4 0.6 0.4 1.1 4:1棒 状 ○ 木質でない可能性あり

262欠 番

263鍛(箆 被部) 掲載 5.2 0.8 0.6 6.2 6:1棒 状

264錺i(茎 部) 掲載 3.7 0.5 0.4 1.7 7:1棒 状

265鍛(茎 部) 掲載 3.8 0.5 0.5 1.7 8:1棒 状 0

266鍛(箆 被～茎部) 掲載 2.7 1.1 0.5 1.6 1:1塊 斗犬R266

267鍛(身 ～箆被部) 掲載 R250

268鍛(箆 被～茎部) 掲載 4.9 0.7 0.4 3.0 4:1棒 状R266

269武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.3 0.2 o.i 1:1塊 状

270欠 番

271鍛(身 ～箆被部) 掲載 3.4 1.1 0.5 2.9 3:2塊 状

272鍛(箆 被部) 掲載 4.9 0.9 0.4 4.3 3:1棒 状

273武 器・武具類(不明) 未掲載 1.2 0.7 0.2 0.2 1:2板 状

274金 族(箆被音区) 掲載 7.0 0.9 0.6 7.7 4:1棒 状

275鍛(身 部) 掲載 28頁7図3 1.9 1.2 0.3 1.1 1:2板 状

276武 器・武具類(不明) 未掲載 2.5 0.5 0.4 0.9 5:1棒 状

277武 器・武具類(不明) 掲載 5.9 0.9 0.3 2.7 2:1棒 状

278武 器・武具類(不明) 未掲載 1.7 0.5 0.3 0.5 4:1棒 状 同一袋内に他小破片2総 重量0.9g

279武 器・武具類(不明) 未掲載 1.0 0.5 0.4 0.4 2:1棒 状

280武 器・武具類(不明) 未作成 0.6 0.4 o.1 0.1 2:3板 状

281刀 掲載37頁7図1 102.0 3.0 0.9659.134:3棒 状 0 ○ 目釘穴

282剣 掲載37頁7図3 66.4 3.4 0.9338.2 5:1棒 状 0 ○ 目釘穴 柄木質

283短 甲(後胴竪上第1段:押付板) 掲載39頁9図222頁4図5 ROO500

284短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図6 R16800

285短 甲(後胴長側第1段:地板) 掲載39頁9図6 R16800

286頸 甲(板金:右胸側) 掲載 R231

287錺i(箆 被部) 掲載 8.2 0.9 0.3 3.8 3:1棒 状

288鍛(箆 被部) 掲載 5.7 0.7 0.4 1.9 4:1棒 状

289武 器・武具類(不明) 未掲載 1.6 1.5 0.3 0.9 1:6板 状

290武 器・武具類(不明) 未掲載 1.6 1.3 0.3 0.9 1:5板 状

291武 器・武具類(不明) 未掲載 2.3 0.8 0.3 0.6 1:1塊 状

292武 器・武具類(不明) 未掲載 1.4 0.8 0.2 0.6 2:3塊 状

293武 器・武具類(不明) 未作成 2.6 0.9 0.2 0.7 3:4塊 状 同一袋内に他小破片74総 重量17.7g

294武 器・武具類(不明) 未作成 2.6 1.0 0.3 o.s 2:3板 状

295武 器・武具類(不明) 未作成 2.4 0.7 0.3 0.7 1:1塊 状

296武 器・武具類(不明) 未作成 1.4 1.0 0.4 0.6 1:3板 状

297武 器・武具類(不明) 未作成 1.9 0.7 0.3 0.8 3:2塊 状

298錺i(箆 被部) 掲載 1.4 0,7 0.7 1.2 2:1棒 状

299武 器・武具類(不明) 未作成 2.2 0.7 0.3 0.5 1:1塊 状

300武 器・武具類(不明) 未作成 1.7 o.s 0.3 0.6 2:3板 状

301武 器・武具類(不明) 未作成 1.7 0.6 0.3 0.5 3:2塊 状

302武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.9 0.3 0.5 1:3板 状

303武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.7 0.6 0.5 1:1塊 状

304武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.7 0.4 0.4 1:2板 状

305武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 o.s 0.3 0.5 1:3板 状

306武 器・武具類(不明) 未作成 1.5 0.6 0.3 0.4 1:1塊 状

307武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.6 0.4 0.3 1:1塊 状

308武 器・武具類(不明) 未作成 1.8 0.5 0.3 0.4 3:2塊 状

309武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.6 o.Z 0.3 2:3板 状

310武 器・武具類(不明) 未作成 1.4 0.6 0.2 0.4 2:3板 状

311武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.7 0.3 0.2 2:3板 状

312武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.7 0.4 0.4 1:2板 状

313武 器・武具類(不明) 未作成 1.9 0.4 0.2 0.3 2:1棒 状

314武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.6 0.3 0.3 1:1塊 状

315武 器・武具類(不明) 未作成 1.5 0.4 0.3 0.3 2:1棒 状

316武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.4 0.4 0.3 2:1棒 状

317武 器・武具類(不明) 未作成 1.5 0.6 0.2 0.3 1:1塊 状

318武 器・武具類(不明) 未作成 1.3 0.4 0.4 0.2 3:1棒 状

319武 器・武具類(不明) 未作成 1.3 0.5 0.3 0.2 3:2塊 状

320武 器・武具類(不明) 未作成 0.8 0.7 0.2 0.1 1:4板 状

321武 器・武具類(不明) 未作成 1.4 0.5 0.3 0.2 3:2塊 状

322武 器・武具類(不明) 未作成 1.1 0.6 o.i o.i 2:5板 状

323武 器・武具類(不明) 未作成 1.4 0.6 0.2 0.2 2:3板 状

324武 器・武具類(不明) 未作成 1.1 1.0 0.1 0.2 1:7板 状

325武 器・武具類(不明) 未作成 1.1 0.4 0.2 o.z 3:2塊 状

326武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.3 0.2 o.i 4:1棒 状

327武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.6 0.2 0.2 2:3板 状

328武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.5 0.3 0.2 1:1塊 状

329武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.7 o.i 0.2 2:5板 状

330武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.5 0.3 0.1 1:1塊 状

331武 器・武具類(不明) 未作成 o.s 0.8 o.1 0.1 1:6板 状

332武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.5 0.2 o.1 1:1塊 状

333武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.5 0.3 0.1 1:2板 状

334武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.5 0.3 0.2 1:1塊 状

335武 器・武具類(不明) 未作成 1.5 0.4 0.2 o.i 4:3棒 状

336武 器・武具類(不明) 未作成 1.6 0.5 o.i 0.2 3:4板 状

337武 器・武具類(不明) 未作成 1.7 0.3 0.3 o.z 5:1棒 状

338武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.3 0.3 o.i 4:1棒 状

339武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.3 0.3 0.2 4:1棒 状

340武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.6 0.2 o.i 1:2板 状

341武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 o.s 0.2 0.1 1:6板 状

342武 器・武具類(不明) 未作成 o.s 0.7 0.2 o.i 1:4板 状

343武 器・武具類(不明) 未作成 1.1 0.4 0.2 o.i 1:1塊 状

344武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.6 0.2 o.1 2:3板 状

345武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.4 0.3 o.i 1:1塊 状

346武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.3 0.3 0.1 3:1棒 状
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ID種 別(部位等) 実測図 報告書 滝沢論文 最大長(cm)最 大幅(cm)最 大厚(cm)重 量(g)形 状比 形状 接合ID穿 孔 革痕 木質痕 備考

347武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.4 o.i 0.1 2:3板 状

348武 器・武具類(不明) 未作成 1.1 0.4 0.1 o.i 3:4板 状

349武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.4 0.2 0.1 1:1塊 状

350武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.3 0.2 o.i 2:1棒 状

351武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.3 0.3 o.i 2:1棒 状 一

352武 器・武具類(不明) 未作成 0.8 0.3 0.2 0.1 3:2塊 状 一

353武 器・武具類(不明) 未作成 1.0 0.3 0.1 0.1 3:2塊 状

354武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.4 0.2 0.1 2:3板 状

355武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.6 0.10.1以 下 1:2板 状 一

356武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.3 0.10.1以 下 2:3板 状 一

357武 器・武具類(不明) 未作成 0.8 0.3 0.10.1以 下 1:1塊 状

358武 器・武具類(不明) 未作成 0.6 0.4 0.10.1以 下 1:4板 状

359武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.4 0.10.1以 下 2:3板 状

360武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.3 0.10.1以 下 2:3板 状 一

361武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 0.3 0.10.1以 下 3:2塊 状

362武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.5 0,10.1以 下 1:3板 状

363武 器・武具類(不明) 未作成 0.9 0.4 0.10.1以 下 2:3木 反斗犬 一

364武 器・武具類(不明) 未作成 0.6 0.4 0.20,1以 下 1:1塊 状

365武 器・武具類(不明) 未作成 0.7 o.z 0.20.1以 下 3:1棒 状 一

366武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.4 0.10.1以 下 1:6板 状

367武 器・武具類(不明) 未作成 0.4 o.Z 0.20.1以 下 2:1棒 状

368錺i(箆 被部) 掲載 4.3 0.6 0.4 2.6 7:2棒 状

369鍛(箆 被部) 掲載 2.7 0.8 0.4 1.4 2:1棒 状 一

370武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.5 0.2 0.2 3:2塊 状

371武 器・武具類(不明) 未掲載 1.3 o.s 0.3 0.6 2:3塊 状

372武 器・武具類(不明) 未掲載 1.1 0.7 0.3 0.6 1:1塊 状

373武 器・武具類(不明) 未掲載 1.4 0.7 0.2 0.6 2:3塊 状 同一袋内に他小破片2総 重量0.8g

374武 器・武具類(不明) 未掲載 1.0 0.7 0.2 0.2 1:3板 状

375鍼(箆 被部) 掲載 7.8 0.9 0.7 6.1 9:1棒 状

376錺i(箆 被部) 掲載 2.3 0.8 0.3 1.3 1:1塊 状

377武 器・武具類(不明) 未掲載 1.8 0.9 0.5 0.9 1:1塊 状

378武 器・武具類(不明) 未掲載 1.3 0.6 0.4 0.4 2:1棒 状

379金 族(箆被部) 掲載 2.3 o.s 0.4 1.5 3:2塊 状 同一袋内に他小破片3総 重量3.7g

380武 器・武具類(不明) 未掲載 1.7 1.1 0.3 o.s 1:4板 状

381武 器・武具類(不明) 未掲載 1.7 0.8 0.3 o.s 1:1塊 状

382武 器・武具類(不明) 未掲載 1.8 1.1 0.2 0.6 2:5板 状

383錺i(箆 被部) 掲載 4.1 0.8 0.4 3.3 5:2棒 状 一

384錺i(箆 被～茎部) 掲載 5.6 1.0 0.3 3.8 5:3棒 状

385鍛(身 ～箆被部) 掲載 28頁7図2 6.3 1.4 1.5 5.3 5:1棒 状

386武 具類(不明) 掲載 3.6 2.5 0.2 2.31:17板 状 一 0 同一袋内に他小破片2総 重量3.Og

387武 器・武具類(不明) 未掲載 1.4 1.4 0.3 0.7 1:5板 状

388武 具類(不明) 掲載 4.5 3.8 0.2 5.91:16板 状 同一袋内に他小破片4総 重量6.1g

389武 器・武具類(不明) 未作成 1.2 0.6 0.2 0.2 2:3板 状 一

390武 器・武具類(不明) 未作成 0.5 0.4 0.10.1以 下 1:4板 状

391武 器・武具類(不明) 未作成 0.4 0.3 0.10,1以 下 2:3板 状

392武 器・武具類(不明) 未作成 0.3 o.z 0,10.1以 下 1:3板 状 一

L1勾 玉 掲載36頁6図2 3.54 2.06 1.07 9.5 2:2塊 状 0

L2白 玉 掲載36頁6図5 0.46 0.45 0.27 o.i 1:2板 状 一 0

L3白 玉 掲載36頁6図5 0.32 0.33 0.140.1以 下 1:2板 状 一 0

L4臼 玉 掲載36頁6図5 o.2s 0.26 0.190.1以 下 1:1塊 状 0

L5臼 玉 掲載36頁6図5 0.38 0.40 0.280.1以 下 1:1塊 状 0

L6白 玉 掲載36頁6図5 0.35 0.35 0,170,1以 下 1:2板 状 0

GO1丸 玉 掲載36頁6図3 0.61 0.62 0.56 0.3 1:1塊 状 0

GO2丸 玉 掲載36頁6図3 0.78 0.72 0.46 0.4 1:2板 状 0

GO3丸 玉 掲載36頁6図3 0.56 0.60 0.56 0.3 1:1塊 状 一 0

GO4丸 玉 掲載36頁6図3 0.50 0.55 0.37 0.2 1:2板 状 0

GO5丸 玉 掲載36頁6図3 0.58 0.58 0.42 0.2 1:1塊 状 0

GO6丸 玉 掲載36頁6図3 0.55 0.56 0.54 0.3 1:1塊 状 0

GO7丸 玉 掲載36頁6図3 0.73 o.7s 0.45 0.3 1:2板 状 一 0

GO8丸 玉 掲載36頁6図3 0.61 0.57 0.43 0.3 1:1塊 状 一 0

GO9丸 玉 掲載36頁6図3 0.65 0.68 0.52 0.4 1:1塊 状 0

G10小 玉 掲載36頁6図4 0.32 0.32 0.210.1以 下 1:2板 状 0

G11小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.200.1以 下 1:2板 状 0

G12小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.34 0.220.1以 下 1:2板 状 0

G13小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.180.1以 下 1:2板 斗犬 一 0

G14小 玉 掲載36頁6図4 0.35 0.33 0.170.1以 下 1:2板 状 0

G15小 玉 掲載36頁6図4 0.35 0.34 0.230,1以 下 1:2板 状 0

G16小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.220.1以 下 1:2板 状 一 0

G17小 玉 掲載36頁6図4 0.32 0.32 0.220,1以 下 1:2板 状 0

G18小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.200.1以 下 1:2板 状 一 0

G19小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.190.1以 下 1:2板 状 0

G20小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.190.1以 下 1:2板 状 一 O

G21小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0,180.1以 下 1:2板 状 一 0

G22小 玉 掲載36頁6図4 0.32 0.32 0.210.1以 下 1:2板 状 0

G23小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.210,1以 下 1:2板 状 0

G24小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.200,1以 下 1:2板 状 0

G25小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.34 0.180.1以 下 1:2板 状 一 0

G26小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.180.1以 下 1:2板 状 0

G27小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.34 0.160,1以 下 1:2板 状 一 0

G28小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.200.1以 下 1:2板 状 一 0

G29小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.180.1以 下 1:2板 状 0

G30小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.34 0.210.1以 下 1:2板 状 一 0

G31小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0,190.1以 下 1:2板 状 0

G32小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.180.1以 下 1:2板 状 一 0

G33小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.210.1以 下 1:2板 状 0

G34小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.180.1以 下 1:2板 状 0

G35小 玉 掲載36頁6図4 0.35 0.34 0.220.1以 下 1:2板 状 0

G36小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.32 0.200,1以 下 1:2板 状 0

G37小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.34 0.200.1以 下 1:2板 状 一 0

G38小 玉 掲載36頁6図4 0.33 0.33 0.220.1以 下 1:2板 状 0

G39小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.200.1以 下 1:2板 状 一 0

G40小 玉 掲載36頁6図4 0.34 0.33 0.200.1以 下 1:2板 状 0

G41小 玉 掲載36頁6図4 0.35 0.34 0.220.1以 下 1:2板 状 0
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石室実測図
上:「報告書」第4図を再トレース
*等高線と横断図の端を一部削除。

墳丘実測図

左上:「報告書」第3図 を再 トレース

左下:「滝沢論文」第2図を再トレース
*墳 丘上の復原部内の等高線は削除し、石

室実測図を方位を合わせ加筆(推定)。

第2図 墳丘 ・石室実測図
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第3図 金属製遺物実測図1(天 冠 ・竪櫛 ・布)
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第4図 金属製遺物実測図2(三 角板革綴衝角付冑)
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前胴(外面) 左側(外面)

第5図 金属製遺物実測図3(長 方板革綴短甲)



後胴(外面) 右側(外面)

第6図 金属製遺物実測図4(長 方板革綴短甲)



前胴(内面) 右側(内面)

第7図 金属製遺物実測図5(長 方板革綴短甲)



後胴(内面) 左側(内 面)

第8図 金属製遺物実測図6(長 方板革綴短甲)



L

第9図 金属製遺物実測図7(刀 ・剣 ・鉾)
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第10図 金属製遺物実測図8(剣 ・武具類)
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第11図 金属製遺物実測図9(武 具類)
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第12図 金属製遺物実測図10(鍛 ・武具類)
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第13図 金属製遺物実測図11

-24一

(鎌i・武 器 ・武 具 類)



第14図 石製 ・ガラス製遺物実測図(玉 類)

大場磐雄写真資料 整理番号3584
「桜ヶ丘古墳出±品 鉄鍛 昭和30年8月31日 」

写真提供:國學院大學日本文化研究所

金谷克巳氏作成 桜ヶ丘古墳出土鉄鍛実測図
報告書未掲載のためトレースし左写真に対照配置

実測図提供:独立行政法人 文化財研究所東京文化財研究所

写真1・ 第15図 鉄鍛参考資料
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第16図 衝角付冑 破片復原展開図



写真2衝 角付冑 復原展開 レン トゲン



第17図 短甲 破片復原展開図



写真3短 甲 復原展關レン トゲン



附編3

論文 「長野県松本市桜 ケ丘古墳 の再調査」

1988年r信 濃』第40巻 第10号p17～30信 濃史学会

滝沢 誠

1は じめに

松本市街地の周辺、その北西部に突き出た城山丘陵と南東部の中山丘

陵に抱かれた地域は、松本平の中でも数多 くの古墳が分布することで知

られている。今回ここに取り上げる桜ヶ丘古墳はその北東の一角に位置し、

豊富な副葬品の内容から松本平の代表的な古墳の一つに数えられている。

桜ヶ丘古墳は、昭和29年、付近の中学生が墳頂で偶然に古墳時代の武器・

武具類を発見したことからその存在が知られるようになった。そこで翌

昭和30年、國學院大學教授大場磐雄博士を中心として発掘調査が実施され、

副室をもつ竪穴式石室(1)などから新たに装身具類等の遺物が発見された。

その中でも、副室から出土した金銅製冠は桜ヶ丘古墳の名を大いに高め

ることとなった。この発掘調査の成果については、昭和41年 、r信濃浅間古

墳』(2)として報告書が刊行されている。

そのような桜ヶ丘古墳についてはかねてより、松本平の古墳文化を考

える上で欠くことのできない資料として注目していた。と同時に、調査か

ら30有余年を経過 した今日の研究状況に照らして、その事実関係の一部

に多少の疑問を抱かぬわけではなかった。おりしも長野県では、県史編纂

事業の一環 として既存考古資料の再調査が行われ、学究の用に資する努

力が重ねられていた。桜ヶ丘古墳もその例にもれず、今回幸い長野県史刊

行会の協力のもとに、桐原健先生の御指導を得てその再調査を実施する

機会に恵まれた。調査は、昭和62年10月14～19日 の6日間、墳丘の測量、

出土遺物(3)の実測をおこなった。以下はその調査報告である。

2立 地と現状

桜 ヶ丘古:墳は松本市浅間飯治洞に所在する。(第1図2)筑摩山地に源を

発する清流は、北から女鳥羽川・薄川となって松本市街地を貫流し、南方

からの田川に注いだのち奈良井川に合流し、松本市の北東方で盆地を北

流する梓川にいたる。その女鳥羽川と薄川は、松本市の東方に扇状地を発

達させ、現市街地はその上に展開している。女鳥羽川が形成する扇状地の ・

左岸には、古代「東間の湯」とも目される浅間温泉が湧出し、山田沢の浸蝕

によって西方に長く突出した桜ヶ丘の尾根がその南縁を画 している。古

墳はその痩尾根の先端、標高678m付 近に立地 し、周囲との比高差は約

40mを 測る。

本古墳はその立地から単独墳 としてのあり方を示すが、周辺には古墳

が少なくない。本古墳の北方、同様に浅間温泉を望む傾斜地には、鉄刀剣

を出土した横谷入古墳(第1図)が存在する。また、本古墳の南方に突出し

た尾根の先端には、同時に発掘調査がおこなわれ、装身具・武器・馬具等を

出土 した妙義山1～3号 墳(同3)が築かれている。一方、女鳥羽川の右岸に

目を転 じれば、その段丘上には積石塚を主体とする水汲古墳群(同8)が南

北に展開している。そしてその西方、城山の中腹から山麓台地にかけては、

滑石製刀子等を出土 した饅頭塚古墳(同11)、眉庇付冑を出土した放光寺

開き松古墳(同12)、石製釧等を出土した勢多賀神社裏古墳(同13)な ど5

世紀以前に遡る単独墳が点在している。

すでに述べたように、本古:墳は扇状地に長 く突出した尾根の先端に立

地している。そのため墳頂からの眺めは絶佳で、往時は北方眼下に浅間の

温泉街、西方遥かに北アルプスの峻岳を望むことができた。かくして大正

年間には尾根に桜を植え、墳頂を削平して四阿屋が建てられたため墳丘

は改変を被った。もとよりこの付近は、第三紀内村累層の上層泥岩地帯で

地盤が脆 く、松を植林して保全を図っているほどで、それでな くとも経年

の変化は防ぎようもなかった。現在、墳頂とそれに通じる道を除き墳丘は

草木に覆われ、周囲には木柵が設けられている。

3調 査の成果

墳丘 今回の測量調査の結果は第2図の通 りである。本古墳は扇状地に

向かって突出する尾根の先端に位置するが、微細にみると、その東側に北

から小さな谷が入 り込み、古墳を戴く尾根は北方に伸びる痩尾根状を呈

している。

東側墳斜面は等高線が直線的に走 り、尾根斜面との境界が明瞭でない。

これはその立地による封土の流出が原因と思われ、必ず しも旧状を反映

したものではあるまい。北寄 りには標高677.5m付 近に傾斜変換点が認め

られ、墳裾がわずかに残存している。

北側墳斜面は比較的旧状を留めている。ただし、東寄りは墳頂に通 じる

道により改変され、また中央部は大きく円形に陥没して現在丸太が積み

込まれている。弧状を呈する墳裾は、標高677.3～678.1mに 傾斜変換点が

求められ、東寄りが高い。

西側墳斜面は後世人為的に削られ2段の崖が形成されており、まったく

旧状を留めていない。

尾根 との境界を画する南側:墳斜面は明瞭でない。墳頂に通 じる道を設

ける際土を盛った可能性も考えられ、東寄 りの標高680.25m付 近に認め

られ る傾斜 変換点、あ るい は西寄 りの等 高線 がわずか にくびれるあた り

が墳裾 とも思われ る。また、地 表直下 に埋葬施設 が発見される までに墳頂

部が低平下 した ことも、墳斜面 を不 明瞭に した一 因であろう。いずれ にせ

よ、尾根 との切断部は本来さほ ど画然 とした ものではなか った らしい。

墳頂部はすでに削平 され、旧状を留めていない。中央部 には現在、直径6m、

高さ0.8m程 の人為的なマウン ドが築かれてい る。その部分を除 くと、最高

所は北寄 りで標高682.2mを 測る。

以上 の事 実か ら旧状 を察す るに、本古 墳は従来 通 り円墳 とするのが穏

当であ ろう。その墳形 は整然 としたもので はないが、直径は30m前 後、高

さは北側で最 も高 く5m近 くと推定 される。もっ とも尾根 との切断部は不

明瞭で、そ こに円丘 部以外 の墳丘を想定 する見方 もあろ う。しか し、本古

墳の立地す る尾 根が北側 です ぐに向きを変 える ことを思 い起 こせば、に

わか にそ の想 定には したがい難い。墳形 ・墳域 の正確な把握 は、それを 目

的 とした将来 の発掘調査 に侯つ ほかはない。

なお、本古墳では今回 も、葺石 ・埴輪の存在 は確認 されていない。

出土遺物r信 濃浅 間古:墳』に よれば、本古墳 か ら出± した遺物 には次

の ものが ある。昭和29年 中学 生が発見 した もの に、鉄刀1、鉄剣4、鉄鉾1、

鉄錺i数点、横 矧板鋲留衝角付 冑1、三角板鋲留短 甲1、頸 甲1が あ り、これ ら

はその 出土位 置か ら主室 内に副葬 されてい たもの とみ られる。また昭和

30年 の発掘調査 で得 られた ものに、金銅製冠1、竪櫛1、鉄剣1、璃璃製勾玉

1、ガラス製丸玉9、ガラス製小玉35、滑石製 臼玉5が あ り、前三者は副室内

か ら、その他は副室北西部の堆積土中か ら出± している。

これ らの出土 遺物の うち今 回再調査 の対象 としたの は、そ の型式 認定

に疑 問が もたれた甲冑類にっいてである。その結果従来の知見 とは異な り、

衝角付 冑は三角板革綴式、短甲は長方板革綴式である ことが判明 した。

衝 角付冑(第3図)通 有 の段構 成を もつ三角板革綴衝角付 冑であ る。遺

存状 態は悪 く破片 と化 しているが、綴 革の残 りは比較 的良い。1・2は伏板、

3は 胴巻板 または腰巻 板の端部、4は左側頭部 地板第2段 衝角部寄 り、5は

左側 頭部胴巻板 ～地板第2段 、6は後 頭部地板 第2段 ～腰巻板、7は右側 頭

部地板第1段 ～腰巻板 である。

伏板 は数片 の破 片 にわかれ 、頂辺 ・衝角基 部 を欠失 す る。衝 角部 は幅

5cm程 の先端 をほぼ直角に折 り曲げて形成 する。地板第1段 は左側頭 部に

若干 遺存す るのみで、最 も衝角部 寄 りには斜 辺が伏板 と鋭角 に交わ る地

板を配する。そ こか ら後頭部 に向かって上下交互に下重ねされ る三角板 は、

地板第2段 と対称形をなす。地板第2段 は、最 も衝角部 寄 りに斜 辺が胴 巻板

と鋭角 に交わ る地板 を配す る。そ こか ら後頭部に向かっては、高さ5cm、 底

辺13～14cm程 の三角板を左右それ ぞれ に下重 ね していき、後 頭部中央に

は両斜辺 が ともに下重ね され る下 向きの三角板を配す る。破片の部位 ・曲

率 と三角板の大 きさか ら、地板第1段 は7枚 、第2段 は9枚 の地板構成 と推

定 され る。胴 巻板は幅2.2～2.6cm、 腰 巻板は幅2.9cmを 測る。

遺存す る綴革 か らは、各地板 の斜辺3ヶ 所 で革綴 して地板各段 を形成 し

たのち、それ らを胴巻板 ・腰巻板に連結 した製作工程を窺 うことがで きる。

また、胴巻板 と地板第2段 の連結は衝角部左右か ら後頭部 に向かう革綴 に

よるのに対 し、その連続性 は定 かでないが 、地板第1段 と胴巻板、地板第2

段 と腰 巻板の連結 はそれぞ れ内面か ら見 て左 回 り、右 回 りの革綴 によっ

てな され る。

なお、衝角底板 ・竪眉庇 はす でにな く、伏板、腰巻板 も衝角基部付近 を欠

失す ることか らその連結方法 は不明 である。鑛 は、右側頭部腰巻板 にそれ

ともみ られ る破 片が銃着す るが定 かでない。また、三尾鉄 につ いてはそれ

も確認 しえない。

短 甲(第4・5図)上 ・下縁 に革組覆輪 を施 す長方板革綴短 甲である。す

でに多 くの破片 と化 してお り、全 体の規模は定か でない。また、覆輪 ・綴革

の遺存状態は総 じて悪 く、その手法 の仔細 は明らかに しえない。

1は右前胴引合板 の裾部 である。下端は緩やかな弧状を呈 し、幅5.9cmを

測る。

2～4は 右 前胴竪上第1段 である。上端幅ユ1cm程 、引合板寄 りで幅6.8cm

を測 る。上縁 には1.Ocmの 間隔 で綴孔が並 び、幅1.5cmの 革組 覆輪が施 さ

れる。

5は 遊離 した後胴竪上第1～2段 を復元 した ものである。竪上第1段 の押

付板は、上縁 に前胴 同様 の覆 輪が施され、左右 幅45.5cm、 中央部 幅10.2cm

を測 る。竪上第2段 は地板3枚 構成 で、中央部 幅9.Ocmを 測 る。なお、6は押

付板左脇端部で、先端幅5cm程 と推定される。

7～13は 帯金である。幅5cm前 後の もの(7～9)と 幅4.5cm前 後のもの(10

～13)が ある。 、

14～21は 地板 である。14は 最大幅7.8cmを 測 り、下縁 にお ける綴革の

遺 存状況 と上 ・側縁 の裁断状況か ら、左前胴竪上第2段 の地板 とみられ る。

また この ことか ら、前胴竪上 は2段 構成 と考え られ る。15～18は 部位不詳

の地板であ る。いずれ も幅8.Ocmを 測る。19～21は 長側第1段 の脇部地板

である。上縁は竪上 第1段 のカー ブにあわせて斜め に裁 断されてお り、そ

の斜度 と長 さおよび端部 の幅 か ら、前胴長側第1段 は左右それぞれ1枚 の

地板で構成されていた可能性が高い。19は中央部幅7.Ocm、20は 端部幅5.6cm、

21は 端部幅5.5cm(推 定)を 測 る。

22～28は 長側第4段 の裾板 で、幅6.3～7.3cmを 測 る。下縁 には1.0～



1.5cm程 の間隔で綴孔 が並 び、幅1.0～1.5cm程 の革組覆輪 が施 される。

頸甲(第6図)正 面立面形 が逆台形を呈す る打延革綴頸 甲である。引合

板 を含め全体の半分以上がす でに失われてい る。肩部は下降 し、下縁部 は
一 直線 に揃 え られ ていな い。肩部 幅 は20cm前 後 と推定 され 、襟部 長 は

1.2cmを 測る。

4甲 冑類 の編年的位置

ここでは新 たな知見 を得た 甲冑類 につ いて、その編 年的位置 を探 って

おきたい。

三角板革綴 衝角付 冑は、本古 墳例 を含 め、現在24古 墳か ら31例 の出±

が知 られる。製作技 術の うえか ら衝角 付冑 としては最 古の位置付 けが な

され(4)、 その初見は、副葬品 に碧玉製腕飾類 と滑石製品 が共存す る時期

の大阪府 ・黄金塚古墳東榔例(5)等 に求 めるこ とができる。

古墳時代の鉄製 甲冑は、当時 の鉄器生 産技術の粋を集め たものであ り、

機能性、生産性の向上はたゆまぬその発展 に支え られていた といってよい。

とくにそれが大型 の製 品であ るため、その技術 力は鍛造技術 に端的 に示

され 、衝角付 冑や短 甲はその進展 に ともな う地 板の大形化=地 板枚数 の

減少、とい う基本的な変化 の方 向性を有 してい たと考 えられ る。そ こでい

ま、地板枚数 とい う点 から三角板 革綴衝角付 冑の整理 を試 みれば、地板第

1・2段で計24枚 以上の もの(以 下1式)と 計20枚 以 上のもの(以 下II式)に 二

大別 され る(第1表)。

もちろん地板枚数 の変化 は漸 移的な もので、両者を区分 する確た る指'

標 とはな りえない。しかしそれに加えて、両者 は地板構 成 とい う点で も内

容を異 にしている。

1式に属す るものは、大 阪府大塚古 墳2号 例(6)を 除き、いずれ も地板両

段 の三 角板が対称形 とな っていない。しか も、大阪府堂 山1号 墳例(7)、栃

木県八幡 山古墳例(8)で は、後頭 部中央 に配 された三角板を境 に左右 の地

板枚数 が異な る。これ に対 し、II式に属す るものはすべて、第1段 の地板枚

数 が第2段 の それ よ り2枚 少 な く両段の三角板 が対称形を呈 し、また左右

の地板枚数 も等 しい。(9)

こうしたことか ら両者の 区分 はよ り明らかで、製作技術の うえか らは、1

式→II式 という変 遷が考 えられる。もっ とも大塚古墳2号 例は地板両段 の

三角板 が対称形 を呈 し、1式とす ることへの疑問 も生 じよう。しか しそれを

含 め、い まの ところ1式 に属 する ものは どれひ とつ として地板構成 を等 し

くするものがな く、II式の大部分 が地 板第1・2段 で9・11枚 もしくは7・9枚

とい う構成 を とるの とは対 照的な あ り方を示 している。したが って現状

では、新 出の要素 を認 めつつ も大塚古墳2号 例は1式 とし、両者 に定形化前

と後 とい う評価を与 えてお きたい。この1式 か らII式へ の変遷 は、付属具 で

ある板鍛の変遷(10)と も矛盾せず、伴出遺物か ら とらえ られるそれ ぞれ

の上限年代 によって も検証 しうる。

本古 墳例は地板両段 の三角板が対称形を呈 し、地板枚数:は第1段 が7枚 、

第2段 が9枚 と推定され る。したが って今述 べたII式に該 当 し、三角板革綴

衝 角付 冑 としては より新 しい一群 に属する。

また、本古墳例は地板第1・2段 の最 も衝角部 寄 りに、斜辺が伏板 ・胴巻板

と鋭角 に交わ る地板を配す る。これ と同 じ地板構成 ・枚数 をもつ ものには、

京 都府久津川車塚古 墳4号 例(11)、 滋賀県新 開1号 墳例(12)が ある。これ

らは ともに鋲留技 法導入期 の甲冑 と伴 出し、また、新開1号 墳例 に付属 す

る幅の狭い1枚 板綴 には鋲留 冑からの影響 も想定 され る。(13)お そ らく、

地板枚数 とい う点か らみて も、本古墳例を含めたそれ らはII式の中でよ り

新 出の もの ととらえ られ 、その製作時期 は鋲留技法導入期 に近い 頃も し

くはそれに下 るもの とされ よう。

長方板革綴 短甲は、本古墳例 を含め、現在37古 墳 か ら38例 の出土 が知

られる。方形 板革綴短 甲に後続する型式(14)で 、上下 ・左右方向 に轡 曲さ

せた竪上第1段 お よび帯金 を ともな う構 造は、古墳 時代 中期 の代表 的遺物

であ る短 甲の基本 形を用意 した もので ある。そ の初現 は、奈 良県池ノ 内5

号墳例(15)等 に求め られ、三角板革緩衝角付 冑 と同時期 に遡 る。

長方板革綴 短甲 において も、鍛造技術 の進展 にともな う地板枚数 の減

少が指摘できる。その場合 、後胴 は一貫 して地板3枚 構成を とる ことか ら、

変化は前胴に集約 される。

奈良県池 ノ内5号:墳例 、大 阪府大塚古墳例(16)は 、前胴 の長 側第1・3段

が左右それ ぞれ2枚 の地 板で構成 される。また、大 阪府 盾塚古墳例 は地板

が方形板 に近 く枚数 も多い とされる。(17)こ れ らは後述の もの に比べ地

板枚数 が多 く、長 方板革綴 短甲 としては相 対的 に古式 に属 する もの とみ

られる。この ことは、池ノ 内5号 墳例の長側 が5段 に構成され、その製作 に

試 行的状況が窺 えることからも首肯 しうる。

他方 、奈良県兵家12号 墳(18)、滋賀 県新 開1号 墳(19)、 岐阜県龍 門寺1号

墳(20)、 石川県 円山1号 墳(21)か ら出± した諸例は、いずれ も前胴長側第

1段が左右 それぞれ1枚 の地板 で構成 される。これ らは地板製作 の うえで

先の一一群 とは区別 され 、よ り進ん だ技術 の もとで合理化 された新式 の製

品 と理解 され る。ただ し、前胴長側第3段 の地板 は円山1号 墳例が左右2枚

ずつ で、他 が1枚 ずつであるのとは異なる。これが時期差によるものなのか、

工人差による ものな のか は明らかでないが、い まは長側第1段 の状況 から

新出の要素を確認 するに とどめたい。

このように長方板革綴短甲は、地板枚数という点から少な くとも新古

の二分が可能である。そのことは両者の伴出遺物からもある程度検証し

うる。ただし、新式に属する龍門寺1号墳例は、三角縁四神四獣鏡、碧玉製釧、

滑石製勾玉等 と伴出しその年代は中期初頭に遡ることから、古式 とした
一群の製作はごく初期の段階に限られるようである。

すでに述べたように、本古墳例は前胴長側第1段が左右それぞれ1枚 の

地板からなると推定される。(22)したがってそれは、兵家12号 墳例以下

の諸例と同じく、長方板革綴短甲としては定形化した段階の新式の製品

ととらえられる。

打延革綴頸甲は正面立面形が逆台形を呈するもので、それは正面立面

形が長方形を呈するものから機能上の要請にもとついて変化 したものと

される。(23)現在知りうる範囲で短甲との関係をみれば、後者の大多数が

長方板革綴短甲(古・新)または三角板革綴短甲(古)(24)と セットをなす

のに対し、前者は本古:墳と新開1号墳で長方板革綴短甲(新)とセットをな

すほかは、いずれも三角板革綴短甲もしくは鋲留短甲とセットをなして

いる。このことから、正面立面形が逆台形を呈する頸甲の盛行期は、鋲留

技法導入期を中心とした時期 としてよかろう。

以上、甲冑類個々の編年的位置について検討してみた。それによれば、

甲冑類はいずれも革綴の製作になるものの、衝角付冑と頸甲は新出の要

素を具備しており、また短甲も初期の製品とみることはできない。もっと

も、これらがセットとして鋭敏に時代相を反映したものなのかについては、

製作期間との関わ りで甲冑類各型式の細かな推移をさらに咀噛する必要

がある。ともあれ本古墳の場合、衝角付冑と頸甲からみて、セット関係 自

体の形成は鋲留技法導入期を大きく遡ることなく、その年代は中期前半

でもより新しい時期に求められよう。

5築 造年代

前節での検討結果を踏まえ、本古墳の築造年代について述べてお くこ

ととする。それには甲冑類以外の出土遺物についていま少 しの言を要 し

よう。

金銅製冠は細帯式に属 し、正面に3本の立飾をもつ。良好な類例はみあ

たらないが、列点波状文を施 した長三角形状の中心立飾を冠帯 と共作 り

にするとい う点では、栃木県桑57号 墳例(25)が 似たもの といえる。いず

れにしても、現状でそれ自体の綿密な位置付けを行うことは困難である。

周知のように、冠帽は後期に至って古墳の副葬品として散見されるよう

になる。しかし、桑57号 墳例、福井県二本松山古墳例(26)か ら中期後葉に

遡る存在は明らかで、それ以前の存在もまったく否定 してしまうわけに

はいかない。

刀剣類は剣の占める比率が高 く、中期以前に遡る様相を示している。こ

れは刀が直茎であること(27)、また鉾が短身であること(28)と も符合し

ている。

鉄鍛はいずれも両丸造、両刃式の長頸鍛で、関箆被を有するものと思わ

れる(第7図)。銃化のため不明瞭ではあるが、鍛身部は関を有さず緩やか

に頸部に移行するものとみられる。長頸鍛は中期後半以降急速に普及す

る鉄鍛だが、本古墳例の場合、鍛身部の形態と片刃式の不在を重視すれば、

その年代は中期後半でも著 しく時期の下降するものとはなるまい。

さて、これまで述べてきたことをまとめるならば、甲冑類は中期前半の

新しい時期に位置付けられるのに対し、金銅製冠 と鉄鍛はそれよりも下

降する新しい時期の所産ととらえられる。とはいえ、鉄鍛は中期後半のも

のとして大過なく、金銅製冠もそれとして否定材料があるわけではない。

したがって、甲冑類の時間的破行性や刀剣類の様相を考慮 しても、本古墳

の築造年代は中期後半のうちにあるものとみたい。そのことは竪櫛やC字

形を保つ勾玉の存在とも矛盾はしまい。

ところでその実年代であるが、現在中期古墳の年代をめぐっては須恵

器生産等 との関わりで2説(29)が対峙し、にわかにいずれ とも決し難い状

況を呈している。ここでは混乱を避けるためひとまず従来の年代観によ

ることとし、本古墳の築造年代を5世紀後半という幅の中でとらえておき

たい。

6お わ りに

今回の調査では、これまであまり明確でなかった桜ヶ丘古墳の墳丘に

ついてひと通りのデータを獲得することができた。また、以前から知られ

る出土遺物のうち、甲冑類についての認識を新たにしたことは何よりも

の成果であった。

その甲冑類が示す年代は述べた通りだが、それは本古墳の築造年代を

そのまま示すものではなかった。もとよりそのことを、甲冑類が伝世され

た結果とただちに片付けてしまうつもりはない。そこには被葬者の生存

期間とともに、甲冑類それぞれの製作期間に関わる問題が内包されてい

ると思われるからである。

本古墳出±の三角板革綴衝角付冑と革綴頸甲は、鋲留技法導入期にも

位置付けられる型式的に新出のものであった。また、長方板革綴短甲も初

期の製品とはみられず、同様に位置付けられる可能性をまったく否定して

しまうわけにはいかない。そもそも、本古墳のように鋲留甲冑が出現し



て以後の古墳からしばしば長方板革綴短甲が出土することは、その製作

期間と考えるうえで何やら示唆的である。

いずれによらず製作期間を画することは容易でない。それには遺物自

体の型式変遷を他との関わりを含めて適確に跡付けていく必要がある。

それは今後の課題としなければならないが、地板の形状 といい、長方板革

綴短甲は横矧板鋲留短甲への型式変遷をたどりうるものと私考している。

そのことは、三角板革綴短甲の初現が長方板革綴短甲と同時期に遡り、両

者を単なる型式的先後間係において理解しえない状況からも多分に察せ

られる。甲冑類においては時期別出土量の推移を型式変遷 ともとらえが

ちだが、製品の系譜的理解とそれは元来別個の問題と知るべきであろう。

本稿では桜ケ丘古墳についての認識をさらに深めることができたが、

その性格付け等についてはふれず終いであった。実態把握がなお十分 と

はいい難い周辺古墳時代資料の整備を含めて、今後の課題 とすることを

御了解願いたい。

調査にあたっては、筑波大学大学院生 ・岡林耕作、同学生・東憲章、國井

弘紀の3君の手を煩わせた。また、地主の降旗徳弥氏をはじめ周辺住民の方々

には大変御世話になった。そして文末ではあるが、多大の御協力・御指導

を賜った、岩崎卓也・桐原健・田中新史・宮下健司・長野県史刊行会・松本市

役所本郷支所・松本市教育委員会・松本市立博物館の諸氏・諸機関には満

腔の謝意を表する次第である。
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附編2

論文 「松本市桜ケ丘古墳出土金銅天冠の修復処置 受託研究報告 第40号」

1976年r保 存科学』第15号 東京国立文化財研究所保存科学部修復技術部

p51～55
青木 繁夫

1.はじめに

昭和30年8月 、長野県松本市桜ケ丘古墳(1)の発掘調査が行われ、その

際金銅天冠 ・鉄剣等が発見されているが、いずれも損傷が甚しく、松本市

教育委員会の依頼により、受託研究として、当方で金銅天冠1点、鉄剣1口

の修復処置を実施したものである。実施期間は昭和49年9月2日 から同50

年3月31日 まで約7ケ月を要した。

処置対象になった遺物のうち、特に天冠(図一1)は金銅製で冠帯から三

支の立挙装飾をもっているもので、その製作は5世紀頃と考えられる。天

冠の出土例は筆者の知る所では約28例 程あるが、それらのなかでも本天

冠はすこぶる簡素なもので、形状 も従来知られる諸例とは異っている、し

かも冠帯の裏側には竹櫛や布畠断片が錆着いてお り、装着状態が類推で

きるなど貴重な資料と考えられた。ところが昭和30年 に発見されて以来

20年 を経過したため錆の進行にょり保存状態が悪化してきたため、松本

市教育委員会の原嘉藤氏が東京国立博物館考古課先史室長村井富雄氏に

伴なわれて保存対策の相談に来室された。特に天冠については、断片化 し

たものを原初の形に整え、かつ、将来表からも裏からも観察出来るように

処置して欲 しいとの注文であったが、そうした方法は従来実施した例が

なく、断片整理保存の新 らしい方法を案出する契機ともなる興味ある事

例と思われたので、これに取組むことにした次第である。

2.形状

天冠

厚さ約1mmの 銅板を切 り抜いて造 り、鍍金を施 したものである。冠帯 と

同一銅板 か ら成 る立 挙を 中央 に有す る逆T字 形が基本 で、左右 に同形 の

立挙を作 って冠 帯の裏側か ら鋲留め してある。

さらに細部を見 る と冠帯は、現在 長23cm、 端末 の幅約4cm、 中央立挙へ

向か うほ ど緩やかな 山形 の隆起 を見せ、その接触部で幅4.5cmと なってい

る。中央立挙 は長 さ18.7cm、 基部の幅8.4cm、 上端 に行 くに従 ってゆ るや

かな脹 みを描 きつつ 次第 に幅 を減 じる。上端は 中央 と左右 の三 支に分れ

た花形装 飾を呈す るが中央の ものは折損 し、また左 右の ものも上方に 向

か うに したがい半 円を描いて いる と思わ れるが、その大部分 が折損 して

い る。

左右の立挙 は、左方 が冠帯 との接合部の鋲だ け残 して欠失 している。右

方の立挙は、その下端 を1mmあ ま り冠 帯裏側 に重 ね、二本の鋲で留 めてあ

る。その形は斜め上方 に向って大 き く弧状を描 き、下 方で一度屈曲 して先

端尖葉形 で終 るが、その長 さは13cm、 冠帯 との接合部 での幅は2.3cmあ る。

これ らの周縁 にはすべて二条 の毛彫 りの並行 線 と、その間 に波 状文 と

珠文を配 した単 調な文様をいずれ も浅 く刻んでい る。

冠帯左側 裏面 には竪櫛、右方立挙裏 面には平織 の布 畠断片 が錆 で付着

している。

鉄剣

鉄製、長 さ44.8cm、 刃幅約3.7cm、 刃部 に部分的 に鏑を有 し、断面菱形を

呈 し、茎 には目釘穴1個 が存在 する。

3現状

天冠

薄い銅板の上に鍍金 した、いわゆる金銅製であるため、銅板が錆びて緑

青化し、表面に残っている金の膜によってかろうじて形状を保ち、触れる

と壊れるような状態で、とくに冠帯および立挙裏面にこうした傾向が著

しい。泥の付着も多くそのため鍍金の輝きもにぶく、毛彫文様の全貌がつ

かめなかった。錆び着いている竹櫛や布常等は比較的良好な状態で残存

している。

鉄剣

形状は比較的良く保存されているが、錆の層状剥離がはなはだしく、ま

た表面には大量のセメダインCと思われる樹脂が塗布されていて、それに

よる樹脂光沢が見苦 しい状態であった。

4.保存修復処置の概要

保存修復処置を実施するにあたり、当初天冠を強化 した後、台座に固定

するかあるいは、和紙等で裏打して保存するということを考えたが、これ

らの方法では天冠に錆び着いている竹櫛が観察できないため考古学の展

示資料としての価値を半減させることになり、また厚さ1mm程 度の銅板

から成り立っていてすでにその材質劣化が著しく、かろうじて鍍金の膜

で形状を保っている状態のものをいくら強化しても処置後の取扱いによ

っては、再び壊れるというような恐れが十分あった。このようなことから

以下の条件に留意して新しい方法を検討した訳である。

① 展示の際天冠裏面に錆び着いている竹櫛が良く観察できるような処

置を行 うこと。

② 現 状よ り悪 化させ ないために錆 の原 因 とな る水 、空気 な どか ら完全

に隔離 した状態で保存 できること。

③ 樹脂材料は無色透明で天冠 に悪影響を与 えない物質 である こと。

④ 処置後 、天冠 の再 調査な どの ことを考慮 して、簡単 に当初の姿 にも ど

す ことが可能であ ること。

以上 の条件 を勘案 して、当初依頼者 側か ら提案 され た、ガラス板 に溝 を

彫 り、天冠を挟み込 む方法 を検討 してみたが、ガラス板 に溝を彫 るこ との

技術的 困難 さや ガラスの硬度が与 える天冠へ の影響か ら見 て実現 困難 で

あ るとい うことにな った。

最 も可 能性の ある方法 と しては、合 成樹脂 の中に天 冠を埋込 んで空気

や水分 か ら完全 に遮断 して しまえば、当初の保存 目的 を達す るこ とが で

き る。しか し合成樹脂埋込法 の最 大の欠点は、処置後 もとの状態に もどす

ことが 困難 であ るこ とで ある。一般 に埋込み用 に使わ れてい る合 成樹脂

には、メチルメタクリレー ト樹脂 、ポ リエステル樹脂、エポキシ樹脂がある。

メチル メタクリレー ト樹脂は、無 色透明性に優れてお り、材質 的に も安

定な ものであ るので、初め この樹脂 による流 し込み成型 を考 えた。しか し

この樹脂を選択 しなかった理由は、重合 中に気泡が入 り易 い こと、また重

合後 も有機 溶剤 に可 溶で ある と云って も実 際問題 としては、多量 の溶剤

中に長時間浸漬溶解 しないかぎ りこの樹脂 を除去 する ことはできないの

で、容易 にも との状態に もどし得 ない と判 断 したか らで ある。またポ リエ

ステル樹脂、エポキシ樹脂 は、不溶不融性の熱硬化性樹 脂で あるためや り

直 しが絶対 できない ことは当然のこ とである。

次に もとの状態 に容 易に もどす ことがで きる埋込み 用樹脂 と して検 討

したのが、二液型RTV(Low-TemperatureVulcanization常 温加硫)で あ

る。この樹脂 はやや粘稠性のある無色透明な樹脂で、硬化触媒(金 属有機酸、

た とえば ジブチル錫ヂ ラウ レー ト)を微量 添加す ると常温加 硫 して無 色

透 明のゲル状弾 性体 となる。また異種材料 とは全 く接 着性を示 さない の

で埋込んで硬化 した後 でも容 易に この透明ゲルをナイ フ等で簡単 に切 り

除 くことがで き、ゲル が遺物に付着する ことが ない。シ リコー ン樹脂 は本

来 す ぐれた耐熱 ・耐寒性を持ち、広い温度範囲(一65～+300℃)で ゴム弾性

を保 持 し、震動 や衝撃 もよ く吸収す るので、壊れ易い物 を埋 込むの には最

適 である。ただ当初 問題にな ったのは、触媒に有機酸塩 を使用する関係上

銅 に対す る腐蝕 性がな いかであ るが、硬化機 構か ら考 えて も硬化 時に副

生 するものがな く、とくに問題 とな る腐蝕性物質 も含 んでいない し、実際

に工 業的に も精密な電気 回路 の埋込 みに使用されてい て腐蝕 による故障

はないよ うであ る。また この他、RTVシ リコー ンゴムに は触媒毒 の問題が

あった。触媒毒 とは これ と接触 した場 合樹脂 が何 時ま でも硬化 しな くな

る現象 で、種 々な金属化 合物が触媒毒 として知 られてい る、今 回の この天

冠 には腐朽 した銅化合物 が相 当量付着 しているため、これが触媒毒 とし

て作 用する懸念 がもたれ たので、試 みに天冠 の小破 片 を埋込みゲル 化さ

せ る実験を試み、触媒毒 が存在 しない ことを確認 した。

以上述べ てきた理 由で天冠の埋込み用樹脂 として、二液型RTVシ リコー

ンを使 用する ことにな ったが、これ は硬 化後で も少 し硬 い寒天状 のゲル

で あるため、これ だけでは完全 な固体 としては扱えない。そ こで あらか じ

め アクリル板(メ チル メタク リレー ト樹脂)で 造ったケ ースの 中で、前記

の欠点を補 うことに した。

天冠の修復処置

まず初 めに顕微 鏡下で、針 などを用 いる機械的方法、あ るい はアル コー

ルを含 ませ た筆 によるブラシ ングな どの方法で遺物を損 わない よう注意

深 く錆や泥のク リーニングを行 った。

クリーニ ングの結果、報告書 に記載されていなかった新知見が得 られた。

それは毛彫文様 のない と思われていた冠帯下縁に も二条 の並 行線 とその

間に波状文 と珠文を配 した単調 な毛彫文様が発見された ことである。

クリーニング終了後、竹櫛部分を約10%の アクリル樹脂(パ ラロイ ドB44)

で強化 してか ら減 圧槽の中 に入れ 、約15mm/Hgに 減圧 、そこにアク リル

エマルシ ョン(プ ライマルMV-1)を 注入含浸 して材質 強化 を行った。樹

脂が乾燥後i接合 可能な破片 はすべて繊維素系接着 剤(セ メ ダイ ンC)で 接

着復原 した。

次いで復原 され た天冠を樹脂の中に封入するわけであ る。

まず厚 さ5mmの アク リル板で、縦40cm、 横30cm、 厚 さ4.5cmの ケース

を製作 し、この中に無色透明なシリコーン樹脂(信 越シリコー ンKE103RTV)

を1.7kg(触 媒0.5%を 添加)流 し込み、真空槽内で気泡の脱 泡作業 し、常温

で硬化 させ る。

この硬化 したシ リコー ン樹脂をベ ッ ドに して、そ の上 に復原 した天冠

をな らべ、更 にシリコー ン樹脂1.8kg流 し込 み、脱泡後、常温で硬化 させ て

天冠 をシ リコー ン樹脂 中に封 入 した。最後に アクリル板 の蓋 を差 し込 ん

で密封 した。

この結果全体 の重量 は4kgに なったが、透明のアクリル板 とシ リコー ン

樹脂 を通 して、天冠の表裏あ るい は、側面か らの厚みや歪 みを 自由に観察

できるようになった。なお復原 しえなかった小破片につい ては、それぞれ
一括 してシャー レに納め別保存す ることとした。

鉄剣の修復処置



アセ トン中に浸:漬してセメダインCを 完 令に除去 した。機械 的方法で錆

を取 り除き、アクリルエマル シ ョン(プ ライマルMV-1)を 減圧 含浸:して

強 化、欠失部 について は、セ メダイ ンCと マイク ロバルー ンの混 合物 で補

足整形 した。

5.天冠 の施工技術上の 問題点

前記 の方法で初めてシ リコー ン樹脂 による封 入処 置を試 みたわけであ

るが、作業を実 施するにつれ て種 々の問題が起 った。

1.初 めて シリコー ン樹脂を アクリルケースの中に流 し込み、硬化後樹脂

を 観察 した ところ埃の混 入が認め られ 見苫 し くなって しまったので、再

度 この作業をや りなお した。この結果撹搾 容器や アク リルケー スを十分

清掃 し、さ らに空気が 清浄な場所 で作業を 行 うな どの配慮 が大切 である

ことがわか り、今後埃 には注意をは らって処置する必要 を痛感 した。

2,減 圧 下で気泡の脱泡 をする時、遺物 が気泡を抱 き込 む場合があ る、こ

れ を完 全に脱泡 しておかない と硬 化後気泡が残 ることになるので注意を

要す る。

3.今 回の場 合アクリルケースの蓋は差 し込み式の もの にした。シ リコー

ン樹 脂が未硬 化の うち に蓋 を差 し込 むわけであ るが、何 回試みて も蓋の

下 に気泡を抱 き込 んで しまう。そのため シリコー ン樹脂 を若干少 なめに

流 し込んで、樹脂 とアクリル板の蓄 との間をわずかにあけるよ うに配慮 し

て解決 した。次 回か らは アク リルケースの 設計を検討 する必要が ある と

思 われ る。

6.ざし＼こyしこ

以上の ように天冠の保 存処置 に関 しては、依頼者の要望 を最 も満 す も

のと して、シ リコー ン樹脂 による封入保存:処置法 を試 みたわけであ るが、

この結果あ らゆる方向か ら天冠を観察 して も、よりよ くその状態 を把 握

でき、しかも展示の 際には裏 面に斜め に鏡 を置けば竹櫛 や布用の存在 す

る裏面 まで 明瞭に観察 で きるようにな り、さらにこれ以 上天冠 の現状を

悪 化させない ため水 分や空気か ら隔離 した状態 で保存で きるよ うにな っ

た。このよ うに して所期の 口的通 り、展示可能 なまでに修復 する ことがで

きた。

なお本処置は埋込み 法の基本構想やそれ に伴 う合成樹 脂等 の選択につ

いて樋口清治 技官が これを行い、その指導 を得て施.「を筆 者が行 った も

のである。

文献

1)長野県東筑摩郡本郷村教育委員会編「信濃浅間古墳一1966年

RestorationofaGiltBronzeCrown

fromtheAncientTomb"Sakura-ga-Oka"inMatsumotoCity

ShigeoAOKI

Thiscrown,excavatedin1955andestimatedtodatefromthe5th

centuryorso,ismadeofgiltbronzeplateaboutlmmthick.Attachedto

itsreverseside,werefoundsomefragmentsofbamboocombs.Withthe

aimofconservation,thecrownwastreatedasfollows.Firstly,therust

wasremovedbyamechanicalmethodunderamicroscope.Secondly,the

materialwasstrengthenedbymeansofthevacuumimpregnationof

acrylicresinemulsion(PRIMALMV-1).Finally,thewholebodyofthe

crownwasconfinedinanacrylicresinvesselfilledwithcolorless,

transparentsiliconeresin(Low-TemperatureVulcanization).These

treatmentyieldedseveraladvantagesfromtheviewpointof

conservation,suchas:

1)Theobjectiskeptinastatefreefromairandwaterwhichmaycause

corrosion.

2)Itcaneasilybetakenoutifthere-examinationisneeded.

3)Itisobservablefromdifferentanglesinthecaseofexhibition.
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お
い
た
が
、
そ

の

後
、
大
場
氏
を
通
じ
記
念
す
べ
き
御
筆
跡
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

本
書
編
集
中
、
原
氏
に
は
連
絡
事
務
、
意
見
調
整

・
整
稿
等
に
多
大
の
努
力
と
配
慮
と
を
願
い
、
大
場

・
一
志
両
氏
も
ま
た
、
本
文
お
よ

び
図
版
の
整
稿
に
、
貴
重
な
日
時
を
多
く
費
や
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
議
決
当
時
の
村
議
会
議
員
諸
氏
、
地
主
諸
氏
、
村
民
有
志
か
ら
も

熱
意
あ
る
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
両
古
墳
等
調
査
に
要
し
た
費
用
は
八
○
万
円
、
編
集
補
充
調
査

・
出
版
に
要
し
た
費
用
は
一
五
〇

万
円
で
あ
る
。

昭
和
四

「
年
四
月
二
九
日

長
野
県
東
筑
摩
郡
本
郷
村

教

育

委

員

会

切
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」

あ

と

が

き

本
書
所
載
の

「
調
査
の
経
過
」
(第

一
章
第
二
節
)
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
ニ
ケ
年
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
た
桜
ヶ
丘
古
墳

・
妙
義
山
古
墳

群
の
調
査
は
完
了
し
、
同
時
に
村
費
の
計
上
を
得
て
本
書
の
刊
行
に
着
手
し
た
が
、
以
後
、
村
当
局
は
大
場
磐
雄

・
一
志
茂
樹

・
原
嘉
藤

・

金
谷
克
巳

・
藤
沢
宗
平
の
五
氏
の
会
合
を
し
ば
し
ば
煩
わ
し
て
、
執
筆
分
担
そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
間
、
本
書
の
第
二
章
を
分

担
執
筆
さ
れ
た
金
谷
克
巳
氏
(
当
時
、
国
学
院
大
学
文
学
部
助
手
)
は
不
慮
の
災
に
よ
り
去
る
昭
和
三
六
年
九
月
一
五
日
逝
去
さ
れ
、
本
書
刊

行
の
喜
び
を
共
に
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

一
方
村
当
局
に
あ

っ
て
は
、
調
査
当
時
の
村
長
で
あ

っ
た
三
浦
忠

夫
氏
が
任
期
満
了
の
た
め
辞
職
、
昭
和
三
五
年

一
一
月
木
下
干
秋
氏
が
村
長
に
新
任
し
、
こ
の
業
務
を
引
継
い
だ
、
助
役
小
岩
井
源

一
氏
は

引
続
き
木
下
村
長
を
補
佐
し
て
そ
の
任
に
あ

っ
た
が
、
昭
和
三
八
年
三
月
三
浦
忠
夫
氏
が
村
長
に
再
任
す
る
に
あ
た
り
、
助
役
木
戸
岡
登
郎

氏
と
か
わ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
収
入
役
も
中
野
源
三
郎
氏
か
ら
石
田
半
造
氏
に
替
り
、
教
育
委
員
会
委
員
長
は
山
崎
亀
代
重
氏
が
、
教

育
長
に
は
中
野
茂
氏
が

一
貫
し
て
重
任
し
た
。
昭
和
三
七
年
、
木
下
村
長
の
時
に
本
郷
村
と
松
本
市
と
の
合
併
問
題
が
お
こ
り
、
そ
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
本
書
を
村
内
の
全
戸
に
配
布
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
、
両
古
墳
の
調
査
報
告
に
併
せ
て
、
浅
間
温
泉
を
中
心
と
し
て
の

古
代
史
と
中
世
史
と
を

一
志
茂
樹
氏
に
、
古
墳
以
前
の
弥
生

・
縄
文

・
無
土
器
文
化
を
藤
沢
宗
平
氏
に
依
頼
し
、
い
わ
ば
本
郷
村
史
の
形
を

と
っ
て
刊
行
す
る
こ
と
に
決
め
た
が
、
村

・
市
合
併
問
題
が
不
調
と
な
り
、
全
戸
配
布
の
こ
と
も
再
考
を
要
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
、
そ
の

の
刊
行
が
困
難
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
三
浦
村
長
の
再
任
に
よ
り
、
内
容
を
両
古
墳
を
中
心
と
し
て
の
報
告
書
に
限
定
し
て
刊
行
す
る
こ
と

に
決
し
、

一
志
氏
分
担
の
分
は
後
日
に
ま
わ
し
、
藤
沢
氏
の
原
稿
の
み
こ
れ
に
加
え
て
編
集
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
さ
ら
に
計
画
に
変
化
を

事
な
し
、
藤
沢
氏
の
分
も
割
愛
し
、
全
く
両
古
墳
の
み
の
報
告
書
と
し
た
。
こ
の
間
上
記
の
各
位
に
対
し
種
々
失
礼
の
あ

っ
た
こ
と
を
深
く
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3
内
部
施
設
の
判

っ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
本
郷
村
原
下
屋
敷
古
墳
が
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
程
度
で
あ
る
。

4
発
見
遺
物
も
学
術
発
掘
で
な
い
の
で
、
不
確
実
で
あ
る
が
そ
の
種
類
を
み
る
と
直
刀
・馬
具
・
須
恵
器
の
類
が
主
で
あ
る
。

等
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
1
の
立
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
郷
村
で
は
女
鳥
羽
川
の
第

一
段
丘
端
に
あ
り
、
岡
田
地
区
が
そ
の
や
や
高
所
に
位

置
す
る
が
、
里
山
辺
地
区
は
沖
積
平
野
中
の
畑
お
よ
び
田
の
中
に
存
し
、
い
ず
れ
も
高
所
に
は
存
し
な
い
。
私
が
最
近
調
査
し
た
東
筑
摩
郡

坂
井
村
安
坂
の
積
石
塚
群
を
み
て
も
、
丘
陵
上
に
存
す
る
も
の
と
、
丘
麓
平
地
に
存
す
る
も
の
と
は
年
代
的
に
著
し
い
差
が
あ
る
事
実
が
認

　ヨ
　

め
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
同
様
に
年
代
の
下
降
す
る
こ
と
が
推
考
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
2
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
耕
作
地

の
中
に
存
在
し
、
農
夫
達
の
鋤
禍
を
受
け
や
す
く
、
ま
た
後
世
石
塊
類
を
積
み
加
え
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
、
正
確
な
当
初
の
外
形
を
残
し

て
い
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
従

っ
て
現
在
の
形
状
や
寸
法
を
以

っ
て
こ
れ
を
記
録
し
て
お
い
て
も
、
数
年
後
に
は
著
し
く
異
な
る

可
能
性
も
少
く
な
い
。
現
に
荒
町
の
石
塚
の
如
き
は
、
今
か
ら
約
四
〇
年
前
の
記
録
と
、
現
状
と
を
較
べ
る
と
著
し
く
変

っ
て
お
り
、
そ
の

頃
の
段
築
の
状
は
今
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
信
濃
史
料
に
方
形
と
あ

っ
て
も
、
必
し
も
当
初
の
形
状
で
あ
る
か
否
か
に
わ
か
に

信
じ
が
た
い
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
に
は
方
形
ま
た
は
段
築
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
皆
無
で
は
な
く
、
私
が
実
見

し
た
荒
町
の
針
塚
の
如
き
は
、
わ
ず
か
に
そ
の
跡
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
元
来
積
石
塚
の
形
状
は
そ
の
本
拠
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮
高

勾
麗
の
も
の
は
方
形
で
あ
る
が
、
我
が
国
所
在
の
も
の
は
必
し
も
同
様
で
な
く
、
円
形
ま
た
は
前
方
後
円
形
が
あ
り
、
殊
に
年
代
の
下
降
す

る
も
の
に
は
円
形
で
小
形
の
も
の
が
多
い
。

つ
ぎ
に
3
の
内
部
施
設
や
4
の
副
葬
品
の
内
容
を
見
て
も
、
特
に
著
し
い
特
色
を
示
し
て
い

ず
、
従
来
各
地
に
み
ら
れ
る
末
期
古
墳
の
内
容
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

故
に
こ
の
地
域
に
分
布
す
る
積
石
塚
は
、

大
体
古
墳
時
代
末
期

(七
～
八
世
紀
)
の
築
造
と
考
え
て
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

被
葬
者
の
問
題

そ
こ
で

一
考
さ
れ
る
問
題
は
、
こ
れ
ら
積
石
塚
の
被
葬
者
は
、
同
時
に
築
造
さ
れ
た
高
塚
墳
と
同

一
人
で
あ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
別
種
の
氏
族
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
面
に
お
い
て
信
州
全
体
ま
た
は
日
本
全
体
の
積
石
塚
論
と
も
関
連
が
あ

っ
て
、
軽

々
に
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地
域
を
信
濃
国
に
限
り
、
さ
ら
に
東
筑
摩
郡
の
局
部
に
限
定
し
て
若
干
の
考
察

94
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墓
制

の
如
き
旧
慣

を
遵
守

す
る
民

俗

は
、

相
当

に
根

強
く
後
代

ま

で
も
残

り
得
る

こ
と
は
贅
言

を
要
し
な

い
が
、
日
本

の
姓

を

賜

つ

て

も
、
ま

た
そ

の
生
活

や
使
用

器
具
は

日
本
化

し
て

い
て
も
、
そ

の
墓
は
故
国

の
制

に
拠

っ
た
と
す

れ
ば
、

か
か
る
現
象

の
起
る

こ
と
は
少
し

も
異

と
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

註
1
宮
坂
光
次
「信
州
松
本
地
方
の
古
墳
」鰍
噸
群
雛
號

2
信
濃
史
料
第
一
巻
本
郷
村
原
の
条
に
「
杵
坂
古
墳
・方
形
」と
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
実
査
の
結
果
該
当
す
る
も
の
が
見
当
ら
な
か
っ
た
。

3
大
場
・石
井
・
一
志
「長
野
県
東
筑
摩
郡
坂
井
村
安
坂
積
石
塚
の
調
査
ω
」縮猷
規
景

4
栗
岩
英
治
「大
化
前
後
の
信
濃
と
高
勾
麗
遺
跡
」悌
を
獄
蠣騰

5
斉
藤
忠
「積
石
塚
考
」蕊

翠

6
大
場
「信
濃
国
坂
井
村
の
積
石
塚
に
就

い
て
」翻
L
漱
開
濃

7
一志
茂
樹
「信
濃
上
代
の
一有
力
氏
族
」疏
識
縫
一巻
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を
施
し
て
み
た
い
。

　る
　

信
濃
の
国
の
積
石
塚
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、

い
ち
早
く
故
栗
岩
英
治
氏
の
高
勾
麗
帰
化
族
説
が
あ
り
、

一
志
茂
樹
氏
や
私
も
ま
た
こ
れ

　　
　

に
賛
同
し
て
い
る
が
、

一
方
そ
の
否
定
説
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

一
応
焦
点
を
東
筑
摩
郡
に
限
定
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
著
名
な
積
石

(6)

塚
の
存
在
す
る
地
域
は
、
東
筑
摩
郡
の
北
部
坂
井
村
安
坂
地
区
で
あ
る
。
同
所
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
が
古
く
そ
の
意
見
を
述
べ
、
さ
ら

(3
)

に
近
年
そ
の
中
の
三
基
の
古
墳
を
発
掘
調
査
し
て
詳
細
な
考
察
を
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
の
積
石
塚
を
の
こ
し
た
人
々
は
、
日
本

後
記
延
暦
年
間
の
記
事
に
み
え
る
高
勾
麗
人
で
、
安
坂
の
姓
を
賜
っ
た
人
々
と
関
連
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
故
国
高
勾
麗
に
お
け
る
風
習
を
、

我
が
国
土
内
に
お
い
て
も
踏
習
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
本
郷
村
お
よ
び
松
本
地
区
の
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に

一
志
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
、
倭
名
砂
に

い
う
辛
犬
郷
の
位
置
と
三
代
実
録
に
み
え
る
辛
犬
甘
氏
の
記
事
を
勘
案
し
て
、
本
郷
村
の
積
石
塚
地
域
が
旧
辛
犬
郷
に
相
当
し
、
こ
れ
を
残

　フ
　

し
た
人
は
辛
犬
甘
氏

一
族
で
あ
ろ
う
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
松
本
市
里
山
辺
地
区
の
積
石
塚
を
考
慮
す
る
と
き
、
同
じ
く
日
本
後

記
延
暦
年
間
に
須
々
岐
の
姓
を
賜

っ
た
高
勾
麗
人
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
原
文
を
引
く
と
、
延
暦
十
八
年

十
二
月
甲
戌
の
条
に

又
信
濃
国
人
外
従
六
位
下
卦
婁
真
老
・後
部
黒
足
・前
部
黒
麻
呂
(中
暑
)等
言
、

己
等
先
高
麗
人
也
、
小
治
田
飛
鳥
二
朝
廷
時
節
、

帰
化
来

朝
、
自
爾
以
還
、
累
世
平
民
、
未
改
本
号
、
伏
望
、
依
去
天
平
勝
宝
九
歳
四
月
四
日
勅
、
改
本
姓
者
、
賜
真
老
等
姓
須
々
岐
、
黒
足
等
姓
豊

岡
、
黒
麻
呂
姓
村
上
(以
下
暑
)

と
あ

っ
て
、
卦
婁
真
老
に
賜
っ
た
須
々
岐
姓
は
、
前
述
里
山
辺
地
区
薄
町
に
そ
の
遣
名
が
継
が
れ
て
お
り
、
古
社
須
々
岐
水
神
社
の
鎮
座

と
考
え
合
せ
て
、
こ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
高
勾
麗
人
の
子
孫
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
を
容
れ
る
必
要
が
あ
る

ま
い
。
然
ら
ば
当
然
こ
の
地
域
に
残
る
積
石
塚
を
も
、
こ
れ
に
結
び
つ
け
る
蓋
然
性
の
す
こ
ぶ
る
強

い
こ
と
が
ほ
ぼ
証
明
で
き
る
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

第
四
節

積
石
塚
に
つ
い
て
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私
が
最
初
妙
義
山
古
墳
群
を

一
瞥
し
た
の
は
、
今
か
ら
十
七
年
前
の
昭
和
二
十
五
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
調
査
日
記

(楽
石

雑
筆
巻
三
十
二
)
を
見
る
と
、
八
月
十
六
日
に
本
郷
村
堂
田
遺
跡
を
訪
い
、
更
に
附
近
の
窯
跡
を
視
察
し
て
妙
義
山
頂
に
登
り
、
第

一
号
墳
と

二
・
三
号
墳
の
存
在
や
、
第

一
号
墳
に
葺
石
の
存
す
る
こ
と
、
及
び
植
輪
片
の
出
土
等
に
注
目
し
て
、

一
号
墳
が
附
近
に
は
珍
し
い
大
円
墳

ら
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
同
三
十
年
六
月
に
は
同
じ
本
郷
村
内
浅
間
の
桜
ヶ
丘
古
墳
が
、
偶
然
発
掘
さ
れ
、
多
く
の
遺

品
が
出
土
し
た
の
で
愈
々
そ
の
学
術
的
調
査
の
必
要
が
起
り
、
原
氏
の
斡
施
で
そ
の
実
施
と
い
う
段
取
り
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
後
の
発
掘
調
査
や
経
過
に
つ
い
て
は
本
文
に
詳
し
い
か
ら
省
略
す
る
。
し
か
し
私
が
多
く
の
遺
跡
を
発
掘
し
た
中
で
、
苦
い
経

験
を
嘗
め
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
妙
義
山
古
墳
第

一
号
墳
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

一
応
の
失
敗
談
を
書
き
残
し
て
お
き
た
い

と
思
う
。
第

一
回
の
発
掘
調
査
で
、
ど
う
し
て
も
主
体
部
ら
し
い
も
の
に
当
ら
ず
、
昭
和
二
十
五
年
の
瞥
見
の
際
植
輪
片
と
見
た
も
の
は
、

厚
手
の
土
師
器
片
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、

更
に
江
戸
時
代
こ
の
頂
上
に
妙
義
神
社
の
祠
が
建
立
さ
れ
、

そ
の
時
の
幟
立
石
が
発
見
さ
れ

る

等
、
次
ぎ
次
ぎ
と
悲
観
す
べ
き
材
料
が
出
て
く
る
の
で
、

一
計
を
案
じ
て
松
本
自
衛
隊
に
交
渉
し
、
地
下
に
埋
ま
る
金
属
の
有
無
を
探
知
す

る
地
雷
探
知
器
の
使
用
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
さ
れ
て
三
名
の
隊
員
が
派
遺
さ
れ
た
。
こ
の
機
の
性
能
は
地
下

一
米
位
に
あ
る
金
属
類

を
探
り
当
る
と
い
う
の
で
、

一
同
大
い
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
確
か
に
各
所
に
そ
の
反
応
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、
早
速
そ
こ
を

発
掘
し
て
み
た
が
、
何
等
の
遺
物
も
出
て
来
な
い
。
色
々
と
考
え
た
結
果
反
応
を
示
し
た
御
本
尊
は
、
土
壌
中
に
介
在
し
た
褐
鉄
鉱
の
類
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
間
の
悪
い
時
に
は
い
ろ
い
ろ
と
重
な
る
も
の
で
、
同
地
第
二
号
墳
の
石
室
か
ら
多
く
の
遺
物
が
出
て
、

一
同
や
瓦
安
心
し

て
い
る
と
、
そ
の
夜
村
民
か
ら
今
提
灯
を
つ
け
て
妙
義
山
に
登

っ
た
人
が
あ
る
か
ら
、
盗
掘
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
注
進
を
受
け
、
直
ち
に
警

察
に
連
絡
し
て
巡
査
の
派
遣
を
依
頼
し
た
が
、
幸
い
に
遺
物
の
被
害
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
更
に
翌
三
十

一
年
第
二
回
の
調
査
を
継
続
し
、

大
村
部
落
の
青
年
や
失
業
対
策
の
人
夫
を
毎
日
十
数
名
出
動
し
て
も
ら

っ
て
第

一
号
墳
を
徹
底
的
に
発
掘
し
た
が
、
遂
に
主
体
部
ら
し
い
も
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福
岡
・鞍
手
・鞍
手
・八
尋
(銀
冠

塚
)

愛
媛
・川
之
江
・妻
鳥
・東
宮
山

島
根
・出
雲
・上
塩
谷
・築
山

島
根
・能
義
・飯
梨
・植
田

島
根
・西
伯
淀
江
・福
岡
・長
者

平兵
庫
・竜
野
・西
宮
山

奈
良
・橿
原
・川
西
・新
沢
・千
塚

一
二
六
号

奈
良
・磯
城
・大
三
輪
・穴
師
・珠

城
山

滋
賀
・坂
田
・近
江
・能
登
瀬
・山

津
照
神
社

滋
賀
・高
島
・鴨
・稲
荷
山
'

福
井
・吉
田
・松
岡
・二
本
松
(石

船
山
)

長
野
・東
筑
摩
・本
郷
・浅
間
・桜

ケ
丘

静
岡
・静
岡
・賎
機
山

円
墳
・横
穴
式
石
室

円
墳
・横
穴
式
石
室

円
墳
・横
穴
式
石
室
・横
口
式
石

棺横
穴
・家
形
棺

前
方
後
円
・横
穴
式
石
室
・箱
式

棺前
方
後
円
・横
穴
式
石
室

長
方
状
墳
・木
棺

円
墳
・横
穴
式
石
室
・箱
式
棺

円
墳
・横
穴
式
石
室

前
方
後
円
・横
穴
式
石
室
・家
形

石
棺

前
方
後
円
・舟
形
石
棺

円
墳
・竪
穴
式
礫
梛
・同
副
室

円
墳
・横
穴
式
石
室

銀
製
三
角
巾
式
冠

金
銅
広
帯
式
冠
残
欠

金
銅
立
挙
式
冠

金
銅
製
広
帯
式
冠
残
欠

金
銅
製
広
帯
式
冠

金
銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
透
彫
方
形
板
(冠
金
具
?
)

金
銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
製
冠
金
具
残
欠

金
銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
製
三
角
巾
式
冠
・銅
製
三
角

巾
式
冠

金
銅
製
立
挙
式
冠

一
金
舞

冠
金
義

欠

刀

刀
子

鍼

斧

金
環

馬
具

土
師
器

須
恵
器

鏡

大
刀

甲
胃

馬
具

玉
類

短
甲

太
刀

鉾

馬
具

玉
類

須
恵
器

太
刀

金
環

銅
丸
玉

刀
子

馬

目パ

彷
…製
鏡

ガ
ラ
ス
玉

太
刀

銅
鈴

三
輪
玉
形
飾
金
具

鏡

金
製
耳
飾

玉
類

馬
具

鉾

刀
剣

須
恵
器

銀
製
中
空
玉

鏡

釧

耳
飾

指
輪

ガ
ラ
ス
容

器

帯
金
具

銅
柄
付
皿

漆
盤
等

太
刀

甲
冑

馬
具

玉
類

帯
金

具

鉄
鋏

銀
中
空
玉

銀
環

銀

丸
玉

鉄
斧

鏡

馬
具

鹿
角
刀
装
具

三
輪
玉

須
恵
器

鏡

垂
飾
付
耳
飾

飾
履

金
銅
双

魚
侃

太
刀

鉄
斧

馬
具

玉
類

須
恵
器

一
太
刀

鹿
角
装
刀

管
玉

眉
庇
付

一
兜

短
甲

頸
鎧

鏡

一
甲
冑

太
刀

鉾

剣

鐵

・玉
類

(主
室
)

剣
身

金
銅
天
冠
(副
室
)

鈴
鏡

金
環

金
銅
中
空
玉

ガ
ラ

ス
玉

太
刀

桂
甲

馬
具

鐵

須
恵
器

福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
八
集

川
之
江
市
史
(古
墳
時
代
篇
)

考
古
学
雑
誌
第
九
巻
第
五
号

島
根
県

史
第
四

東
北
大
学
考
古
資
料
室
蔵

鳥
販
県
史
蹟
勝
地
調
査
報
告

第
二
冊

埋
蔵
文
化
財
要
覧
二

大
和
新
沢
千
塚
調
査
概
報

珠
城
山
古
墳

歴
史
と
地
理
一
五
巻
三
号

京
都
大
学
女
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第

八
冊

考
古
界
七
篇
八
号
・福
井
県
史
蹟
名

勝
地
調
査
報
告
第
一
冊

信
濃
第
一〇
巻
五
号
・本
報
告
書

静
岡
賎
機
山
古
墳
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ら
見
て
も
積
石
塚
の
す
こ
ぶ
る
多
い
地
帯
に
属
す
る
が
、
大
体
そ
の
中
心
は
北
信
か
ら
中
信
に
か
け
て
で
あ
り
、
本
郷
村
か
ら
松
本
市
地
区

〔1
)

は
そ
の
南
限
に
近
い
分
布
区
域
に
相
当
す
る
。
そ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

古
く
宮
坂
光
次
氏
が
、
二
、

三
の
実
例
を
報
告
さ
れ
た
ほ
か

に

は
、
松
本
市
史
に
一
部
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
信
濃
史
料
第

一
巻
に
地
名
表
が
記
載
さ
れ
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
ず
、
未
だ
学
問
的
な
発
掘
調
査

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
大
場
は
本
郷
村
の
古
墳
調
査
に
関
連
し
て
、
昭
和
三
二
年
四
月

一
応
の
調
査
を
試
み
た
。
故
に
以
上
の
所
見
を
総
合

し
て
若
干
の
考
察
を
施
す
こ
と
と
し
た
い
。

分
布

ま
ず
こ
の
分
布
で
あ
る
。
大
凡
三
群
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
㈲
は
本
郷
村
地
区
、
ω
は
松
本
市
岡
田
地
区
、
㈲
は
同
里
山

辺
地
区
の
三
群
で
あ
る
。
今
そ
の
各
群
所
在
の
実
例
か
ら
簡
単
に
記
述
し
よ
う
。

③

本
郷
村

1
大
字
原
西
原

石
塚

女
鳥
羽
川
の
第

一
段
丘
端
に
あ
っ
て
円
形
を
呈
し
、

一
部
に
石
室
所
用
の
石
材
(へ!.)
が
あ
る
。

2
同

下
屋
敷
古
墳

同
地
倉
科
明
正
氏
所
有
地
内
に
あ
り
、
昭
和

一
〇
年
五
月
採
石
の
た
め

一
部
崩
壊
し
た
際
、
横
穴
式
石
室
が
露

出
し
た
が
、
内
部
は
未
掘
で
あ
る
。

3
大
字
水
汲
字
西
原

五
号
墳

畑
中
に
存
し
、

ほ
ぼ
円
形
、
昭
和
八
年
発
掘
し
て
直
刀
三
口
・
馬
具
轡

一
・管
玉
二
・須
恵
器
蓋
杯
等

を
出
土
し
、
管
玉
は
本
郷
小
学
校
に
保
管
し
て
あ
る
。

4
同
西
原

石
塚
群

前
記
五
号
墳
の
南
方
に
現
在
三
基
を
存
す
る
、
い
ず
れ
も
小
形
の
積
石
塚
で
あ
.る
。

5
同
水
汲
た
て
古
墳

畑
中
に
存
す
る
、
嘗
て
発
掘
さ
れ
遺
品
が
出
土
し
た
と
い
う
。

ω
松
本
市
岡
田
地
区

1
下
岡
田
松
岡
第

一
号
墳

方
形
で
半
壊
。

2
同
松
岡

第
二
号
墳

円
形
?
、
剣
ま
た
は
直
刀
が
出
土
し
た
と
云
う
。

3
同
松
岡

第
三
号
墳

方
墳

方
形
り
・竪
五
米
・
横
五
米
で
ほ
ぼ
完
形
。
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静
岡
・浜
名
・浜
北
・根
堅
・ス
ズ

・ミ
ノ
ゴ
シ
ヨ

千
葉
・市
原
・姉
ケ
崎
・山
王
山

群
馬
・高
槻
・乗
附
(伝
)

群
馬
・佐
波
・玉
村
・山
王
・二
子

山群
馬
・伊
勢
崎
・今
・古
城

茨
城
・行
方
・玉
造
・沖
州
・三
昧

塚福
島
・勿
来
・上
ノ
山
(金
冠
塚
)

円
墳
・横
穴
式
石
室

前
方
後
円
・粘
土
榔

不
明

前
方
後
円
・横
穴
石
室

前
方
後
円
・横
穴
式
石
室

前
方
後
円
・組
合
長
持
形
槍

円
墳
・横
穴
式
石
室

(摘
要
)

発
見
遺
跡
数

二
五

九
州
六
・四
国

一
・山
陰
一

発
見
資
料
数

二
八

冠
二
四

冠
金
具
二

二
・近
畿
五
・北
陸

帽
二

金
銅
製
鍔
付
帽

銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
製
立
挙
式
冠

金
銅
製
立
挙
式
冠
残
欠

金
銅
製
広
帯
式
立
挙
付
冠

金
銅
製
冠
金
具
(?
)

一
・中
部
山
岳
マ
中
部
東
海
二
・関
東
五
・東
北
一

鈴

平
瓶

金
銅
金
具
類

鎮

太
刀

刀
子

鐵

胡
鑛

耳

環

櫛

不
明

金
銀
環

銀
製
中
空
玉

冑

刀

馬
具

須
恵
器

銀
製
中
空
玉

ガ
ラ
ス
玉

嫉

甲

冑

馬
具

須
恵
器

垂
飾
付
耳
飾

櫛

玉
類

鏡

刀

剣

接
甲

馬
具

砥
石

金
環

筒
形
銅
製
品

金
銅
金
具
片

刀
身

桂
甲
片

ガ
ラ
ス
玉

馬
具

骨
鐵

須
恵
器

第
四
節

積
石
塚
に
つ
い
て

本
郷
村
周
辺
の
古
墳
に
関
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

第
四
節

積
石
塚
に
つ
い
て

静
岡
県
史
一

姉
崎
山
王
山
古
墳

杉
山
寿
氏
蔵

上
毛
古
墳
綜
覧
(群
馬
県
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
報
告
第
五
輯
)

上
毛
及
上
毛
人
一六
〇
号

三
昧
塚
古
墳

埋
蔵
文
化
財
要
覧
一
・福
島
県
史
6

積
石
塚
(ヶ
:
ル
ン
)
の
存
在
で
あ
る
。
元
来
信
濃
国
は
日
本
全
土
か
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4
同
松
岡
第
四
号
墳

方
墳
?
竪
二
米
。
横
九
米
で
完
形

ω
松
本
市
里
山
辺
地
区

1
荒
町

荒
町
古
墳

古
く
宮
坂
氏
が
報
告
し
た
も
の
で
、

現
在
は
葡
萄
園
内
に
存
す
る
。
宮
坂
氏
の
記
録
で
は
長
径
六
●七
間
短
径

二
間
、
高
約

一
問
半
で
三
段
築
造
と
あ
る
が
、

信
濃
史
料
第

一
巻
に
は
方
形
と
し
、

竪
二
二
米
・横
二

一
米
と
記
す
。
大
場
が
実
査

の
折
は
頂
部
が
若
干
崩
れ
て
宮
坂
氏
の
見
取
図
と
は
相
違
し
て
い
た
。
内
部
施
設
や
発
見
遺
物
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。

2
荒
町

大
塚

同
地
方
南
方
畑
地
に
あ
り
、

一
部
崩
壊
、
信
濃
史
料
に
は
方
形
で
竪
一
五
米
・横
七
米
と
あ
る
。

か
つ
て
鉄
剣
が
出

土
し
た
と
い
う
。

3
荒
町

針
塚

前
記
大
塚
と
並
ん
で
存
す
る
、
信
濃
史
料
に
は
方
形
で
、
崩

=

米
・横

一
C
米
と
あ
る
、
実
査
の
折
は
そ
の
一
部

が
崩
壊
さ
れ
、
三
段
に
築
成
さ
れ
た
か
の
跡
が
み
ら
れ
た
。

4
薄
町

猫
塚

須

々
岐
水
神
社
の
南
方
田
圃
内
に
存
す
る
。
円
形
小
形
の
石
塚
で
あ
る
。

5
薄
町

も
み
の
塚

前
記
須

々
岐
水
神
社
の
古
宮
近
く
の
田
圃
中
に
あ
り
、
形
状
は
若
干
崩
れ
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
形
で
、
偲
人
は
金

の
甕
が
埋
っ
て
い
る
と
伝
え
る
。
先
年
発
掘
さ
れ
て
直
刀
三
・馬
具
(
轡
)
三
・
同

一
括
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
今
同
社
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
須

々
岐
水
神
社
は
国
史
所
載
の
古
社
で
、
前
記
古
宮
は
そ
の
元
社
地
と
称
せ
ら
れ
、
木
花
咲
耶
姫
の
御
腰
掛

石
と
称
す
る
自
然
石
が
存
す
る
。

積
石
塚
の
特
質

以
上
三
群
所
在
の
主
な
積
石
塚
に
つ
い
て
記
載
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
る
二
.三
の
特
質
を
記
述
す
る

と
1
立
地
が
い
ず
れ
も
平
地
に
存
す
る
。

2
外
形
は
多
く
崩
壊
、
ま
た
は
後
世
の
人
為
損
傷
が
加
え
ら
れ
て
判
明
し
難

い
も
の
が
多
い
。
い
ず
れ
も
小
形
で
、
中
に
は
方
形
ま
た
は

段
築
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
ら
し
い
。

第
四
節

積
石
塚
に
つ
い
て
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い
る
の
に
、
本
品
は
す
こ
ぶ
る
簡
素
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
形
状
も
従
来
の
発
見
品
と
異
っ
て
い
て
、
こ
の
種
遺
品
で
の

一
新
例

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

因
み
に
私
は
本
品
が
以
上
の
よ
う
に
破
損
し
て
お
り
、
保
存
上
か
ら
も
困
難
を
来
す
の
で
、

一
応
復
原
模
造
の
作
製
を
考
え
、
当
時
の
助

手
の
故
金
谷
君
に
精
密
な
実
測
図
と
、
そ
れ
か
ら
み
た
復
原
図
(第
四
図
)
を
作
製
し
て
も
ら
い
、
国
学
院
大
学
と
本
郷
村
当
局
と
の
援
助
の
下

し
ろが
ね
し

に
、
こ
れ
が
実
現
を
考
慮
し
た
結
果
、
幸
い
鈴
木
敬
三
氏
の
斡
旋
で
、
斯
道
の
専
門
工
と
し
て
知
ら
れ
た
銀
師
藤
島
三
郎
氏
を
紹
介
さ
れ
、

同
氏
に
依
嘱
し
て
模
造
品
を
作
っ
た
。
図
版
第

一
九
に
示
す
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
次
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
従
来
発
見
さ
れ
た
類
品
と
の
比
較
、
並
び
に
型
式
の
所
属
お
よ
び
そ
の
源
流
の
検
討
等
で
あ
る
。
今
ま

で
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
金
属
製
の
冠
帽
は
、
そ
の
数
極
め
て
少
な
く
、
最
近
ま
で
の
調
査
で
別
表
に
示
し
た
と
お
り
遺
跡
数
で
二
六
例
、

発
見
資
料
数
は
二
九
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
中
本
品
と
比
較
で
き
る
天
冠
は
二
～
三
例
で
あ
る
。
そ
の
各
例
に
つ
い
て
の
型
式
分
類
は
、
か
つ

　　
　

て
後
藤
守

一
氏
が
試
み
ら
れ
た
。
氏
は
一
〇
例
の
遺
品
と
人
物
埴
輪
に
み
る
冠
と
を
合
せ
考
え
て
、
ω
広
帯
式
②
立
挙
式
㈲
三
角
巾
式
の
三

型
式
と
し
、
さ
ら
に
⑧
を
「
髭
式
」
と
「
額
当
式
」
の
二
種
に
細
分
さ
れ
た
。
そ
の
実
例
に
つ
い
て
は
。
別
表
の
各
資
料
に
同
氏
の
型
式
を
応
用

(2
)

し
て
記
述
し
て
お
い
た
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
。
然
る
に
近
時
斉
藤
忠
氏
は
、

こ
の
分
類
上
に
若
干
異
見
を
提
出
さ
れ
、
冠
の
基
本
は
台
帯
に

あ
る
か
ら
、
台
帯
の
型
式
に
よ
っ
て
分
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
ず
広
帯
式
と
細
帯
式
と
に
二
分
し
、
広
帯
式
を
山
の
形
に
よ
っ
て

一
ツ

山
式
・
ニ
ツ
山
式
と
し
、
細
帯
式
は
山
を
見
な
い
の
で
、
立
飾
り
の
数
に
よ

っ
て
分
け
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。
し
か
し
、
以
上
の
後
藤
・

斉
藤
両
氏
の
分
類
に
お
い
て
も
、
ま
だ
完
全
で
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
の
如
き
も
の
は
、
何
れ
に

分
類
す
る
の
が
適
当
か
の
問
題
が
の
こ
る
。
す
な
わ
ち
後
藤
氏
の
三
型
式
中
を
当
て
る
と
、

一
応
立
挙
式
に
加
え
ら
れ
よ
う
が
、
他
の
立
挙

式
が
帯
の
各
所
に
付
着
す
る
式
で
あ
る
と
は
異
な
り
、
前
額
中
央
に
三
本
を
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
斉
藤
氏
の
帯
の
形
か
ら
し
て
は

一
層
不
明
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
こ
こ
で
私
は
か
か
る
形
状
の
も
の
を
後
世
の
兜
の
前
立
と
類
似
す
る
手
法
と
し
て
、
一
応
「前

立
型
」
と
呼
び
た
い
と
思
う
。
福
井
県
二
本
松
石
船
山
発
見
の
二
例
も
こ
れ
に
属
さ
せ
て
よ
い
し
、
さ
ら
に
他
に
も
残
欠
品
中
に
類
例
が
あ
る
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酵鑛讐撒

耳
飾
・腰
偲
・飾
履
・帯
金
具
等
を
伴
出
す
る
も
の
が
少
く
な

い
こ

と
と
、
ま
た
そ
れ
等
の
古
墳
が
九
州
や
近
畿
に
多
い
こ
と
も
当
然

の
結
果
と
は
い
え
面
白
い
事
例
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
天

冠
中
の
立
挙
式
の
も
の
が
、
古
朝
鮮
の
遺
品
に
存
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
桜
ヶ
丘
出
土
の
如
き
前
立
型
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
私
は
寡
聞
に
し
て
大
陸
に
そ
の
類
品
の
存
在
を
知
ら
な
い
。

し
か
し
、
も
し
強
い
て
そ
の
源
流
を
探
求
す
る
な
ら
ば
、
私
は
漢

代
に
行
わ
れ
た
三
山
冠
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
や
や
地
域
的
に
は
離
れ
て
い
る
が
、
関
東
州
営
城
子
発
見
の
漢
代
古
墓
の
壁
画
中
に
、

　フ
　

奥
壁
に
描
か
れ
た
人
物
の
中
で
、
被
葬
者
と
推
定
さ
れ
る
男
子
像
の
頭
部
に
被

っ
て
い
る
冠
が
そ
れ
で
あ
る
。
三
本
の
立
挙
り
が
放
射
状
に

出
て
お
り
、
桜
ヶ
丘
発
見
品
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
は
古
く
中
国
に
お
い
て
「
三
山
冠
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
直
接
結
び

つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
決
定
し
難
い
。

一
方
は
漢
代
の
墳
墓
で
あ
り
、
こ
れ
は
五
世
紀
末
の
信
濃
の
一
古
墳
の
遺
品
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
く
つ
か
の
障
壁
が
あ
る
。
殊
に
こ
の
種
の
冠
が
朝
鮮
で
も
類
似
例
が
少
な
く
、
我
が
国
に
も
遺
例
が
稀
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
層

こ
の
間
の
脈
絡
は
つ
な
が
り
そ
う
に
も
な
い
。
従

っ
て
私
は
漢
代
の
三
山
冠
を
も

っ
て
、
直
ち
に
本
品
の
母
型
と
す
る
こ
と
は
躊
躇
し
た
い

と
思
う
が
、
大
陸
に
も
同
形
の
冠
が
古
く
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
品
の
遠
い
源
流
と
す
る
こ
と
は
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
何
れ
に
し
て
も
本
品
は
大
陸
文
化
を
受
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
相
違
あ
る
ま
い
と
信
ず
る
。

然
る
に
本
品
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
副
葬
品
を
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
大
陸
色
の
濃
い
品
を
含
ん
で
い
な
い
。
故
に
本
品
は

当
代
に
お
け
る
文
字
ど
お
り
燦
然
た
る
輝
き
を
も
っ
た
唯

一
の
珍
宝
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
故
に
こ
れ
を
所
有
し
、
こ
れ
を
着
装
し
た

者
は
、
こ
の
地
方

の
豪
族
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
さ
か
る
信
濃
路
に
、
か
か
る
珍
宝
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
存
在
を

み
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
製
作
さ
れ
た
の
は
何
処
か
、
ま
た
作
者
は
り
・と
い
っ
た
問
題
が
湧
ぎ
起

っ
て
く
る
が
、
何
れ
も
想
像
の
世
界
に
入
る
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と
思
う
。
殊
に
注
目
す
べ
き
は
、
装
飾
古
墳
に
施
さ
れ
た
人
物
橡
中
に
、
類
似
の
例
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
、
そ
の
一
は
熊
本
県
山

(3
)

鹿
市
城
に
存
す
る
チ
プ
サ
ン
古
墳
の
石
棺
の
後
壁
に
描
か
れ
た
人
物
像
で
、
冠
を
被
り
両
手
を
ひ
ろ
げ
、
両
足
を
張
っ
た
人
物
の
冠
は
、
あ

だ
か
も
後
世
の
三
ツ
鍬
形
の
前
立
て
に
似
た
三
本
の
立
挙
を
額
上
か
ら
挺
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
島
根
県
出
雲
市
芦
渡
町
深
田
谷
の
横

(4)

穴
の
奥
壁
に
陰
刻
さ
れ
た
人
物
像
は
、
頭
上
に
木
の
葉
状
の
突
起
物
を
放
射
状
に

き
、
そ
の
先
端
を
三
角
形
の
線
で
結
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
帽
に
付
着
し
た
天
冠
を
示
し
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
天
冠
の
形
は
前
立
型
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
様
の
例
を
神
奈
川
県
大
磯

(5)

町
庄
ヶ
久
保
第
8
号
横
穴
に
も
み
る
。
そ
れ
は
左
壁
に
刻
描
さ
れ
た
人
物
像
で
、
被
冠
し
左
手
を
挙
げ
て
い
る
が
、
冠
を
み
る
と
台
帯

の
上

第
三
節

桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
天
冠
の
研
究

囎貼
鰍

紅
劣

駝
彿鷹鮪

に
祠
漱繋講雛欝騨

穴
幾

に
四
箇
の
花
弁
状
の
突
起
が
放
射
状
に
描
か
れ
、
前
述
の
福
井
県
石
船
山
の
冠
と
も
類

似
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
神
奈
川
県
鎌
倉
郡
大
船
町
洗
馬
の
横
穴
群
中
、
第
二

　　
　

号
に
刻
描
さ
れ
た
人
物
像
中
に
も
、
類
例
の
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
赤
星
氏
の
報
告
に

よ
っ
て
窺
え
る
。

氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
冠
を
か
ぶ
る
。
冠
は
中
央
に
半
円
形
を
か

き
、

そ
の
上
と
左
右
に
外
に
開
い
た
短
線
を
か
く
」
と
あ
り
、
挿
図
第
二
六
図
に
示
す

如
く
後
世
の
兜
と
前
立
を
示
す
よ
う
な
表
現
で
、
天
冠
と
す
れ
ば
前
立
型
に
属
す
ぺ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
・
三
の
描
画
例
か
ら
、

桜
ヶ
丘
出
土
の
天
冠
と
類
似
し
た

「
前
立
型
」
が
古
墳
時
代
に
広
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
か
か
る
前
立
型
天
冠
の
源
流
が
奈
辺
に
存
す
る
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
か
か
る
特
殊
装
飾
品
が
、
我
が
国
独
自
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ

と
は
、
今
さ
ら
述
べ
る
必
要
は
な
く
、
大
陸
殊
に
古
朝
鮮
の
遺
品
と
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
そ
の
中
に
は
彼
の
地
か
ら
将
来
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
殊
に

天
冠
出
土
の
古
墳
と
副
葬
品
の
内
容
を
み
る
と
、
朝
鮮
発
見
の
各
種
服
飾
品
-
垂
飾
付
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の
で
今
回
は
こ
こ
で
筆
を
止
め
た
い
。

註
1
後
藤
守
一
「上
古
時
代
の
天
冠
」
傾
琳
貼
敵
倣

2
斉
藤
忠
著
「古
代
の
装
身
具
」

3
小
林
行
雄
編
「装
飾
古
墳
」図
版
11
お
よ
び
本
文
29
「
チ
ブ
サ
ン
古
墳
」参
照

4
右
同
書
図
版
74
お
よ
び
本
文
42
「
深
田
谷
横
穴
」参
照

5
大
磯
町
教
育
委
員
会
「神
奈
川
県
大
磯

町
の
横
穴
」第
13
図
版
参
照

6
「鎌
倉
市
史
」考
古
編
、
赤
星
直
忠
「相
模
洗
馬
横
穴
群
に
就
て
」拷
砧
群
雛
遂
甥
三
号

7
森
修
・内
藤
寛
「営
城
子
」醜
翻
構
酷
冊

(附
)

日
本
金
属
製
冠
帽
発
見
地
名
表

(昭
和
三
九
年
現
在
)

(凡
例
)本
表
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
わ
が
国
内
発
見
の
金
属
製
冠
帽
資
料
を
集
め
た
も
の
で
、
記
載
の
順
序
は
九
州
か
ら
東
北
に
お
よ
ん
だ
。
冠
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
故
後
藤
守
一
氏
の

分
類
に
よ
っ
た
。
ま
た
調
査
報
告
の
あ
る
も
の
は
備
考
欄
に
記
入
し
て
お
い
た
。

発

見

地

熊
本
・玉
名
・菊
水
・江
田

佐
賀
・唐
津
・鏡
・四
方
塚

佐
賀
・佐
賀
・久
保
・関
行
九

佐
賀
・武
雄
・汐
見

福
岡
・宗
像
・津
屋
崎
・宮
地
岳

神
社

第
三
節

古

墳

前
方
後
円
・横
口
式
組
合
石
棺

前
方
後
円
・横
穴
式
石
室

劇

抜
石
棺

前
方
後
円
・横
穴
式
石
室

円
墳
・横
穴
式
石
室

円
墳
・横
穴

式
石
室

桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
天
冠
の
研
究

資

料

金
銅
製
広
帯
式
冠
一

同
立
挙
式

冠
一

同
帽
一

金
銅
製
立
挙
式
冠
一

金
銅
冠
残
片

金
銅
製
立
挙
式
一

金
銅
広
帯
式
立
挙
付
冠

伴

出

品

金
製
耳
鎖

金
銅
帯
金
具

同
飾

履

鏡

玉

甲
冑

直
刀

鉄
鐡

馬
具

須
恵
器

鏡

玉
類

金
環

銅
釧

甲
冑

.馬
具

鉄
鑛

銅
坑

鏡

金
銅
半
筒
形
飾
金
具
(第
一
床
)

鏡

貝
輸

玉
類

刀
子
(第
二
床
)

鏡

玉
類

貝
輪

刀
子

鉄
繊

(第
三
床
)

剣

刀

鉾

刀
子

鐵

甲
胃

馬
具

須
恵
器

彷
製
鏡

金
銅
壷
鐙

同
鞍
金
具

同
杏
葉

同
鏡
板

緑
瑠
璃
.板

備

考

熊
本
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

告
第
一冊

考
古
学
雑
誌
一二
巷
四
号

佐
賀
県
亥
化
財
調
査
報
告
書
第
七
輯

九
州
考
古
学
三
・四
号

臼
本
考
古
学
年
報
4
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第
三
章

考

案

る
。
ま
た
も
し
、
こ
の
土
壇
が
平
安
時
代
以
後
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
古
代
か
ら
の
神
聖
な
地
域
を
第
二
義
的
な
祭
壇
と
し
た
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
、
中
世
修
験
道
の
影
響
に
よ
っ
て
諸
国
に
残
さ
れ
た
行
人
塚
や
、
富
士
塚
等
と
同
様
な
設
備
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
こ
れ
を
裏
書
す
る
何
等
の
資
料
も
欠
い
て
お
り
、
加
う
る
に
前
記
の
雲
雀
山
と
い
い
、
何
れ
も
発
見
遺
構
や
遺
物
に
は
、祭
祀
用
と
決

定
す
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
故
に
に
わ
か
に
こ
れ
を
祭
壇
-
祭
祀
遺
跡
と
断
定
す
る
こ
と
は
躊
躇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
の
私
案
と
し
て
提
出
し
た
い
の
は
、
墳
丘
と
し
て
築
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
等
か
の
理
由
で
主
体
を
埋
葬
し
た
か
っ
た
。
即
ち
未

埋
葬
封
土
、
ま
た
は
未
完
成
墳
墓
と
で
も
称
す
べ
ぎ
仮
説
で
あ
る
。
私
は
愛
知
県
八
名
郡
で
故
柴
田
常
恵
氏
が
未
完
成
古
墳
と
い
わ
れ
た
と

い
う
古
墳
を
見
た
記
億
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は
深
く
注
意
も
せ
す
、
ま
た
詳
細
を
調
査
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
七
年
か
ら
二
九
年
に

亘
り
、
茨
城
県
行
方
郡
大
生
原
古
墳
群
を
調
査
し
、
そ
の
第

一
号
墳
を
発
掘
し
た
際
、
長
径
七
〇
米
余
の
立
派
な
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
は

勿
論
、
前
方
部
の
ど
こ
に
も
主
体
部
が
発
見
さ
れ
な
い
の
で
、
頗
る
不
審
を
い
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
墳
丘
に
は
埴
輪
も
囲
続
し
、
周
淫

も
存
し
、
ま
た
一
方
の
括
れ
部
に
造
出
し
が
付
設
さ
れ
、
整
備
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
遂
に
そ
の
主
丘
内
か
ら
は
発
見
さ
れ
ず
、
意
外
に

も
造
出
し
部
の
隅
か
ら
一
箇
の
組
合
式
棺
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
も
し
こ
の
組
合
式
棺
が
本
墳
の
主
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何

の
た
め
に
か
か
る
立
派
な
主
丘
を
築
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
今
に
そ
の
疑
は
解
け
な
い
で
い
る
が
、
実
は
棺
内
の
遺
品
が
、
墳
丘
に
比
し

て
貧
弱
な
の
で
、
或
い
は
こ
れ
が
陪
葬
で
あ

っ
て
、
主
丘
に
は
葬
る
べ
く
予
定
し
て
い
て
、
遂
に
埋
葬
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
造
出
し
の
上
部
に
は

一
定
の
区
域
に
小
礫
を
敷
き
、
土
器
が
並
列
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

明
ら
か
に
あ
る
時
期
に
、
主
丘
に
対
す
る
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
或
い
は
特
殊
な
理
由
で
遺
骸
は
他
に
葬
ら
れ
、
こ
こ
は

有
縁
の
地
と
し
て
、
記
念
の
品
の
み
を
葬

っ
た
空
墓
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
て
見
た
り
し
た
。

些
か
奇
に
走
る
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
は
遺
骸
を
葬
ら
な
い
墳
墓
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。
文
献
に
よ
れ
ば

日
本
武
尊
の
墓
は
伊
勢
と
大
和
と
河
内
の
三
ケ
所
に
あ
り
、
遺
骸
は
白
鳥
と
な
っ
て
飛
翔
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
主
体
は
空
の
筈
で
あ
る
。

ま
た
尊
の
妃
弟
橘
姫
命
は
、
走
水
に
入
水
さ
れ
た
の
で
、
命
の
遺
物
の
漂
着
し
た
と
こ
ろ
に
墳
墓
を
営
ん
だ
と
言
い
、
そ
の
数
は
東
京
湾
を
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第
三
章

考

案

2
滋
賀
県
東
浅
井
郡
湯
田
村
雲
雀
山
古
墳
群
調
査
報
告
歎
薇
獅
聖
獄
群
撒
畔
㎜
歴

3
加
茂
神
社
祠
官
前
原
氏
の
報
告
に
よ
り
踏
査
し
た
が
詳
細
は
発
表
し
て
い
な
い

4
大
場
磐
雄
「茨
城
県
行
方
郡
大
生
原
古
墳
」物
鱗
儲
砧

第
三
節

桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
天
冠
の
研
究

浅
間
古
墳
群
中
の
発
見
遺
品
で
、
最
も
特
筆
さ
れ
る
も
の
は
、
桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
の
金
銅
天
冠
で
あ
ろ
う
。
現
在
に
お
い
て
信
州
で
は
唯

一
で
あ
り
、
日
本
全
土
か
ら
み
て
も
類
例
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
以
下
本
品
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

天
冠
の
発
見
状
態
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
省
く
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
発
見
の
当
初
か
ら
既
に
一
部
を

欠
損
し
て
い
た
こ
と
と
、
粘
土
塊
に
圧
さ
れ
た
た
め
採
り
あ
げ
に
苦
心
し
、
最
初
の
原
形
は
図
版
第
四
に
示
す
と
お
り
全
体
が
破
損
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
鍍
金
の
色
も
あ
ざ
や
か
に
燦
然
と
輝
き
、
立
合

っ
た
人
々
に
充
分
驚
き
の
目
を
そ
ば
立
た
せ
た
。
そ
の
後
実
物
は

国
学
院
大
学
に
持
参
し
て
、
実
測
図
を
作
製
し
た
上
仔
細
に
観
察
し
た
結
果
、
二
三
の
新
ら
し
い
事
実
を
知
る
に
至

っ
た
。
ま
ず
そ
の
実
物

か
ら
熟
視
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

全
形
は
図
示
す
る
よ
う
に
三
本
の
立
挙
り
を
も
つ
天
冠
の
一
種
で
、
金
銅
製
で
あ
る
。

発
見
当
初
か
ら
立
挙
り
中
の

一
本
(向
っ
て
右
方
)
を

欠
き
、
ま
た
同
左
方
も
半
ば
か
ら
折
損
し
、
そ
の
半
分
は
反
対
側
に
置
か
れ
て
あ

っ
た
。
こ
れ
を
復
原
し
て
見
る
と
、
下
部
は
額
部
前
半
に

当
て
た
帯
と
な
り
、
そ
の
中
央
か
ら
一
本
の
立
挙
り
が
あ
る
。
こ
の
逆
T
字
形
が
基
本
で
、
同

一
金
銅
板
か
ら
成
る
。
つ
ぎ
に
左
右
に
同
形

の
立
挙
り
を
作

っ
て
下
帯
の
裏
か
ら
鋲
留
め
と
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
簡
単
な
製
作
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
細
部
を
見
る
と
、
中
央
の
立

挙
り
は
下
方
が
太
く
、
上
方
は
漸
次
狭
ま
り
、

上
端
は
左
右
に
突
起
を
出
し
て
一
種
の
花
形
飾
と
し
、

左
右
の
立
挙
は
羅
離
硫
莇
下
方
か
ら

先
端
が
幅
広
と
な
り
、

且
つ
外
方
に
緩
い
馴
形
が
作
ら
れ
、
先
端
は
尖
り
、

一
種
の
葉
形
を
想
起
さ
せ
る
。

つ
ぎ
に
帯
の
上
縁
と
立
挙
り
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中
心
と
し
て
十
数

ケ
所
の
多
き
に
達
す
る
。
ま
た
日
本
書
紀
景
行
天
皇
五
五
年
の
条
に
、
東
山
道

一
五
ヶ
国
の
都
督
で
あ
っ
た
彦
狭

島

王

が
、
赴
任
の
途
中
信
濃
国
春
日
穴
咋
邑
に
亮
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
東
国
の
百
姓
は
こ
れ
を
悲
し
み
、
ひ
そ
か
に
王
の
屍
を
盗
み
上
野
国
に
葬

っ

た
と
し
、
今
の
群
馬
県
内
に
そ
の
御
墓
と
伝
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
際
穴
咋
邑
に
も
御
墓
が
設
け
ら
れ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
こ
の
方

は
空
墓
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

一
種
の
空
墓
や
記
念
墓
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
り
得
て
も
差
支
な
い
が
、
従
来
の
考
古
学
上
か

ら
は
こ
れ
は
立
証
し
難
い
の
で
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
考
え
て
来
る
と
妙
義
山
古
墳
も
あ
る
い
は
そ
ん
な
種
類
の
墳
墓
で
は
あ
る
ま
い
か
、
さ
ら
に
同
所
の
第
三
号
古
墳
も
既
述
の
如
く
主

体
の
発
見
さ
れ
ぬ
封
土
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
並
列
す
る
第
二
号
墳
だ
け
が
多
く
の
副
葬
品
を
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
、

一
層
の
疑
念
が

起
っ
て
来
る
。

ま
た
こ
の
三
号
古
墳
も
は
た
し
て
一
種
の
空
墓

で
あ
ろ
う
か
、

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
妙
義
山
古
墳
群

、

 

は
、
他
と
頗
る
変

っ
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
も
し
そ
の
推
定
が
確
実
な
ら
ば
、
他
に
比
類
の
少
な
い
古
墳
群
と
し

て
、
学
問
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
以
上
妙
義
山
第

一
号
古
墳
お
よ
び
第
三
号
墳
に
つ
い
て
は
、
断
定
を
下
す
べ

き
考
察
を
施
し
得
な
か
っ
た
が
、

一
応
の
私
見
を
記
し
て
参
考
に
供
し
て
将
来
の
精
査
に
待
ち
た
い
。

つ
ぎ
に
第
二
号
古
墳
は
別
項
に
詳
述
さ
れ
た
と
お
り
、
小
円
形
墳
で
、

一
種
の
竪
穴
式
礫
榔
を
も
ち
、
発
見
の
遺
品
は
多
数
の
玉
類
と
金

環
・直
刀
・馬
具
類
で
、
遺
骸
は
三
体
分
が
合
葬
さ
れ
て
い
る
。
石
室
の
構
造
は
他
の
後
期
古
墳
と
若
干
異
な
る
点
を
示
し
て
い
る
が
、
副
葬

品
の
種
類
並
に
形
状
等
か
ら
見
て
、
当
代
後
期
も
余
り
遡
ら
な
い
約
七
世
紀
頃
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
大
体
推
定
さ
れ
よ
う
。
但
し
本
古

墳
と
第

一
号
古
墳
お
よ
び
第
三
号
墳
と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
何
等
の
手
が
か
り
も
発
見
し
得
な
か
っ
た
。

例
え
ば
第

一
号
古
墳
を
主
墳
、
他
を
陪
墳
と
す
べ
き
か
、
三
者
別

々
に
時
代
を
異
に
し
て
営
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
何
れ
も
が

関
心
を
も
た
れ
る
点
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
上
述

の
内
容
か
ら
は
、
こ
れ
に
対
す
る
推
定
を
下
す
べ
き
何
も
の
も
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

故
に
遺
憾
な
が
ら
こ
こ
で
は
妙
義
山
古
墳
群
中
の
二
号
古
墳
の
み
の
営
造
年
代
に
つ
い
て
、
推
定
を
下
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

註
1
平
出
遺
跡
調
査
会
編
「平
出
」第
二
篇
第
二
章
第
三
節

第
二
節

妙
義
山
古
墳
群
の
特
質
と
築
造
年
代
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の
左
右
縁
に
は
、

波
状
と
珠
文
と
を
交
互
に
線
彫
す
る
が
、

中
央
の
立
挙
先
端
の
み
は
線
の
み
と
な
る
。

寸
法
は
帯
の
長
さ
現
存
二
三
糎

雌
蕃
駄
同
巾
中
央
部
四
・五
糎
、
左
右
両
端
は
四
糎
、
中
央
の
立
挙
り
は
長
さ

一
八
・
七
糎
、

同
幅
下
部
四
・
八
糎
、

上
端
突
出
部
下
で
二
二

糎
、
左
方
の
立
挙
り
は
長
さ

一
三
糎
、
同
巾
下
部
二
・二
糎
、
上
部
三
・三
糎
を
有
し
、
全
体
の
金
銅
板
の
厚
さ
約

一
粍
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
左
方
立
挙
り
の
裏
面
に
布
鳥
片
の
銃
着
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
下
帯
右
側
裏
面
に
堅
櫛
が
同
じ
く
銃
着

し
て
い
た
こ
と
と
で
あ
る
。
図
版
第
五
に
示
し
た
も
の
が
そ
れ
で
、
布
片
は
相
当
粗
い
目
の
平
織
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
麻
布
の
類

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
他
に
も
類
例
を
認
め
る
よ
う
に
、
頭
に
布
製
の
帽
を
被
り
、
そ
の
上
か
ら
冠
を
当
て
た
と
考
え
ら
れ
、
媚
と
共
に
副
葬

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
何
で
冠
を
固
着
さ
せ
た
か
、
或
い
は
帯
の
両
端
に
紐
を
付
け
て
結
ん
だ
か
、
直
接
帽
に
貼
り
つ
け
た
か

と
考
え
た
が
、
帯
の
両
端
に
そ
れ
ら
し
い
小
孔
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
別
な
方
法
で
着
装
し
た
か
と
思
う
。
前
に
説
れ
た
と
お
り
、
帯
の

上
縁
の
み
に
線
彫
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
布
ま
た
は
木
綿
の
如
き
も
の
で
随
時
に
縛

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
の
竪
櫛
は
一
枚
で
、

各
地
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
る
も
の
と
同
形
品
、
竹
を
細
く
割

っ
て
束
ね
た
所
謂
結
束
式
に
属
し
て
い
る
。
黒
色
を
帯
び
て
い
る
の
は
漆
塗

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
長
さ
四
糎
、
巾
は
棟
部
で
一
・五
糎
、
歯
部
で
丁

六
糎
で
あ
る
。
金
銅
帯
の
中
央
よ
り
横
手
に
斜
に
銃
着
し

て
い
る
か
ら
、
最
初
か
ら
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
偶
然
に
付
着
し
た
か
疑
問
で
あ
る
が
、
埴
輪
を
見
る
と
大
体
前
額
部
の
中
央

に
棟
を
外
に
し
て
挿
入
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
当
初
は
そ
う
い
う
位
置
に
お
か
れ
た
の
が
、
後
に
若
干
移
動
し
て
こ
ん
な
風
に
な
っ
た
と

も
推
定
さ
れ
る
。
但
し
埴
輪
土
偶
で
み
る
と
、
櫛
を
挿
し
て
い
る
の
は
何
れ
も
女
性
で
あ
る
。
故
に
こ
の
金
冠
も
女
人
用
で
あ

っ
た
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
、
し
か
し
、
同
じ
埴
輪
像
で
も
被
冠
の
像
は
何
れ
も
男
子
像
の
み
で
あ
る
か
ら
、
些
か
問
題
が
残
る
。
古
典
を
み
る
と
イ
ザ

み
ず
ら

ナ
ギ
の
尊
が
、
角
髪
に
櫛
を
挿
し
て
お
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
か
ら
、
男
性
も
ま
た
使
用
し
た
と
解
し
て
、
男
性
用
で
あ
る
と
す
べ
き
か
。
も

し
こ
の
天
冠
が
主
室
に
葬
ら
れ
た
人
の
所
有
物
と
し
た
な
ら
ば
、
,主
室
内
の
発
見
遺
品
が
武
器
武
具
を
主
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
男
性
と
推

定
す
る
こ
と
が
妥
当
と
な
り
、
天
冠
も
ま
た
男
性
用
と
す
る
可
能
性
が
強
く
な
る
。
何
れ
に
し
て
も
従
来
に
み
ら
れ
ぬ
興
味
深
い
資
料
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
従
来
発
見
さ
れ
た
天
冠
類
は
、
も
っ
と
複
雑
な
形
状
を
呈
し
、
あ
る
い
は
華
麗
な
透
彫
や
、
歩
揺
等
を
垂
れ
て

第
三
節

桜
ヶ
丘
古
墳
発
見
天
冠
の
研
究
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20
樋
口
隆
康
・西
谷
真
治
・小
野
山
節
「大
谷
古
墳
」㈱
魏
即
飾
教

21
「古
代
文
化
」
三
巻
十
一
号
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。

22
斉
藤
忠
・大
塚
初
重
「
三
昧
塚
古
墳
」骸
翻
蘇
鰍

23
右
同
書
第
六
章
に
お
い
て
斉
藤
忠
氏
も
同
様
な
考
察
を
記
述
し
て
い
る
。

24
末
永
雅
雄
・島
田
暁
・森
浩
一
「和
泉
黄
金
塚
古
墳
」

25
前
記
「三
味
塚
古
墳
」中
に
斉
藤
氏
が
説
く
所
で
あ
る
。

第
二
節

妙
義
山
古
墳
群
の
特
質
と
築
造
年
代

妙
義
山
古
墳
群
の
立
地
も
ま
た
桜
ケ
丘
古
墳
と
ほ
ぼ
同
様
な
丘
陵
上
に
あ
っ
て
、
主
墳
と
推
定
し
た
第

一
号
古
墳
は
、
そ
の
頂
上
に
、
第

二
号
・第
三
号
古
墳
は
と
も
に
丘
端
に
築
か
れ
て
い
る
、

そ
の
う
ち
第

一
号
古
墳
は
踏
査
の
最
初

に
封
土
上
に
埴
輪
片
ら
し
い
も
の
の
存
在

を
認
め
て
、
珍
し
い
例
と
考
え
調
査
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
実
際
に
発
掘
し
た
結
果
は
、
埴
輪
で
な
く
土
師
器
片
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
規
模
は
大
き
く
、
ま
た

一
部
に
葺
石
ら
し
い
敷
石
を
み
る
等
、
二
三
の
点
で
桜
ヶ
丘
古
墳
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
、

有
望
視
し
て
こ
れ
に
主
力
を
傾
注
し
た
の
で
あ

っ
た
。

然
る
に
そ
の
結
果
は
別
項
に
記
す
通
り
、
全
く
内
部
主
体
に
遭
遇
せ
ず
、
ま
た
古
墳
遺
物
と
推
定
さ
れ
る
遺
品
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
に
予
想
外
の
事
実
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
お
.同
じ
古
墳
群
の

一
つ
に
数
え
た
第
三
号
古
墳
も
、
全
く
同
様

な
内
容
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
応
こ
の
封
土
が
何
で
あ
る
か
、
も
し
古
墳
で
あ

っ
た
な
ら
、
主
体

部
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
慮
を
め
ぐ
ら
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
第

一
号
墳
を
構
成
す
る
円
墳
上
の
封
土
が
、
人
工
で
築
造
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
頂
部
か
ら
基
盤
ま
で
掘
り
下
げ
た
数
条
の
ト

レ
ン
チ
と
、
地
盤
と
異

っ
た
粘
土
質
土
壌
の
築
積
、
お
よ
び
そ
の
堆
積

の
状
態
、
随
所
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
等
に
よ
っ
て
、
何
人
も
疑
い

を
容
れ
る
余
地
は
な
い
と
思
う
。
そ
の
詳
細
は
前
項
の
記
事
に
譲
る
。
封
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
弥
生
式
土
器
お
よ
び
石
器
を
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け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

第

一
の
仮
設
と
し
て
は
中
世
以
降
の
小
さ
い
山
城
、
ま
た
は
砦
跡
と
い
う
疑
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
等
の
文
献
も
伝
説
も
認
め
ら

れ
な
い
上
に
、
そ
の
規
模
か
ら
見
て
も
余
り
に
小
さ
く
、
ま
た
も
し
そ
の
関
係
遺
跡
で
あ

っ
た
な
ら
、
発
掘
の
際
に
若
干
の
関
係
遺
品
が
発

見
さ
れ
た
に
相
違
な
い
が
、
そ
の
事
実
は
全
く
存
し
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
点
か
ら
見
て
こ
の
疑
は

一
応
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
封
土
の
築
造
が
何
時
頃
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
発
見
遺
物
と
し
て
は
、
前
記
の
土
器
片
類

の
み
し
か
な
い
の
で
適
切
な
判
断
に
苦
し
む
が
、
発
見
さ
れ
た
土
師
器
片
は
、
そ
の
形
態
文
様
か
ら
見
て
、
信
州
方
面
で
は
古
式
に
属
し
、

私
達
が
か
つ
て
平
出
遺
跡
で
型
式
編
年
を
試
み
た
第

一
様
式
よ
り
さ
ら
に
遡
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
古
墳
時
代
の
前
期
末
か
中
期
初
め
頃
に

置
か
れ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
年
代
が
直
ち
に
こ
の
封
土
築
造
年
代
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
前
述

の
よ
う
に
こ
の
土
壌
が
、
丘
麓
平
野
か
ら
運
搬
し
た
と
す
る
と
、
同
所
に
は
さ
ら
に
後
世
の
土
師
器
や
須
恵
器
や
古
瓦
類
が
発
見
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
後
世
の
採
土
な
ら
ば
当
然
そ
れ
ら
の
遺
品
が
混
在
す
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
事
実
が
認
め
ら
れ
ぬ
点

か
ら

見

る

と
、
古
式
土
師
器
の
存
在
し
た
時
期
と
程
遠
か
ら
ぬ
頃
に
運
搬
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
古
墳
時
代
の
中
期
あ
る
い
は
後
期
初

め
頃
の
築
造
と
考
え
て
甚
し
い
過
ち
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
定
が
当
る
と
す
れ
ぽ
、
大
体
桜
ヶ
丘
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
築
成
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
築
成
さ
れ
た
円
墳
状
の
封
土
が
古
墳
以
外
の
も
の
と
す
れ
ば
、
果
し
て
何
の
遺
跡
に
属
す
る
の
か
、
従
来
の

知
見
で
は
解
釈
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
今
私
案
と
し
て
次
の
二
者
を
提
唱
し
た
い
。
そ
の
一
は
古
墳
以
前
の
構
築
物
と
す
る
も

の
で
、

一
種
の
祭
壇
様
設
備
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
推
定
に
あ
る
程
度
の
可
能
性
を
与
え
る
資
料
と
し
て
、
最
近
大
阪
市
立
大

学
の
直
木
孝
次
郎

・
藤
原
光
輝
両
氏
が
調
査
さ
れ
た
、
滋
賀
県
浅
井
郡
湯
田
村
雲
雀
山
古
墳
群
中
の
第

一
号
墳
が
あ
る
。
本
墳
は
雲
雀
山
頂

上
に
あ
り
、
低
い
円
墳
状
封
土
を
有
し
基
底
部
は
南
北
径
二
一
米
、
東
西

一
九
米
、

高

一
・八
米
を
算
す
る
。
発
掘
の
結
果
主
体
部
ら
し
い

も
の
は
全
く
な
く
、

中
央
部
と
西
北
部
に
自
然
石
塊
の
石
組
み
が
発
見
さ
れ
、

中
央
部
に
は
三
層
の
石
組
が
重
な
っ
て
お
り
、

そ
の
下
部

か
ら
炭
化
物
を
含
む
黒
土
層
が
あ
り
、
そ
の
下
は
黄
褐
色
の
地
盤
と
な
る
。
周
辺
の
石
組
は
面
積
も
広
く
、
北
方
に
扇
形
に
ひ
ら
い
て
封
土
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又

は
じ
め
、
多
く
の
土
師
器
片
と
小
量
の
須
恵
器
片
と
が
あ
り
、
殊
に
中
央
ト
レ
ン
チ
内
の
基
盤
に
接
し
た
付
近
か
ら
は
、
大
形
土
器
片
が
発

見
さ
れ
、
か
つ
付
近
か
ら
多
量
の
木
炭
類
が
発
見
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
う
い
う
事
実
は
、
あ
る
時
期
に
人
工
を
以
て
粘
土
質
土
壌
を
運
搬
し

て
、
円
墳
状
の
も
の
を
築
造
し
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
同
所
は
そ
の
名
称
の
示
す
と
お
り
、
江
戸
時
代
に
妙
義
神
社
が
鎮
座
し
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
存
続
し
た
の
で
、
今
も
当
時
の
石
階

の
一
部
が
残
り
、
ま
た
封
土
内
か
ら
幟
立
の
枠
石
を
発
見
す
る
等
の
事
実
が
あ
り
、
封
土
の
頂
上
が
そ
の
鎮
座
地
に
相
当
す
る
の
で
、
社
殿

建
造
の
た
め
上
部
を
削
平
し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
故
に
そ
の
際
頂
部
近
く
に
存
在
し
た
内
部
主
体
が
発
掘
せ
ら
れ
、
除
去
さ
れ

た
と
の
推
定
も

一
応
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
頂
上
が
相
当
に
削
り
取
ら
れ
た
ら
し
く
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
立
証
す
る
何
等
の
記
録
も
存
し
な
い
。
ま
た
た
と
え
主
体
部
に
当

っ
た
と
し
て
も
、
好
奇
心
に
馳
ら
れ
て
全
部
を
取

り
除
く
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
の

一
部
が
残
存
す
る
か
、
ま
た
は
遺
物
の
若
干
が
土
に
混
在
し
て
残
り
得
べ
き
で
あ

っ
て
、
ま
た
仮
に
好
奇

心
に
よ
る
発
掘
を
行

っ
た
と
し
て
も
、
専
門
的
な
知
識
を
有
た
ぬ
人
々
で
あ
ろ
う
か
ら
、
主
体
部
の
石
室
ま
た
は
礫
榔
や
粘
土
榔
の
類
を
、

あ
と
か
た
も
な
く
掘
り
起
す
筈
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
必
ず
や
何
等
か
の
痕
跡
が
残
る
に
相
違
な
い
。
か
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
こ

の
封
土
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
疑
念
が
わ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
古
墳
と
い
う
概
念
を
去
っ
て
考
え
て
み
ょ
う
。
ま
ず
こ
の
盛
土
は
ど
こ
か
ら
運
ん
だ
か
、
前
記
の
よ
う
に
封
土
内
に
は
各

種
の
文
化
遺
品
が
混
在
す
る
。
そ
の
中
若
干
の
弥
生
式
遺
物
を
除
く
と
、
土
師
器
片
が
最
も
多
く
、
中
に
は
相
当
大
形
の
高
杯
や
壺
等
が
あ

る
。
そ
れ
等
が
何
れ
も
古
墳
の
副
葬
品
で
な
い
こ
と
は

一
見
明
瞭
で
、
日
常
の
什
器
で
あ
り
木
炭
や
焼
土
の
存
在
と
共
に
、
当
時
の
集
落
に

存
す
べ
き
遺
品
で
あ
る
。
故
に
こ
の
盛
土
は
、
こ
れ
等
遺
品
を
含
む
集
落
跡
の
土
壌
を
運
搬
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
最
も
簡
単
に
想

像
さ
れ
る
の
は
、
丘
麓
の
直
下
大
村
部
落
で
あ

っ
て
、
同
所
の
田
圃
中
に
は
古
く
は
弥
生
文
化
期
か
ら
、
原
史
期
の
集
落
跡
が
存
在
し
、
歴

史
時
代
に
降

っ
た
頃
ま
で
の
遺
物
を
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
土
性
も
粘
土
質
の
強
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
同
所
か
ら
運
び
あ
げ
た
と

考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。
こ
れ
が
確
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
こ
ん
な
丘
上
に
苦
心
し
て
土
壌
を
運
び
、
封
土
を
築
い
た
か
を
考
慮
し
な

第
二
節

妙
義
山
古
墳
群
の
特
質
と
築
造
年
代
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の
斜
面
中
央
部
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
外
遺
構
と
し
て
認
め
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
発
見
遺
物
は
表
土
下
三
〇
糎
位
で
、
中
央
石
組
上
に

一
口
の
鉄
剣
と
土
師
器
高
杯
お
よ
び
土
師
器
片
若
干
が
認
め
ら
れ
た
。
右
の
事
実
に
対
し
て
報
告
者
は
、

一
種
の
祭
祀
遺
跡
で
あ
ろ
う
か
と

推
定
し
て
い
る
。
私
は
封
土
の
形
状
や
大
き
さ
お
よ
び
発
見
遺
構
や
遺
物
の
或
る
も
の
に
、
妙
義
山
第

一
号
古
墳
と
類
似
性
の
存
す
る
こ
と

を
特
記
し
た
い
。

私
は
我
が
国
の
古
代
祭
祀
遺
跡
に
つ
い
て
多
年
注
意
し
て
き
た

一
人
と
し
て
、
も
し
こ
れ
が
祭
祀
関
係
遺
跡
と
す
る
な
ら
ば
、
頗
る
重
大

な
問
題
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
私
の
従
来
調
査
し
た
も
の
の
中
に
は
同
様
の
遺
跡
に
遭
遇
し
た
例
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
私
が
昭

和

=
二
年
二
月
調
査
し
た
、
群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
の
加
茂
神
社
附
近
に
存
す
る
舞
台
と
呼
ぶ
円
形
封
土
が
、
や
や
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
同
社
は
延
喜
式
内
の
古
社
で
、
封
土
は
社
の
南
方
に
あ
り
附
近
を
流
れ
る
加
茂
川
に
臨
み
、
円
形
の
独
立
丘
を
呈
し
、
直
径

十
間
余
、
高
さ
七
～
八
尺
ぐ
ら
い
で
空
淫
を
続
ら
し
、
明
ら
か
に
人
工
を
以
っ
て
築
成
さ
れ
て
お
り
、
伝
説
に
よ
れ
ば
八
幡
太
郎
義
家
が
蝦

夷
征
伐
の
折
、
加
茂
社
に
祈
願
し
て
同
所
で
法
楽
を
奉
納
し
た
と
い
い
、
先
年
、
そ
の
一
部
を
崩
し
た
時
、
多
数
の
土
師
器
類
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
祭
祀
用
の
手
捏
製
小
形
土
器
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
封
土
が
祭
壇
の

一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る

こ
と

は
、
古
く
行
わ
れ
た
例
祭
の
際
、
同
所
に
榊
枝
を
立
て
て
祭
儀
を
執
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。
但
し
こ
の

封
土
が
何
時
頃
の
築
成
に
か
x
る
か
は
不
明
で
、
発
見
の
土
師
器
類
か
ら
見
る
と
原
史
期
の
最
末
か
、
さ
ら
に
平
安
時
代
頃
に
降
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
祭
祀
遺
跡
の
推
定
に
若
干
の
蓋
然
性
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
私
は
そ
の
丘
聾

の
形
状
を
顧
み
た
い
と
思
う
。
今
試
み
に
松
本
市

か
ら
浅
間
温
泉
に
向
う
途
中
、
西
方
平
野
か
ら
見
る
と
ぎ
妙
義
山
の
形
状
は

一
際
秀
で
た
円
錐
状
を
呈
し
て
、
恰
も
大
和
平
野
か
ら
見
た
三

輪
山
を
小
規
模
と
し
た
観
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
私
が
い
わ
ゆ
る
神
奈
備
式
山
容
と
称
す
る
も
の
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か

か
る
山
容
は
古
代
人
が
神
の
籠
る
と
考
え
た
形
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
こ
こ
が
神
霊
の
鎮
ま
る
聖
山
と
し
て
、
崇
敬
の
対
象
と
さ
れ
た
と
解

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
も
し
そ
の
見
地
に
立
つ
と
、
神
祭
り
の
方
法
と
し
て
土
壇
を
築
い
た
跡
を
見
る
こ
と
も
出
来

る

の

で
あ
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
桜
ヶ
丘
例
は
一
つ
の
新
し
い
資
料
を
加
え
得
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
上
述
の
諸
例
を
通
じ
て
二
、
三
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
、
つ
ぎ
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ω
主
室
に
は
遺
骸
お
よ
び
副
葬
品
が
配
さ
れ
、
副
室
に
は
他
の
遺
品
の
み
を
収
納
し
て
い
る
。

②
副
室
の
遺
品
に
は
武
器
・武
具
・工
具
の
類
が
多
い
。

㈲
主
副
両
室
を
有
す
る
古
墳
の
築
造
年
代
は
、
大
体
に
お
い
て
中
期
を
中
心
と
し
、
降
っ
て
も
後
期
の
初
頭
ぐ
ら
い
が
多
い
。

そ
の
中
ω
は
い
ず
れ
も
既
述
の
通
り
な
の
で
、
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
が
、
副
室
が
副
葬
品
の
み
で
遺
骸
を
収
め
な
い
こ
と
は
、
そ
の

大
い
さ
か
ら
も
当
然
で
あ
惹
が
、
同
じ
副
葬
品
の
中
で
も
主
室
に
収
め
る
も
の
と
、
副
室
の
も
の
と
で
は
相
違
が
あ

っ
て
、
②
に
述
べ
る
よ

う
な
品
目
が
選
ば
れ
て
い
る
。

い
ま
便
宜
上
前
述
の
諸
例
中
副
室
出
土
品
の
み
を
摘
記
す
る
と
、

和
歌
山
県
岩
橋
千
塚

一
七
号
ー
甲
冑

同

玄
英
寺
古
墳
ー
甲
冑
・直
刀

京
都
府
作
り
山
古
墳
ー
剣
・刀
子
・鍼
・斧
・鎌
・鉋

福
岡
県
上
高
宮
古
墳
ー
甲
冑
・銅
鍛

奈
良
県
塚
山
古
墳
-
甲
冑
・脇
当
・篠
籠
手
・鎌
・斧
・鉋
・錐
・磐
・刀
子
・蕨
手
刀
子
・砥
石

鳥
取
県
長
者
平
古
墳
-
銅
鈴
・三
輪
玉
・
金
銅
冠

滋
賀
県
供
養
塚
-
短
甲
・
刀
剣

大
阪
府
黒
姫
山
古
墳
-
短
甲
・刀
剣

島
根
県
上
島
古
墳
-
馬
具
・鉄
鎌

愛
知
県
白
山
藪
古
墳
-
武
器
・農
工
具

和
歌
山
県
大
谷
古
墳
-
馬
具

大
阪
府
土
保
山
古
墳
-
鉄
厳
・靱
・冑
・弓

茨
城
県
三
昧
塚
-
大
刀
・馬
具
・甲
冑
ゼ
砥
石

と
な
り
武
器
・武
具
類
が
最
も
多
く
、
工
具
類
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
が
、
鳥
取
県
長
者
平
古
墳
の
よ
う
に
、
鈴
や
三
輪
玉
・金
銅
冠
等
を
出

土
し
た
例
は
珍
ら
し
く
、

こ
の
点
か
ら
み
て
、

桜
ヶ
丘
古
墳
の
副
室
か
ら
剣
身
と
金
銅
天
冠
と
を
出
土
し
た
こ
と
は
、

珍
ら
し
い
例
に
属

し
、
長
者
平
古
墳
と

一
脈
相
通
ず
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
㈲
も
ま
た
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
く
、
従
来
の
諸
例
を
通
じ
、
そ
の
主
体
構
造
や
発
見
遺
品
か
ら
み
て
、
大
体
中
期
に
比
定
さ
れ

　お
　

る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
京
都
府
作
り
山
古
墳
の
如
き
、
前
期
に
含
ま
れ
る
も
の
も
あ
り
、
鳥
取
県
長
者
平
の
よ
う
に
横
穴
式
石
室
を
主
体

と
し
、
後
期
初
頭
に
降
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
そ
の
初
め
を
前
期
に
発
し
、
中
期
に
栄
え
、

一
部
は
後
期
に
も

残
存
し
得
た
構
造
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
桜
ヶ
丘
古
墳
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
、
後
に
述
べ
る
遺
物
の
内
容
か
ら
み
て

も
、
中
期
末
か
あ
る
い
は
実
年
代
は
後
期
初
頭
ぐ
ら
い
に
置
か
れ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

因
み
に
遺
骸
と
副
葬
品
と
を
別
区
に
葬
む
る
構
造
が
、
い
つ
頃
か
ら
ま
た
ど
う
い
う
意
義
の
下
に
発
生
し
た
か
、
こ
れ
は
我
が
国
の
副
葬

品
の
変
遷
上
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
っ
て
、
軽

々
し
く
説
き
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
風
が
既
に
前
期
に
お
い
て
発
生

し
た

こ
と

は
、
京
都
府
作
り
山
古
墳
の
外
に
景
初
三
年
在
銘
の
古
鏡
を
出
土
し
た
、
大
阪
府
黄
金
塚
の
東
榔
で
、
棺
内
頭
部
の
北
に
木
口
板
を
へ
だ
て

　　
　

た
棺
外
か
ら
、
武
具
や
武
器
類
の
出
土
し
た
例
も
あ

っ
て
、
夙
く
起
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て

一
つ
の
副
室
を
判
然
と
作
り
出

す
に
至
っ
た
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
両
端
に
設
け
た
も
の
と
、

一
端
の
み
に
存
す
る
も
の
と
で
、
時
間
的
に
差
異
が
あ
る

か
否
か
は
に
わ
か
に
決
定
し
難
い
が
、
結
局
副
葬
品
の
上
に
等
差
が
あ

っ
て
、
棺
内
に
お
く
も
の
と
棺
外
に
お
く
も
の
と
の
区
別
が
立
て
ら

れ
た
結
果
、
発
生
し
た
構
造
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
斉
藤
忠
氏
は
こ
の
種
の
施
設
は
副
葬
品
の
数
が
増
し
、
と
く
に

武
器
・武
具
を
納
め
る
風
習
が
盛
ん
と
な
り
、

し
か
も
横
穴
式
石
室
を
採
用
し
な
い
場
合
に
、

当
然
起

っ
て
き
た
結
果
で
あ

っ
て
、
そ
の
時

(25)

期
も
五
世
紀
を
中
心
と
す
る
と
考
察
し
て
い
る
が
、
私
も
勿
論
こ
の
所
論
に
反
対
で
は
な
い
が
、
さ
ら
に
副
葬
品
の
等
級
と
い
っ
た
問
題
を
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も
加
味
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
副
室
に
置
か
れ
た
遣
品
を
み
る
と
、
多
く
が
武
器
・武
具
・工
具
の
類
で
、
主
室
に
お
い
て
は
鏡
や
玉
や
石
製
品
の
よ
う
な
身
に
直

接
し
た
も
の
、宝
器
的
も
の
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、被
葬
者
の
所
有
物
と
は
云
え
、
第
二
義
的
な
も
の
が
主
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

殊
に
工
具
類
に
つ
い
て
は
、
果
し
て
被
葬
者
の
所
用
品
と
だ
け
解
す
べ
き
か
若
干
の
疑
問
も
起
る
の
で
、
あ
る
い
は
別
の
用
途
を
も
っ
た
た

め
に
、

一
括
し
て
納
め
ら
れ
た
と
の
推
察
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
副
葬
品
と
し
て
は
、
第
二
義
的
な
も
の
を
納
め
る
の
が
最

初
で
あ

っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
単
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
桜
ヶ
丘
の
例
で
あ

る
。
剣
身
は
武
器
と
し
て
従
前
の
諸
例
と
一
致
す
る
が
、
天
冠
は
類
例
が
少
な
い
と
と
も
に
、
当
時
と
し
て
は
珍
宝
に
属
し
、
且
つ
今
ま
で

の
発
見
例
も
多
く
は
遺
骸
に
直
接
し
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
既
述
の
と
お
り
伯
脅
国
長
者
平
古
墳
の
一
例
の
み
が
別
室
か
ら
出
て
い
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
天
冠
が
発
見
当
初
か
ら
完
全
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
達
は
相
当
慎
重
に
そ
の
採
り
あ
げ
に
従
事

し
た
が
、
既
に
榔
内
に
あ
っ
て
立
挙
り
の
一
本
は
折
れ
て
反
対
側
に
あ
り
、
他
の
一
本
は
欠
失
し
て
い
た
。
そ
の
上
に
は
堅
い
粘
土
が
覆
っ

て
い
た
の
で
、
後
に
撹
乱
を
受
け
た
跡
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
も
し
、
そ
の
粘
土
の
た
め
に
損
傷
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
破
片
す
ら
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
初
め
か
ら
立
挙
り
の

一
本
は
欠
損
し
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
考
え
ど
お

り
で
あ
る
な
ら
械
、
こ
の
天
冠
は
被
葬
者
の
使
用
に
よ
り
、
何
等
か
の
理
由
で

一
部
を
欠
失
し
た
の
で
、
記
念
品
と
し
て
か
、
あ
る
い
は
被

征
服
者
の
所
有
品
で
戦
利
品
と
い
う
意
味
で
特
別
扱
い
と
し
た
か
、

い
ろ
い
ろ
な
空
想
が
起
っ
て
く
る
。
勿
論
こ
れ
は
単
な
る
憶
測
に
過
ぎ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
剣
身
と
冠
の
二
点
の
み
が
、
そ
の
副
室
を
占
有
し
て
い
た
理
由
は
、
単
に
二
義
的
な
副
葬
品
と
の
み
解
し
去
れ
な
い

も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
私
は
桜
ヶ
丘
古
墳
の
石
室
に
の
み
あ
ま
り
拘
泥
し
過
ぎ
た
よ
う
だ
か
ら
、
他
の
問
題
に
触
れ
て
本
項
を
終
り
た
い
。
本
墳
の
築
造
年

代
に
つ
い
て
は
既
に
一
部
触
れ
て
お
い
た
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
詳
述
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
念
の
た
め
付
記
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
そ
の
副
葬
品
の
内
容
か
ら
見
た
年
代
観
で
あ
る
。
主
室
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
品
が
、
武
器
武
具
と
玉
類
で
あ
り
、
馬
具
を
み
ず
、
須

恵
器
を
伴
わ
ず
、
さ
ら
に
勾
玉
の
如
き
も
所
謂

コ
の
字
形
に
な
ら
な
い
型
式
を
示
し
て
い
て
、
従
来
の
諸
例
と
対
比
し
て
も
中
期
的
様
相
を

示
し
て
お
り
、
副
室
出
土
の
剣
身
や
天
冠
も
ま
た
、
大
体
に
お
い
て
同
時
的
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
か
ら
も
大
体
中
期
と
し
て

の
可
能
性
が
強
い
が
、
そ
の
実
年
代
に
至
っ
て
は
周
辺
文
化
に
含
ま
れ
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
若
干
の
段
階
を
み
て
五
世
紀
末
ま
た
は

六
世
紀
前
半
に
位
置
せ
し
め
て
然
る
べ
き
よ
う
に
推
察
す
る
。

註
1
例
え
ば
滋
賀
県
安
土
の
瓢
簸
山
古
墳
や
、

三
重
県
佐
那
古
の
石
山
古
墳
、

2
柴
田
常
恵
氏
「上
総
君
津
郡
飯
野
村
内
裏
塚
」訊
鞭
蝉
喋
描
㌍
+

3
山
梨
県
史
蹟
調
査
報
告
書
第
五
輯

4
京
都
府
史
蹴
勝
地
調
査
報
告
書
第
三
輯

5
梅
原
末
治
氏
「佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
」

6
上
田
三
平
氏
「組
合
せ
石
棺
の
特
殊
構
造

に
就
い
て
」傍
遭
群
惟
嚇
糖

7
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第

一輯

8
京
都
府
史
践
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
十
四
冊

9
田
中
幸
夫
氏
「官
幣
大
社
宗
像
神
社
辺
津
宮
と
祭
祀
遺
跡
」
拷枯
群
織
雅
ニ

ー0
奈
良
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一集

11
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
舶
御
散
靴
噺
究

12
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

第
十
二
冊

13
梅
原
末
治
氏
「久
津
川
古
墳
の
研
究
」

14
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
十
一冊

15
因
伯
二
国
に
於
け
る
古
墳
の
調
査
鵬
惣
槻
鹸
撒
謝
磁

16
滋
賀
県
史
賦
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
六
冊

17
末
永
雅
雄
・森
浩

一「河
内
黒
姫
山
古
墳

の
研
究
」敵
徽
舗
敏
靴
謝
欄

18
池
田
満
雄
「出
雲
五
島
古
墳
調
査
報
告
」貼
轍
騨
研

19
名
古
屋
市
南
山
大
学
考
古
資
料
室
で
の
聞
書
に
よ
る

第

一節

桜
ヶ
丘
古
憤
の
特
質
と
築
造
年
代

ま
た
神
奈
川
県
川
崎
市
加
瀬
古
墳
例
の
如
き
は
こ
れ
に
属
す
る
。

7677
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第
三
章

考
察

　る
　

ら
れ
、
ま
た
多
数

の
鑑
鏡
を
出
土
し
た
の
で
著
名
な
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
大
塚
村
新
山
古
墳
で
も
、
主
体
部
は
上
下
二
室
か
ら
な
り
、
下
部

(5
)

に
遺
骸
を
、
上
部
に
遺
物
を
葬
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
例
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
と
思
う
が
、
遺
骸
と
副
葬
品
と
を
別
な
室
に

納
め
た
点
に
共
通
の
意
義
を
認
め
る
が
、
ま
だ
そ
の
構
造
に
お
い
て
は
桜
ヶ
丘
古
墳
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
主
室
と
副
室
と
い
う
大
小
の
別
室
を
設
け
た
類
例
を
他
に
さ
が
す
と
、
か
つ
て
故
上
田
三
平
氏
が
そ
の
好
例
を
い
く
つ
か
注

(6
)

意
し
た
こ
と
が
あ
る
。
同
氏
は
主
と
し
て
組
合
せ
石
棺
の
特
殊
構
造
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
つ
ぎ
の
諸
例
を
あ
げ
て
い
る
。

1
和
歌
山
県
海
草
郡
西
和
佐
村
岩
橋
千
塚

同
所
は
数
百
基
の
大
古
墳
群
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
第

一
七
号
墳
は
、
直
径
約

一
四
米
の
円
墳
で
、
内
に
緑
泥
片
岩
で
組
合
せ
た
長
方
形

の
箱
式
棺
が
あ
る
。

内
法
全
長
二
・
二
五
米
、
幅
頭
部
四
九
糎
、
脚
部
三
九
糎
、
高
さ
四
〇
糎
で
、
天
井
石
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
。

脚
端

部
か
ら
四
〇
糎
を
隔
て
た
と
こ
ろ
に
、
隔
石
を
は
め
込
ん
で
方
四
〇
糎
の
一
小
区
劃
を
作

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
き
い
方
が
主
室
で
、
遺

(7
)

骸
を
葬
り

(頭
部
に
石
枕
の
設
備
が
残
っ
て
い
る
)
、
小
石
室
か
ら
は
衝
角
付
冑
と
短
甲
と
が
発
見
さ
れ
た
。

2
和
歌
山
県
那
賀
郡
中
貴
志
村
大
字
上
野
山
字
鍛
冶
屋
垣
内
玄
英
寺
古
墳

付
近
に
い
く
つ
か
の
古
墳
が
あ
っ
て
、
小
群
を
な
し
て
い
る
.
本
墳
は
径
三
五
米
、
埴
輪
円
筒
を
め
ぐ
ら
す
円
墳
で
、
昭
和
九
年
に
発
掘

さ
れ
た
。
墳
丘
の
中
央
に
緑
泥
片
岩
で
組
合
せ
た
石
棺
が
あ
り
、
内
法
の
長
さ

一
・
八
米
、
幅
東
端
七
二
糎
、
西
端
七
〇
糎
、
深
さ
五
八
糎
、

底
石
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
中
央
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
あ
っ
た
。
内
部
は
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
人
骨
と
と
も
に
玉
類
や
刀
剣
類

が
あ

っ
た

が
、
そ
の
主
室
の
南
側
に
接
し
、
ほ
ぼ
中
央
に
方
六
〇
糎
、
深
さ
五
五
糎
の
石
室
が
構
築
さ
れ
て
あ
っ
た
。
石
材
は
同
じ
く
緑
泥
片
岩
で
、

そ
の
構
造
は
北
側
は
主
棺
の
側
石
を
共
同
に
用
い
、
ま
た
蓋
石
の
接
合
の
た
め
、
そ
れ
に
添

っ
て
細
か
い
石
材
を
加
え
る
な
ど
、
周
到
な
用

意
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
別
に
蓋
石
が
作
ら
れ
被
わ
れ
て
い
た
。
主
棺
盗
掘
の
際
気
付
か
れ
な
か
っ
た
た
め
、
小
石
室
は
完
全

で
あ

っ
た

.
が
、
中
か
ら
は
刀
二
口
と
冑

一
、
短
甲

一
が
据
え
ら
れ
た
ま
ま
発
見
さ
れ
た
。

3
京
都
府
与
謝
郡
加
悦
町
お
よ
び
桑
飼
村
作
り
山
古
墳
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第
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考
察

(12
)

が
あ
り
、
な
お
木
棺
の
例
と
し
て
は
、
奈
良
県
高
田
市
三
倉
堂
池
出
土
の
も
の
に
同
例
が
あ
り
、
ま
た
京
都
府
久
世
郡
城
陽
町
平
川
車
塚
古

(13
)

墳
で

は
、
長
持
形
石
棺
の
両
端
に
小
石
室
が
付
属
し
、
南
室
か
ら
は
刀
剣
類
、
北
室
か
ら
は
甲
冑
類
を
出
土
し
た
例
も
存
し
、
奈
良
県
添
上

(14
)

郡
帯
解
町
山
村
円
照
寺
第

一
号
墳
で
は
、
主
体
は

一
種
の
粘
土
椰
で
、
付
属
の
二
小
石
室
か
ら
、
鏡
・
刀
剣
・
甲
冑
等
を
発
見
し
た
例
も
あ
る
。

こ
う
い
う
例
を
数
え
た
ら
ま
だ
他
に
も
存
在
す
る
に
相
違
な
い
が
、
桜
ヶ
丘
例
と
は
い
さ
さ
か
疏
遠
と
な
る
か
ら
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

再
び
戻

っ
て
桜
ヶ
丘
古
墳
に
お
い
て
は
、
竪
穴
式
石
室
に
同
形
の
小
副
室
を
付
属
し
て
い
る
の
で
、
前
記
の
諸
例
と
は
若
干
相
違
し
て
い

る
。
故
に
主
室
の
外
に
別
に
石
室
等
を
設
け
て
副
葬
品
を
収
め
た
類
例
を
探
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
諸
例
が
あ
る
。

1
鳥
取
県
西
伯
郡
福
岡
村
長
者
平
古
墳

今
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
も
と
瓢
形
を
呈
し
、
主
体
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
東
北
に
接
し
て

一
箇
の
小
石
室
が
併
置
さ
れ
て

あ
っ
た
。
形
は

一
種
の
箱
式
棺
で
、

内
部
か
ら
は
直
刀
・銅
鈴
・三
輪
玉
・透
彫
金
銅
板
等
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
透
彫
金
銅
板
は
二
枚

ハに
　

を
存
し
、
と
も
に
長
さ
八
寸
幅
三
寸
、
小
玉
や
歩
揺
が
つ
い
て
お
り
、
冠
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

2
滋
賀
県
蒲
生
郡
馬
渕
村
千
僧
供
養
塚

も
と
直
径

一
五
間
余
の
円
墳
で
、
早
く
江
戸
時
代
に
発
掘
の
厄
に
遭
い
、
近
年
昭
和
七
年
に
も
封
土
の

一
部
が
崩
さ
れ
て
遺
物
が
出
た
。

　ガ
　

主
体
は
竪
穴
式
石
室
で
、
さ
ら
に
付
属
の
小
石
室
(竪
穴
式
)が
あ
り
、
後
者
か
ら
短
甲
・刀
剣
等
が
発
見
さ
れ
た
。

3
大
阪
府
南
河
内
郡
美
原
町
黒
姫
山
古
墳

前
方
後
円
墳
で
、
そ
の
く
び
れ
部
近
く
に
竪
穴
式
石
室
が
発
見
さ
れ
、
中
か
ら
、

甲
冑
類
二
四
領
と
刀
剣
・
鉾
・
鎌
・
刀
子
類
が
発
見
さ
れ

た
。
な
お
主
体
部
は
、
後
円
部
の
中
央
に
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
早
く
盗
掘
さ
れ
て
、
石
棺

の
一
部
は
天
水
樋
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
と

・
雫
し

4
島
根
県
平
田
市
上
島
古
墳

円
墳
で
直
接
土
中
に
家
形
石
棺
が
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
と
平
行
し
て
約
三
米
を
は
な
れ
て
竪
穴
式
石
室
が
設
け
ら
れ
、
馬
具
や
鉄
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(8
)

本
墳
は
学
術
的
な
発
掘
に
よ
る
も
の
で
、
梅
原
末
治
氏
の
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。
墳
丘
は
自
然
の
丘
陵
を
利
用
し
た
帆
立
貝
式
前
方
後
円

墳
で
、
後
円
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
花
醐
岩
製
の
箱
式
棺
が
あ
り
、
そ
の
内
法
は
長
さ
二
・
二
米
、
幅
南
端
四
八
糎
、
北
端
三
五
糎
、
北
端
か
ら

五
五
糎
の
と
こ
ろ
に
隔
石
を
設
け
て

一
室
を
仕
切
り
、
後
方
四
〇
糎
ぐ
ら
い
の
小
室
が
あ
る
。
遺
骸
は
主
室
に
あ
り
、
鏡
・玉
・刀
剣
類
が
発

見
さ
れ
、
小
室
内
か
ら
は
刀
子
・短
剣
・鉄
鍛
・斧
頭
・鎌
・
鉋
と
、
や
や
長
い
剣
二
口
が
対
角
線
の
方
向
に
収
め
ら
れ
て
発
見
さ
れ
た
。

4
福
岡
県
宗
像
郡
田
島
村
田
島
上
高
宮
古
墳

宗
像
神
社
辺
津
宮
の
近
く
に
あ
る
上
高
宮
山
頂
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
既
に
徳
川
時
代
に
発
掘
さ
れ
た
が
、
後
、
大
正

一
五
年
柴
田
常

恵
氏
の
調
査
に
よ
り
そ
の
詳
細
が
判
明
し
た
。
箱
式
棺
は
軟
質
砂
岩
で
作
ら
れ
、
内
法
の
長
さ
二
米
、
幅
頭
端
四
八
糎
、
脚
部
四
三
糎
、
頭

端
に
接
し
て
別
に
長
さ
七
九
糎
、
幅
四
八
糎
の
小
石
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

主
室
か
ら
は
鏡
・玉
・刀
剣
・斧
等
が
出
土
し
、

副
石
室
か
ら

　　
　

は
甲
胃
と
銅
厳
六
本
が
発
見
さ
れ
た
。

以
上
は
上
田
氏
の
あ
げ
た
主
室
の
一
端
に
小
石
室
の
付
設
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
同
様
の
例
は
さ
ら
に
近
年
の
調
査
に
も
認
め
ら
れ
る
。

5
奈
良
県
宇
智
郡
北
宇
智
村
出
屋
敷
塚
山
古
墳

　　　

昭
和
三
一
年
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
墳
形
は
方
形
莇
欺
さ
、
埴
輪
を
め
ぐ
ら
し
、

内
部
主
体
は
中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
に
発
見
さ
れ

た

組
合
せ
式
箱
式
棺
で
、
緑
泥
片
岩
を
も

っ
て
構
築
さ
れ
、
内
法
の
長
さ

一
・七
九
糎
、
幅
頭
端
部
六
三
糎
、

脚
端
部
五
九
糎
で
あ
る
が
、

さ

・
ら
に
脚
端
部
に
接
し
同
じ
石
材
で
作
ら
れ
た
小
副
室
が
あ
り
、

側
室
の
一
辺
は
石
棺
の
側
板
を
利
用
し
て
お
り
、

長
さ
六
〇
糎
、

幅
八

○

糎
、
深
さ
五
五
糎
で
、
蓋
も
別
に
設
け
ら
れ
て
あ

っ
た
。
主
棺
内
か
ら
は
、
遺
骸
と
そ
の
側
に
鹿
角
装
剣
二
口
、
鹿
角
把
手
刀
子

一
口
だ
け

が
発
見
さ
れ
、
棺
外
か
ら
刀
身
・
槍
身
・
砥
石
等
が
発
見
さ
れ
た
。
小
副
室
か
ら
は
甲
冑

一
領
、
脇
当
、
篠
籠
手
等
の
武
具
と
、
多
数
の
工
具

(鎌
・斧
・鉋
・錐
・墾
・刀
子
・蕨
手
刀
子
・砥
石
)が
充
満
し
て
発
見
さ
れ
た
。

以
上
は
石
棺
の
一
端
に
小
副
室
の
設
け
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
同
様
な
設
備
が
棺

の
両
端
に
設
け
ら
れ
た
も
の
も
存
在
し
、
既
に
上
田
氏

　け
　

も
岡
山
県
邑
久
郡
行
幸
村
花
幸
寺
山
の
石
棺
を
あ
げ
て
い
る
が
、
同
趣
の
も
の
に
和
歌
山
県
日
高
郡
南
部
町
大
字
山
内
字
岡
山
新
福
寺
古
墳

第
一節

桜
ゲ
丘
古
墳
の
特
質
と
築
造
年
代
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)

鍛
等
が
発
見
さ
れ
た
。

5
愛
知
県
春
日
井
市
味
鏡
白
山
藪
古
墳

前
方
後
円
墳
で
、
主
体
部
は
石
棺
で
な
く
、
博
を
利
用
し
た
特
殊
な
粘
土
施
設
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
に
同
じ
く
傳
で
囲
ん
だ

一
室
が

　ね　

あ
り
、
中
か
ら
武
器
や
農
工
具
類
を
発
見
し
た
。

6
和
歌
山
市
大
谷
古
墳

丘
上
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳
で
、
内
部
主
体
は

一
種
の
長
持
形
と
家
形
と
の
中
間
形
式
と
見
ら
れ
る
石
棺
が
、
東
西
に
長
く
存
在
し
、

そ
の
東
壁
か
ら
七
～
八
○
糎
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
、
馬
具
を
収
め
た
木
棺
が
あ
っ
た
。
蓋
板
や
両
側
板
・
底
板
が
存
し
、
南
北
丁

五
五
米
、

東
西
三
八
糎
で
あ
っ
た
。
な
お
本
墳
で
は
、
石
棺
の
北
側
と
西
側
と
か
ら
も
遺
物
が
出
土
し
、
北
側
の
も
の
は
整
然
と
矩
形
を
な
し
て
い
た

　の
　

か
ら
、
同
様
に
木
箱
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

7
大
阪
府
高
槻
市
土
保
山
古
墳

主
体
部
ば
南
北
に
長
い
竪
穴
式
石
室
で
、
そ
の
東
側
に
長
さ
二
・四
米
、
幅
六
〇
糎
、

高
さ
六
〇
糎
の
木
棺
状
の
施
設
が
あ

っ
て
、
数

一

　れ
　

○
本
の
鉄
鎌
と
矢
柄
を
共
伴
す
る
二
箇
以
上
の
靱
、
衝
角
付
冑
、
黒
漆
塗
お
よ
び
朱
塗
の
弓
等
が
発
見
さ
れ
た
。

8
茨
城
県
行
方
郡
玉
造
町
三
昧
塚

前
方
後
円
墳
で
内
部
主
体
は
後
内
部
に
存
す
る
組
合
せ
式
箱
式
石
棺
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
棺
の
北
方
約
七
〇
糎
は
な
れ
た
位
置
に
、
長
方

形
の
区
画
が
あ
り
、
大
刀
・馬
具
・甲
冑
・
砥
石
等
が
発
見
さ
れ
た
。
区
画
は
長
さ
約
二
米
、
幅
五
〇
糎
で

一
種
の
木
箱
状
の
存
在
が
推
定
さ
れ

　ぴ
　

た
と
い
う
。

以
上
を
通
じ
て
み
る
と
、
石
棺
・
石
室
両
者
と
も
、

主
室
と
副
室
と
い
っ
た
、
大
小
二
室
の
連
接
し
た
主
体
部
を
も
つ
も
の
の
存
す
る
こ

と
が
判
明
し
、
桜
ヶ
丘
古
墳
の
如
き
必
ず
し
も
稀
例
と
は
言
い
難
く
な
る
が
、
し
か
し
桜
ヶ
丘
と
全
く
同
じ
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
僅
か
に

石
棺
に
お
い
て
和
歌
山
県
玄
英
寺
例
が
最
も
近
く
、
ま
た
詳
細
不
明
な
が
ら
鳥
取
県
長
者
平
古
墳
や
、
滋
賀
県
供
養
塚
な
ど
が
近
似
し
て
い
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第
三
章

考
察

近
い
伊
那
方
面
と
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
何
等
か
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
葺
石
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
丘
陵
の
突
端
で
あ
り
、
さ
程
大
き
く
な
か
っ
た
墳
丘
の
た
め
に
、
こ
れ
を
使
用
し
な
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
同
じ
立
地
条
件
に
あ
る
妙
義
山
古
墳
で
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
墳
丘
の
規
模
に
よ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
ま
た
或
い
は
小
礫
が
被
覆
し
て
い
た
場
合
、
雨
水
で
流
れ
去
っ
た
と
の
解
釈
も
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ
れ
を
積
極
的

に
立
証
す
る
資
料
が
な
い
の
で
、
当
初
か
ら
用
い
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
お
こ
う
。

結
局
本
墳
の
外
部
施
設
は
、
単
に
墳
丘
の
み
で
あ

っ
て
、
特
に
飾
ら
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
、
あ
る
い
は
築
造

の
当

初

に

は
、
樹
木
な
り
、
標
木
の
如
き
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
で
は
こ
れ
を
知
る
何
物
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の

一
箇
の
小
さ
い

土
饅
頭
が
、
丘
麓
の
住
民
達
か
ら
は
、
仰
が
れ
、
ま
た
は
な
つ
か
し
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
内
部
か
ら
出
土
し
た
数

々
の
遺
物
か
ら
推

定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
度
は
内
部
主
体
に
つ
い
て
見
よ
う
。
こ
こ
で
は
注
目
す
べ
き
石
室
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

竪
穴
式
礫
榔
に
属
す
る
主
室
と
、
そ
れ
に
接
続
し
た
同
じ
構
造

の
小
副
室
と
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
主
室
は
基
盤
を
若
干
掘
り
下

げ
て
、
長
方
形
の
墳
を
つ
く
り
、
周
囲
に
河
原
石
を
積
ん
で
室
を
構
築
し
た
ら
し
い
が
、
既
に
破
壊
さ
れ
て
当
初
の
状
態
を
推
知
し
難
く
、

そ
の
上
内
部
の
副
葬
品
も
取
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
遺
骸
埋
納
の
位
置
に
つ
い
て
も
不
明
に
属
す
る
。
ま
た
室
の
天
井
が
、
ど
ん
な
風
に

造
ら
れ
て
い
た
か
も
判
明
し
な
い
が
、
天
井
石
と
推
定
さ
れ
る
大
形
ま
た
は
扁
平
な
石
材
は
少
な
く
、
あ
る
い
は
全
部
取
り
去
ら
れ
た
と
の

疑
問
も

一
応
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述

の
副
室
に
お
い
て
も
、
天
井
は
石
を
も
っ
て
構
築
し
た
ら
し
く
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
主
室
も
お
そ
ら

く
は
(
当
初
か
ら
石
材
を
も
っ
て
被
っ
た
の
で
な
く
、
木
材
を
蓋
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
直
ち
に
土
砂
を
も
っ
て
埋
め
、
そ
の
上
に
若
干
の

自
然
礫
を
散
布
し
た
程
度
で
あ

っ
た
か
と
推
定
さ
れ
、
金
谷
君
が
あ
げ
た
滋
賀
県
雲
雀
山
第
二
号
墳
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら

れ

る
。
従
来
も
同
趣
の
石
室
は
相
当
に
存
在
し
た
に
相
違
な
く
、
石
室
に
は
天
井
石
を
伴
う
と
い
う
既
成
概
念
か
ら
、
誤
っ
て
報
告
さ
れ
て
い

る
の
も
あ
り
得
る
よ
う
に
考
え
る
。

つ
ぎ
に
副
室
は
主
室
と
密
接
し
、
そ
の
東
北
方
に
発
見
さ
れ
た
小
礫
榔
で
、
同
じ
く
竪
穴
式
に
属
し
、
天
井
石
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
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古
墳
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と
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桜
ヶ
丘
古
墳
は
標
高
約
六
六
〇
米
、
平
地
か
ら
の
比
高
約
八
○
米
の
丘
陵
の
突
端
に
位
置
す
る
円
墳
で
あ
る
。
長
年
の
雨
霜
に
さ
ら
さ
れ

て
、
封
土
の
多
く
を
崩
壊
し
、
原
形
を
推
す
に
困
難
な
程
に
な

っ
て
い
た
が
、
恐
ら
く
築
造
当
時
は
、
丘
麓
平
地
の
集
落
地
か
ら
、
く

っ
き

り
と
仰
が
れ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
反
対
に
い
え
ば
平
野
地
域
を
見
遙
か
す
位
置
に
築
造
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
い
う
立
地
は
、
ひ

と
り
本
墳
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
調
査
し
た
妙
義
山
古
墳
に
も
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
付
近
本
郷
村
お
よ
び
松
本
市
内
の
古
墳
中
に
も
存
在

す
る
。
ま
た
さ
ら
に
広
く
見
れ
ば
、
信
州
全
体
は
勿
論
、
日
本
各
地
に
も
存
在
す
る
古
墳
占
地
の
一
型
式
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る

か
は
、
時
に
よ
り
地
域
に
よ
り
一
概
に
律
し
得
な
い
が
、
浅
間
古
墳
群
の
場
合
は
、
平
野
地
区
に
存
す
る
も
の
と
、
何
等
か
の
差
異
が
認
め

ら
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
平
野
地
区
に
あ
る
古
墳
は
、
後
節
で
述
べ
る
通
り
、
そ
の
数
も
相
当
に
認
め
ら
れ
る
が
、
最
も
多
く
遺
存

し
て
い
る
の
は
積
石
塚
で
あ

っ
て
、
規
模
は
大
体
に
小
さ
く
、
発
見
遺
品
に
見
る
べ
き
も
の
が
乏
し
い
上
に
馬
概
し
て
時
間
的
に
下
降
す
る

も
の
が
多

い
。
そ
こ
で
ま
ず
立
地
上
か
ら
も
、
こ
の
地
方

の
古
墳
群
中
で
い
さ
さ
か
特
異
な
点
が
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
ぎ
に
墳
丘
の
施
設
と
し
て
埴
輪
や
葺
石
を
も
た
な
い
こ
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
埴
輪
の
な
い
こ
と
は
こ
こ
ば
か

り
で
な
く
、
浅
間
古
墳
群
中
に
も
認
め
ら
れ
な
い
し
、
ひ
い
て
は
東
筑
摩
郡
内
で
も
極
め
て
と
ぼ
し
い
。
否
信
州
全
体
か
ら
見

て
も
僅
少

で
、
そ
の
大
部
分
は
伊
那
諏
訪
方
面
と
、
北
信
の
一
部
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
調
査
の
不
充
分
な
点
も
あ
ろ
う
が
、

大
勢
は
動
か
な
い
と
思
う
。
従

っ
て
埴
輪
の
有
無
や
こ
の
種
別
等
か
ら
、
築
造
年
代
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
発
見

例
を
み
る
と
、
埴
輪
の
存
す
る
古
墳
は
、

一
部
を
除
い
て
は
大
体
後
期
に
属
す
る
も
の
が
多

い
。
何
故
埴
輪
が
広
く
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
か

は
、
信
濃
全
体
か
ら
見
て
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
埴
輪

の
最
も
多
出
す
る
上
野
国
(群
馬
県
)
に
近
い
北
信

一
部
と
美
濃
国
(岐
阜
県
の
南
部
)
に
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か
し
両
石
室
が
別

々
に
時
期
を
異
に
し
て
設
け
ら
れ
た
と
す
る
証
左
は
な
く
、
そ
の
構
造
や
発
見
遺
物
の
類
似
か
ら
、
同
時
に
築
造
さ
れ
た

と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
何
の
た
め
に
二
室
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
室
の
狭
広
や
出
土
遺
物
の
内
容
か

ら
推
察
さ
れ
る
と
思
う
。
主
室
は
長
方
形
で
、
長
さ
二
・五
米
、
幅

一
・
三
米
を
有
し
、
発
見
品
は
甲
冑
破
片
・
刀
剣
・鉾
身
・鉄
鐵
の
武
器
武
具

に
、
勾
玉
.
ガ
ラ
ス
小
玉
類
で
、
他
に
若
干
散
秩
し
た
も
の
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、

主
要
な
も
の
は
ほ
ぼ
出
尽
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

す

な
わ
ち
武
器
類
と
玉
類
と
で
あ
っ
て
、
鑑
鏡
や
馬
具
類
を
欠
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
遺
骸
が
葬
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
玉
類
の
存
在
か

ら
ほ
ぼ
推
察
で
き
る
。
ま
た
そ
の
大
い
さ
も
こ
れ
に
適
し
て
い
る
。
し
か
し
副
室
は
趣
を
異
に
し
、
遺
物
と
し
て
は
ほ
ぼ
中
央
に
鉄
剣
の
身

と
金
銅
の
天
冠
の
み
を
配
し
て
お
り
、
そ
の
大
い
さ
も
長
さ

丁
八
米
、

幅
六
〇
糎
で
す
こ
ぶ
る
挾
い
。

仮
に
天
冠
の
位
置
を
頭
部
と
考
え

た
場
合
、
そ
こ
か
ら
東
北
壁
ま
で
は
七
〇
糎
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
剣
身
も
持
の
有
無
を
検
し
た
が
、
柄
部
そ
の
他
に
木
質
そ
の
他
の
銃
着
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
古
墳
の
主
体
部
は
、
遺
骸
を
納
あ
た
主
室
と
、
特
殊
な
遺
品
の
み
を
入
れ
た
副
室
と
が
、
連
接
し
て
設
け
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
主
室
と
副
室
を
も
つ
石
室
は
、
他
に
類
例
が
多
い
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
出
現
の
理
由
は
ど
こ
に

あ

っ
て
、
そ
の
時
期
は
何
時
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
考
古
学
の
常
識
か
ら
い
え
ば
、
ま
ず
類
例
を
挙
げ
て
そ
の
結
果
か
ら
判

断
を
下
す
べ
き
で
あ
る
。
元
来

一
つ
の
封
土
内
に
、
二
つ
以
上
の
石
棺
や
粘
土
榔
を
も
つ
も
の
は
相
当
に
多
く
、
殊
に
古
式
の
も
の
に
し
ば

　ユ　

し
ぽ
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
必
し
も
主
室
と
副
室
と
い
っ
た
関
係
で
は
な
い
か
ら
、
類
例
と
し
て
は
除
外
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
の
中
に
も
、
千
葉
県
君
津
郡
飯
野
村
内
裏
塚
の
よ
う
に
、
二
箇

の
箱
式
石
棺
が
並
列
し
、
そ
の

一
方
に
は
遺
骸
を
納
め
、
他
の
一
方
に

(2
)

は
遺
品
切
み
を
容
れ
て
い
た
例
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
中
に
副
葬
品
の
み
を
収
納
し
た
棺
榔
の
存
在
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な

い
。

つ
ぎ
に
は
重
棺
榔
ま
た
は
複
棺
(榔
)
と
も
い
う
べ
き
特
殊
な
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
山
梨
県
東
八
代
郡
右
左
口
村
の
大
丸
山
古
墳
の
よ

う
に
、
上
下
に
二
室
が
重
な
り
、
下
室
に
は
組
合
せ
石
棺
が
あ
り
、
遺
骸
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
上
室
か
ら
は
短
甲
・刀
剣
・鉄
鍼
等
の
武

や
り
かん
な

(3
)

器
・武
具
類
に
鉄
斧
・鉋
・鋸
・小
刀
子
等
の
工
具
が
納
め
ら
れ
て
あ

っ
た
。
同
様
の
例
は
京
都
市
東
山
区
大
枝
長
野
新
田
妙
見
山
古
墳
に
も
み
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砂
岩
で
、
頗
る
光
沢
に
富
ん
で
い
て
、
自
然
石
と
は
明
ら
か
に
区
別
で
き
る
が
、
除
外
し
て
置
く
。

三

第

三

号
古

墳

1

墳

丘

本
古
墳
は
、
第

一
号
古
墳
か
ら
西
南
方
向
へ
緩
傾
斜
を
も

っ
て
次
第
に
降
下
す
る
丘
端

の
縁
辺
部
に
築
造
さ

れ
た
小
規
模
な
円
形
墳
で
、
第
二
号
古
墳
と
は
ほ
ぼ
等
し
い
立
地
条
件
を
具
え
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
墳
丘
中

心
部
を
基
点
と
し
た
場
合
の
距
離
は
、
第

一
号
古
墳
と
三

一
米
、

第
二
号
古
墳
と
三
二
・
五
米
を
計
測
し
、
現

墳
頂
部
の
比
高
は
第

一
号
古
墳
頂
部
を
基
点
と
し
て
、

そ
れ
よ
り
四
・七
米
低
位
に
よ
り
、

第
二
号
古
墳
よ
り

四
七
糎
高
位
を
示
し
て
い
る
(図
版
第
一二
、
第
一〇
図
)。

本
墳
丘
の
現
状
は
、
中
央
に
深
さ

一
米
に
及
ぶ
凹
地
が
あ
り
、
外
形
も
甚
し
く
変
容
を
来
し
て
い
る
た
め
、
到
底
正
確
な
数
値
は
望
み
が

た
い
が
、
大
約
基
底
部
の
径
東
西
九
米
、
南
北

一
二
米
、
高
さ
一
米
余
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

内
部
主
体
の
検
出
を
目
的
と
し
て
、
東
西
方
向
に
墳
丘
中
心
部
を
貫
ぬ
く
長
さ

=

米
、
幅
二
米
、
深
さ
三
米
の
発
掘
坑
を
設

定

し
た

が
、
そ
の
結
果
示
さ
れ
た
層
序
か
ら
推
定
し
得
る
墳
丘
築
成
の
工
程
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
即
ち
、
本
墳
丘
の
基

盤
を
構
成
す
る
地
山
ま
で
の
深
さ
は
現
墳
頂
部
の
直
下
に
お
い
て
約
二
米
を
算
定
し
、
こ
の
間
の
累
土
は
、
上
か
ら
次
の
五
層
に
識
別
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

笛
二

層
(図
版
第
一
七
、
第
二
四
図
1
)

黒
褐
色
を
呈
し
た
有
機
質
土
層
で
、
厚
さ

一
〇
糎
内
外
を
測
る
。
墳
丘
上
面
を
被
覆
す
る
現
表
土
で
あ
る
。

第
二
層
(図
版
第
一
七
、
第
二
四
図
2
)

厚
さ
三
〇
糎
か
ら
七
〇
糎
に
わ
た
る
褐
色
の
有
機
質
砂
土
層
で
あ
っ
て
、
こ
の
上
面
か
ら
第

一
層
と
並
走
し
、
以
下
の
各
層
を

被
覆

す
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序
を
異
に
し
て
は
い
よ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
同
巧
な
築
造
法
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
層
が
本

丘
陵
周
辺
の
低
湿
地
に
お
い
て
認
め
得
る
土
壌
と
等
質
的
関
係
を
示
し
て
い
て
、
該
層
に
混
在
す
る
土
器
残
片

と
の
照
合
に
よ
っ
て
は
、
或
は
土
壌
の
採
掘
地
を
追
求
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

2

内

部

主

体

本
古
墳
に
お
い
て
は
、
内
部
主
体
と
認
む
べ
き
遺
構
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
。
前
述
の
如
く
、
墳
丘
が
第

一
号
の
そ
れ
と
同
巧
な
工
程
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
主
体
構
造
や
遺
物
の
実
態
を
明
瞭
に
把
握
で

き
な
い
限
り
、
果
し
て
本
古
墳
を
古
墳
と
し
て
取
扱
う
べ
き
か
、
も
し
、
古
墳
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
古
墳

群
中
の
同
じ
系
列
に
加
え
る
べ
き
も
の
か
、
或
は
別
個
の
築
造
で
あ
る
か
と
い
っ
た
根
本
問
題
に
つ
い
て
も
、

若
干
の
疑
い
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
解
決
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

3

遺

物

本
古
墳
で
は
、
副
葬
遺
物
と
認
め
得
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
が
、
墳
丘
表
土
下
に
厚
く
築
積
さ
れ
た
黒
褐
色
の
第
二
層
は
、
既
述
の
如
く

明
ら
か
に
本
丘
陵
周
辺
の
低
湿
地
よ
り
運
搬
し
た
と
見
る
べ
き
土
壌
で
、
該
層
に
は
若
干
の
土
器
片
を
包
含
し
て
い
た
。
い
ま
、
こ
れ
を
附

記
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

弥
生
式
土
器
残
片

数
箇
(第
二
五
図
)

い
ず
れ
も
残
片
化
し
て
、
形
態
は
明
瞭
で
な
い
。
赤
褐
色
も
し
く
は
黒
褐
色
を
帯
び
、
焼
成
は
普
通
で
あ
る
が
、
胎
土
に
微
量
の
砂
粒
を

含
ん
で
吸
水
度
が
高
く
、
表
面
の
概
し
て
丁
寧
な
調
整
に
対
し
、
内
面
は
至
っ
て
粗
放
で
あ
る
。
器
面
に
波
状
の
刷
毛
目
(第
二
五
図
-
・2
)
や

条
痕
(第
二
五
図
3
)
を
と
ど
め
、
厚
さ
五
粍
内
外
を
測
る
。
第

一
号
古
墳
の
第
三
層
で
認
め
た
残
片
と
は
、

全
く
同
質
で
あ
る
こ
と
が
留
意
さ

れ
る
。
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る
。
も

っ
と
も
該
層
は
、
東
側
と
西
側
と
で
は
色
調
に
多
少
の
変
化
を
認
め
得
る
が
、
両
者
の
限
界
は
判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
該
層
に
若

干
の
土
師
器
残
片
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
た
。

第
一二
層
(図
版
第
一
七
、
第
二
四
図
3
)

砂
礫
を
多
量
に
混
有
す
る
灰
褐
色
土
層
で
あ
り
、
東
半
に
お
い
て
厚
さ
六
〇
糎
内
外
を
測
る
の
に
対
し
、
両
半
で
は
後
記
第
五
層
が
傾
斜

す
る
分
量
だ
け
盛
土
量
を
充
足
し
て
厚
さ
八
○
糎
余
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
第
四
層
と
呼
ぶ
黄
褐
色
土
層
を
介
入
さ
せ
て
い
る
た
め
、
該
層
の
上

面
は
ほ
ぼ
水
平
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

第
四
層
(図
版
第
一七
、
第
二
四
図
4
)

砂
礫
を
少
量
含
有
し
た
厚
さ
三
〇
糎
内
外
の
黄
褐
色
土
質
で
、
前
記
第
三
層
の
介
層
と
な

っ
て
い
る
。

第
五
層
(図
版
第
一七
、
第
二
四
図
5
)

東
か
ら
西
へ
と
次
第
に
下
降
す
る
地
山
の
緩
傾
斜
面
上
に
堆
積
し
た
厚
さ
四
〇
糎
余
の
有
機
質
粘
土
層
で
、
灰

黒
色
を
帯
び
て
地
山
に
固
結
し
て
い
る
。

第
六
層
(図
版
第
一
七
、
第
二
四
図
6
)

黄
褐
色
砂
層
か
ら
赤
褐
色
の
酸
化
鉄
を
含
ん
だ
砂
礫
層
へ
変
化
移
行
す
る
地
山
で
あ
り
、
凝
固
し
て
い
て
す
こ

ぶ
る
硬
い
。
該
層
上
面
の
傾
斜
度
と
方
向
と
は
、
山
丘
自
体
の
そ
れ
と
ほ
ぼ

一
致
を
見
せ
て
い
る
。

本
古
墳
の
墳
丘
は
如
上
の
単
純
な
層
序
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
第
五
層
は
墳
丘
の
築
成
以
前

に
お
い
て
当
時
の
地
山
上
面
を
被
覆
し
、
山
丘
の
原
地
表
面
を
形
成
し
て
い
た
層
で
あ
り
、
し
か
も
該
層
が
ほ
と

ん
ど
起
伏
を
示
す
こ
と
な
く
第
六
層
の
地
山
の
走
向
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
事
実
が
明
確
と
な
っ
た
。
従

っ
て
、
自
然

の
隆
起
部
を
修
飾
利
用
し
た
の
で
は
な
く
、
丘
陵
突
端
の
地
形
的
な
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
第
四
層
を
基
盤
地
層

と
し
て
人
為
的
に
第
三
・
第
二
層
が
累
積
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
り
、

第

一
号
古
墳
の
場
合
と
は
多
少
と
も

層

第
二
節
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義
山
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墳
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第
二
章

発
掘
調
査

の脚冊欄騨細

柳
葉
形
の
も
の
を
主
と
す
る
が
、
他
に
若
干
の
異
形
品
を
混
え
て
い
る
。

即
ち
、

や
こ
と
に
鋒
先
が
尖
っ
て
あ
た
か
も
銅
剣
形
を
呈
す
る
も
の
(第
二
〇
図
62
)、
最
大
鋒
部
長
さ
一
〇
糎
、

用
的
な
大
形
品
(第
二
〇
図
63
～
70
)
等
も
認
め
ら
れ
る
。

鉄

轡

三
箇
(図
版
第
一
六
、第
二
一
図
)

西
壁
基
底
附
近
か
ら
一
括
出
土
し
た
も
の
で
、
大
い
さ
に
多
少
の
差
異
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
ほ
ぼ
同
巧
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
。
即
ち
、

二
節
か
ら
成
る
街
と
引
手
と
は
共
に
棒
状
を
呈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
の
環
に
よ
っ
て
矩
形
の
造
出
を
附
し
た
楕
円
形
の
輪
に
連
結
さ
れ
て
お

り
、
轡
と
し
て
は
最
も
通
有
な
形
式
を
具
え
る
も
の
で
あ
る
。

鉄
地
金
銅
張
雲
珠

一
箇
(図
版
第
一
六
、第
二
二
図
-
～
6
)

銃
化
し
て
部
分
的
に
灰
青
色
を
帯
び
て
い
る
。
径
五
糎
の
半
球
体
に
脚
を
張
出
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
接
触
部
は
明
瞭
で
な
い
が
、
恐
ら

く
五
脚
を
附
し
、
抱
帯
金
具
を
施
し
た
通
有
形
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
脚
は
長
さ
・
幅
共
に
約
二
・
五
糎
の
半
円
形
を
呈
し
、
こ
れ
に
半
球

れ
た
完
形
品

一
口
に
つ
い
て
計
測
す
れ
ば
、
全
長

一
五

糎
、
茎
長
六
二

糎
、
幅

丁

一
糎
、
厚
二
粍
、
刃
部
長

さ
八
・九
糎
、
幅

丁
五
糎
、
厚
二
粍
で
、
茎
尻
よ
り
二

・四
糎
の
位
置

に
目
釘
孔
を
穿

っ
て
あ

る

(第
一
九
図
1
)。

鉄

鎌

七
〇
箇
(図
版
第
一五
、第
二
〇
図
)

全
て
鋒
部
が
幅
広
く
、
鏑
の
な
い
有
茎
の
平
根
式
に

属
し
て
お
り
、

長
さ
一
二
・
五
糎
内
外
の
茎
に
、

長
さ

三
.糎
、
幅

一
糎
前
後
の
鋒
を
附
し
た
三
角
形
も
し
く
は

長
い
鋒
に
浅
い
逆
刺
を
附
す
も
の
(第
二
〇
図
40
・41
・53
～
61
)

幅
三
・五
糎
を
計
測
す
る
扁
平
で
非
実
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形
の
頭
部
を
も
つ
三
箇
の
鋲
が
附
さ
れ
て
い
る
。

鉄
錬
目
胃

二
箇
(図
版
第
一
六
、第
二
二
図
7
・8
)

銃
化
が
甚
し
い
の
に
加
え
て
残
片
化
し
て
い
る
た
め
、
形
態
は
明
確
に
知
り
得
な
い
が
、

一
箇
は
環
の
長
さ
約
四
・
八
糎
、
幅
約
三
糎
で
、

断
面
は
円
形
を
呈
し
、
そ
の
径
約
四
粍
を
計
測
す
る
(第
二
一
図
8
)。

鉄
地
金
銅
張
留
金
具

七
箇
(図
版
第
一
六
、第
二
二
図
9
～
14
)

い
ず
れ
も
金
箔
が
剥
離
し
て
、
灰
青
色
を
帯
び
て
い
る
。
形
態
の
上
か
ら
、
矩
形
で
一
端
が
円
形
を
呈
す
る
も
の
と
菱
形
の
も
の
と
に
二
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分
さ
れ
る
。
即
ち
、
前
者
は
長
さ
約
四
・二
種
、
幅
約
二
・五
糎
を
測
り
、
そ
れ
に
半
球
形
の
頭
部
を
も

つ
三
箇

の
鋲
を

附

し
て

い
る

(第
二
二
図
9
～
12
)。
後
者
は
大
小
二
種
が
あ
り
、
対
角
線
の
長
さ
、

一
は
七
・
七
糎
、
三
・五
糎
、
二
は
四
・八
糎
、
三
・
二
糎
を
測
る
。

や
は
り

円
隅
が
鋲
留
と
な
っ
て
い
て
、

裏
面
に
皮
革
が
部
分
的
に
銃
着
遺
存
し
て
い
る
(第
二
二
図
13
・14
)。
他
の
一
箇
は
残
欠
で
あ
る
た
め
、
判
然
と

し
な
い
(第
二
二
図
15
)。

副
葬
遣
物
に
つ
い
て
の
観
察
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
石
室
床
面
よ
り
約
五
〇
糎
上
位
の
土
壌
中
で
認
め
た
須

恵
器
一
箇
が
挙
げ
ら
れ
る
(第
二
一二図
-
)。
該
品
は
口
径
一
一
・
七
糎
を
測
る
蓋
杯
の
圷
部
残
欠
で
、
ほ
ぼ
水
平
に
続
る
蓋
受
と
や
や
内
傾
す
る

立
挙
と
を
具
え
、
蓋
受
か
ら
急
傾
斜
を
も
っ
て
浅
い
底
部

へ
連
接
し
て
い
る
。

一
個
体
分
に
も
達
し
な
い
小
片
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
こ
れ
を
石

室
内
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
多
少
の
危
惧
を
含
む
が
、
土
器
系
列
の
上
で
は
本
古
墳
の
年
代
考
定
に
何
ら
背
違
す
る
と
こ
ろ
の

な
い
こ
と
を
附
記
し
て
置
き
た
い
。

1

、轟

、②

榊

2禽画
禽
魂

8

/
/9

研還

露
誕

第
二
節

妙
義
山
古
噴

15

㎞

∩
凹

、

・》織
Z

酵∠Z/

0

」 銀賭鰍揺拙甜
①

荒
ロ

鷲
妙図二二第

註
1
他
に
第
一
七
図
9
・10
に

示
し
た
も
の
は
、
或
は
短

刀
と
も
推
定
さ
れ
る
残
片

で
あ
る
。

2
こ
の
ほ
か
、

第
二
二
図

2
に
図
示
し
た
も
の
は
、

床
上
約
二
〇
糎
の
土
壌
中

で
認
め
た
。
長
さ
五
・六

糎
、幅
二
・九
糎
、厚
さ

一・

三
糎
の
卵
形
を
呈
す
る
硬

61
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い
ず
れ
も
水
晶
製
、
か
つ
す
べ
て
六
面
体
の
通
有
形
で
あ
っ
て
、
各
稜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
相
等
し
く
、
概
し
て
精
良
な
手
法
が
窺
わ
れ
、
片

側
か
ら
穿
孔
さ
れ
て
あ
る
。
表
示
の
如
く
、
大
き
さ
は
不
同
で
、
両
端
及
び
各
面
の
作
り
出
す
中
央
の
稜
は
相
当
に
磨
滅
し
て
お
り
、
丸
味

を
帯
び
て
い
る
(第
6
表
)。

管

玉

六
穎
(図
版
一
五
、第
一
七
図
19
～
24
)

碧
玉
岩
製
。
穿
孔
は
い
ず
れ
も
片
方
か
ら
施
さ
れ
て
い
る
が
、
大
小
不
同
で
、
手
法
に
精
粗
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
色
調
も
濃
緑
色
や

淡
緑
色
を
帯
び
る
も
の
、
風
化
し
て
滑
沢
を
失
い
灰
緑
色
を
呈
す
る
も
の
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
8
表
の
3
に
示
し
た

一
穎
は
、
頚
玉
の
最
後
部
に
配
さ
れ
て
い
た
。

寮

玉

五
穎
(図
版
第
匠

、笙

七
図
25
～
29
)

珀
貌
製
で
、
材
質
の
関
係
か
ら
一
穎
を
除
く
ほ
か
は
欠
損
し
て
い
る
。
光
沢
を
も
つ
黒
褐
色
の
も
の
、
著
し
く
風
化
し
て
滑
沢
を
失
い
灰

褐
色
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

一
方
穿
孔
式
で
、
完
形
品
の
一
穎
は
長
さ
二
・
五
糎
、
最
大
径

一
・六
糎
、
孔
径
約

一
・五
粍
。

丸

玉

一
穎
(図
版
第
一
五
、第
一
七
図
30
)

濃
緑
色
を
帯
び
た
良
質
の
碧
玉
製
で
、
美
し
い
光
沢
を
放
ち
、
縦
断
面
が
楕
円
形
を
呈
し
て
、
一
方
か
ら
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
一
.
一

糎
、
径

一
・四
糎
、
孔
径
約

丁

三
粍
を
測
り
、
ガ
ラ
ス
製
品
よ
り
は
大
形
で
あ
る
。

丸

玉

四
四
穎
(図
版
第
一
五
、第
一
七
図
31
)。

す
べ
て
ガ
ラ
ス
製
。
通
じ
て
濃
紺
色
を
呈
す
る
が
、
大
多
数
は
歪
曲
し
て
形
が
一
定
せ
ず
、
片
方
か
ら
大
き
く
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
平
均

第
二
節
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義
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色青

〃

〃

〃

〃

淡0

戸0
1

「
り
1

1

0

1

1

1

〃

〃

〃

〃

〃

4

2

9
日
0

0

1

1

1

1

1

〃

〃

〃

〃

・

〃

〃
艶

〃

〃

〃

〃

〃

・

〃

0

4

4

0

2

0

0

0

3

1

0

0

9

3

2

1

1

1

1

1

1

5

9

1

2

1

1

1

1

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

8

8

0

0

0

0

2

0

0

0

0

8

0

0

2

0

0

8

2

1

0

0

1

0

1

1

9

8

1

1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

0

1

1

1

5

恥
6

0

5

1

1

0

0

0

0

0

7

3

5

5

1

9

4

3

5

0

2

0

2

0

0

4

4

2

6

4

0

5

2

2

2

1

8

5

5

1

0

9

6

4

0

0

4

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

3

5

3

3

4

3

3

5

4

5

4

5

4

4

5

5

3

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

1

1

0
0

0

0

0
0

0

0

0
9

9

9

8

8

5

6

5

3

1

0

0

0

8

5

5

5

4

2

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

9

7

6

6

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1
1

1

1

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

3
4

5

6

7

8
9

0

1

2
3

4
5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

「0
「O
eO
5

どO

PD
FO

FO
「∪
ρ0

6

6

6

6
6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

艶
〃灘

8

1

9
臼
0

0

1

1

1

1

1

揺

調色

如4
サ
2例均隠

値
は
長

さ
六
・

九
粍
、
径
八

・七

粍
、
孔
径

丁
九

粍
。
第
9
表

6
・

11
・
30
・
37
を
除

く
四
〇
穎
は
前

青

"
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"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

ク

"

"

"

ク

"

"

"

"

"
"

ク

"

"

"

"

"
"

"

"

"

"

"

記

の

勾

玉

.
管

4

2

5

1

1

2

1

6

6

3

0

0

0
1

0

4

9

4

1

5

1

0

1

8
0

2

5

6

5

4

2

1

4

4

7

4

1

5

1

0

1

2

1

0

1

玉

と

共

に

頚

玉

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

2

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

56

径
.

孔径さ長酌

を
構
成
し
て
い

7

5

3

0

3

1

0

5

5

5

1

4

2

0

0

0

5

7

5

4

0

0

9

7

3

2
7

4

3
0

8

1

0

0

0

2

9

8

6

4

3

3

2

2

2

1

0

0

0

8

3

3

3

3

4

4

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

4

4

4

4
3

4

4

4
3

4

4

4

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
4

4

4

4

4

3

た

も

の

で

あ

5

4

8

0

1

1

0

0

0

0

0

9

9

9

9

9

8

8

6

6

6

6

6

5

5

5

5

4

4

4

4

3

3

3

3

2

ー
ユ

ー

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

る
。

1

9
臼
3

4

5

小

玉

九
七
穎
(図
版
第
一
五
、第
一
七
図
32
)

ガ
ラ
ス
製
。
総
数
九
七
穎
の
う
ち
、
黄
色
二
願
、
淡
緑
色

一
顧
、
緑
色
一
顯
、
淡
青
色
六
三
願
、
藍
色
三
〇
顯
で
、
他
に
破
砕
し
て
原
形

を
失
っ
た
も
の
若
干
が
あ
る
(第
9
表
)。
大
多
数
は
縦
断
面
が
扁
円
形
を
呈
し
、
穿
孔
が
大
き
い
。
平
均
値
は
長
さ
二
・
四
粍
径
四
粍
孔
径

一
・

二
粍
。

臼

玉

二
穎
図
(版
第
一
五
、第
一七
図
33
)

共
に
滑
石
製
。

一
穎
は
灰
色
で
一
端
が
斜
め
に
戴
断
さ
れ
た
粗
成
品
。
長
さ
五
粍
、
径
八
粍
、
孔
径

一
・
八
粍
。
他
の

一
穎
は
灰
黄
色
を

呈
す
る
扁
平
な
円
板
状
で
、

一
孔
を
貫
い
て
い
る
。
ご
く
粗
末
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
或
は
未
成
品
と
見
る
べ
き
か
。
長
さ
八
粍
、
径

一
・
四
糎
、
孔
径

一
・
五
粍

練

玉

二
穎
(図
版
第
一
五
、第
一
七
図
34
)。

共

に
黒

色
を
帯
び

て
軟
質

で
あ
る

が
、

粍
、
径

八
粍
、
孔
径

一
粍
。

直

刀

三

ロ
(図
版
笙

五
、笙

八
図
)。

一
穎
は
球
形
を
呈
し
て
径
約

一
糎
、
孔
径

一
粍
。

他
の
一
願
は
縦
断
面
が
楕
円
形
で
、
長
さ
七

通
じ
て
鞘
や
柄
等
の
外
装
が
全
く
遣
存
し
な
い
の
は
、
朽
化
し
た
も
の
か
、
或
は
当
初
か
ら
鉄
身
の
み
を

副
葬
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
(第
-o
表
)。
1
は
完
形
を
保
ち
、

茎
尻
よ
り
三
糎
と
九
・
八
糎
の
二
箇
所
に
目
釘

孔
が
認
め
ら
れ
、

刃
部
は
断
面
が
二
等
辺
三
角
形
を
呈
す
る
平
造
で
、
鋒
に
ふ
く
ら
み
が
見
ら
れ
る
(第
一
七

図
-
)。
2
は
茎
部
を
欠
く
が
、
刃
部
の
手
法
は
ー
と
同
巧
で
、

共
に
石
室
西
壁
寄
り
の
遣
骸
附
近
に
並
置
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
(第
一八
図
2
)。
3
は
現
存
部
の
形
制
か
ら
す
る
と
通
常
で
な
い
け
れ
ど
も
、

大
部
分

を
欠
失
し
て
い
る
た
あ
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
(第
一
八
図
3
)。

鉄
刀
子

六
ロ
(図
版
第
一
五
、第
一
八
図
)

完
形
品
一
口
を
除
き
他
は
欠
損
し
て
お
り
、
通
じ
て
茎
部
に
柄
の
附
装
さ
れ
た
痕
　
を
と
ど
め
な
い
。
各

口
そ
れ
ぞ
れ
形
状
を
異
に
し
て
い
る
が
、
刃
部
に
緩
い
反
り
を
与
え
る
も
の
(第
}
八
図
-
～
7
)と
鋒
に
至
る
ほ

　　　

ど
極
度
に
尖
鋭
さ
を
加
え
る
も
の
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
頚
飾
と
推
察
し
た
一
連
の
玉
類
附
近
か
ら
検
出
さ

第
一
八
図

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
直
刀
(実
測
1
:
6
)
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な
お
、
玉
か
ら
更
に
東
壁
寄
り
に
二
〇
穎
余
の
小
玉
群
と
、

箇
と
が
検
出
さ
れ
た
(第
一五
図
)。

西
壁
側
の
遣
骸
附
近
で
は
、
鋒
部
を
北
向
と
し
石
室
主
軸
の
方
位
よ
り
や
や
西
に
偏
し
て
、
相
互
の
棟
を
合
わ
せ
て
刀
二
口
が
並
べ
置
か

れ
た
。
こ
れ
は
北
壁
よ
り
約

一
・七
米
、
西
壁
よ
り
三
、
四
〇
糎
を
距
て
た
位
置
に
当

っ
て
い
る
(図
版
第
「
四
)。
鍛
は
主
に
刀
の
鋒
部
周
辺
と

刃
部
西
側
の
敷
石
上
或
は
破
壊
転
落
し
た
と
思
え
る
壁
石
下
に
、
数
箇
が
そ
れ
ぞ
れ

一
束
と
な
っ
て
四
箇
所
に
散
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

部
教
授
鈴
木
誠
博
士
は
、

こ
れ
を
若
年
、
壮
年
及
び
老
年
の
三
個
体
と
判
定
さ
れ
て
い
る

(第
一
五
図
)。

副
葬
遺
物
の
大
多
数
は
、
石
室
中
央
よ
り
以
北
の
遺
骸
周
辺
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
て
い

る
。

北
壁
か
ら
丁

二
米
を
距
て
た
東
壁
寄
り
に
は
、

径

=

糎
の
範
囲
内
に
勾
玉
二
顯
と

丸
玉
四
〇
穎
及
び
管
玉

一
穎
と
が

一
括
遺
存
し
た
(第
一六
図
)。
そ
し
て
こ
れ
ら

玉
類
の
附
近

に
は
上
記
の
頭
骨
や
歯
牙
の
残
片
が
多
量
に
散
布
し
て
い
た
事
実
か
ら
、
恐
ら
く
遺
骸
に
侭

用
さ
れ
た

一
連
の
頚
飾
を
構
成
し
た
も
の
と
の
想
定
が
容
易
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
骸
は
北
枕

に
安
置
さ
れ
た
と
い
う
推
定
も
、
よ
り
明
確
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
頚
部
に
装
し
た
と
見

ら
れ
る
総
数
四
三
穎
の
玉
類
に
緒
を
貫
い
て
頚
玉
を
形
成
し
た
場
合
を
復
原
的
に
考
え
て
み

る
と
、

勾
玉
(
一)ー

丸
玉
二
九
)〉

篁

(一)

丸
玉
三
く

勾
玉
(
一)1

丸
玉
二
九
)

の
如
く
、
勾
玉
二
穎
の
間
に
丸
玉
二
顧
を
介
入
さ
せ
て
正
面
と
し
、
左
右
に
丸
玉

一
九
穎
を

各
々
連
鎖
し
て
管
玉

一
顯
を
後
部
に
配
し
た
も
の
と
な
り
、

こ
の
全
長
三

一
・
〇
九
糎
を
算

北
側
に
接
し
て
鋒
部
を
北
向
と
す
る
刀
子

一
口
及
び
鉄
鐡
の
残
片
数

50
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3
長
野
県
教
育
委
員
会
編
「下
高
井
」(長
野
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
凋
査
報
告
第
一、
昭
和
二
八
年
)

3

遣

物

本
古
墳
出
土
の
遺
物
を
種
別
に
よ
っ
て

一

装
身
具
類

一一

金

環

勾

玉

切
子
玉

丸小臼練

玉玉玉玉玉

武
器
類

刀刀

子

鐵
馬
具
類

轡雲

珠

一
〇
箇

二
穎

六
願

五
穎

四
五
穎

九
七
頼

二
穎

二
願

三
口

約
六
口

約
七
〇
箇

三
箇

約

一
箇

一
括
列
挙

す
る
と
、
左

の
如
く

で
あ
る
。

52
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[ 鍛
の
大
多
数
は
尖
端
を
北
へ
向
け
て
い
た
こ
と
と
、
刀
の
鋒
部
周
辺
に
存
在
し
た
も
の
は
お
お
む
ね
大
形
品
に
属
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る

ま
た
、
北
壁
よ
り
約

丁

三
米
の
西
壁
基
底
に
ご
く
近
接
す
る
部
位
で
は
、
轡
三
箇
も

一
括
出
土
し
た
(図
版
第
一
四
)。

石
室
南
半
に
つ
い
て
見
る
と
、

ま
ず
小
玉
群
が
お
お
む
ね
東
壁
の
基
底
石
に
そ
っ
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
南
壁
よ
り
五
〇
糎
と
一
・

五
米
、
二
・
四
米
の
距
離
を
置
い
た
部
位
に
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
穎
内
外
が
小
群
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
南
壁
基
底
石
の
隙
間
に
丸
玉
・臼
玉
各

一
願
が
飛
散
し
、
南
壁
よ
り
二
〇
糎
と
一
米
を
離
れ
た
位
置
に
は
留
金
具
や
鋏
具
等
の
馬
具
残
欠
が
あ
っ
て
、
附
近
の
床
上
二
〇
糎
内
外
の

小
範
囲
に
赤
色
顔
料
の
附
着
を
認
め
た
。

更
に
耳
環
や
管
玉
・切
子
玉
・
巖
玉
・練
玉
等
も
随
所
に
散
在
し
て
い
て
、

か
な
り
撹
乱
さ
れ
た
形

跡
が
う
か
が
わ
れ
、
遺
物
配
置
の
旧
状
を
推
察
す
る
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
(第
一
五
図
)。

要
す
る
に
、
本
古
墳
に
お
け
る
内
部
主
体
は
、
地
山
面
の
起
伏
を
平
坦
と
し
て
壁
石
を
築
積
し
、
床
上
に
平
石
を
敷
設
し
た
ご
く
通
有
な

構
造
方
式
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
石
室
上
部
の
被
覆
設
備
や
木
棺
納
置
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
遺
材
を
留
め
な
い
限
り
確

ヘヨ
　

認
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
二
る
一
見
簡
素
な
主
体
構
造
は
長
野
県
中
野
市
長
丘
地
区
田
麦
北
・同
厚
貝
山
神
古
墳
等
に
例
示
さ

れ
る

如
く
、
当
地
方
に
お
い
て
も
後
期
古
墳
に
共
通
し
た
一
様
相
と
し
て
う
か
が
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
次
に
、
本
石
室
内
に
埋
葬
さ
れ
た

遺
骸
は
三
個
体
分
と
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
遣
存
状
態
は
す
こ
ぶ
る
明
確
を
欠
い
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
副
葬
遺

物
の
識
別
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。
従

っ
て
、
遺
物
個
々
の
形
質
的
な
差
異
を
辿

っ
て
遺
物
相
互
の
年
代
的
考
定
を
試
み
、
ひ
い
て
は
同
時

葬
か
追
時
葬
か
と
い
っ
た
問
題
に
も
展
開
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
操
作
上
に
多
大
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
か
瓦
る
遺
骸
や
遺

品
の
撹
乱
状
態
は
、
明
ら
か
に
後
世
に
お
け
る
人
為
的
な
作
用
に
起
因
す
る
現
象
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
幾
人
か
の
被
葬
者
の
旋
め
に
用
意

幽

さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
当
期
古
墳
の
一
石
室
内

へ
、
追
時
の
埋
葬
に
際
し
、
既
葬
の
遺
骸
や
遺
品
を
人
為
に
処
置
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
を
、
整
然
を
欠
く

一
つ
の
原
因
と
し
て

一
応
考
慮
に
容
れ
て
よ
い
場
合
も
す
く
な
く
な
い
と
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

註
1
も
と
よ
り
側
壁
を
欠
除
し
た
部
分
が
多
い
か
ら
、
遣
物
の
出
土
範
囲
も
考
慮
に
い
れ
て
算
出
し
た
数
値
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

2
こ
の
数
値
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
埴
輪
人
物
に
偲
用
さ
れ
た
頸
玉
の
如
く
、
一連
一条
で
頸
部
を
囲
続
す
る
だ
け
の
短
い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

第
二
節

妙
義
山
古
墳
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銃

具

二
箇

留
金
具

七
箇

次
に
、
主
要
遺
物
に
つ
い
て
、
解
説
を
加
え
て
み
よ
う
。

金

環

一
〇
箇
(図
版
襲

五
、笙

七
図
-
～
10
)

銅
環
に
鍍
金
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、金
箔
が
剥
落
し
て
大
多
数
は
緑
青
色
、
な
い
し
黒
灰
色
を
帯
び
て
い
る
。
い
ず
れ
も
円
形

の
環
状
を
呈
し
、
両
端
末
で
そ
れ
ぞ
れ
二
粍
程
度
の
間
隙
を
つ
く
り
、
断
面
正
円
形
に
近
く
、
中
実
式
で
あ
る
。

一
〇
箇
の
う
ち
、
対
を
な

す
も
の
六
箇
が
認
め
ら
れ
(第
一
六
図
-
～
6
)、
径
の
最
大
三
・三
糎
、
最
小
二
・三
八
糎
を
測
る
。
計
測
表
を
掲
示
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

勾

玉

二
穎
(図
版
第
一
五
・第
一
七
図
11
・12
)

共
に
焉
瑠
製
。
前
記
の
通
り
二
頼
の
間
に
丸
玉
二
穎
を
点
じ
て
、
頚
飾
形
成
の
親
玉
と
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
頼
は
部
分
的
に

赤
褐
色
を
帯
び
、
弧
状
に
屈
曲
し
て
尾
端
で
尖
り
、
側
面
が
歪
曲
す
る
。

一
方
穿
孔
式
で
長
さ
三
・二
糎
、
孔
部
と
腹
部
と
は
と
も
に
幅

一
・

二
糎
、
厚
さ

一
糎
、
.孔
の
長
径

一
・五
粍
(
第
一
七
図
11
)。
他
の
一
穎
は
半
透
明
の
飴
色
を
呈
す
る
が
、
尾
端
に
赤
褐
色
を
帯
び
、

コ
の
字
形

へ
の

移
行
期
を
思
わ
せ
る
形
状
を
示
し
て
い
る
。
断
面
が
ほ
ぼ
楕
円
形
を
な
し
て
一
方
穿
孔
式
。
長
さ
二
・九
糎
、
孔
部
及
び
腹
部
共
に
幅

一
糎
、

厚
さ
、
八
粍
、
孔
の
長
径
二
・
五
粍
で
、
前
者
よ
り
は
や
や
小
さ
い
(第
一
七
図
12
)

切
子
玉

六
穎
(図
版
第
一
五
、第
一
七
図
13
～
18
)
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第
二
章

発
掘
調
査

、1「 「

第 一 三 図 妙 義 山 第 一 号 古 墳 封 土 内 出 土 遺 物(実 測,1:3)そ の一

ユ・2大形壷 ロ縁部,3高 圷圷郎,4鍔 釜土器

赤
色
顔
料
を
器
面
に
塗
布
し
た
残
片
若
干
が

存
す
る
。

土
師
甑
残
欠

二
箇
(第
}四
図
3
・
4
)

第
二
層
中
よ
り
採
取
さ
れ
た
底
部
残
欠
で

厚
い
平
底

に
一
孔
を
穿
っ
て
あ
る
。

一
は
胎

土
に
石
英
粒
を
混
有
し
て
内
面
に
巻
上
手
法

の
痕
跡
を
留
め
、
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
底
径

一
一
・
五
糎
、
孔
径
五
糎
(第
一
四
図
)3
。
二
は

胎
土
、
僥
成
共
に
良
好
で
あ
っ
て
、
赤
褐
色

を
帯
び
る
。
底
径
九
・五
糎
、
孔
径
三
・六
糎

(第
一四
図
4
)。

弥
生
式
遺
物

数
箇
(第
一四
図
)

第
三
層
内
か
ら
刷
毛
目
文
を
有
す
る
弥
生
式
土
器
片
数
箇
と
、

蛇
紋
岩
質
製
の
片
匁
磨
製
石
斧
(第
一四
図
6
)
と
砂
岩
質
製
の
石
庖
丁
片
と

が
あ
る
。

土
器
片
は
後
述
す
る
第
三
号
古
墳
封
土
内
出
土
の
も
の
と
同
様
で
、

こ
の
地
方
に
お
け
る
同
土
器
中
後
期
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
。
片
刃
磨
石
斧
は
一
端
に
鋭
い
片
刃
を
附
し
、
他
端
に
段
を
具
え
た
も
の
で
、
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
長
七
・四
糎
、
幅
三
.七
糎
、
厚

五
糎
を
測
る
。
石
庖
丁
は
第

一
期
の
調
査
中
河
西
氏
の
検
出
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
不
注
意
の
た
め
紛
失
し
て
、
そ
の
詳
細

を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
記
憶
に
よ
れ
ば
櫛
形
を
呈
し
、
そ
の
半
部
を
鉄
失
し
、

一
孔
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
他
(第
一
三
⊥
四
図
)
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調
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第 一 五 図 妙 義 山 第 二 号 古 墳 石 室 お よ び遺 物 出土 状 態(実 灘
1:40)

1耳環・2勾王 ・3切子玉 ・4管玉・5覆玉・6丸玉・7'」・玉・8日玉
・9練玉・10直刀・H刀子・12鉄厳・13轡・14竪珠・15絞具・16留金 具

 

ま
た
、
墳
頂
部
は
削
平
さ
れ
て
径
八
米
内
外
の
平
坦
地
と
な
っ
て
い
る
。
東
西
の
径
が
南
北
の
そ
れ
に
比
し
て
短
い
こ
と
は
、

一
見
し
て
自

然
の
浸
蝕
作
用
か
、
も
し
く
は
人
工
に
よ
る
変
貌
の
　
が
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
恐
ら
く
本
墳
の
原
形
は
径

一
五
米
、
高
さ
二
米
余
に
及

ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
(図
版
第
一
二
、
第
一
〇
図
)。

2

内

部

主

体

本
古
墳
に
お
け
る
内
部
主
体
は
、

一
種
の
竪
穴
式
石
室
と
呼
ぶ
べ
き
構
造
で
、
墳
丘
中
心
部
よ
り
や
や
西
に
偏
し
た
砂
礫
混
有
の
黄
褐
色

土
中
に
構
築
さ
れ
、
床
面
が
現
墳
頂
よ
り
約

一
・二
米
下
位
に
存
在
し
て
い
る
(第
一五
図
)。
石
室
主
軸
の
方
位
は
、
北

々
東
か
ら
南

々
西
に
わ

た
る
比
較
的
狭
長
な
も
の
で
あ
っ
て
、
石
室
内
法
の
長
さ
約
六
・
三
米
、
幅

一
・
五
米
内
外
を
測
定
す
る
が
、
北
端
と
南
端
と
で
は
多
少
広
狡

　　
　

の
差
を
認
め
得
る
の
で
あ
り
、
前
者
が

一
・
五
米
に
対
し
、
後
者
で
は
二
〇
糎
を
減
じ
て
一
・
三
米
と
な

っ
て
い
る
。

石
室
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
構
築
技
法
は
頗
る
不
完
全
で
あ
り
、
か
つ
粗
略
で
あ
る
。
即
ち
、
側
壁
の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め

に
正
確
に
は
知
り
難
い
け
れ
ど
も
、
概
し
て
原
状
を
遺
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
南
、
北
両
端
の
築
積
状
態
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
何
ら
人
為
的

な
加
工
の
施
さ
れ
な
い
大
小
不
定
の
閃
緑
岩
質
角
礫
を
用
材
と
し
、
単
に
石
室
床
面
を
区
画
し
た
程
度
の
ご
く
簡
略
な
工
法
を
示
し
て
い
る
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以
上
の
外
封
土
中
の
発
見
品
と
し
て
若
干
の
土
器
・石
器
・古
銭
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
三
層
か
ら
安
山
岩
質
の
打
石
斧
(第
一四
図
5
)
や

用
途
不
明
の
泥
板
岩
製
の
方
形
板
(第
一
四
図
7
)各

一
箇
が
あ
る
。

前
者
は
一
端
に
鈍
い
刃
を
附
し
た
粗
製
品
で
、
長
さ

一
四
・五
糎
、
幅
七
.

五
糎
、
厚
さ
約
二
・
五
糎
。
後
者
は

一
辺
長
七
糎
、
厚
約

丁
五
糎
の
方
形
板
で
、
縁
に
研
磨
の
痕
が
明
ら
か
に
残

っ
て
い
る
が
、
そ
の
用
途

に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
、
墳
丘
主
層
を
な
す
第
二
層
中
に
は
、
相
当
量
の
土
師
器
片
や
須
恵
器
片
が
あ
り
、
前
者
ば
胎
土
に
石
英

粒
を
含
ん
だ
粗
悪
な
も
の
が
多
く
、
後
者
は
内
外
に
粗
い
敲
目
を
印
し
た
大
形
品
の
残
片
で
あ
る
。
な
お
、
現
表
土
を
な
す
第

一
層
及
び
第

二
層
上
部
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
に
、

土
師
器
の
鍔
釜
(第
一
三
図
4
)や
壺
(第
一四
図
-
・2
)等
の
残
片
も
存
す
る
が
、

時
期
的
に
は
相
当
下
降

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
箇
の
古
銭
(寧
水
通
宝
)が
出
土
し
て
い
る
が
、

同
じ
く
本
古
墳
と
は
直
接
的
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、

恐
ら
く
妙
義
神
社
存
在
当
時
の
遺
品
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

妙
義
山
古
墳

註
1
前
記
の
壷
と
同
様
に
、
信
濃
で
は
土
師
器
中
の
古
型
式
に
入
る
も
の
で
あ

る
が
、
ま
だ
型
式
名
の
設
定
を
見
な
い
。
関
東
地
方
に
お
い
て
は
和
泉
式

に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

第
二
号
古
墳

1

墳

丘

本
古
墳
は
丘
陵
突
端
部
上
に
築
造
さ
れ
た
円
形
墳
で
あ
る
。

墳
丘
の
西
斜
面
が
そ
の
ま
ま
丘
陵
の
急
傾
斜
面

へ
と
直
ち
に
移

行
し
て
い
る
の
で
、
墳
丘
の
規
模
を
正
確
に
算
出
す
る
こ
と
は

い
た
っ
て
困
難
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
基
底
部
の
径
東
西
約
九

米
、
南
北
約

一
一
米
、
高
さ

一
米
余
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

r
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か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
壁
面
は
不
揃
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
上
面
に
も
凹
凸
が
あ
り
、
遺
存
部
の
現
状
で
は
床
面
よ
り
高
さ
三
、
四

糎
を
上
下
し
て
一
定
を
見
な
い
。
か
か
る
不
規
則
な
壁
石
に
は
、
も
と
よ
り
か
な
り
の
空
隙
を
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
間
隙
は
拳
大
の
石
を

用
い
て
堅
く
打
敲
か
れ
、
さ
ら
に
粘
土
質
の
黄
褐
色
土
を
補
充
し
て
、
固
定
を
意
図
し
た
形
跡
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ

は
一
般
の
石
室
等
に
見
る
と
こ
ろ
と
全
く
軌
を
一
に
し
た
措
置
に
外
な
ら
な
い
。

側
壁
と
照
応
す
る
如
く
、
床
も
ま
た
極
く
疎
略
な
構
法
を
採
っ
て
い
る
。
即
ち
、
地
山
を
多
少
削
平
し
た
と
思
え
る
床
面
は
、
北
端

へ
至

る
に
伴
な
い
約
五
度
の
傾
斜
角
を
も
っ
て
次
第
に
上
昇
し
、
こ
の
上
面
に
自
然
石
を
布
設
し
た
敷
石
が
認
め
ら
れ
た
。
用
石
は
一
見
殊
更
に

特
定
な
約
束
が
な
い
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
お
む
ね
円
形
も
し
く
は
楕
円
形
に
近
い
平
面
形
を
も
つ
扁
平
な
河
原
石
で
あ

っ
て
、
こ
れ

が
敷
石
と
い
う
特
別
な
用
途
の
た
め
に
択
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
で
ま
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
敷
石
は
、
中
央
部
よ
り
北
半
に
概

し
て
密
で
あ
る
に
対
し
、
南
半
は
至
っ
て
疎
で
あ
る
。
か
か
る
敷
石
の
密
疎
関
係
は
、
副
葬
品
の
遺
存
状
態
か
ら
観
察
す
る
と
、
南
半
で
は

か
な
り
撹
乱
さ
れ
た
形
跡
が
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、

一
定
の
部
分
だ
け
に
特
定
の
施
設
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
本
来
ぱ
床
全
面
に
布
設

さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
(図
版
第
一四
、第
一
五
図
)。

主
体
構
造
が
人
為
的
な
破
壊
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
は
、
上
述
の
如
く
石
室
の
現
状
が
甚
だ
整
斉
を
欠
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
竪
穴
式

石
室
の
場
合
に
お
け
る
被
覆
施
設
と
し
て
の
蓋
石
の
存
在
も
確
認
で
き
ず
、

石
室
床
面
よ
り
高
さ
○
・
五
～

一
米
内
外
の
封
土
中
に
、

石
室

か
ら
遊
離
し
た
用
石
と
馬
具
類
や
そ
の
他
鉄
器
・
土
器
残
欠
と
が
多
数
発
見
さ
れ
、

し
か
も
こ
れ
ら
は
撹
乱
状
態
で
伴
存
し
て
い
た
こ
と
な

ど
を
も

っ
て
、
容
易
に
想
察
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
次
に
石
室
内
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
状
態
に
つ
い
て
観
察
す
る
ど
、
ま
ず
遺
骸
は
撹
乱
さ
れ
て
い
る
の
み
か
腐
朽
度
も
甚
し
い
た

あ
に
殆
ど
原
形
を
遣
留
し
な
か
っ
た
が
、
主
に
東
西
の
両
側
壁
寄
り
に
発
見
さ
れ
た
。
即
ち
東
壁
側
の
も
の
は
北
壁
か
ら
約
八
○
糎
と
二
.三

米
と
の
間

に
わ
た
り
、
西
壁
側
の
も
の
は
北
壁
か
ら
約

丁
四
米
を
距
て
て
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
残
存
し
て
お
り
、

し
か
も
北
寄
り
に
頭
骨

片
や
歯
牙
を
多
く
検
出
し
た
の
で
、
遺
骸
は
北
枕
に
し
て
安
置
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
た
。
遺
骸
の
人
骨
片
に
つ
い
て
は
、
信
州
大
学
医
学

第
二
節

妙
義
山
古
墳
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第
二
章

発
掘
調
査

第一一図 妙義山第一号古墳葺石(実測,1:40)

 

斜
面
を
全
面
的
に
被
覆
囲
糀
し
て
い
た
も
の
と
考
定
さ
れ
る
。
本
葺
石
は
、

礫
石
を
用
材
と
し
て
い
る
(図
版
第
九
、第
一
一図
)。
な
お
、
墳
丘
南
半
の
基
底
線
附
近
に
お
け
る
葺
石
上
面
の
堆
積
土

は
厚
さ
四
、
五
〇
糎
に
も
及
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
は
墳
頂
部
を
大
規
模
に
削
平
し
た
こ
と
を
物
語
る

一
徴
証
と

　　
　

も
な
っ
た
。

さ
て
、
墳
丘
中
心
部
を
基
点
と
し
て
放
射
状
に
設
定
し
た
発
掘
坑
の
所
見
か
ら
、
墳
丘
は
殆
ど
基
底
よ
り
人
為

(第
一
〇
図
)
。

本
古
墳
で
は
外
部
施
設
と
し
て
の
濠
や
埴

(1
)

輪
の
形
跡
が
全
く
存
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

墳
丘
表
面
に
葺
石
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
も
っ
と
も
人
為
の
移
動
や
自
然
の
転
落

も
伴
な
っ
て
、
葺
石
の
露
出
部
分
を

一
見
し

た
と
こ
ろ
で
は
不
規
則
に
散
在
す
る
如
く
で

も
あ

っ
た
が
、
発
掘
の
所
見
は
特
定
の
部
分

に
一
定
の
布
設
が
行
わ
れ
た
と
い
う
可
能
性

を
強
め
た
。
即
ち
葺
石
の
旧
状
を
比
較
的
よ

く
遺
存
す
る
と
認
め
得
る
墳
丘
北
側
に
お
い

て
は
、
墳
頂
平
垣
面
の
縁
辺
か
ら
基
底
線
附

近
に
わ
た
り
幅
五
米
余
を
測
定
す
る
の
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
本
来
は
す
く
な
く
と
も
墳
丘

角
張

っ
た
大
小
様
々
な
閃
緑
岩
質
の
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ん
で
い
て
平
坦
で
な
い
。該
層
で
殊
に
留
意
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
側
と
西
側
の
凹
面
に
お
い
て
木
炭
層
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
東
側
は
幅
六
〇
糎
、
厚
さ
八
糎
、
西
側
で
は
幅
二
・
二
米
、
厚
さ
六
糎
を
測
り
、

そ
れ
ぞ
れ
南
北
両
方
向
に
わ
た
っ
て
広
範
に
追
跡

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
も
後
者
に
は
土
師
器
の
口
頸
部
が
掘
据
え
ら
れ
、
器
中
に
も
木
炭
と
嶢
土
と
が
充
満
固
着
し
て
い
た
。
土

器
は
墳
丘
裾
部
よ
り
約
六

・
五
米
内
方
で
現
表
土
下
約
二
米
の
部
く
ら
い
に
当
っ
て
い
る
(図
版
第
一
〇
)。

以
上
、
本
墳
丘
の
層
序
に
つ
い
て
記
述
を
試
み
た
が
、
も
と
よ
り
各
発
掘
坑
に
お
い
て
は
、
な
お
、
錯
綜
し
た
間
層
の
存
在
も
認
め
ら
れ
、

更
に
細
分
し
得
る
部
位
も
あ
る
か
ら
一
様
で
な
い
け
れ
ど
も
、
多
少
の
起
伏
を
も
っ
た
地
山
の
上
面
を
部
分
的
に
削
平
し
て
後
、
任
意
に
第

四
層
か
ら
第
二
層
の
土
壌
が
順
次
堆
積
せ
ら
れ
、
意
図
す
る
所
定
の
墳
丘
を
形
成
し
た
.
従

っ
て
自
然
の
隆
起
部
を
修
飾
利
用
し
た
の
で
な

く
、・
基
底
か
ら
土
盛
り
が
行
わ
れ
、
石
器
や
弥
生
式
土
器
残
片
を
混
在
す
る
第
三
層
が
本
丘
陵
周
辺
の
低
地
よ
り
搬
び
上
げ
ら
れ
た
土
壌
で

あ
る
こ
と
も
、
ま
た
、
後
述
の
第
三
号
古
墳
の
場
合
と
規
を

一
に
す
る
築
成
法
が
う
か
が
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
山
上
面
で
検
出
さ
れ
た
土
師
器
は
、
採
土
地
に
お
い
て
偶
然
に
混
入
し
た
も
の
で
な
く
、
据
え
置
か
れ
た
状
態
を
明
ら
か

に
示
し
て
お
り
、
し
か
も
土
器
を
中
心
に
焚
火
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
直
ち
に
古
墳
築
造
時
に
お
け
る
儀
礼
的
な
行
為
を

表
わ
す
も
の
と
は
断
言
で
き
な
い
ま
で
も
、
頗
る
興
味
を
惹
く
事
実
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

註
1
予
備
調
査
の
折
、
一
見
埴
輪
と
推
察
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
実
は
第
=
一図
4
に
示
す
如
き
器
壁
の
厚
い
土
師
器
片
と
判
明
し
た
。

2
前
章
に
お
い
て
、
原
氏
の
説
か
れ
て
い
る
如
く
、
か
つ
て
墳
頂
部
に
妙
義
山
神
社
が
存
在
し
た
.

2

内

部

主

体

本
古
墳
の
墳
丘
は
往
年
に
お
い
て
頂
部
が
大
規
模
に
掘
磐
さ
れ
た
と
認
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
に
先
立
っ
て
主
体
構
造
を
発
見
し

た
と
い
う
所
伝
も
、
ま
た
、
遺
物
を
出
土
し
た
事
実
も
有
し
な
か
っ
た
。

従

っ
て
、
前
述
の
如
く
墳
丘
中
心
部
を
起
点
と
す
る
放
射
状
の
発
掘
墳
を
設
け
た
け
れ
ど
も
、
予
想
に
反
し
、
内
部
主
体
と
し
て
の
遺
構
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＼

的
盛
土
が
行
わ
れ
た
と
断
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
比
較
的
墳
丘
の
原
状
を
遺
存
す
る
東
西
方
向
に
設
定
し
た
発
掘
坑

の
北
側
切
断
面
で
は
、
次
の
様
な
層
序
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第

一
層
(第
=
…図
1
)

厚
さ

一
〇
糎
内
外
に
堆
積
し
た
黒
褐
色
の
有
機
土
層
で
、
墳
丘
上
面
を
被
覆
す
る
現
表
土
で
あ
る
。

第
二
層
(第
一
二
図
2
)

多
量
に
粗
砂
を
混
有
し
て
い
て
孔
隙
に
富
み
、
赤
褐
色
を
帯
び
る
。

該
層
は
第
三
・第
四
両
層
の
凹
面
を
充
填

し
、
凸
面
を
被
覆
し
て
墳
丘
組
成
の
主
層
を
な
す
も
の
で
、
厚
さ

一
・二
米
に
も
及
ぶ
部
位
が
あ
る
。

墳
丘
傾
斜

面
に
お
け
る
該
層
の
上
面
に
葺
石
が
存
在
し
、
該
層
中
に
は
土
師
器
や
須
恵
器
の
残
片
が
混
在
し
て
い
た
。

第
一二
扁眉
(第
一
二
図
3
)

二
層
よ
り
成
る
。
即
ち
、
東
半
は
褐
色
を
帯
び
た
厚
さ
三
〇
糎
内
外
の
薄

い
砂
質
土
層
で
あ
り
、
西
半
は
不
均

等
質
で
前
記
第
二
層
と
の
限
界
が
あ
り
、
明
瞭
で
な
い
け
れ
ど
も
、
赤
褐
色
か
ら
次
第
に
黄
褐
色
へ
と
移
行
す
る

粘
土
質
土
層
で
あ
っ
て
、
厚
さ

一
・四
米
に
も
達
し
、
こ
の
両
層
の
末
端
が
墳
丘
中
央
部
附
近
で
接
触
し
て
い
る
。

殊
に
後
老
に
は
、
石
器
や
土
器
片
の
混
在
が
注
意
さ
れ
た
。

第
四
層
(第
=
図
4
)

灰
褐
色
を
帯
び
た
厚
さ

一
米
に
お
よ
ぶ
粘
土
質
土
層
で
、
頗
る
堅
く
、
東
半
の
み
に
存
在
し
て
い
る
。
西
半
で

は
第
二
層
が
第
三
層
の
上
面
を
覆
い
、
こ
の
下
底
に
も
介
入
す
る
。

第
五
層
(第
一
二
図
5
)

酸
化
鉄
を
含
ん
だ
赤
褐
色
の
砂
礫
層
で
、
地
山
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
面
が
東
か
ら
西
へ
と
次
第
に
下
降
し

て
山
丘
地
表
面
の
傾
斜
度
と
お
う
む
ね

一
致
を
示
す
け
れ
ど
も
、
中
央
で
や
や
隆
起
を
み
せ
、
西
半
は
起
伏
に
富

第
二
節

妙
義
山
古
墳

第一二図 妙義山第一号墳墳丘断面(実測11;100)
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　ユ　

を

全
く
検
出
す

る
に
至

ら
ず
、

こ
れ

以
上

の
追
求

は
後
日

に
委

ね
る
外

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

註
1
墳
丘
中
心
部
よ
り
や
や
西
南
に
偏
し
た
現
地
表
面
下
約
二
〇
糎
の
部
位
に
は
、砂
岩
質
の
平
石
四
枚
を
組
合
せ
た
石
囲
い
の
存
在
を
認
め
た
。
該
石
組
は
内
法
の
長
さ
三
〇
糎
、

幅
二
〇
糎
、
深
さ
三
〇
糎
の
極
く
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
て
、
黄
褐
色
粘
土
で
外
周
及
び
床
を
固
め
て
い
た
。
或
は
こ
れ
が
内
部
主
体
に
附
属
す
る
構
造
部
分
で
は
な
か
ろ
う

か
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
か
か
る
当
初

の
所
見
は
発
掘
の
経
過
に
伴
な
い
、
本
古
墳
と
は
全
く
無
関
係
な
後
世
の
構
築
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

3

遺

物

本
古
墳
で
は
、
前
節
の
通
り
内
部
主
体
の
遺
構
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
遺
物
と
し
て
挙
げ
得
る
も
の
は
、
本
古
墳
と
有
機
的
連
関

に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
よ
い
。
墳
丘
基
底
線
附
近
の
地
盤
上
及
び
葺
石
上
面
等
で
検
出
さ
れ
た
若
干
の
遣
物
で
、
土
師
器
及
び
弥
生
式
遺
物

そ
の
他
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
抄
出
し
て
説
述
す
る
こ
と
か
し
た
い
。

土
師
壺
残
欠

数
箇
(図
版
第
一
〇
、第
一
三
図
-
・2
)

一
は
地
盤
に
掘
据
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
肩
部
以
下
を
欠
失
す
る
。
口
頚
部
が
く
字
形
に
屈
曲
し
て
器
壁
が
頗
る
厚
く
、
口
径
二
五
糎

恐
ら
く
球
形
に
近
い
胴
部
を
具
え
た
大
形
品
で
あ
ろ
う
。
胎
土
に
砂
粒
を
含
み
、
嶢
成
は
至

っ
て
不
良
で
、
赤
褐
色
を
帯
び
、
内
外
面
に
煤

や
嶢
土
が
固
着
し
、
口
頚
部
に
波
状
、
な
い
し
鋸
歯
状
の
無
造
作
な
箆
描
き
と
条
痕
と
を
有
し
て
い
る
(第
;
図
-
)。
二
は
南
側
葺
石
の
上
面

よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
や
は
り
肩
部
以
下
を
欠
い
て
お
り
、

口
径
二
四
・五
糎
を
測
る
。

前
者
と
殆
ど
形
質
的
な
差
異
を
認
め
得
な
い

が
、
内
面
に
輪
積
み
、
な
い
し
巻
上
げ
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
(第
一
三
図
2
)。

い
ず
れ
も
古
式
に
属
す
る
形
態
的
特
色
を
具
え
、

他
に
類
品

数
片
が
あ
る
。

土
師
高
圷
残
欠

数
箇
(図
版
第
一
〇
、第
一
三
図
3
)

墳
丘
南
側
の
葺
石
上
面
よ
り
、
前
記
の
壷
(第
=
図
2
)
と
伴
出
し
た
。

一
は
圷
部
の
内
外
面
共
に
稜
が
あ
り
、
口
径

一
九
・
五
糎
を
測
る
。

　　　

胎
土
・
焼
成
共
に
普
通
で
、
赤
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
脚
部
を
欠
く
が
、
型
式
的
に
は
や
は
り
古
式
の
範
疇
に
含
ま
れ
よ
う
。
な
お
、
他
に

第
二
節

妙
義
山
古
墳
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堅

㎝

師

㎝

師

㎝

長さ陣長さ刷厚さ

 

全
長

釦
鵠
M
師
躍
師
罰
師
揺

37.0

52.5

46.5

23.01

 

舗

M

偲

嘱

㎎

ね
M
舗
届
"
揺

⑳

B

46.519.5

66.514.O

l

60.519.0

56.5
(現長)

覆長ll

 

恥

1

2

3

4

5

第八図 桜ヶ丘古墳出土鉄鐵
(実測,ll2)

鉄

錐
}

数
本
(図
版
第
六
、第
八
図
)

平
根
式
で
、
三
角
形
状
の
幅
広
い

鋒
部
に
長
い
茎
を
附
し
、
茎
部
の
断

面
は
中
程
で
矩
形
を
呈
す
る
が
、
端

末
に
至
る
ほ
ど
円
形
へ
と
移
行
を
み

箆
の
木
質
を
殆
ど
遺
存
し
な
い
。
全

長

一
四
・
三
糎
で
、
鋒
部
長
さ
二
・
三

～

二
糎

、
幅

一
・二
糎

を
基
準

と
す

る
。

衝

角
付
冑

一
領
(図
版
第
七
、第
九
図
-
)

厚
さ
約
二
粍

の
帯
状
鉄

板
を
交
互

に
重
ね
合

せ
て
鋲
留
と

し
、
前
額
部

か
ら
頭
頂

部
を
菱
角

を
な
す
鉄
板

で
覆

っ
た
通

有
な
横
矧

板
鋲
留

の
手
法

に
よ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
が
、

ほ
と

ん
ど
細
片
化

し
て

い
る
た
め
全
形

は
詳
ら

か
で
な

い
。

短
甲

一
領
(図
版
第
七
、第
九
図
2
～
36
)

厚
さ
約

二
粍

の
三
角

板
を
鋲

留
と
し
、
右
前

胴
開
閉
式

の
手
法

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
、
こ
れ

に
革

覆
輪
を
用

い
た
も

の
と
観
察
さ
れ

る
が
、

腐
蝕
が
甚

し
く
、
更

に
、
要
部

を
欠

い
て
い
る

の
で
、
復

原
は
殆

ど
不
能
な

ま
で
に
残
片
化

し
た
状
態

に
あ

る
。

頸
鎧

一
領
(図
版
第
七
、第
九
図
37
)

完

形
を
保

っ
て
い
な

い
た
め
詳
細

は
不
明
で
あ

る
が
、
厚

さ
約
二
粍

の
打

延

の
鉄
板

に
よ

っ
て
構

成
さ
れ

た
通
有
な
形
式

で
、
鉄
板

の
継

目

は
恐
ら
く
皮

緒
を
用

い
て
結
着

し
た
も
の

で
あ

ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
首

周
り

の
縁

は
鉄
板
を
屈

曲
さ
せ

て
直

立
し
、

こ
の
高
さ

一
.五
糎

。

註
1
後
藤
守
一
氏
は
、天
冠
の
外
形
か
ら
「広
帯
式
」・「立
挙
式
」・「三
角
巾
式
」の
三
形
式
に
分
ち
、三
角
巾
式
を
更
に
「室
式
」
と
「額
当
式
」
と
の
二
様
式
に
細
分
さ
れ
て
い
る
(「上
古
時

代
の天
冠
」日
本
古
代
文
化
研
究
、
昭
和
一七
年
)。
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2
本
例
の
如
く
波
状
文
と
珠
文
と
を
も
っ
て
主
文
様
を
構
成
し
て
い
る
も
の
は
、
和
泉
堺
市
旭
丘
町
七
観
古
墳
の
鍔
帯
金
具
や
、
近
江
高
島
郡
高
島
町
稲
荷
山
古
墳
の
魚
凧
、
或
は

美
作
真
庭
郡
八
束
村
四
つ
塚
古
墳
群
第
丁

第
=
二
号
古
墳
の
胡
籔
等
の
金
銅
製
品
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

3
茎
部
で
若
干
の
内
曲
を
示
す
鉄
刀
は
、
河
内
南
河
内
郡
黒
山
村
黒
姫
山
古
墳
(末
永
雅
雄
博
士
・森
浩
一氏
「河
内
黒
姫
山
古
墳
の
研
究
」大
阪
府交
化
財
調
査
撮告
害
第
一輯、
昭
和
二
八
年
)等
の
発
見
品
に

認
め
得
る
が
、
寡
少
例
に
属
す
る
。

4
外
装
さ
れ
な
い
ま
ま
刀
剣
身
の
み
を
副
葬
し
た
と
す
る
知
見
は
、
筑
前
糸
島
群
一
貴
山
村
銚
子
塚
古
塚
(小
林
行
雄
氏
「福
岡
県
糸
島
郡
一貴
山
村
旧
中
銚
子
塚
古
墳
の
研
究
」、
昭
和
二
七
年)や
河
内

南
河
内
郡
黒
山
村
黒
姫
山
古
墳
(前
掲
末
永
雅
雄
博
士
・森
浩
一氏
「河内
黒
姫
山古
墳
の研
究」)等
で
提
示
さ
れ
て
お
り
、
本
古
墳
で
も
か
か
る
事
例
の
一
に
加
え
ら
れ
る
。

第
二
節

妙
義
山
古
墳
群

一

第

一
号

古

墳

1

墳

丘

本
古
墳
は
墳
丘
の
縁
辺
か
ら
斜
面
へ
か
け
て
松
や
灌
木
が
多
く
茂
生
し
、
眺
望
を
遮
断
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
丘
陵
脊
梁
部
の
小
起

瘤
に
当

っ
て
い
る
た
め
ハ
当
代
に
お
け
る
篁
域
と
し
て
は
好
適
な
位
置
を
占
め
て
い
る
ば
か
ワ
で
な
く
、
規
模
も
頗
る
壮
大
で
あ
り
、
こ
の

西
北
と
西
南
と
に
隣
接
し
て
築
成
さ
れ
た
二
基
の
陪
塚
的
な
小
円
墳
と
合
わ
せ
、
実
に
主
墳
的
な
外
容
を
示
し
て
い
る
(図
版
第
八
)。

墳
丘
は
広
い
頂
上
平
坦
面
と
緩

い
傾
斜
面
と
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
た
円
形
墳
で
あ
っ
て
、
こ
の
径
は
頂
部
で
約
二
三
米
、
基
底
部
で
東
西

三
二
米
、
南
北
三
五
米
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
高
さ
は
四
米
に
も
充
た
な
い
実
状
か
ら
す
る
と
、
墳
丘
は
丘
陵
の
脊
よ
り

や
や
隆
起
し
た
程
度
の
低
平
な
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
墳
丘
の
変
容
は
、
も
と
よ
り
人
為
の
加
工
や
自
然
の
浸
蝕
に
成
因

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
て
復
原
的
に
推
測
す
る
な
ら
ば
、
す
く
な
く
と
も
高
さ
は
五
米
余
に
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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一
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桜
ヶ
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墳

第九図 桜ヶ丘出土甲冑片(実測,1:4)
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臼

玉

一
武
器刀剣鉾

五
顎

一
口

五

口
一
口

一
武
具
類衝

角
付
冑

短

甲

頸

鎧

数
箇

一
領

一
領

一
領

次
に
こ
れ
ら
遺
物
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
詳
説
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

金
銅
天
冠

一
箇

(図
版
第
四
・第
五
、第
五
図
)

発
掘
の
際
に
若
干
の
損
傷
を
蒙

っ
た
が
、
埋
納
当
初
か
ら

一
部
を
欠
損
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
前
額
部
に
当
て
る
帯
を
根
と
し
て
、

　　
　

こ
れ
に
三
支
の
立
挙
装
飾
を
附
加
し
て
あ
る
か
ら
、
形
態

の
上
で
は
、
「
額
当
式
」
に
属
し
、
「
立
挙
式
」
の
系
統
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

厚
さ
約

一
粍
の
銅
板
に
鍍
金
を
施
し
た
も
の
で
、
表
面
の
金
箔
は
燦
然
と
し
た
色
沢
を
放
ち
、
裏
面
は
銃
化
し
て
緑
青
色
を
帯
び
て
い
る
。

帯
は
右
側
を
欠
失
し
、
現
長
二
三
糎
と
な

っ
て
い
る
が
、
復
原
し
た
全
長
二
七
糎
を
測
り
、
端
末
の
幅
四
糎
、
中
央
立
挙

へ
向
か
う
ほ
ど
緩

や
か
な
山
形
の
隆
起
を
見
せ
、
そ
れ
と
の
接
触
部
で
幅
四
・
五
糎
。
上
縁
に
は
毛
彫
手
法
に
よ
る
二
条
の
並
行
線
と
、

こ
の
間
に
波
状
文
と

(2
)

珠
文
と
を
配
し
た
単
調
な
図
文
が
認
め
ら
れ
る
。
中
央
の
立
挙
は
長
さ

一
八
・七
糎
で
、
帯
と
一
連
の
金
銅
板
か
ら
な
り
、

こ
の
基
部
の
幅

四
・八
糎
を
測
る
に
対
し
、

上
端

へ
い
た
る
に
つ
れ
、
外
方
に
緩
や
か
な
脹
み
を
描
き
つ
つ
次
第
に
幅
を
減
じ
て
、
上
端
三
支
の
分
岐
都
で

二
・二
糎
と
な
る
。
中
央
と
左
右
の
三
支
に
分
れ
た
上
端
の
花
形
装
飾
は
、
中
央
の
も
の
が
や
や
折
損
し
て
い
る
が
、

恐
ら
く
先
端
宝
珠
形

を
呈
し
て
い
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
、
双
方
の
も
の
は
上
方
へ
向
か
い
半
円
を
描
い
て
尖
葉
形
に
終

っ
て
い
る
。
こ
の
縁
辺
に
そ
う
て
毛
彫

に
よ
る
並
行
線
と
、
更
に
基
部
か
ら
双
方
に
分
岐
す
る
二
支

の
下
縁
ま
で
、
帯
上
縁
の
波
状
文
と
珠
交
と
を
連
続
さ
せ
て
あ
る
。
中
央
立
挙

の
基
部
両
側
を
そ
れ
ぞ
れ
に
起
点
と
し
て
、
下
端
を

一
糎
余
帯
の
裏
面
に
重
ね
、
二
本
の
円
形
鋲
で
連
結
さ
れ
た
左
右
の
立
挙
り
は
、
右
方

を
欠
失
し
て
い
る
が
、
斜
上
方

へ
向
か
っ
て
大
き
く
弧
状
を
描
き
、
下
縁
で
一
度
屈
曲
し
て
先
端
尖
葉
形
に
終
る
。
こ
の
長
さ

=
二
糎
を
測

,

る
が
、
幅
は
帯
と
の
接
着
部
で
、
二
・三
糎
、
上
部
で
は
最
大
三
・三
糎
の
幅
広
と
な

っ
て
お
り
、
周
縁
に
は
や
は
り
並
行
線
と
波
状
文
及
び

珠
文
と
が
施
さ
れ
て
あ
る
。
な
お
、
右
側
の
帯
裏
に
竪
櫛
、
左
方

の
立
挙
裏
面
に
布
鳥
残
片
が
そ
れ
ぞ
れ
錺
着
し
て
い
た
。
後
者
は
目
の
粗

い
平
織
の
麻
布
系
統
に
属
す
る
も
の
で
、
或
は
冠
帯
内
面
に
綴
付
け
て
頭
部
を
被
覆
す
る
布
の
残
片
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

竹

櫛

【
枚
(図
版
第
五
・第
六
図
1
)

冠
帯
の
裏
面
に
銃
着
遺
存
し
た
も
の
で
、
竪
櫛
の
系
統
に
属
す
る
。
腐
朽
が
甚
し
い
た
め
に
歯
部
の
大
半
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
仔
細
に

観
察
す
る
と
、

径
約

一
粍
程
度
の
細
割
竹
八
本
を
並
列
し
て
中
央
で
半
円
形
状
に
屈
曲
さ
せ
、

縦
横
に
細
い
数
条
の
繊
維
を
巻
い
て
固
定

1
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一
節

桜
ヶ
丘
古
墳

第五図(1)桜 ケ丘古墳出土天冠(実測,ユ:3)(2)模造復原天冠(実測,1:3)

し
、
こ
れ
に
黒
漆

を
塗
布
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

頭
部
は
長
さ

一
・

一
糎
、
歯
と
の
接

続
部
で
幅

一
・
五

糎
。
比
較
的
小
形

品
で
あ
る
。

勾

玉

一
穎

(図
版
第
六
、
第
hハ
図

2
)

弧
形
に
湾
曲
し

て
、
未
だ
コ
字
形

3435
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36のに定式化しない整斉な形状を具える。石質は焉瑞で、半透明の飴色を帯び、

雛

溝
鵡
罫

藁纐
鍾樋

梅掴

曜

鶉…

◎

羅購

ポ

ー

ー
壽

巧㎝

:

:

姻

で
、

大
小
が
あ
っ
て
一

定
し
な
い
。

第
-
表
に
示
し
た
如
く
長
さ
五
.
五
～
三,
八

粍

第

径
八
～
四
・
五
粍。
一

方
穿
孔
式
で
孔
径
二
～

丁
二
粍

ノ

幽

而

㎞…
秘

計
ボ

径

玉
一-

丸

さ

表

厚審 灘

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同

岡

1

m

回

齢

6

耐渇小4

刷

城

均

第平

欄撫劉刮長祠

羅

…
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…

…

;〃

…

…

…〃

⑱訓刎鯛
平

昆

櫨

銘

櫨
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踊
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』

』
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渇

。-

』

』
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5

5

3

5

95「OFO「D44

5

』

』

β444りQ

-

認

射

銘

認
加

銘

認

認

認

招B
L
L

士
L
L

L
LL

穏

穏
"

ー

一

-

-

-

-

-
-

-

:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
30

31

32

33
34

35

小

玉

三
五

穎(

図版

第六
・
第
六

図
4
)

同
じ
く
ガ
ラ
ス
製、

総
数
三
五
顯
の
う
ち
、

黄
色
の
も
の
二
願
を
除
く
ほ
か
は、

淡青

色
を
帯び

て
い
る
。

い
ず
れ
も
縦
断
面
が
不
規
則

な
楕
円
形
を
呈
し、

第
2
表
の
如
く
平
均
値
は
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
二
粍、

径
三

二

粍、

孔
径○

・
八
粍、

臼

玉

五
穎(
図
版
第
六、
第六

図
5
)

Y

人

滑
石
製
で
、

灰
褐色

の
も
の
二
頼、

灰
青
色
の
も
の
三
頼、

不
整形

で
平
均値

は
長
さ
二
粍、

径
三
・
六
粍、

孔
径

丁
一

耗
を
測
る
。

鉄

直
刀

一

ロ
(図

版
第六
、
第七

図
-)

完
形を

保
っ
て
い
る
が、

鞘
や.
柄
等
の
装
具
を
着
装
し
た
痕
跡
を
留
め
な
い
。

茎
部
に
お
い
て
や
や
内
曲
を
示
す
の
が
特
徴
的
で
あ
る
け(3)れども刃部の断面が二等辺三角形の通有な平造となっており、鋒部に若干のふくらみを与えている。全長一〇二・八糎

を
測
り、

茎
部
の
長
さ
一

七
・
五
糎、

幅
約
二
糎、

厚
さ
約
五
粍、

刃
部
の
長
さ
八
五・
三
糎、

幅
約
三
糎、

厚
さ
約
五
粍
で
あ
る
。

鉄

剣

五
ロ
(図

版
第
六、
第
七
図
2
～
6)

(
4)大小不同であるが、通じて装具の施された痕跡を認め得ないのは、前記の刀と共に身のみを納置したxめであろう

。

五
口
中、

三
口
は
完
形
を
保
ち
、

他
の
二
口
は
鋒
部
や
茎
尻
を
欠
損
し
て
い
る
。

刃
部
に
部分

的
な
錦
を
有
し
て
断
面
菱
形を

呈
し、

茎部

岡雌捌旺棲第

醐倒
孔

降
鍵酌

色

色褐〃青

〃

〃灰灰Mωωωω

5

⑩

潟

'5

矧」qqUOδ33』』』3。839臼211123」45

に
目
釘
孔
の
存
在
を
認
め
得
る
も
の
二
口
が
あ
り(
第
六
図
3.
4×

第
4
表

脇
に
示
し

空

口
は
、

天
冠
と」i伴出したものである(第六図2)。1鉄鉾一口(図版第六、第七図7)舗袋部及び鋒部の両端をやや損傷しており、現長二八・五糎。袋部断面は円形を呈し、径上劉端一・五糎、下端三糎を測るが、挿入部の朽化が甚しいために詳細は知り得ない。刃部は長劇さ一三・五糎幅二・七～一三糎厚さ六耗内外で、錦を有しない・

刀
の

酷鵬騰
靴
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二
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ち
、
石
室
中
央
部
を
起
点
と
し
て
石
室
主
軸
及
び
こ
れ
と
直
交
す
る
二
方
向
に
設
定
し
た
発
掘
坑
の
所
見
か
ら
す
る
と
、
内
部
主
体
は
原
地

表
面
を
平
夷
し
て
後
、
地
山
を
更
に
三
、
四
〇
糎
掘
穿

っ
て
構
築
さ
れ
て
お
り
(第
三
図
)、

墳
丘
は
地
山
上
面
を
基
礎
と
し
て
全
く
人
為
的
に

築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。
従

っ
て
、
よ
し
や
築
積
さ
れ
た
墳
丘
の
高
さ
が
五
米
に
も
充
た
な
い
小
規
模
な
も
の
で

あ

っ
た
と
し
て
も
、
丘
陵
脊
梁
部
と
墳
丘
と
が
画
然
と
し
た
限
界
を
示
す
こ
と
N
な
り
、
ま
た
、
丘
陵
の
北
・東
・西
の
三
方
が
急
傾
斜
面
を

も
っ
て
下
降
す
る
た
め
に
、
本
来
は
遠
方
か
ら
も
眺
望
の
き
く
隆
然
と
し
た
外
観
を
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
(図
版
第
一)
。

二

内

部

主

体

本
古
墳
の
内
部
主
体
は
墳
丘
の
ほ
ぼ
中
心
部
を
通

っ
て
西
南
か
ら
東
北
方
向
に
主
軸
を
置
く
も
の
で
、
竪
穴
式
石
室
の
系
統
に
包
括
せ
ら

れ
る
が
、
主
室
に
副
室
と
目
さ
れ
る
附
属
施
設
を
併
設
し
て
あ
る
点
に
、

一
応
構
造
上
の
特
色
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
西
南
側
に
構
築
さ
れ
た
主
室
と
み
る
べ
き
構
造
は
、
用
林
の
大
多
数
が
す
で
に
取
除
か
れ
て
僅
か
に
一
五
箇
の
不
正
形
な
自

然
石
が
散
在
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
構
造
の
実
際
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
臼
然
石
の
上
面
は
後
述
す
る

副
室
の
周
壁
上
面
と
ほ
ぼ
同
高
位
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
西
側
の
も
の
は
副
室
の
側
壁
と
同

一
線
上
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
や
、
い
ず
れ

も
床
面
と
密
着
し
て
移
動
遊
離
し
た
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
壁
石
の
遺
存
部
と
推
定
し
て
誤
認
で
な
い
と
す
れ
ば
、
主
室
内

法
の
長
さ
二
・五
米
、
幅
一
・
二
米
の
矩
形
平
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
(図
版
第
二
、第
四
図
)。

主
室
東
北
壁
の
外
側
に
接
続
し
て
造
付
け
ら
れ
た
副
室
は
、
お
お
む
ね
丸
味
を
帯
び
た
河
原
石
を
用
材
と
し
て
構
築
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の

西
南
壁
は
、
前
記
の
如
く
、
主
室
の
そ
れ
と
同

一
線
上
に
並
設
さ
れ
、
周
壁
上
面
を
同
高
位
に
保
ち
、
両
室
の
境
界
部
に
は
石
塊
を
並
べ
置

い
て
区
画
し
、
床
面
が
主
室
の
そ
れ
よ
り
約

一
〇
糎
高
め
ら
れ
て
い
る
。
周
壁
上
端
に
お
い
て
長
さ
二
.五
米
、
幅

一
.
四
米
を
測
定
す
る
が
、

基
底
の
内
法
長
さ

一
・
八
五
米
、
幅
六
〇
糎
内
外
と
い
う
頗
る
小
規
模
な
矩
形
平
面
を
有
し
、
高
さ
も
僅
か
三
〇
糎
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
二
、

三
段
の
石
積
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
周
壁
は
、
こ
の
基
底
石
を
か
な
り
内
方

へ
持
出
し
て
床
面
を
極
度

に
狭
め
、
周
壁
と
床
と
の
限
界
が
す
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み
で
あ
る
。

た
ちあ
がり

副
室
内
で
は
、
中
央
部

に
裏
面
を
上
方
に
向
け
た
天
冠

一
箇
が
遺
存
し
、
そ
の
立
挙
部
先
端
か
ら
五
糎
離
れ
た
南
側
に
茎
尻
を
置
く
剣

一

口
が
、
天
冠
と
ほ
ぼ

一
線
上
に
併
存
し
て
い
た
。
ま
た
、
天
冠
裏
面
に
は
、
帯
部
に
竪
櫛

一
枚
と
立
挙
部
に
布
吊
残
片
と
が
そ
れ
ぞ
れ
附
着

し
て
お
り
、
木
質
遺
材
を
混
有
す
る
厚
さ
二
、
三
〇
糎
の
灰
黄
色
粘
土
が
こ
れ
ら
の
遺
物
を
被
覆
し
、
前
述
の
如
く
敷
石
上
面
に
及
ん
で
固

着
し
て
い
た
。
な
お
、
該
室
で
は
遣
骸
収
納
の
事
実
を
徴
証
す
べ
き
痕
跡
を
何
ら
認
あ
て
い
な
い
(図
版
第
三
、第
ヨ
凶
。

以
上
の
ほ
か
に
、
勾
玉

一
穎

・
丸
玉
九
穎

・
小
玉
三
五
願

・
臼
玉
五
願
等
の
装
身
具
類
を
挙
げ
得
る
が
、
い
ず
れ
も
副
室
の
東
北
外
側
よ

り
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
錯
雑
す
る
堆
積
土
中
に
混
在
し
た
状
態
は
、
明
ら
か
に
後
世
の
人
為
的
な
移
動
に
よ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
こ
の
地
に
小
亭
を
建
て
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
そ
の
折
の
破
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

主
体
の
構
造
と
遺
物
の
出
土
状
態
と
に
関
す
る
実
際
は
、
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ
れ
に
連
な
る

一
、
二
の
所
見
を
附
記
し
て

置
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
本
古
墳
に
お
け
る
主
体
構
造
の
特
色
と
さ
れ
る
点
は
、

一
種
の
竪
穴
式
石
室
を
中
核
と
し
て
、
片
側
に
小
室
を
造

り
添
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
主
室
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
構
造
は
詳
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
、
調
査
前
に
お
い
て
、
主
室

直
上
部
附
近
に
一
括
集
積
さ
れ
て
い
た
自
然
石
が
主
室
構
成
の
用
材
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
数
量
か
ら
想
定
し
て
、
恐
ら
く
副
室
と
ほ

ぼ
同
巧
な
構
築
法
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
両
室
の
一
側
壁
が
同

一
線
上
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
壁
上

端
が
等
高
位
を
示
す
こ
と
な
ど
か
ら
み
る
に
、
両
室
が
同
時
築
成
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
察
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
竪
穴
式
石
室
の
場
合
に
お
け
る
上
面
の
被
覆
設
備
と
し
て
は
、
蓋
石
を
架
構
す
る
こ
と
が
最
も
通
有
な
方
法
と
い
え
る
の
で
あ
る

が
、
本
石
室
で
は
、
こ
の
種
施
設
の
形
跡
を
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
墳
丘
の
ほ
と
ん
ど
削
平
さ
れ
た
実
状
に
お
い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い

が
、
副
室
内
面
に
貼
付
い
た
灰
黄
色
粘
土
と
粘
土
に
混
在
し
た
木
質
遺
材
と
の
検
証
か
ら
、
石
室
内
に
木
製
容
器
を
安
置
し
た
後
、
そ
の
上

　　
　

面
を
直
接
粘
土
で
覆
う
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
副
室
で
の
現
高
が
遺
物
を
副
葬
し
得
る
程
度
の
空
間
を
も

っ
て

い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
遺
骸
を
収
納
し
た
場
合
を
想
定
し
て
み
る
と
、
周
壁
は
い
さ
さ
か
低
き
に
失
す
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
、
周
壁
の

az
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こ
ぶ
る
明
瞭
を
欠
く
ば
か
り
で
な
く
、
四
隅
も
ま
た
不
整
然
な
鈍
い
直
角
を
示
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
丸
味
を
帯
び
た
自
然
石
を
用
材
と
す

る
石
室
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
に
周
壁
に
は
甚
し
い
空
隙
を
生
じ
て
お
り
、
そ
の
た
め
粘
着
度
の
高

い
黄
褐
色
土
壌
で
空
隙
を
充
填
し
て
、
壁

石
の
固
定
を
は
か
っ
て
い
た
。
床
は
地
山
に
、
総
じ
て
扁
平
な
石
を
敷
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
副
室
外
側

の
所
見
か
ら
す
る
と
、
敷
石
上

面
は
地
山
の
原
表
面
よ
り
も
、
な
お
、
三
〇
糎
余
下
位
に
当
っ
て
お
り
、
石
室
の
構
築
範
囲
だ
け
地
山
を
掘
下
げ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

該
敷
石
に
は
す
こ
ぶ
る
粘
着
性

に
富
ん
だ
灰
黄
色
の
粘
土
が

一
面
に
貼
着
い
て
い
る
の
を
認
め
た
(図
版
第
.一、第
四
図
)。

次
に
、
遺
物
の
出
土
状
態
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
ま
ず
主
室
と
称
す
べ
き
遺
構
で
は
、
全
く
副
葬
品
の
検
出
が
な
く
、
ま
た
、
調
査
前

に
お
い
て
す
で
に
取
出
さ
れ
た
刀

一
口

・
剣
四
口

・
鉾

一
口

・
鉄
鍼
数
個
や
、

衝
角
付
胃
・短
甲
・頸
鎧
各

一
領
等
の
武
器
・武
具
類
の
配
置

状
況
に
つ
い
て
も
、
全
く
明
瞭
を
欠
い
て
、
た
だ
こ
れ
ら

一
群
の
遣
物
は
、
主
室
内
に
一
括
納
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
の

第
一
節

桜
ヶ
丘
古
墳

桜ヶ丘古墳石室および遺物出土状態(実測,1:40)第四図
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信濃浅間古墳031頁/053

高

さ
を
更

に
加
算
し

て
考

え
ね
ば

な
ら

な

い
こ
と

に
な

る
。
と

ま
れ
、

本
副
室

が
原
状

を
保

っ
て
い
る
と

い
う
観
察
を
前
提

と
す

る
場
合
、

内
部

主
体

の
存

在
を
示

す
区
画

で
し
か

な

い
ほ
ど

の
小
規

模
な
石
室

で
は
、
遺

品

の
収
納

を
目
的

と
し
た
構
造

と
理
解
す

る

の
ほ
か
な

い
の

で
あ

り
、
ま

た
、
蓋
石

が
架
設

さ
れ
な

か

っ
た
と
す
れ
ば

、

こ
れ

に
代
る
も

の
と
し

て
粘

土
を
被
覆

し
た
と
す

る
想
定
が
最

も
妥
当

な
よ
う

(3
)

(4)

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
同
趣
な
遺
例

は

、
近

江
東
浅
井

郡
湯
田
村
雲

雀
山
第

二
号
墳

や
上
野
多
野

郡
平
井
村
茶

臼
山
古
墳

等
に
も
認

め
ら
れ

た
如

く
、
竪
穴

式
石
室

の
最
も
簡

略
化

さ
れ

た

一
つ
の
限
界
を
示

す
も

の
と
し
て
、
改

め
て
注
意

さ
れ
る

べ
き
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

註
1
こ
れ
ら
の
遺
物
が
学
的
調
査
を
経
ず
に
不
用
意
に
持
出
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
章
原
嘉
藤
氏
の
記
述
に
詳
し
い
。

2
副
室
内
に
貼
付
い
た
灰
黄
色
粘
土
は
精
選
さ
れ
て
い
て
、
粘
着
度
が
す
こ
ぶ
る
高
く
、
周
壁
の
空
隙
を
充
し
て
い
た
粘
土
と
は
、
色
調
ヤ
土
質
の
点
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
差

異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
木
質
遺
材

は
該
粘
土
を
被
覆
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
が
、
朽
化
が
甚
し
い
た
め
、
木
質
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
板
状
の
も
の

で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

3
直
木
孝
次
郎
・藤
原
光
輝
「滋
賀
県
東
浅
井
郡
湯
田
村
雲
雀
山
古
墳
調
査
報
告
」(大
阪
市
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
教
室
紀
要
第
一冊
、
昭
和
二
八
年
)

4
後
藤
守

一
・相
川
寵
雄
「多
野
郡
平
井
村
白

石
稲
荷
山
古
墳
」(群
馬
県
史
跡
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
冊
、
昭
和
一
一年
)

三

遺

物

本
古
墳
の
遺
物
と
し
て
挙
げ
得
る
も
の
は
、
今
次
発
掘
に
際
し
、
副
室
内
よ
り
検
出
さ
れ
た
副
葬
品
と
、
副
室
東
側

の
排
土
中
に
混
在
し

て
い
た
若
干
の
玉
類
、
及
び
調
査
に
先
立
っ
て
主
室
内
か
ら
す
で
に
採
取
さ
れ
た
一
群
の
武
器
.武
具
類
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
品
目
と
数

量
と
を

一
括
表
示
し
て
み
る
と
、
左
の
通
り
に
な
る
。

装
身
具
類

一

天

冠

一
箇

竹

櫛

一
枚

第
一節

桜
ヶ
丘
古
墳

小 丸 勾

玉 玉 玉

一
穎

九
穎

三
五
穎
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第
一章

序
説

よ
び
小
県
郡
和
田
村
の
男
女
倉
遺
跡
、
当
桜
ケ
丘
古
墳
と
関
係
遺
物
、

松
本
市
中
山
考
古
館
・信
濃
勅
旨
牧
牧
監
庁
趾
、
塩
尻
市
宗
賀
地
区

平
出
遺
跡
考
古
博
物
館
等
御
視
察
の
た
め
入
信
さ
れ
た
が
、
同
月
二
七
日
、
浅
間
温
泉
小
柳
の
湯
に
宿
泊
さ
れ
、
翌
二
八
日
朝
、
村
長
三
浦

忠
夫
氏
の
案
内
で
、

桜
ヶ
丘
古
墳
の
現
場
を
見
学
、
引
き
つ
づ
き
本
郷
村
役
場
に
立
寄
ら
れ
、

桜
ヶ
丘
・
妙
義
山
両
古
墳
の
出
土
遺
物
を
大

場
氏
の
説
明
で
御
覧
に
な
ら
れ
た
。

以
上
が
桜
ヶ
丘
・
妙
義
山
古
墳
と
浅
間
周
辺
古
墳
群
等
調
査

に
関
す
る
経

過
の
概
要
で
あ
る
。

な
お
本
調
書
に
要
し
た
費
用
村
誌
約
八
○

万
円
で
あ
る
。
そ
の
後
、
予
定
し
た
報
告
書
の
件
も
、
雑
誌
に
よ
る
発
表
で
は
簡
略
に
す
ぎ
る
の
で
、
単
行
本
と
し
て
世
に
問
い
た
い
と
の

村
当
局
の
意
向
も
あ
り
、
改
め
て
本
書
編
纂

の
こ
と
が
決
定
し
た
。
当
初
の
計
画
と
し
て
は
、

一
志
茂
樹
氏
の
古
代
・
中
世
の
浅
間
、
藤
沢

宗
平
氏
の
浅
間
付
近
の
考
古
学
的
調
査
の
概
要
も
加
え
る
こ
と
と
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
こ
れ
を
後
口
出
版
す
る
本
郷
村
史
に
ゆ
ず
る
こ
と

と
し
、
今
回
は
桜
ヶ
丘
・妙
義
山
両
古
墳
を
中
心
と
す
る
報
告
書
に
と
ど
め
た
。

zs
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第

二

章

発

掘

調

査

信濃浅間古墳/049

第

一節

桜

ヶ

丘

古

墳

一

墳

丘

本
古
墳
は
、
前
節
に
記
し
た
如
く
前
面
が
平
地
に
臨
み
、
背
後
が
急

激
に
山
丘
へ
と
上
昇
す
る
舌
状
丘
陵
の
突
端
部
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
自
然
の
浸
蝕
作
用
や
人
為
に
よ
る
破
壊
が
墳
丘
全
面

に
及
ん
で
い
て
変
貌
を
来
し
、
主
体
構
造
も
危
険
に
頻
す
る
ま
で
に
た

ち
い
た
っ
た
段
階
に
あ
っ
た
の
で
、
丘
墳
の
原
状
を
明
確

に
認
め
よ
う

と
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
墳
丘
の
著
し
く
平
夷
さ
れ
た
実
状
に
お
い
て
、
規
模
を

測
定
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
に
近
い
が
、
僅
か
に
残
存
す
る
東

側
の
局
部
地
点
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
径
お
よ
そ

一
五
米
の
円
形
墳
と
想

定
さ
れ
る
(図
版
第
二
・第
三
図
)。

と
こ
ろ
で
、
本
墳
の
墳
丘
が
狭
長
な
丘

陵
の
脊
梁
部
上
に
占
地
し
な
が
ら
も
、
自
然
の
隆
起
部
を
修
飾
利
用
し

て
築
成
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
内
部
主
体
の
所
在
地
点
の

状
況
か
ら
容
易
に
看
取
せ
ら
れ
た
が
、
発
掘
経
過
の
間
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
点
に
か
な
り
適
確
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ

第
二
節

桜
ヶ
丘
古
墳

第三図 桜ヶ丘古墳墳丘(実測1:400)
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彩

早

r
説

汝
ヶ
丘
占
墳

の
調

査
け
人
場

氏
目

ら
陣

頭

に
立

,
て
主
榔
那

の
精

査
を
続

け

な
か
、
榔
床
部

の
露
出
ム

す
入
、
残

存
遺
物

の
取

り
あ
け

も

終

り
と
な

、
た
頃
、

主
室

の
外

黒
北
部

に
近
/
、、
へk
b
、

一
つ
の
ト
副
室

か
礫

に
か
こ
重
れ

て
あ
る

こ
と

か
発
見

・.
扱
た

の
て
、

副
{至
の
側

壁
を

～
す

阿
床
礫

の
「路
頭

を
追

っ
た
を

こ
ろ
、
地
表
下

b
す

か

一
7-
糎
余

の
箇
処

に
、

前
記

の
鉄

剣
と
天

冠
と

か
発

見

・・
れ
九
の
て
ち
る
。

全
面

は
特

に
艮
質

の
粘
∵
エ
て
覆

わ

れ
、
非

常

に
堅
く

張

り
つ
い
て

い
た

の
て
、
燦

然
彪
ろ
金
色

に
自
いを

の
み
な

か
ら
も
、
甲
急

に
取

り
あ

げ

る

二
と
ち
な

ら
す
、

慎
重
細

心
に
取

り
あ
げ
作
某

か
続
げ

ら
'丑
に
、

㌔
ま
た

ま
見
学

の
た

め
来

会
さ
れ

て
い
た

松
本

深
池

尚
等

学
校
教
諭

藤

沢

小
平

氏

の
助
・刀
〃
一得
、

人
旧物
氏

の
発
出条
に
ユ
る
水

a

.
-仏
か
」ー
り
り
て
粘

-土
を
滴
一当
-
に
わー
わ
ら
け
、

竹

へ
ら
を
一し

つ
て
徐

々
に
口柏
i]
か
・削

、
'夕
刻
近
・

ま
て

か
か

っ
て
、

、一
乙
ん
-、し
冗
全

に
近

い
形

て
取

り
あ
け
を
終

っ
た

天
冠

は
銅
地
金
張

り
て
、

畏

間
に
ば
布

目

の
錆

ひ
つ

・、c
仏
あ

つ
、
竹
製
縦

櫛

の
鍋
義

ら
認

の
ら

技
た

二
の

よ
♪
に
ー
て
桜

ヶ
丘
古

墳

は
、
意

外

へ、副
室

り
発
見

や
、

貢

甲

∴
,麩
物

の
採
取

か
レ・」

指
た

か
、

主
榔
部

の
大
部
分

は
鼓
茸
月

の
風

山
己
・.㌔ら
、、・μ
、

か

つ
人
為

的

な
破
壊

も
受
け
、

封
1

の
大

半
を
失

い
、

ぱ
ほ
床

面

の
人
状

況

.-
あ

る
の
て
、

こ
れ
以
ヒ

の
発
掘
も

必
要

績
く
、

今
後

.隊
主

力
を
妙
義

山
第

一
号

墳

に
結
集

し
て
調
査

を
進
め

九

.

妙
義

山
第

一
号

墳
は
、

初
日
U
来

女
ら
塑
中

字
校
硅
徒

を
中
心

に
、

松
本

県
与
日

局
等
学

校
・松

本
蛉

.
崎

高
笠
学
校

4
徒
、

本
郷
村

失

業
対
筑
委

員
会

の
人
夫
等
、

連

日

.
＼
C
人
近

い
人

々
の
応
援

を
得
て
発
掘

を
す
す

め
た
が
、

由
径

一
一月
米
、

,り

、画

米
余

の
円
墳

て
ち

り
、

二
と

に
・ガ
の
封
ー

は
・は
キ
ん

と
が
堅

い
桔

i

の
堆
積

て
あ

る

の
て
、

作
業

は
遅

々

ご
L

て
進

ま
す
、

・ガ
の
」
、

中
央
主
体

部
を
目

さ
L

て
入

れ

し
放
射
状

の
ト

レ

ノ
チ

よ
、

米

近

い
深
度

を

小
し
た
に
も

か
か
お
ら
ず
、

何
ら
手

か
か

ゆ
を
得

る
こ
と

カ

…
λ
、
か

っ
た

し
か

し
、
九

月

一日
、

中
央
部

か
b
南
力

に
近
く
、
小

佃
窒
状

の
構

造
物
を
発

見
し
七

の
て
、

.
同
疑

或
ゐ

り
ら
に
翌

日
允
掘
し
た

と
こ
ろ
、
内

部

か

り
近
世

の
瓦
月

や
、
木
材

の
腐
朽

し
ん

b
の
へ
・
と
か
出
」L
し
、
失
望

さ
せ
た

か
、

見
学
中

の
材
人

の
融

言
に

レ
リ
、

二
こ
に
妙
義
山
神

d

戸
建

ゾ
き
れ

て

し
た
頃
、
祭

礼

の

と
き

幟
を
・必
て
た
台
名

の

.
耶
て
あ

る
こ
と

か
判

明
し

た

.

司
月

八
[

に
.一、

か
ね

て
か

り
隊
上

目
衛
隊
松
本

栴
屯
部
隊

に
依
頼

し
て
あ

っ
た
地
雷
探
知
機

に
よ
り
、
封

ー
内

凸
調
査
を
試

孜
る

こ
と

レ
一ら
り
、

隊
員
平

出
治
国
・
大
川
慶

武
・柏

木
徳
-
心
の

一氏

か
こ
ね
を
実
施

し
た
。
午

前
中
ば
も

っ
は

ら
探

知
の
結
果

.」
注
畠
いし

た
か
、

い
た

2ｰ
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第

一単

序

説

い
、

そ
れ

ぞ
れ
当
時

の
も
の

て
あ

る
こ

と
か
確

認
ざ
れ

た
.

}
の
後
、

九
月

一
九

[口
の
期
間

ま
て

に
現

地
の
残
務
整

理
と
多
量

な
出
土
遺

物

の
処
理

に
忙

殺
・.、れ
た
か
、

そ
の
間
、
九

月
八
日

に
は
本

郷

小
学
校
体

育
館

に
お
い
て
、
大
場
氏

に
よ
る
今

次
発
掘
調
査

を
中
心

と
す
る
古
墳

文
化

に
つ
い
て

の
講
演

と
、
今
次
出
ヨ

の
遺
物

の
展

一爪
と

を
行
な

い
、
多

数

の
来
会

者

に
深

い
感

銘
を
与

え
た
。

つ

い
て
九

月
二
二

日
、

本
郷
村
役

場
に

・,
い
て
、
同
村

議
会
議
員
諸

氏

か
参

集
し
、

発

掘
経
過

の
概
要

と
、
今

後

の
処
置

に

つ
い
て
協
議

し
た
か
、
人

場
氏

の
助

一一口
も
あ

り
、

ざ
ら

に
妙

義
山
占
墳

の
実
態
を
究

め
る

こ
と
、
古

墳

堆
復

兀
保

存
等

の
こ
と
を
議

し
、
そ

の
費

用
等

ば
来
年

匿
予
算

に
計
上
す

る
等
基
本
力

針
を
定

め
五
、
ハ、
いp
、
出
i

の
直

物
は
、
調

査
中

,て
の

.
部

を
国
学
院
大

学

に
、

そ
の
他

を
本

郷
村
役
場

内

に
保
省

す
る

こ
と
と
し

た
。

二

第
二
次
調
査

か
く

て
昭
和
一

一
年

一
〇
月

一
日
か

ら
同
月
七

日
ま
.、
の
し

口
間

に
わ
た
り
、
村
当

局
は
再

度
の
調
杳

を
す
る

こ

r7
こ
ー
、
再

ひ
大
易
磐

雄
・金

谷
克
己

両
氏
と
筆
老

と
を
、

ま

た
、

浅
間

の
古

代
史

に
関

す
る
事
項

等

に
つ
い
て
は

一
志

茂
樹
氏

を
、

窄
わ

ガ
"
凋
査
者

に
依
頼
し

た
。
今
回

も
第

次

の
調
査

に
協
力
願

っ
た
個
人

や
団

体

の
支
援

を
得
、
国

学
院
大

字
か
ら
.田
金
谷

氏

の
助
手

と
し

て
同

人
学
学
縫

局
木
康

硅
氏
か
凋
査

に
参
加

し
六
。
妙
義

山
第

一
弓

墳

の
東

西
の
ト

レ

ノ
チ
を
墳

丘
底

面
ま

て
掘

つ
割

り
、

依
殊
い
と
L
ご
小
明

-
キ
体
部

の
探

隼
古

墳

封
」

の
堆
積

状
態
、

封

土
構
造

の
調

査

等
を
続

行
す
る

こ
と
と
し
た
。

発
掘

は
、

前
回

と
同
様
困
難

を
き

わ
め
た

か
、

封
十
堆

積
状
況

と
、
古
墳

の
封
f
構
造

の
実
測

図
は
、

金
谷

氏

の
呂

心
に
よ

ウ
、
精

岳

に
仕

ヒ
け
る

こ
と
か

て
き

た
,,

同
月

11
日
に

い
た

っ
て
墳
丘

西
部

の

封
⊥
ド

に
径

一
米

余

に
わ

た

っ
て
相
当

昆

の
焼
⊥

と
、

土
師
器
月

・木
炭

料
等
を
発
見

し
、

一
同
は

俄

然
色
め
ぎ

吃

っ
た

か
、
こ
れ
ら
は
封

土
の
盛

り
上
げ
中

に
起

き
た
混

入
物

て
あ

る
こ
と
か

わ
か
り
失
望

さ
せ
た
.

士
た
、
六
日
か

ら
は
第
二

弓

墳
の
残
部
調

査
を

お
こ
な

っ
五
か
、
小
量

の
鉄
錫

月
・硝

野
製
小
玉

・偶
月

を
発
見

し
た

に
と

と
ま

っ
た
.
な
b
、
篇

り
墳

の
発
掘

ち
同
時

に
お

こ
な

い
、

東
西

に

一
条

の
ト
レ

ノ

チ
を
入
れ
、
中
央

部
を
底
部

ま
て
縦
断

し
た
か
、

地
ド
ニ
米

に
達
す

る
も
、小

星
の
弥
生
式

士
器
ハ

・

24
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る

二
こ
ろ
に
金
属

埋
蔵
の
徴
候

か
あ
ら

わ
れ
、

一
同

を
喜

は

せ
た
か
、
今
后

と
な

っ
て
そ
の
反
応

地
点
を
発

掘
し

た
と
こ
ろ
、
何

ら

の
遺
物

に

㌧
、

ま
た
、
主
体

部
ら

し
い
も

の
に
も
遭
遇
す

・⇔
こ
と

か
て
き
な

か

っ
た
。

こ
れ
ば
探
知
機

の
性
能

か
鋭
く
、
感

度
か

・回
い

た
め
、

r
中

の
砂
鉄

分
等

か
反
応

し
ん
た
め
て
あ

っ
た
。
し

か
し
本
日

の
発
掘
中
、
封

土
中

か
ら
弥
生
式
f

器
片
・
土
師
器

月
・
右
斧
・
石
包
丁

・木
炭

垢
等

か
整
、見

k
淑
、
明

ら
が

∴
人

工

に
よ

る
封

士

の
築
造

て

あ
る
こ
と

か
わ

か

っ
た
。

さ
ら

に
発
掘

の
進
む

に

つ
ね
、
墳

丘

の
大
部

分

に
閃
緑

岩

質

の
円
礫

の
葺
石

か
あ

る
こ
と
な
と

も
判
明

し
た
。

現
状

に
ち

い
て
は
、
が

か
る
多
量

の
体
積
を
も

つ
こ

の
占
墳

を
徹
底

的
に
掘

り
平

げ
る

こ
と
は
不
可
能

て
あ
る

の
て
、

.
応

発
掘

を
中

止

L
、
前

面
左
右

の
暗
塚

ら
し

い
「
基

の
小
円
墳

の
調

査
を
実
施

す
る

こ
と
と
し
た
.

北
部

の

一
基
妙
義
山
第

二
旦、・墳

は
、
す

て
に
あ
る
令
代

に
読
掘

章・一
れ
て

ち
り
、
墳
形

も
崩
れ
、

轡
か

に
跡
形

を
と
と

め
て

い
る

に
す
・.c
な

か

っ
九
か
、
付

近

に
ば
第

[η
墳

の
葺
右

と
同

様

の
閃

緑

岩
質

の
角

礫

の
散
乱

か
点

ら

ね
た

、
南
方

の
小
円
墳

、
す

な
わ
ち
第

}号
墳

ば
、
規
模

は
同

し
く
ら

い
て
、

墳
丘

は

.棒
は
完
全
、

丘
上

に
赤

松

か
d

て
て

い
た

.
同
墳

に
墳

形

か
余

ウ
崩
れ

て
い
な

い
の
て
、
近
年
村

民
の
好

奇
心
に
よ

9
、

中
心
部

の
発
掘

か
侵
・、・
双
'
≒か
、

何

ら
目

、一
」

い
遺
物

の
発

見
は

.よ
く
、
内
部

に
灰
層

ζ
骨

昌
を
多
少

認
め
る

に
す
義、・な

か

っ
た
。

陀
批

調
査

ぱ
、
第

二
弓
墳

か
ら
進

め
た
か
、
・ゲ
、ン

冒
へ
、
悶

逗
よ
く

面
室

の
側
壁

の
石
積

か
ち

り
わ
れ
、

さ

り
に
中
央
耶
地
下

に
向
北

に

共

h
竹
室
部

を
発

見
し
、
遺
物

と
し

て
は
、
九
月

し
日
、

硝

f
製
色

丸
玉
四
九

・練
⊥

一
・金
環

一
.
・轡

一等

を
発
見

ー
、

翌

八
日

に
は
、
麺

ー
製
循

L

一
、
、
二

日
に
は
、
峰

刀
二
・
刀
子

一
・硝
イ
製

小
長
∴

・碧

十
製
管
五

・練
玉

・滑

石
製
小

ユ

一
・
吃
碧
製
応

ー
/-
・水
昌
製

切
・手

ー

・金
環

丁
鉄

錫
た

か
発

見
…
れ

た

、
同

一
一
一日

に
は
、

水
蹟

製
切
F
玉

二
・金
環

・鉄

月

一
・人
屑
増

数
箇
等
、

四

口

に
ば

珂
恥
製

コ

ー

一・
岩
⊥
製
管

玉
二
・滑

石
製
臼

玉
二
・
而
子
製
丸

k
四
四
・
硝
f
製

小
L
四

一
・金
環

四
・
刀
子
11
・鉄
血
三

し
・鞠

.

ガあ

他

鉄
製
共
残

昌

の
出

L
を
見

た
,

・、・ら
に
翌

一
血
日
に

な
っ
て

か
ら
も
硝
f

製
丸

k

一
・鉄

蹴

.
二

・轡

一
・人
目-ー
片
着
ナ

か
発
見
《
一打
、

よ

2
や
く
礫

休
部

の
範

囲
も
限

肢
を

小
L

て
き

た

の
て
、

東
方
部

に
若
干

の
木

調
査
部

41」残
し
、

一
応

作
業
を
豹

切
る

こ
と
と
し
、

二

れ
ら
多
坤

の
遺
物

坐
理

二
、

現
場

の
実

測
、
写
真

の
撮
影
等

に
あ

た

っ
た
。

出

土
の
人
眉

に
つ

い
て
は
、

信
川
大

字
医

早
部
教
授

医
学
博

i
鈴
木

誠
氏

に
鍬

.止
〃
乞

弟

命

田ロ倉
の
経
過

23
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灰
層

の
発
見

か
仏

っ
た

の
み
て
あ

る
、

こ
の
よ
う
に
し

て
第

次
調
査

の
目
標

イ、
あ

,
た
妙

義
山
第

一
弓
占
墳

の
調
査

ほ
、

主
体
部
未

発
見

の
ま
ま
終
ろ

こ
と
と
な

,
た
。

こ
の
占
、
己
つ
い
て
は
後
悟

に
・p
い
て
大
場
氏

の
論
考
か
あ

る
、
調
査

の
終
r

と
同
時

に
、

金
谷
氏

は
極
力
遺

物

の
処
理

に
あ
た

リ
、
箸

者
は
村

当
局

と
打
合

せ
し
、
該
占
墳
調

査

の
報
古

書

の
編
集

と
出
版

乙
に
つ
い
て
人
綱
を

き
め
、
記
録
保
存

の
準
備

を
し
、
現
状

の
復
元
保
存

に
っ
い
て
は

、
桜

ヶ
丘
古
墳
発

見
以
来
終

始
関
係

の
あ

っ
た

地
元
の
女
色

羽
中
学
校

職
員
生
徒

の
協
力

を
項

い
、

督
ハ
L
を
積

ん
て
小
円
墳

を
疲
旭
り
あ
け
、
ま
た
、
妙
y我
山
第

.
百
7/
墳
ち
日封
土
を
戊
皿
り
、

か
つ
弔量
石
を
施

L
げL
同

t
:
円
墳

と
し
た
.
ヒ

か
し
、
第

第

節

調
含
の
経
過

第=図 桜ケ百占'墳御r見察の ∵11岐 ド

一
[々

墳
と
第
ご

[ワ
墳

の
恥倶
一兀

.口
、
作
n
業
日甲
乙
勿
・
L人
侃長
=
め
、

村
当
,岡
と
地
狂
各

粒

に
・ズ
の
処
理

を

一
任

し
た
、
村
当

局

と
地
主
各

位

は
そ

の
後

神
事

を
修
L
、

現
-石
は
丘
上

に
植
闇林

か
～
れ
♂、
い
ろ

調

杳
終
丁
後

、
大
場
氏

と
倉
科
明

正
氏

ば
周
辺
占
墳

と
の
比
較
研
究

を
す

る

r
ゐ
、
浅
閥
付

近

の
占
墳

祉
を

一
巡

し
、
令
谷

氏

ほ
出
f

遺
物

の
実
測

処
理

の

㌧
め
国
学
院

大
学

に
遺
物

の

一
耶

を
打

ら
扁

,
ヰ

.

爾
後
の
調
査

昭
和
」
一

硅
四
月
大

場
氏

は
本
郷

村
周

辺
の
積
石
塚

の
凋
査

を
す

ろ
た

め
来

け

・
艇
、

一
志

氏

・筆
者

と
同
道
、
松
本

哨
甲
山

辺
地
区

の
占

墳
堆
を
澗
査

、
同

地
区
凄

町
の
須

ん、岐
水

神
社

に
、色
寄

り
、

冨
司
卜
条
.我
守

氏

か
ら
d
」⊥
と

L
て

保

存

.、
れ
て

い
と
付

近
積
石
塚
出

L

の
遺
物

に
∵

・
説

明
か
聞
き

取
材

し
た
.

同
年

六
月
一
六

日
、

三
笠
宮
崇

仁
親
干
殿

下
は
、

人
場
磐
雄
氏

御
案
内

の
も

み
=
」
、

長
野
県
下

の
茅

野
市
豊
平

の
尖
石

遺
跡
、
同
市

北
山
地

区
白
樺
湖
畔

お

25

信濃浅間古墳025頁/047



＼

ノ

第一

章

序

説

18

騨菰
」西越2

鉦墳
丘一

部あり〃未掘墳丘あり

直
刀・
勾
玉・
管
玉・
金
環・銀環・土師・須恵・人骨

}

一
部
松
本市立博物館中山考古館蔵

○
針塚○薄

町o猫塚○古宮

"

.一〃

〃墳
丘一

部
あ一り既掘噸丘一部あ

直刀

3・
轡
3

{

須
々
岐
水
神.社一

向畑

5

2既
掘.4未掘

墳
丘あ

り
ー

直
刀
1・
刀
子
2・
鹿
角
刀装具1

林御符

〃

一

墳
丘一

部
あ一り(墓なし)

…」直刀2一

廣
山
正
雄
氏.蔵一 .
昭
和
二
五
年頃

罹
据坪の内

6埴原鍬形原
5一ロガニ号

〃..一弓〃その他一 1一既
掘

　
未
掘5既掘1〃

墳
丘
な
し墳丘あり

5〃なし1墳丘大石室あり〃〃

髄
刀
2.

篁.
人
骨.
鉄

鮒

鴇

嚇

不
明

端学
雌

・
二
(
宮
坂一光次)

「一[

[一一一一

御
母
家藤井一

号藤井二号上金井追倉人穴

一〃一〃一〃〃〃一

　

墳
丘一

部
あり石室〃墳丘なし　墳丘・石塾あり

…

麟
飢
ズ
τ刀
-

董
瓶
-・

一

鑑
-

一

.

禦繋

鐸金
井
保
氏
蔵

一一一

慧　麟

鐸

難帯

隷撃

一
オ

藤
井
貞
美
氏蔵

し

拝」ノ4

寿
"

桜

立.1.1!
.

既掘

墳
丘
な
し一

一

勾
玉・
金環
・
銀

環・
四
乳一唐草文鏡・馬具・雲珠・頭椎柄頭・直刀・鍼一

長野

県
史蹟調査報告二↓中山村

の古墳群(堀内千万蔵)

南
小
松巾上○北小

松源I1/1
1

〃ヲ

〃墳
丘
}
部　ありー.

翻顔

管
玉
-.
轡
-.

新井

治
氏
蔵

{

1...

lI

I..

.1.

lII.

島欝

瀬
泣」
未
掘

二
号三号

厩
掘」"

II
.墳丘あり〃〃

.I
I

IIl

塩
尻
・上西

条
狐
塚記常塚
既掘〃

墳
丘
石
室あ

り〃小祠

勾玉

(
メ
ノ
ゥ
)須

恵劉

片直刀2・勾玉2・銀環2轡1一
小松

博夫

氏蔵 一
明
治

初
年

四
号五号

未
掘.未掘
小祠〃

銭
宮一

号圏II

銭
宮
コ号

陸

墳
丘
石
室小祠あ

り.既掘墳丘あり

付近

よ
り須

恵片

o
大
塚

里
山
辺
・
荒
町
未掘

墳
丘一

部
あ

一

既掘

〃
一

り

.

鉄剣

(伝
)

ー.

11

1
.
I

F冒

桟
敷
大
塚堀の内小

塚
〃〃

贋

観墳

…一一

Y

人

宗賀

鱒
平
出一大探一ログニ。ゲグ蝋羅二H万　「iI-i脚Iート.

I

I唱松木市笹賀"今金柏木古墳

〃一"...号未

掘既掘

墳
丘
な
し(無石室土墳)〃〃墳丘一部、石室あり墳丘一部あり〃

.

ー.

1.墳丘一部蓋石あり小祠

鉄剣

1・
土師

壷〃〃須恵片鉄剣-・刀子・鐵-lII
I

r不明

〃一〃〃〃}ートー
評號

駿
奈
≡
年歪年代

大
正
年
代

一一
昭和

三
二
年.IFIIJ

○

〃
二
号〇三号〇四号〇五号〇六号〇七号〃安坂城山1
〃〃〃〃〃〃未

掘 一
〃〃墳

丘
石
室一部あり墳丘なし〃「墳丘一部あり墳丘あり

1
幽

I

I

一

金環

・鐡

・
刀
子・
人
骨

{　 一ぼ

濃ラ

五・六信濃国坂井村の積石塚について(大場磐雄)

大正

一

〇年昭和一.　年一

〃
下小

俣大
塚
〃

墳
丘
な
し

管
玉
1

一

一

麻績

村麻績塚

未
掘 .墳

丘あ

り小祠

一

1ー

1

-

1

山
形
村山形唐沢

穴
観
〃音Ik

I
l
ll..墳

丘
石
室、観音ありー

不
明

1 　一

1

.
1

1幽1111
.

梶浦一叶里

加
・
リ

既
掘
噸丘

石
室あ
.

不
明

既
掘　噸

丘塞

不明

明
科
町
"
大
足〃二号

〃

墳
丘
な
し

r

ぶ
す
平

喜
既掘

罐蜘

雛
刀.
金環
.小

玉.
勿
玉

醸
堀
消
明治一

.

ー

印

-

末年
一

武
士塚

一

号二号焼塚三号
〃ク

〃〃未掘墳
丘あ

り
一

〃〃

東
川
手
"

潮金山塚
〃

墳
丘
石
室
】部あり、小祠

直
刀・
轡・
須
恵

}

四
号

〃

墳
丘あ

り法印塚あ
り

[

上

郷II.1..ー.

1圏
1

〃.
I
I

墳
丘
一
部
あり、小祠II

直

刀

-
・轡

1

1
1
11

-田
、

慶

I
lI

ー

II

l
.-

1.1

五
号

〃

墳
丘一

部
あり

　

坂
井村山

秋山崎75す壕一

号二号ぶす塚三号写 一

既
掘〃〃既掘
墳丘

石
室あり墳丘石室あり墳丘石室なし墳丘石室一部あ

り

勾
玉・
管
玉・
須
恵
壷
等直刀2・勾玉-・須恵

瓶子1付近より埴輪円筒片拾

姫
摩郡

誌

士n

池国

平氏
蔵
明
治
三
七
年

砂
原下井

掘、天王西
平塚原根尾ぶす塚

〃既
掘〃〃 一

ク〃

0
?墳丘石室あり、小祠墳丘一部あり

一

付
近
よ
り
須
恵
片

一}

○
追
沢一
「安坂○将軍塚一

号 一

〃ク

墳
丘石

室一部あり墳丘石室あり

得、

陪
塚
の
ご
と
き
も
の数基あり直刀・剣・鉾力子・砥石・人骨

坂井

村役

場一
昭
和

三
年

一

r

一
坂
北
村"苅

谷
沢武士塚=

一
〃

…
墳
丘
な
し

直刀

4
・

鐸

2
・

轡-

・

あぶみー・勾玉7・嘉玉2・切子玉2・金環2・銀環12・須恵杯・裂

一

部東

京国立博物館蔵松本市本多末松氏蔵
一

大
正
初
年

　

第一

節

立
地
と環

境
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第
一
章

序

説

第
二
節

調
査
の
経
過

昭
和
二
五
年
八
月
、
筆
者
は
東
筑
摩
郡
誌
編
集
の
資
料
を
整
え
る
た
め
、
本
郷
村
当
局
の
協
力
を
得
、
国
学
院
大
学
教
授
文
学
博
士
大
場
磐

雄
氏
指
導
の
も
と
に
、
同
村

一
帯
の
考
古
学
資
料
の
調
査
に
あ
た

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
月

一
六
日
、
同
村
横
田
部
落
か
ら
調
査
を
は
じ

め
、
同
村
大
村
部
落
と
浅
間
部
落
と
の
隣
接
地
点
に
あ
る
堂
田
の
廃
寺
趾
を
瞥
見
し
、
妙
義
山
麓
の
須
恵
器
窯
趾
を
探
り
、
さ
ら
に
妙
義
山

の
丘
頂
に
登
っ
た
。
当
時
こ
の
山
頂
の
前
端
に
あ
る
二
基
の
小
円
墳
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
頂
上
中
央
部
に
あ
る
大
形
の
円
墳

ら
し
い
も
の
↓
齢
峨
融
翻
の
存
在
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
筆
者
ら
は
あ
る
い
は
円
墳
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
も
っ
て

い
た

の

で
、
こ
の
際
、
同
氏
の
実
地
調
査
を
願

っ
た
の
で
あ
る
、
そ
の
結
果
正
し
く
、
円
墳
と
認
定
さ
れ
た
、
そ
の
証
左
と
な
る
も
の
は
、
頂
上
部

に
近
く
存
在
す
る
葺
石
や
埴
輪
片
ら
し
い
土
師
の
破
片
(大
型
・厚
手
)
等
で
あ
っ
た
が
.
同
氏
は
興
味
を
も
た
れ
、

こ
れ
は
こ
の
付
近
と
し
て

は
最
大
の
円
墳
で
あ
り
、
丘
端
の
二
小
円
墳
は
そ
の
陪
塚
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
埴
輪
片
ら
し
い
も
の
が
確
実
に
埴
輪
で
あ
る
な
ら
ば
、

年
代
的
に
も
相
等
湖
る
も
の
で
は
な
い
か
と
教
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
妙
義
山
古
墳
に
対
す
る
筆
者
ら
の
関
心
の
端
緒
で
あ

っ
た
が
、

一
力
、
桜
ヶ
丘
古
墳
の
存
在
に
つ
い
て
は
少
し
も
知
る
と
こ
ろ
。が
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
九
年
六
月
三
日
、
東
筑
摩
郡
本
郷
村
・松
本
市
組
合
立
女
鳥
羽
中
学
校
の
生
徒
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
生
物
班
の
研
究
の
た
め

桜
ヶ
丘
の
頂
上
で
ヤ
マ
ア
リ
の
巣
を
見
つ
け
て
観
察
中
、
地
下
を
わ
ず
か
に
掘
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
地
表
下
約

一
〇
糎
の
箇
処
か
ら
古
墳
時

代
の
直
刀
・鉄
剣
・
甲
冑
の
残
片
等
を
発
見
し
、
学
校
当
局
に
届
け
出
た
の
で
、
同
校
校
長
桐
原
義
司
氏
は
、
本
郷
村
.長
三
浦
忠
夫
氏
に
連
絡

し
、
同
村
長
か
ら
は
今
後
の
処
置
に
つ
い
て
は
筆
者
に
依
頼
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
筆
者
は
先
年
公
布
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
趣
旨
に

も
と
づ
き
、
こ
れ
を
処
理
す
る
た
め
、
長
野
県
文
化
財
専
門
委
員

一
志
茂
樹
氏
の
意
見
を
き
き
、
と
も
に
現
場
を
視
察
し
た
結
果
、
な
お
、

棺
床
部
分
の
残
存
も
考
え
ら
れ
、
か
つ
古
墳
構
造

の
調
査
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
旨
村
当
局
に
報
告
、
か
つ
献
言
す
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
。
村
当
局
は
そ
の
報
告
に
も
と
づ
き
、
該
古
墳
の
本
格
的
調
査
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
、
筆
者
に
そ
の
進
行
を
委
嘱
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
大
場
磐
雄
氏
の
指
導
に
よ
る
発
掘
調
査
を
立
案
し
、
同
年
七
月

一
五
日
か
ら
六
日
間
の
予
定
で
実
施
す
る
こ
と

と

し
た

が
、
都
合
に
よ
り
こ
れ
を
変
更
し
、
翌
昭
和
三
〇
年
八
月
二
五
日
か
ら
、
同
月
三

一
日
ま
で
の
七
日
間
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と
に
き
め
、
そ

の
際
、
妙
義
山
古
墳
を
も

一
括
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
発
掘
調
査
に
先
だ
ち
、
該
古
墳
を
本
郷
村
浅
間
桜
ヶ
丘
古
墳
、
本
郷
村
浅

間
妙
義
山
第

一
～
第
三
号
古
墳
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

一

第

一
次
調
査

昭
和
三
〇
年
八
月
二
五
日
、
本
郷
村
役
場
に
第

一
次
調
査
の
打
合
会
を
開
き
、
向
村
長
三
浦
忠
夫
・
同
助
役
小
岩
井
源

一
氏
を
中
心
に
、

同
村
教
育
委
員
会
主
事
西
沢
茂
氏
(
の
ち
柳
沢
靖
氏
)、
同
村
村
誌
編
纂
主
事
塚
原
重
治
氏
の
両
名
を
庶
務
係
と
し
、
調
査
責
任
者
に
国
学
院
大
学

教
授
大
場
磐
雄
氏
、
調
査
委
員
に
同
大
学
文
学
部
助
手
金
谷
克
己
氏
と
筆
者
の
両
名
、

他
に
本
郷
村
誌
編
纂
会
委
員
の
塚
原
重
治
・
特
別
委

員
倉
科
明
正
・山
本
樹
男
の
三
氏
・
河
西
清
光
・本
田
秀
両
氏
明
ら
が
こ
れ
を
手
伝
い
、

松
本
県
ケ
丘
高
等
学
校
風
土
研
究
班
の
生
徒
、
女
鳥

羽
中
学
校
の
職
員
生
徒
、
本
郷
村
青
年
団
、
そ
の
他
有
志
の
人
々
の
協
力
援
助
を
得
、
調
査
の
完
壁
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
長
野

県
文
化
財
専
門
委
員

一
志
茂
樹
氏
も
連
日
調
査
に
立
合
い
、
助
言
指
導
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
は
天
候
の
都
合
に

よ
り
、
ま
た
ま
た
延
期
の
や
む
な
き
に
至

っ
た
が
、
期
間
を
九
月

一
九
日
ま
で
延
し
て
、
」そ
の
間
に
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
八
月
二
九
日
、
女
鳥
羽
中
学
校
生
徒
八
○
名
の
協
力
を
得
て
、
桜
ヶ
丘
古
墳
お
よ
び
妙
義
山
第

一
号
墳
の
発
掘
に
着
手
し
た
。

そ
の
結
果
、

翌
三
〇
日
に
は
桜
ヶ
丘
古
墳
か
ら
焉
堰
勾
玉

一
・
硝
子
製
色
小
玉
九
・硝
子
製
色
小
玉
二
九
、

滑
石
製
臼
玉
四
・鉄
鎌
残
片
等
の

発
見
が
あ
り
、
九
月

一
日
に
は
、
同
古
墳
棺
床
部
か
ら
北
東
隅
の
小
副
室
内
の
粘
土
層
の
中
か
ら
、
圧
潰
さ
れ
た
金
銅
の
天
冠

一
と
、
鉄
剣

一
、
ま
た
、
石
室
の
北
西
部
か
ら
、
硝
子
製
小
玉
六
・
滑
石
製
臼
玉

一
等
の
発
見
が
あ

っ
た
。
金
銅
天
冠
の
発
見
は
本
次
調
査
最
大
の
収
穫

で
あ

っ
た
が
、
と
く
に
そ
の
発
見
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
次
に
詳
述
す
る
。

第
二
節

調
査
の
経
過
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第
一章

序
説

14

平
出
部
落
長
田
の
水
田
の
ほ
と
り
に

一
基
の
小
円
墳
杜
が
あ
る
が
、

博
物
館
裏
の
一
基
を
の
ぞ
い
て
他
は
全
部
無
石
室
土
墳
で
、

鉄
剣
・刀

子
等
若
干
を
出
す
の
み
で
内
容
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
以
上
、
塩
尻
市
内
の
も
の
は
、

い
ず
れ
も
田
川
上
流
の
西
地
域
に
分
布
す
る
が
、

上
西
条
の
二
基
の
ほ
か
本
格
的
な
古
墳
は
皆
無
で
あ
る
。
松
本
平
の
中
央
を
北
流
す
る
奈
良
川
の
左
岸
(西
)
に
は
松
本
市
笹
賀
地
区
今
村
の

柏
木
古
墳
・下
小
俣
の
大
塚
の
二
基
を
存
す
る
が
、
と
も
に
既
掘
、

前
者
に
は
天
井
石

一
枚
、
∵墳
上
に
小
初
を
も
ち
、
後
者
は
管
玉

一
箇
を

出
し
、

六
枚
の
天
井
石
を
存
し
た
。

な
お
、

松
本
平
の
西
端
山
形
村
の
唐
沢
に
一
基
あ
る
が
、

穴
観
音
と
し
て
内
部
に
観
音
を
杷
っ
て
い
・

る
。つ

ぎ
に
反
転
し
て
山
辺
地
域

の
古
墳
の
分
布
を
み
る
と
、

美
ヶ
原
・
王
ケ
鼻
の
西
麓
を
流
れ
下
り
、
女
鳥
羽
川
と
と
も
に
松
本
旧
市
部
の

中
央
を
過
ぎ
、
奈
良
井
川
に
合
流
す
る
薄
川
の
左
岸

の
荒
町
に
数
基
の
積
石
塚
が
あ
る
が
、
大
場
氏
が
後
章
に
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
里
山

辺
地
区
に
は
積
石
塚
を
含
め
て
計

一
四
基
を
認
め
る
が
、

山
の
手
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

西
か
ら
御
母
家
・藤
井
・
上
金
井
・
追
倉
等
に
あ

り
、

い
ず
れ
も
既
掘
、
石
室
を
も

っ
て
い
る
。
御
母
家
の
も
の
は
墳
丘
径

一
五
米
、
天
井
石
が
な
く
石
室
が
あ
り
、
藤
井
の
も
の
は
石
室
の

奥
墜
の
み
残
り
、

須
恵
器
の
丸
底
平
瓶

一
と
、

直
刀
一
が
残
さ
れ
、

上
金
井
の
も
の
は
勾
玉
一
・
金
環

一
・銀
環

一
・馬
具
(轡
)
一
・
直
刀
三
・

須
恵
器
の
広
口
壼
を
出
し
て
い
る
。

追
倉
の
人
穴
の
も
の
は
玄
室
が
ほ
ぼ
完
全
に
保
存
さ
れ
、

そ
の

一
基
の
玄
室
の
長
さ
は
五

・
三
米
、

南
方
に
口
を
あ
け
て
い
る
が
、
遺
物
は
不
明
で
あ
る
。
同
所
山
田
入
り
の
谷
に
あ
る

一
基
は
天
井
石
の

一
部
を
露
出
し
て
い
る
が
、
内
容
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
山
田
の
小
丸
山
古
墳
は
、
大
正
九
年
秋
、
桑
畑
の
一
部
の
高
く
な

っ
た
と
こ
ろ
を
地
均
し
し
た
と
き
、
天
井
石
が
あ

ら
わ
れ
、
発
掘
し
た
も
の
で
、
天
井
石
八
枚
、
石
室
の
奥
行
二
・五
間
、
巾
四
尺
、
高
さ
五
尺
、
床
に
は
平
石
を
敷
き
、
そ
の
上
に
川
原
石
、

さ
ら
に
木
炭
を
敷
き
、
入
口
(西
南
方
)
に
頭
を
向
け
た
、
余
り
大
き
な
く
い
人
骨

一
体
が
あ
り
、
頭
部
に
朱
が
散
在
し
、
方

一
寸
ぐ
ら
い
の
朱

に
ま
み
れ
た
布
片
が
あ
り
、
副
葬
品
と
し
て
、
直
刀

一
・勾
玉

一
・管
玉
・
渠
玉
・御
吹
玉
・金
環
・銀
環
・須
恵
器
・
土
師
器
が
出
土

し
た

こ

と

が
、
人
類
学
雑
誌
琵

に
宮
坂
光
次
氏
の
記
事
と
し
て
載
っ
て
お
り
、
そ
の
遺
物
の
一
部
勾
玉

一
・管
玉

一
〇
・切
子
玉
六
.銀
環
二
.
銅
環
四

.

硝
子
小
玉
二

一
は
東
京
国
立
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
浅
間
地
方
を
北
端
と
す
る
松
本
周
辺
の
地
帯
は
、
中
山
古

墳
群
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
古
墳
地
帯
で
、
古
墳
中
期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
各
種
の
古
墳
が
分
布
し
て
お
り
、
日
本
書
紀
所
載
の
東
間
の

温
湯
の
所
在
地
、
信
濃
国
府
所
在
の
地
と
し
て
、
ひ
き
つ
づ
き
古
代
文
化
が
栄
え
る
に
い
た

っ
た
理
由
が
う
か
が
わ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的

環
境
の
中
に
あ
る
両
古
墳
の
特
質
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
に
目
を
東
筑
摩
郡
の
北
部
に
向
け
て
み
る
と
、
隣
接
の
四
賀
村
に
は
、
須
恵
器
窯
堤
の
数

一
〇
塞
を
数
え
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

一

基
の
古
墳
も
な
く
、
川
手
筋
明
科
町
に
至
っ.
て
中
川
手
地
区
の
大
足
ぶ
す
平
・
上
郷
・
の
古
墳
、
東
川
手
地
区
潮
の
金
山
塚
古
墳

が
見

ら

れ

る
。
ぶ
す
平
古
墳
は
二
基
あ
り
、
明
治
末
年
に
発
掘
さ
れ
た
が
、

一
基
か
ら
は
勾
玉
・小
玉
・馬
具
(轡
)・直
刀
が
、
他
の

一
基
は
未
掘
石
室
部

を
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
郷
古
墳
は
墳
丘
を
失
っ
て
い
る
が
、
直
刀
馬
具
(轡
)
を
出
し
て
い
る
。
金
山
塚
古
墳
は
、
墳
径
約
二
〇
米
、

石
室
・天
井
石
を
有
し
、
墳
上
に
金
山
神
社
を
祠
っ
て
あ
る
。
出
土
物
は
直
刀
・須
恵
器
・馬
具
(轡
)
で
、

一
部
既
掘
と
み
ら
れ
る
。

古
代
に
は
更
級
郡
に
属
し
て
い
た
筑
北
地
方
の
麻
績
・坂
井
・坂
北
の
三
村
に
も
二
群
の
分
布
を
み
る
が
、

一
群
は
坂
井
村
の
安
坂
中
村
の

積
石
塚
群
、
他
は
麻
績
村
の
円
墳
群
そ
の
他
で
あ
る
。
坂
井
村
の
も
の
は
安
坂
部
落

の
北
部
の
山
腹
と
山
麓
と
に
分
布
し
、
昭
和
三
六
年
、

大
場
氏
が
調
査
さ
れ
た
が
、
山
腹
の
将
軍
塚
か
ら
は
鉄
鉾
・鉄
剣
の
優
品
を
出
し
て
お
り
、

そ
の
年
代
も
五
世
紀
と
考
え
ら
れ
、
桜
ヶ
丘
古

墳
同
様
古
式
の
も
の
に
属
す
が
、
と
く
に
高
句
麗
系
帰
化
人
の
造
営
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、
松
本
地
方
の
積
石
塚
と
と
も
に
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
古
墳
は
若
干
の
土
円
墳
を
ま
じ
え
て
計

一
二
基
、

安
坂
・山
秋
・山
崎
・追
沢
等
に
分
け
ら
れ
る
。

山
秋
の
も
の

の
墳
丘
は
径

一
一
・二
米
、

高
さ
三
・二
米
の
既
掘
の
円
墳
で
、

石
室
の
口
は
南
々
西
に
開
き
、
遺
物
と
し
て
勾
玉
・管
玉
・須
恵
器
の
壷
・境

ぶ
す

を
出
し
て
お
り
(東
筑
摩
郡
誌
)、

墳
上
に
小
祠
が
あ
る
。

山

崎
の
伏
塚
は
既
掘
で
あ
る
が
、

墳
丘
と
石
室
と
は
ほ
ぼ
完
全
に
保
存
さ
れ
、
石

室
内
へ
の
出
入
り
は
自
由
で
あ
る
。
墳
径

一
一
米
、
高
さ
三
・四
米
、
玄
室
の
長
さ
四
.
二
米
、
幅

一
.
八
米
、
高
さ
一
.
九
米
、
羨
道
の
長
さ

二
・
六
米
、
幅

一
・
三
米
、
高
さ
○
・
八
米
、

一
応
横
穴
古
墳
と
し
て
完
備
し
た
姿
を
し
て
い
る
。
付
近
に
な
お

一
基
あ
っ
た
が
、墳
形
な
く
、

と
も
に
遺
物
は
不
明
で
あ
る
。
追
沢
の
谷
に
は
数
基
の
積
石
塚
が
あ
る
が
、

中
央
の
一
基
は
石
室
.天
井
石
(三
枚
)
を
残
し
、
内
部
を
う
か
が

い
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
付
近
の
畑
地
中
か
ら
埴
輪
円
筒
破
片
が
拾
得
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
麻
績
村
を
概
見
す
る
。
こ
の
地
は
東
山
道
か
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一
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ら
分
岐
し
て
越
後
の
国府

に
通
ず
る
の

古道

中、

麻
績
駅
家
の
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で、

古
代
文
化
の
史
色
き
わ
め
て
濃厚

で
あ
る
。

聖
山
の

南
麓
平
地
に
位
置
し、

総
計
一

二
基
の
古
墳
が
あ
る
。

か
の

り

梶浦

・

叶
里・

下
井
掘(
塚
原)
に

あ
っ

て、

す
べ
て
円
墳
で
、

既掘

の
も
の
が
多
い
。

つ
づ
れ

墳
径
一

四
米
の
叶
里
の
続
の
森
の
麻
績
塚
を最

大
と
し
、

下
井
掘
天
王
西
原
の
径
六
米
を
最
小
と
す
る。

、

し
ま
だ
学
術発

掘
も
お
こ
な
わ
れ

ず、

遺
物
の
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
も
な
い
た
め、

そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る。

た
だ
こ
こ
に
こ
う
し
た
一

群
の
古
墳
の
あ
る
こ
と
を
注
意

し

て
お

き
た
し

、

O

麻績

村
の
南
に
つ
づ
く
坂
北
村
で
は
、

ち
よ
う
だ

刈
谷沢

部
落
の
長
田
神
明
宮裏

参
道
の
北
の
畑
中
に
武
士
塚古

墳
祉
が
あ
り、

ぶ

す

大

正
年
間
発
掘
さ
れ
て
い
る。

墳
丘
の
規
模・
石
室
の
内
容
も
不
明
で
あ
る
が、

出
土遺

物
の
一

部
が
東京

国
立
博
物館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

直
刀
の
鉄
鐸
二
・
勾
玉(
璃
砺)

七・
餐
玉
二・
切
子
玉
で
あ
る。

な
お、

松
本
市
の
本
多
末
松氏

は
銀
環
一

四・
須
恵
器
の
蓋
杯
二
を
保
存
し
て

い

る
が、

他
に
須
恵
器
の
大
甕・
土
師
器
の
壺
二
・
轡
一
・
あ
ぶ

み
一
・

直
刀
四
が

出
土
し
た

と
い
う
。

こ

れ
は
こ
の

地

方
と
し
て、

相
当
の
内

容
を
も
つ
古
墳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

総体

的
に、

松
本
市
を中

心
と
す
る
東
筑
摩地

方
の
古墳

は
、

江戸

時
代
以
来、

明
治年

代
に
か
け
て
、

盗
掘
と
乱掘

、
一
農事

の
た
め
の
破
壊
と
に
あ
っ
て
残存

す
る
も
の
は
少
い
が
、

以
上
に
記
し

た
よ
う
に、

松本

周

辺・
塩

尻・
筑
北
地
域
と
三
群
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の

う
ち
で
、

質・
量
と
も
に
多
く
高
い
の
は
松
本
周
辺、

次
に
筑
北・
つ
づ
い
て

塩
尻
と
い
う
順
序
と
な
る。

な
お、

松本

周
辺
地
域
に
は、

伝承

関
係・
地
名
等
に
よ
り、

さ
ら
に
、

多く

の
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
、

築
造
当
初
か
ら
の
総
数
は
な
お
相
当
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。

第一

表

本
郷村

お
よ
び
周
辺
古
墳一

覧

○印

は
積石

塚

古
墳
名

蚕
封
土

看
室

主

要

遺

物

可
・

墨
発掘

年代

[

古
墳
名

孟封

土・

至

主

要

遺

物

[
所
亨

童
発翠

代

礪
禦

一一

本
社峯

一

麟
∵
　

一五
既掘

墳
形
な
し〃不明墳形あり、

蓋
緬
あ
久

直
刀
3・

鍔
-・
勾
玉
2・轡1不明勾玉・金環・轡・須恵

小
野
神
社・
御射春宮産信飛新聞本郷村誌

　

明治

二
三年
.昭和二七年

碧
七

潅
桜
ケ
丘妙義山

}

号妙義山二号
〃〃　〃一

贋
丘あ

り、

額一
部あ灘

久

一復

原

金
銅天

冠・
甲山
り
小玉
・鉾・剣・直刀封土中弥生片・土師片

1石斧・石庖丁直刀・刀子・鐡・轡・雲珠勾玉・小玉・金環・人骨
本
書本郷

村
蔵昭和二九

年〃

〃〃三
〇年

Y

人

妙義

山
三号

ダ玄向寺山o水汲一号.〃
　〃」一

り墳
丘
な
し

}

墳
丘
な
し

一墳

丘一

部
あ一

封
土
中
弥
生
片
・
人
骨
片
一刀剣・甲胃片(伝)直刀・轡・須恵

〃一不

明ボ民

」

〃

一大正初年超大正八年　 ・

〇
三
号〇四号

r.

〇
五
号

　

ー

未掘

〃

未掘

灌
あ
恢

既掘

墳
丘
あ
り

一

須
恵・

平瓶

-・
椀
4

一[.」

部御

子柴直+・塚原重治氏蔵

昭
和二

五
年
頃

〇
二
号〇三号〇四号〇五号杵坂下屋敷穴田山城土取場高井の

入玄向寺山国司塚紅・塚一」jlI.II
一一

"〃

一〃}"〃皿〃一
朱掘

噸
丘一

部
あ〃〃.既掘墳丘あり既掘墳丘なし

鑑

耀
石
室

既掘

墳
丘
な
し一〃〃〃〃一未掘墳丘あり

　

既掘

墳

丘

あ

り.II-Ill-
1脚

直刀
・
馬具

・
管玉
・
須
恵主体部露出未調査直刀直刀・金環・切子玉・小玉・須恵刀剣・甲冑片(伝)刀剣・甲胃片・土師・.須噛心----IIr...1

}

旧蔵
}

東
筑

摩

郡.誌、一部本.郷小学校蔵一

一

一
昭
和

些
年.一

縦学
校黎

四
鯉

一
大
正

初
年.

　一

-

呼-

三

松
本
市=元原..饅頭

塚狐塚一おがみ
塚一
"

　

縫

藷

城山

腰e宮渕県塚一一
号二号松商敷地 「ク〃一〃一一"7

一一
"

筑鍵

鱗瀧

祠

.

ー一
ー
1既掘墳丘な

し

一
墳
丘
一
部あ

り墳丘なし〃〃〃墳丘あり一数基

一
未
掘
墳
頂
削平〃

一
整地

さ
れ
住
宅地

と
な
る」

勾玉
・
硝子

小・
玉
管玉
・鉾1・剣1・直刀3・石製刀子2不明〃眉庇付冑勾玉・石釧・勾玉・管・玉

「・不明直刀-・八稜鏡-

一一一部東京国

購魏

野治

号松本

市
立一博物館

蔵

一一

松
商
学園高校蔵

一

六
年

…一一　

松本

市

　

墳丘

な
し

直
刀

町
田
小
学
校

一

内

皿

岡山

。

高根

塚
既掘田巾猫塚諸窪塚山松岡一号(大やっこVo二号 〃.未

掘.既掘…〃}

一
未
掘既掘

一

〃墳丘あ
り墓地〃墳丘「部あり一部あり、方形なし

不
明〃〃鉄剣

-・
勾
玉
2・
管
玉
2鉄鐵3刀剣2・人骨1

蔵木
崎
盈
重
氏蔵加沢茂人氏

昭和 大正

年間[初年
　

中山

"

棺護

山　一3」

生妻

東
2

一　

弥
生山

2

　

八幡

山一中山尾根小丸山

〃〃〃〃既
掘未掘

墳丘

なし〃〃墳丘石
室あり(最大

)墳丘一部あり墳丘あり

直
刀・
砥
石勾玉・釘・刀

子刀子

一

部
松
本
博物館蔵

一

.
中
山
考
古
館蔵

一

昭和

三
二
年昭和一〇年
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ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
村
惣
社
部
落
の
車
塚
か
ら
も
玉
類
・甲
冑
片
・直
刀
を
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

東
筑
摩
郡
誌
(大
正
八
年
刊
)に

は
ク
ル
ワ
塚
漆

の出
土
の
も
の
と
し
て
土
師
器
の
大
形
高
杯
の
写
真
が
載
せ
て
あ
る
が
、
そ
の
現
物
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

筆
者
も
昭
和

は
モう

九
年
実
調
の
際
、
墓
地
と
な
っ
て
い
る
そ
の
丘
上
か
ら
憩

一
箇
を
拾
得
し
て
い
る
。
昭
和
八
年

発
掘
さ
れ
た
水
汲
の
第

一
号
墳
か
ら
は
・直

刀
三
.馬
具

一
・
管
玉

一
が
発
見
さ
れ
た
。
浅
間
以
北
と
し
て
は
、

同
村
原
部
落
の
穴
田
・杵
坂
・屋
敷
添
(下
屋
敷
古
墳
)等
に
古
墳
お
よ
び
そ
の

跡
が
認
め
ら
れ
、
洞
部
落
の
山
城
に

一
基
、
南
洞
の
土
取
場
に
一
基
あ
り
、
後
者
は
、
明
治
四
〇
年
代
に
直
刀
を
発
掘
し
て
い
る
。
同
村
稲

倉
部
落
は
女
鳥
羽
川
の
川
上
三
才
山
部
落
の
入
口
に
あ
た
る
が
、
高
井
の
入
に
古
墳
が
あ
り
、
大
正
九
年
に
発
掘
さ
れ
、
水
晶
の
切
子
玉

・

金
環
.小
玉
を
出
し
、
本
郷
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
無
い
。
そ
の
他
に
も
直
刀
・須
恵
器
を
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本

郷
村

一
村
だ
け
で
に
お
い
て
も
数
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
村
外
に
眼
を
む
け
て
み
る
と
、
本
村
の
西
方
、
松
本
市
岡
田
地
区
に
お
い
て
、
そ
の
東
方
を
南
流
す
る
女
鳥
羽
川
西
岸
の
、
岡
田

町
東
北
方
、
高
根
塚
(積
石
塚
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
か
ら
直
刀
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
地
点
か
ら
下
流
約

一
、
五
〇
〇
米
の
間
に
か
け
て
、
河

岸
縁
辺
と
岡
田
町
台
地
の
線
と
二
条
に
わ
た
っ
て
古
墳
が
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
積
石
塚
で
あ
る
が
、
特
に
大
場
氏
が
後
章
に

述
べ
る
の
で
、
こ
れ
を
略
す
る
。
そ
の
他
積
石
塚
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
田
中
・
諸
窪
・松
岡
の
各
.部
落
に
も
遺
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
現

存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
松
本
市
犬
飼
城
山
の
北
続
き
の
丘
陵
を
越
え
て
、
安
曇
平
に
通
じ
る
旧
道
の
あ

っ
た
養
老
坂
の
登
り
口
に
あ
る
塩

倉
部
落
の
塚
山
に
も
数
基
の
土
墳
が
あ

っ
た
が
、
現
在
は
畑
地
の
中
に
周
囲
を
削
ら
れ
た
円
墳
が
残
存
し
て
お
り
、

出
土
し
た
直
刀
・勾
玉

は
某
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

水
汲
以
南
に
は
、
元
原
の
旧
五
十
連
隊
練
兵
場
跡
に
数
基
の
土
墳
が
あ
り
、
榎
を
墳
上
に
植
え
た
二
基
を
筆
者
も
実
見
し
て
い
る
。
松
本

市
蟻
ケ
崎
の
松
本
深
志
高
等
学
校
南
の
深
志
ア
パ
ー
ト
の
東
側
に
ま
ん
じ
ゅ
塚
と
呼
ば
れ
る
土
墳
の
墳
丘
の
一
部
が
残
り
、
小
祠
が
杞
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
明
治
六
年
、
直
刀
・鉄
剣
・鉄
鉾
・玉
類
・七
糎
余
の
石
製
刀
子
が
出
土
し
、
信
飛
新
聞
第
四
号
に
そ
の
記
事
が
載

せ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
勾
玉

一
・硝
子
小
玉
約

一
〇
〇
・滑
石
製
刀
子
二
箇
は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
し
、
現
品
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。
な
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の
破
片
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
松
本
高
等
学
校
建
設
の
土
工
中
、校
地
吋
か
ら
須
恵
器
・施
粕
陶
器
の
皿
等
多
数
を
出
土
し
た
が
、

な
か
に
緑
粕
の
皿

一
面
を
出
し
て
お
り
、
隣
接
の
松
本
県
丘
高
等
学
校
敷
地
内
か
ら
も
須
恵
・土
師
・灰
粕
等
同
期
の
遺
物
を
多
く
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
信
州
大
学
文
理
学
部
都
塾
躰
の
東
南
に
接
す
る
松
本
商
業
学
校
翻
輪
鮮
園
建
設
工
事
中
、
敷
地
内
か
ら

一
米
余
の
署
健
全
な
直
刀
・

瑞
花
双
鳥
八
稜
鏡
等
を
出
し
て
い
る
羅
。
こ
の
地
帯
の
東
方
周
辺
地
に
は
、
薄
川
南
方
の
筑
摩
神
社
の
境
内
に
飯
塚
、
ま
た
は
鬼
塚
と
称
す

る
小
円
墳
が
あ
り
、
墳
上
に
八
面
大
王
を
杞

っ
て
い
る
。
由
来
こ
の
地
は
薄
川
の
氾
濫
が
し
ば
し
ば
で
、
筑
摩
神
社
社
殿
の
旧
基
礎
も
社
殿

修
理
の
際
二
米
近
く
地
下
に
認
め
ら
れ
た
の
で
、
古
墳
が
存
在
し
た
に
し
て
も
そ
の
墳
丘
は
埋
没
し
、
わ
ず
か
に
小
円
墳
と
し
て
残
る
程
度

で
あ
ろ
う
。
こ
の
神
社
の
東
北
約

一
〇
〇
米
の
地
点
に
あ
る
南
小
松
巾
上
の
古
墳
も
、
洪
水
に
よ
り
墳
丘
を
と
ど
め
な
い
が
、
遣
物
と
し
て

管
玉
.直
刀
.馬
具
(轡
)
.須
恵
器
等
を
出
し
、

実
見
し
て
い
る
。

そ
の
南
東
約

一
五
〇
米
の
地
点
に
あ
る
林
部
落

の
御
符
古
墳
か
ら
は
、
農

耕
の
際
内
反
り
の
大
直
刀
二
本
を
出
し
、
土
墳
の
円
径
も
約

一
八
米
、
高
さ
も
約
三
米
に
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
筑
摩
神
社
南
南
東
、
中

山
地
区
の
入
口
で
あ
る
棺
護
山
の
開
成
中
学
校
敷
地
内
の
数
基
の
土
墳
も
、
校
舎
建
築
等
の
際
、
松
本
市
立
博
物
館
に
よ
り
発
掘
調
査
さ
れ

た
が
、

い
ず
れ
も
無
石
榔
墳
で
、
そ
の

一
基
か
ら
は
遣
骸
埋
葬
部
の
周
囲
に
、
五
本
の
直
刀
が
放
射
状
に
お
か
れ
、
有
孔
砥
石
を
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
尾
根
の
東
方
生
妻
の
池
の
東
山
麓
面
に
も
二
基
の
石
室
を
も
つ
古
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
既
掘
で
あ
る
。
和
泉
部

落
に
入
る
と
、
和
泉
八
幡
社
裏
に
一
基
の
土
墳
が
あ
り
、
無
石
室
で
一
本
の
鉄
釘
・刀
子
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
八
幡
山
の
中
腹
、

比
高
約

一
五
〇
米
の
尾
根
に
、
直
径
二
九
米
の
横
穴
石
室
を
も
つ
古
墳
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
天
井
石
は
安
政
年
間
に
和
泉
部
落
に
持
ち
去
ら
れ
、

羨
道
・玄
室
露
出
の
ま
ま
林
の
中
に
あ
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
の
眺
望
は
極
め
て
よ
く
、
南
方
和
泉
・埴
原
の
部
落
か
ら
、
鉢
伏
山
と
中
山
丘
陵

の
中
間
の
鞍
部
に
あ
る
信
濃
勅
旨
牧
牧
監
庁
跡
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
山
下
の
傾
斜
地
の
畑
地
の
中
に
あ
る
小
丸
山
古
墳
は
未
掘
の

土
墳
で
あ
る
が
、
西
向
き
の
斜
面
に
あ
る
柏
木
古
墳
・
よ
ば
り
塚
古
墳
等
は
既
掘
で
、

そ
の
遺
物
は
、

松
本
市
立
博
物
館
分
館
中
山
考
古
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
古
墳
群
は
昔
か
ら
著
名
で
、

明
治
初
年
に
約

一
〇
〇
基
、
現
存
の
古
墳
・古
趾
地
確
認
二
八
基
、
そ
の

伝
承
・記
録
約
六
〇
基
と
目
せ
ら
れ
る
が
、

明
治
八
年
の
村
誌
記
載
の
分
布
図
に
よ
れ
ば
、
鍬
形
原
の
み
で
五
〇
基
を
記
し
て
い
る
。
松
本
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お
そ
の
西
方
の
狐
塚
棘
際
圃
寺
・
お
が
み
塚
搬
淋
欝
鰭
酪
学
・勢
多
賀
神
社
北
裏
瀦
納
中
の
古
墳
か
ら
も
、

勾
玉
・
管
玉
・石
釧
等
が
発
掘
さ
れ
、
い
ず

れ
も
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
し
た
と
松
本
市
史
上
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
昭
和
七
年
頃
、

こ
の
地
帯
か
ら
勾
玉
・小
玉
等

を
拾
得
し
て
い
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
な
お
、
数
基
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犬
飼
城
山
の
東
、
放
光
寺
部
落
の
入
口
開
き

松
の
あ
る
丘
上
に
土
墳
が
あ
り
、
開
墾
の
た
め
破
壊
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、

鉄
製
眉
庇
つ
き
の
冑
が
発
掘
さ
れ
、
松
本
記
念
館
に
寄
贈
さ

れ
、
筆
者
も
こ
れ
を
実
見
し
て
い
る
。

一
説
に
ま
ん
じ
ゅ
塚
出
土
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
寄
贈
者
他
界
の
現
在
に
お
い
て
は
、
そ
の
真
実

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
勢
多
賀
神
社
の
段
丘
を
下
り
、
宮
渕
部
落
に
下
る
と
、
部
落
内
の
畑
地
に
数
基
の
古
墳
が
あ
り
、
積
石
塚
の
形

態
を
し
て
い
る
が
、
遺
物
の
実
見
を
し
て
な
い
の
で
言
及
を
ひ
か
え
る
。

養
老
坂
を
越
え
て
西
に
下
る
と
、
松
本
市
島
内
地
区
平
瀬
の
泣
坂
部
落
に
出
る
。
泣
坂
は
犬
飼
城
山
続
き
の
山
麓
の
西
側
に
突
出
し
た
小

段
丘
で
、
南
は
奈
良
井
川
口
に
の
ぞ
み
、
対
岸
の
南
安
曇
郡
豊
科
町
高
家
の
熊
倉
部
落
と
対
し
て
い
る
。
昔
は
熊
倉
の
渡
し
が
あ
り
、
交
通

の
一
要
路
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
丘
上
に
数
基
の
古
墳
が
あ
る
。
第

一
号
墳
は
丘
上
の
畑
地
に
あ
り
、
土
石
混
交
、
封
土
も
ほ
ぼ
完
全
で
、
直

径
二
〇
米
余
、
高
さ
五
米
に
近
く
、

未
掘
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、

こ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
第
四
号
墳
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
完
全
に
近

く
、
直
径
約

一
五
米
、
高
さ
二
米
余
、
墳
上
に
棒

の
大
樹
が
あ
り
、
同
所
の
太
田
氏
の
氏
神
が
杞
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
半
壊
概
掘
の
も

の
と
思
わ
れ
る
墳
趾
が
三
基
ほ
ど
あ
る
。

つ
ぎ
に
松
本
旧
市
内
に
も
若
干
の
古
墳
趾
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
墳
趾
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
埋
橋
・県
町
の
辺

に
二

あ
がた

基
の
円
墳
丘
を
見
る
。

一
基
は
県
塚
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
も
と
そ
の
墳
上
に
県
の
宮
が
祭
ら
れ
て
い
た
が
、
松
本
高
等
学
校
新
設
に
つ
い

て
、
そ
の
校
地
と
な

っ
た
た
め
、
神
社
の
み
現
在
の
県
神
社
境
内
に
う
つ
し
、
墳
丘
樹
林
は
そ
の
ま
ま
校
地
内
に
残
っ
て
い
る
。
墳
上
は
削

平
さ
れ
て
い
る
が
、
直
径
は
基
底
で

一
六
米
を
算
す
る
。
そ
の
直
北
約
五
〇
米
を
へ
だ
て
て
同
様
の
円
墳
を
認
め
る
が
、
こ
れ
も
墳
頂
を
削

平
し
た
直
径
二
〇
米
の
土
墳
で
、
丘
上
に
榎
そ
の
他
の
樹
木
を
も
つ
。
と
も
に
内
容
物
に
つ
い
て
の
伝
承
も
実
見
も
な
い
が
、
こ
の
地
帯

一

帯
が
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
大
集
落
地
帯
で
、

表
面
採
集
に
よ
っ
て
さ
え
、
多
数
の
須
恵
器
・土
師
器
・施
粕
陶
器
・布
目
瓦
等
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平
の
古
墳
は
、
「
信
濃
史
料
」
に
よ
る
と
二
〇
五
基
で
、
下
伊
那
郡
地
方
の
六
八
二
基
、
埴
科
郡
地
方
の
五
五
八
基
に
対
し
僅
少
で
あ
る
が
、

松
本
平
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
南
安
曇
地
方

の
四
三
基
・北
安
曇
地
方

の
二
七
基
・
西
筑
摩
地
方
の
零
に
比
し
て
、
松
筑
地
方
は
=
二
五
基

を
数
え
多
量
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
松
本
市
東
北
周
辺
と
、
中
山
地
区
と
が
最
も
濃
厚
で
、

他
は
筑
北
地
域
の
麻
績
・
坂
井
両
村
に
そ
の
分

布

の
中
心
を
も
っ
て
い
る
。
さ
て
、

こ
の
地
区
の
古
墳
分
布
を
観
察
す
る
と
、
北
か
ら
棺
護
山
を
中
心
と
す
る
松
本
市
街
地
の
筑
摩
・神
田

に
面
す
る
一
群
と
、
和
泉
八
幡
山
の
古
墳
と
そ
の
脚
下
の
和
泉
古
墳
の
一
群
、
次
に
埴
原
の
一
群
、
鍬
形
原
の
南
斜
面
の
一
群
、
西
越
・蟹

掘
の
一
群
、
向
畑
の
一
群
、
坪
の
内
の
一
群
、
そ
の
他
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
耕
と
盗
損
と
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
専

門
学
者
の
手
を
経
て
正
式
に
発
掘
さ
れ
た
も
の
は
、

宮
坂
光
次
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
蟹
掘
・向
畑
の
各

一
基
と
、
後
藤
守

一
氏
に
よ
り

発
掘
さ
れ
た
和
泉
地
籍
中
山
(ほ
ら
が
い
山
)
北
斜
面
の
尾
根
上
の
土
墳

一
基
の
み
で
あ
る
。
鍬
形
原
第

一
・第
二
・第
三
号
墳
は
、

い
ず
れ
も
封

土
を
失
い
、
石
室
の
蓋
石
・
石
室
を
保
存
し
て
い
る
が
、

出
土
の
遺
品
に
つ
い
て
は
何
ら
の
伝
承
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
一
群
は
他
の
群

に
比
し
立
地
の
環
境
も
よ
く
、

一
段
と
す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
地
区
に
隣
る
松
本
市
寿
地
区
に
桜
立
の
古
墳
が
あ
る
。
こ
こ

は
坪
の
内
古
墳
の
あ
る
丘
陵
の
西
斜
面
の
麓
で
、
今
は
墳
丘
の
跡
を
全
く
と
ど
め
て
い
な
い
が
、

こ
こ
か
ら
は
、

硬
玉
製
の
勾
玉
・
金
環
・銀

環
・四
乳
唐
草
交
鏡
・馬
具
(轡
)
・雲
珠
・頭
推
の
柄
頭
・直
刀
・鉄
鎌
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
山
地
区
の
古
墳
は
立
地
に
お
い
て
も
、

規
模
内
容
に
お
い
て
も
多
種
多
様
で
、
今
後
の
研
究
に
ま
つ
も
の
が
多
い
。
松
本
市
寿
地
区
に
下
る
と
他
に
百
瀬
部
落
の
耳
塚

古
墳

が

あ

り
、
既
掘
、
封
土
も
損
し
て
い
る
が
、
全
く
平
坦
地
中
の
古
墳
肚
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
南
方
は
塩
尻
市
塩
尻
同
平

出
に
至
る
ま
で
古
墳
は
な
い
が
、
塩
尻
上
西
条
の
狐
塚
は
丘
陵
畑
地
内
に
墳
丘
を
も
ち
、
既
掘
、
珊
璃
の
勾
玉
を
出
し
、
石
室
を
も
っ
て
い

る
。
同
所
常
光
寺
下
の
塩
尻
第
四
号
墳
(記
常
塚
)も
既
掘
で
あ
る
が
、
丘
上
に
天
満
宮
と
稲
荷
社
と
を
杞
り
、
石
室
横
穴
を
も
つ
。
出
土
品
は

馬
具
(轡
)
・直
刀
・勾
玉
(め
の
う
)・銀
環
二
で
あ
る
。
下
西
条
の
銭
宮
の
丘
に
も
二
基
並
ん
で
お
り
、

一
基
は
石
室
が
露
出
、
小
祠
を
ま
つ
り
、

他
は
未
掘
、
径

一
〇
米
の
墳
丘
を
も
つ
。
同
市
淺
敷
に
一
基
大
塚
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
あ
り
、

隣
接
の
堀
の
内
に
は
小
塚
と
云
う
古
墳
趾
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
既
掘
、
今
は
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
宗
賀
地
区
に
入
る
と
、
平
出
遺
跡
考
古
博
物
館
の
裏
手
の
小
丘
陵
に
三
基
、

第
一節
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第
;
早
序
説

近
世
に
お
い
て
は
岡
田
組
浅
間
村
と
さ
れ
、
松
本
城
下
と
岡
田
宿
と
を
ひ
か
え
た
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、
今
に
至

っ
て
い
る
。

こ
こ
て
、当
地
方
の
開
発
に
関
係
深
い
水
系
の
概
要
に
つ
い
て
付
記
す
る
。
こ
の
地
の
水
系
は
、
女
鳥
羽
川
と
そ
の
支
流
の
本
沢
・中
沢
・舟

沢
・小
寺
尾
沢
・馬
場
沢
・
沼
田
沢
・淀
の
入
沢
・鷺
の
巣
沢
・横
谷
沢
・山
田
沢
(塔
の
沢
)
・宮
の
沢
・湯
川
等
の
自
然
流
の
ほ
か
、
大
堰
・
早
落

堰
・原

田
堰
・原
堰
・高
田
堰
・大
屋
敷
堰
等
人
工
の
堰
が
あ
り
、
東
北
部
山
地
内
の
渋
池
・芦
の
田
池
韻
雛
・
不
澄
池
・天
堤
、

大
村
の
雁
金
池
、

浅
間

の
真
観
寺
池
等
か
あ
る
。
ま
た
、
湧
水
源
は
、
浅
間
・大
村
等
の
各
所
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
水
系
の
根
幹
を
な
す
女
鳥
羽
川
は
、

本
郷

村
の
東
部
山
地
三
才
山
・稲
倉
・洞
・原
・水
汲
の
各
部
落
を
西
流
南
折
し
て
下
る
が
、
三
才
山
部
落

の
小
日
向
辺
ま
て
は
水
勢
荒
く
、
河
床
に

も
巨
大
礫
か
多
く
、
川
幅
も

一
六
米
以
上
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
水
汲
と
浅
間
に
か
か
る
浅
間
橋
付
近
に
な
る
と
、

小
礫
・
細

砂
の
堆
積
と
な
り
、
川
の
流
れ
も
平
時
は
お
だ
や
か
で
あ
る
。

東
北
部
山
地
の
自
然
相
は
古
代
に
は
針
葉
樹
の
樹
林
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
江
戸
時
代
の
交
書
中
に
も
縦
・
一
位
(み
ね
ず
お
う
)
の

所
在

を

伝
え
て
い
る
が
、
今
は
赤
松
や
落
葉
松
・
雑
木
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
地
は
す
べ
て
水
田
・
畑
地
と
化
し
、
草
原
・湿
田
の
ご
と
き
も

の
は
な
い
。

二

桜
ヶ
丘
古
墳
の
立
地

桜
ケ
丘
古
墳
は
、
浅
間
温
泉
の
東
部
、
上
浅
間
温
泉
街
の
東
南
を
、
西
に
向
っ
て
下
る
山
田
沢
に
よ
っ
て
北
部
を
浸
蝕
さ
れ

た
横

谷
入

城
山
の
南
方
に
長
く
突
出
し
た
桜
ケ
丘
陵
(も
と
出
先
山
)
の
突
端
に
あ
り
、
そ
の
地
籍
は
、
本
郷
村
大
字
浅
間
、
飯
治
洞

一
、
三

一
五
番
地
、
該

地
の
所
有
者
は
、

浅
間
の
降
旗
徳
弥
氏
て
あ
る
。

こ
の
付
近
は
、

第
三
紀
内
村
累
層
の
上
層
泥
岩
地
帯
て
あ
る
た
め
、

風
雨
の
浸
蝕
に
弱

く
、
地
表
は
常
に
露
出
し
、
赤
松
か
植
林
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
雨
ご
と
に
土
砂
は
流
さ
れ
、
封
土
は
薄
く
な
っ
て
い
る
う
え
、
大

正
年
間
に
土
引
山
と
出
先
山
の
尾
根
に
桜
を
植
え
、
桜
ヶ
丘
公
園
と
し
、
墳
頂
を
削
平
し
て
四
阿
屋
が
建
て
ら
れ
た
の
で
、
墳
形
は
原
型
を

損
じ
、
そ
の
主
要
部
は
露
出
の
寸
前
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
墳
頂
は
西
北
の
温
泉
街
か
ら
は
、
比
高
凡
そ
四
〇
米
、
頂
上
か
ら
の
眺
め

6
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第
一
章

序
説

の
眺
め
も
桜
ヶ
丘
同
様
に
佳
く
、

北
の
飯
治
洞
に
は
松
本
藩
主
戸
田
氏
有
縁
の
寺
智
慧
山
真
観
寺
(真
言
宗
)趾
が
あ
り
、
南
の
玄
向
寺
谷
に
は

同
じ
く
松
本
藩
主
水
野
家
六
代
の
廟
所
、
槍
ケ
岳
開
山
の
念
仏
僧
播
隆
上
人
留
錫
の
寺
で
あ
る
上
昌
山
玄
向
寺
聡
陀
戸ボ)が
あ
る
。
こ
の
山
の

山
下
水
田
地
帯
は
、

大
村
廃
寺
趾
の
あ
る
堂
田
・寺
田
・赤
田
・団
子
田
等
で
、

多
数
の
遺
物
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
年
須
恵

器

窯
趾

か
、
こ
の
丘
陵
の
南
の
谷
合
い
か
ら
発
見
調
査
さ
れ
た
。
こ
の
丘
陵
の
登
り
口
は
、
北
側
の
真
観
寺
口
か
ら
て
、
急
峻
な
山
道
を
曲
折
し
て

登
る
と
、
登
り
つ
い
た
最
初
の
地
点
に
第
二
号
墳
が
、
さ
ら
に
東
方
に

一
段
と
高
く
第

一
号
墳
が
、
も
と
妙
義
山
神
社
の
石
階
を

へ
だ
て
て

位
置
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
号
墳
は
第
二
号
墳
の
南
方
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
は
南
方
の
眺
望
は
最
も
よ
い
。

四

周
辺
の
古
墳
群

桜
ケ
丘
古
墳
・妙
義
山
古
墳
群
に
若
干
の
関
係
か
あ
る
と
み
ら
れ
る
浅
間
部
落
付
近
、
お
よ
ひ
松
本
市
付
近
の
古
墳
・古
墳
群
の
分
布
に
つ

い
て
そ
の
概
要
を
略
記
し
、
全
郡
の
概
況
に
触
れ
て
み
る
。

現
在
村
内
に
あ

っ
て
、
そ
の
封
土
を
保
ち
未
掘
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
大
村
の
国
司
塚

一
基
と
、
後
章
に
大
揚
磐
雄
氏
が
論
述
さ

れ
る
原
・
水
汲
部
落
及
ひ
松
本
市
岡
田
の
積
石
塚
数
基
と
か
あ
る
。
他
は
既
掘
の
も
の
て
、
す
て
に
封
土
・石
室
を
失
い
、
わ
ず
か
に
遺
品
と

伝
承
と
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
国
司
塚
は
大
村
部
落
の
人

々
の
保
全
し
て
き
た
も
の
て
、
そ
の
中
心
に
あ
る
大
宮
神
社
の
西
方
、
女
鳥
羽
川

の
河
岸
の
近
く
に
あ
り
、
明
治
初
年
、
同
名
の
地
籍
は
一
筆
の
宅
地
を
含
め
て
三
五
筆
二
町
三
反
余
の
広
さ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
女
鳥
羽
川

の
数
次
の
氾
濫
の
た
め
、
墳
丘
の
周
辺
は
埋
め
ら
れ
て
約
三
分
の
一
の
封
土
を
存
し
、
未
掘
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
浅
間
温
泉
付
近
に

あ

っ
て
は
、
東
部
山
地
付
近
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
大
字
浅
間
横
谷
入
り
の
一
基
が
明
治
二
三
年
頃
発
掘
さ
れ
、

出
土
し
た
直
刀
二
口

は
浅
間
部
落
の
鎮
守
御
射
神
社
春
宮
に
奉
納
保
存
さ
れ
、
他
の
一
口
は
塩
尻
市
北
小
野
の
小
野
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
に
倒

卵
形
鉄
鐸

一
・
勾
玉
二
・轡

一
を
出
土
し
た
と
い
う
轄
瓠
働
。
ま
た
、
そ
の
北
に
連
な
る
御
殿
山
の
中
腹
段
地
の
開
墾
に
際
し

一
基
が
発
見
さ
れ

た
か
、
伝
承
の
み
あ
っ
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
御
射
神
社
春
宮
後
方
の
本
社
峯
に
も

一
基
か
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
七
年
の
工
事
に

8
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は
大
変
よ
ろ
し
い
。

す
な
わ
ち
、

北
に
上
浅
間
の
温
泉
街
と
御
殿
山
の
翠
轡
を
望
み
、

西
方
南
方
と
も
に
視
界
が
開
け
て
、
脚
下
の
下
浅

間
・水
汲
・大
村
・横
田
等
の
肥
沃
な
水
田
地
帯
を
へ
だ
て
て
、

遠
く
日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
連
峯
を
眺
め
る
こ
と
が
て
き
る
。
墳
頂
の
北
に
接

し
て
も
と
金
井
家
、
現
在
降
旗
家
の
墓
地
が
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
、
葺
石
の

一
部
か
と
み
ら
れ
る
河
原
の
平
石
が
散
在
し
て
お
り
、

封
土
の

一
部
を
削
平
し
た
と
み
ら
れ
る
隣
接
の
畑
地
か
ら
は
、
か
つ
て
耕
作
の
際
、
金
環
や
勾
玉
か
出
土
し
、
拾
得
し
た
と
の
伝
承
が
今
も

残

っ
て
い
る
。
横
谷
入
り
の
谷
か
ら
の
小
渓
流
は
こ
の
山
の
麓
を
流
れ
て
湯
川
の
上
流
と
な
り
、
南
方
に
流
れ
下

っ
て
粘
土
質
の
強
い
埴
壌

土
の
水
田
地
帯
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
地
帯
に
は
古
墳
趾
か
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
特
に
桜
ケ
丘
古
墳

の
立
地
環
境
は
よ
く
、
そ
れ
ら
の
古
墳
趾
は
、
す
べ
て
そ
の
脚
下
に
位
置
し
て
い
る
。

三

妙
義
山
古
墳
群
の
立
地

本
古
墳
も
桜
ケ
丘
古
墳
と
同
様
に
、
浅
間
・大
村
東
方
の
山
地
を
、
真
観
寺
谷
と
玄
向
寺
谷
と
の
両
面
か
ら
浸
蝕
さ
れ
た
丘
陵
の
突
端
部

を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
北
部
は
飯
冶
洞
と
呼
ぼ
れ
る
洞
地
形
を
な
し
、
今
は
東
山
温
泉
や
真
観
寺
か
あ
る
。
地
籍
は
本
郷

村
大
字
浅
間
真
観
寺
山

一
八
三
の
一
番
地
と
、
同
村
六
守
大
、
妙
義
山
に
わ
た
り
、
そ
こ
に
三
基
の
古
墳
が
存
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
の
所
有
者

は
、
同
村
大
牛
大
三
六
五
番
地
酒
井
勝
男
・同
六
四
一
番
地
中
野
武
雄
・同
四

一
〇
番
地
竹
村
力
人
三
氏
て
あ
る
。
西
方
、

水
田
地
帯
大
村
廃

寺
趾
の
あ
る
平
地
か
ら
の
比
高
は
、
お
よ
そ
五
〇
米
、
桜
ヶ
丘
よ
り
も

一
段
と
大
き
い
丘
陵
の
北
.東
.南
の
三
面
は
切
り
立

っ
た
よ
う
に
急

峻
で
あ
る
。
造
丘
の
地
質
は
桜
ヶ
丘
と
同
様
に
第
三
紀
内
村
累
層
で
あ
る
が
、
す
ぐ
背
後
に
は
、
閃
緑
岩
質
玲
岩
の
露
出
部
が
あ
り
、
こ
の

石
が
妙
義
山
第

一
号
墳
の
主
体
部
の
封
土
の
上
に
敷
か
れ
て
あ
っ
た
。
丘
陵
の
全
体
は
赤
松
の
林
に
覆
わ
れ
、
現
在
は
丘
上
墳
丘
部
に
落
葉

松
を
植
え
て
あ
る
。
こ
こ
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
群
の
配
置
は
、
中
央
部
に
第

一
号
墳
、
そ
の
西
方
北
部
に
第
二
号
墳
、
南
部
に
第
三
号
墳
が

あ
り
、

あ
だ
か
も
第
二
号
・第
三
号
墳
は
第

一
号
墳
の
左
右
に
侍
す
る
倍
塚
の
よ
う
に
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
古
墳
群
を
も
つ
妙
義
山
の
山
体

は
、
平
地
か
ら
望
む
と
拝
む
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、
そ
の
山
自
体
が
大
古
墳
の
ご
と
く
、
美
し
く
崇
高
な
円
容
を
示
し
て
い
る
。
丘
上
か
ら

第
一節

立
地
と
環
境

7
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際
し
破
壊
さ
れ
、
神
宮
寺
の
西
の
茶
臼
山
の
山
頂
に
も
古
墳
趾
の
封
土
ら
し
い
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
南
方

平
地

に
下

っ

て
、
下
浅
間
.ハ
ス
停
留
所
の
南
女
鳥
羽
川
の
東
岸
に
近
く
大
屋
敷
の
古
墳
趾
か
あ
る
。
現
在
は
果
樹
園
と
な
り
、
寺
沢
氏
の
小
祠
が
そ
の
跡

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
七
年
に
村
民
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
勾
玉
・金
環
・
馬
具
(轡
)・
須
恵
器
等
の
遺
物
を
出
し
た
こ
と
か
信
飛
新

聞
第

一
一
号
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
村
の
西
方
、
女
鳥
羽
川
西
岸
の
水
汲
部
落
の
河
岸
段
丘
に
そ
っ
て
分
布
し
て
い
た
水
汲
古
墳
群
の
五
基

罵

笙
節

竜
奏
境

罵

第 一図 本 郷 村 浅 間 付 近 遺 跡 分 布(175,000)

○縄文 ◎ 弥生 ρ・古墳 ▲1師 ・須恵 」宝須恵Th卜 盈積石塚

の
う
ち
の
一φ
基

が
、
大
正
八
・
九

年
頃
発
掘
さ
れ

直
刀
・馬
具
・
須

恵
器
・
土
師

器

を
出
し
た
。
そ

の
頃
玄
向
寺
所

有
の
裏
山
の

一

部
か
開
墾
さ
れ

桃
園
と
な
っ
た

が
、
そ
の
地
内

か
ら
も
鉄
製
刀

剣
・甲
冑

様
鉄

片
等
の
出
土
が

あ

っ
た
と
伝
え

9
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序
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土
師
時
代
の
集
落
遣
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
塩
尻
市
宗
賀
地
区
の
平
出
遺
跡
や
木
曽
路
の
入
口
を
は
る
か
に
の
ぞ
み
、
西
方

松
本

市
犬

飼
(甘
)
城
山
(六
七
一
.
八
米
)
の
丘
陵
を
へ
だ
て
て
、
日
本
北
ア
ル
プ

ス
の
前
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
槍
ケ
岳
(三
、
一
七
九
・五
米
)
・
穂
高
岳

(三
、
一
九
〇
米
)
の
一
角
を
望
む
こ
と
が
で
ぎ
る
。

ま
た
、

西
南
方
梓
川
の
渓
谷
の
間
に
乗
鞍
岳
(三
、
〇
二
六
・
三
米
)
が
望
ま
れ
る
が
、
か
つ
て

こ
の
地
に
遊
ん
だ
歌
人
伊
藤
佐
千
夫
は
「秋
風
の
浅
間
の
宿
り
、
朝
露

に
天
の
戸
開
く
乗
鞍
の
山
」
と
詠
じ
、
そ
の
歌
碑
は
桜
ケ
丘
丘
陵
に
立

て
ら
れ
て
い
る
。

年
間
の
風
向
は
、
東
南
風
が
卓
越
し
、
北
風
は
後
ろ
の
山
地
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
あ
た
ら
ず
、
南
を
う
け
て
そ
の
気
温
が
高
く
、
年
間
の
平

均
気
温
は

一
〇
度
、
水
温
も
他
の
地
域
よ
り
高
く
、
翠
秘
温
水
、
住
居
に
は
好
適
の
地
と
い
え
る
。

土
壌
は
地
表
の
第
三
紀
内
村
累
層
の
泥
岩
層
や
、
砂
岩
層
の
風
化
に
よ
る
埴
土
を
主
と
し
、
松
本
平
通
有
の
褐
色
火
山
灰
土
(
・
ー
ム
層
)
の

堆
積
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
女
鳥
羽
川
姓
離

肱
繍
ガ
ま
の
氾
濫
に
よ
る
礫
層
と
東
部
山
地
か
ら
崩
壊
し
た
土
砂
と
が
互
層
を
な
し

て
微
地
形
的
に
は
多
小
の
降
起
を
み
せ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
に
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
古
く
か
ら
温
泉
の
湧
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筑
摩
山
脈
東
側
面
上
田
盆
地
に
は
、
田
沢

・
沓

掛

.
別
所

.
鹿
教

.
大
塩

.
霊
泉
寺
等
の
温
泉
が
あ
る
が
一
そ
の
西
側
面
の
こ
の
地
に
は
、
北
か
ら
浅
間
・御
母
家
・湯
の
原
・藤
井
等
の
温
泉

が
あ
り
、
御
母
家
以
南
の
温
泉
を
総
括
し
て
山
辺
の
湯
と
い
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、

こ
れ
を
総
称
し
て
美
ヶ
原
温
泉
郷
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
地
帯
は
前
記
の
如
く
、
地
表
は
第
三
紀
層
の
頁
岩
・泥
板
岩
・砂
岩
等
か
ら
成
り
、
そ
の
下
部
は
第
四
紀
の
構
造
岩
で
あ
る
石
英
閃
緑

岩
や
、
紛
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
亀
裂
・
断
層
面
か
ら
前
記
の
温
泉
を
湧
出
し
て
い
る
。
浅
間
温
泉
地
域
に
は
、
現
在

二

五
箇
所
の
温
泉
源
が
あ
り
、
自
噴
ま
た
は
人
口
噴
出
を
し
て
い
る
が
、
内
湯
四
六
箇
所
を
含
む
七
〇
数
軒
の
温
泉
旅
館
が
営
業
し
て
い
る
。

浅
間
山
辺
温
泉
郷
に
あ

っ
て
は
、
特
に
浅
間
温
泉
は
、
そ
の
湧
出
量
が
多
く
、
湯
温
も
高
い
の
で
、
単
純
泉
な
が
ら
古
来
名
湯
と
し
て
世
に

知
ら
れ
、
近
世
に
お
い
て
も
歴
代
領
主
の
御
殿
の
湯
が
あ
り
、

内
外
か
ら
の
湯
治
者
が
多
く
、
そ
の
間
の
事
情
は
善
光
寺
名
所
図
会
や
、
松

本
藩
の
湯
改
め
の
文
書
史
料
等
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
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第

一
節

立

地

と

環

境

一

浅
間
付
近
の
地
理
的
環
境

浅
間
温
泉
は
、
長
野
県
中
央
部
の
松
本
市
の
北
東
部
に
接
す
る
東
筑
摩
郡
本
郷
村
西
南
部
に
あ
り
、
そ
の
中
心
部
落
と
な
っ
て
い
る
。
市

みず
くま

街
部
の
標
高
は
約
六
六
〇
米
、
西
方
の
平
地
に
原
・
洞
・
水
汲
の
各
部
落
、
南
方
に
は
大
村
・横
田
・惣
社
の
各
部
落
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
松
本

市
に
接
し
て
い
る
。
東
部

・
北
部
の
山
地
は
、
東
筑
摩
郡
と
小
県
郡
と
の
郡
境
を
な
す
筑
摩
山
脈
の
西
側
面
部
で
、
美
ケ
原

(二
、
Ω
二
四
・
三

米
)
・
武
石
峰
(
一
、
九
七
二
・
六
米
)
・
袴
腰
山
(
一
、
七
五
二
・九
米
)
等
の
諸
峯
に
連
な
る
支
脈
の
突
端
大
正
山

・
大
音
寺
山

・
桜
ケ
丘

・
茶
臼
山
等

の
小
丘
陵
に
包
ま
れ
て
い
る
。

筑
摩
山
脈
自
体
は
、
第
三
紀
水
成
岩
の
地
帯
で
あ
る
が
、

そ
の
基
部
を
な
す
第
四
紀
火
山
に
よ
り
、

一
部
に
美
ケ
原
・
王
ケ
鼻
の
火
山
台

み
さ
やま

地
を
も

っ
て
い
る
、
よ
う
や
く
幼
年
期
か
ら
壮
年
期
に
進
も
う
と
す
る
こ
の
山
脈
は
、
村
の
北
東
三
才
山
峠
か
ら
西
方
に
流
れ
る
本
沢
、
武

石
峠
か
ら
の
中
沢
お
よ
び
舟
沢
の
合
流
に
よ
る
女
鳥
羽
川
、
浅
間
温
泉
の
東
の
谷
合
を
流
れ
る
山
田
沢

・
横
谷
沢
等
に
よ
り
相
当
の
浸
蝕
を

う
け
、
し
ば
し
ば
洪
水
や
山
抜
け
に
よ
る
地
形
の
変
化
を
き
た
し
て
い
る
。
特
に
寛
保
二
年
八
月

一
日
の
横
谷
沢
の
大
洪
水
は
、
土
砂
に
よ

る
家
屋
の
埋
没
、
半
壊
、
土
砂
流
入
、
水
押
し
等
の
被
害
の
ほ
か
、
水
田
・畑
地
等
の
多
く
を
流
失
し
た
、
明
治
二
九
年
七
月
二
二
日
に
も

横
谷
沢
・山
田
沢
の
洪
水
が
あ
り
、
死
亡
者
を
出
し
て
い
る
が
、
現
在
は
地
盤
も
安
定
し
て
い
る
。
浅
間
温
泉
を
め
ぐ
る
後
ろ
の
山

々
は
、

保
安
林
と
な
っ
て
い
る
御
殿
山
や
大
音
寺
山
の
松
林
、
円
丘
状
に
突
出
し
て
い
る
茶
臼
山
・桜
ケ
丘
・
妙
義
山
の
尾
根
先
等
に
よ
っ
て
、
優
美

な
眺
め
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
浅
間
温
泉
や
こ
れ
ら
の
山
々
か
ら
の
眺
望
は
絶
佳
で
、
南
方
、
松
本
市
の
中
心
市
街
に
つ
づ
き
、
さ
ら
に

中
山
丘
陵
、
木
曽
山
脈
に
源
流
を
も
つ
奈
良
井
川
と
筑
摩
山
脈
の
鉢
伏
山
に
源
流
を
も
つ
田
川
と
の
間
に
展
開
す
る
南
部
桔
梗
ヶ
原
台
地
、

第
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現
在
の
自
然
湧
出
源
は
、

温
泉
地
の
北
部
御
殿
山
の
麓
に
あ
る
堀
の
湯
源
泉
・御
座
の
湯
源
泉
、

東
南
部
山
麓
の
犬
飼
源

泉
、
五
湯

源

泉
.
松
の
湯
源
泉
.菅
の
湯
源
泉
.仙
気
の
温
源
泉
・ず
き
の
湯
源
泉
・
小
柳
源
泉
・目
の
湯
源
泉
が
あ
り
、

多
く
の
温
泉
旅
館
を
も
っ
て

い
る

が
、
昭
和

一
〇
年
頃
か
ら
湯
の
湧
出
量
を
増
す
た
め
、
薬
師
・不
動
・鷹

の
湯
・大
音
寺
・大
下
・山
田
の
人
工
源
泉
が
掘
ら
れ
た
の
で
、
自
噴

ま
た
は
人
工
に
よ
る
湧
出
量
は
相
等
な
も
の
で
あ
る
。
本
県
の
温
泉
の
多
く
が
、
山
間
峡
谷
の
奥
深
く
に
あ
る
の
に
対
し
、
浅
間
温
泉
は
、

諏
訪
.別
所
両
温
泉
と
と
も
に
平
地
に
接
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
発
見
も
早
く
、

古
く
か
ら
人
類
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
文
化

の
一
翼
を
も
荷

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

考
古
学
上
か
ら
の
浅
間
付
近
に
対
す
る
考
察
も
、

各
方
面
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

歴
史
時
代
に
お
け
る
文
書
史
料
か
ら
見
て
も
、

古
代

か

ら
由
緒
深
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

特

に
日

本
書
紀
天
武
天

皇

一
三
年

・

う
ね
め
のお
み
つく
ら

同

一
四
年
条
に
あ
る
次
の
記
事
を
見
落
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「天
武
天
皇
十
三
年
二
月
二
十
八
日
、

三
野
王

・
小
錦
下
采
女
臣
筑
羅

あり
か
た

おび
と
に
いの
み

等
を
信
濃
に
遣
わ
し
て
地
の
形
を
見
し
む
。
将
に
是
の
地
に
都
せ
ん
と
す
る
か
。」
「
十
四
年
冬
十
月
十
日
、
軽
部
朝
臣
足
瀬
・高
田
首
新
家
・

む
ら
じ

つ
か
ま

おも
ほ

荒
田
尾
連
麻
呂
を
信
濃
に
遣
わ
し
て
行
宮
を
造
ら
し
む
。
蓋
し
東
間
の
温
湯
に
幸
せ
ん
と
擬
す
か
。」
。

こ
の
事
実
は
浅
間

・
山
辺

一
帯

の

地
が
、
遠
く
千
二
百
八
十
余
年
前
、
都
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

古
く
か
ら
犬
飼
湯
と
し
て
知
ら
れ
て

が
い

い
る
が
、
古
伝
が
、
天
慶
二
年
航
三
こ
の
地
の
豪
族
犬
利
氏
が
発
見
し
た
の
で
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
た
と
し
て
い
る
の
は
採
り
が
た
い
。
倭
名

類
聚
鋤
に
は
筑
摩
郡
に
は
、
良
田
・崇
賀
岬
辛
犬
㎝
搬
・錦
服
蝋
稚
・
山
家
・大
井
の
六
郷
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
郷
中
の

か
ら
いぬ
やま
ん
べ

辛
犬
・山
家
の
両
郷
が
、
す
で
に
松
本
付
近
に
移
転
し
て
い
る
信
濃
国
府
の
存
在
と
と
も
に
、
平
安
時
代
初
期
に
は
浅
間
温
泉
に
関
係

の
深

か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
浅
間
付
近
は
温
泉
が
あ

っ
た
の
で
、

原
始
時
代
・古
代
の
昔
か
ら
人
々
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
付
近
の
史
跡
と
し
て
は
、

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
へ
か
け
て
の
布
目
瓦
等
を
出
す
大
村
堂
田
の
廃
寺
趾

・
浅
間
の
宮
と
よ
ば
れ
た

御
射
神
社
春
宮
と
そ
の
傍
の
神
宮
寺

(藤
原
時
代
の
薬
師
如
来
坐
像
が
あ
る
)
・
大
音
寺
吐

・
横
谷
入
城
趾

・
茶
臼
山
城
趾

・
赤
沢
氏
館
肚

・
松
本
藩

から
い
ぬ

主
小
笠
原
秀
政
ら
の
墓
所
の
あ
る
大
隆
寺
趾
等
が
あ
る
。
浅
間
は
古
代
に
お
け
る
辛
犬
郷
の
一
部
で
、
中
世
に
は
浅
間
郷
と
し
て
知
ら
れ
、
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第
九

第
一〇

第
二

図

版

天
冠

浅
間
温
泉
付
近

浅
間
丘
陵
遠
望
(航
空
写
真
)

桜
ヶ
丘
お
よ
び
妙
義
山
全
景

ω
桜
ヶ
丘

②
妙
義
山

桜
ヶ
丘
古
墳
H

ω
発
掘
直
前

②
石
室
の
一
部

桜
ヶ
丘
古
墳
口

ω
副
室
全
景

②
天
冠
お
よ
び
鉄
剣
出
土
状
態

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
品
H

ω
天
冠
の
一
部

②
同
上
に
錺
着
し
た
布
片

㈹
同
じ
く
竹
櫛

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
品
倒

ω
玉
類

②
刀
剣

㈹
甲
冑
片
・鉄
鐵

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
品
⇔

短
甲
・頸
鎧

妙
義
山
第
一
号
古
墳
H

ω
全
景

②
発
掘
状
態

妙
義
山
第
一
号
古
墳
倒

ω
葺
石
の
一
部

②
同
上

妙
義
山
第
一
号
古
墳
⇔

ω
封
土
上
の
ト
レ
ソ
チ

②
同
上
土
師
器
出
土
状
態

妙
義
山
第
一
号
古
墳
出
土
遺
物

挿

図

長
野
県
東
筑
摩
郡
本
郷
村
浅
間
温
泉
付
近
地
形
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本
郷
村
浅
間
付
近
遺
跡
分
布

桜
ヶ
丘
古
墳
御
視
察
の
三
笠
宮
殿
下

桜
ヶ
丘
古
墳
墳
丘
(実
測
)

桜

ヶ
丘
古
墳
石
室
お
よ
び
遺
物
出
土
状
態
(実
測
)

天
冠
お
よ
び
模
造
天
冠
(実
測
)

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
櫛
・玉
類
(実
測
)

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
刀
剣
・鉾

(実
測
)

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
鉄
鑑
(実
測)

桜
ヶ
丘
古
墳
出
土
甲
冑
片
(実
測
)

妙
義
山
古
墳
群
墳
丘
(実
測
)

妙
義
山
第

一
号
古
墳
葺
石
(実
測
)

妙
義
山
第

一
号
古
墳
墳
丘
断
面

(実
測
)

妙
義
山
第
一
号
古
墳
封
土
内
出
土
遣
物
e
(婁
測
)

妙
義
山
第
一
号
古
墳
封
土
内
出
土
遺
物
⇔
(実
測
)

四 四 四 四 四 三 三 三 三 三 三 二 二七 六 三 ニ ー 九 八 七 六 五 一 九 五 九
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三

第
三

第
颪

第
豆

第
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第
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第
天

第 第
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第
三

上
部
弥
生
土
器
破
片

下
部
右
端
須
恵
器
破
片

他
土
師
器
破
片

妙
義
山
第
二
・第
三
号
古
墳
全
景

ω
第
二
号
墳

②
第
三
号
墳

妙
義
山
第
二
号
古
墳
副
葬
品
出
土
状
態

ω
直
刀

②
轡

妙
義
山
第
二
号
古
墳
石
室

ω
全
景

②
石
室
の
一
部

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
品

右
上
右
中
鉄
鐵
・右
下
玉
類

左
上
直
刀
・左
下
金
環

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土

馬
具
轡
・雲
珠
・鮫
具

上
中
轡
・下
雲
珠
・鮫
具

妙
義
山
第
三
号
古
墳

ω
封
土
切
断
面

②
同
上
部
分
拡
大

妙
義
山
第
二
・第
三
号
古
墳
出
土
遺
物

ω
第
二
号
古
墳
封
土
出
土
須
恵
器

②
第
三
号
古
墳
封
土
出
土
土

師
器

模
造
復
原
天
冠

浅
間
付
近
の
積
石
塚

ω
本
郷
村
原
下
屋
敷
の
積
石
塚

②
同
村
水
汲
西
原
の
積
石
塚

松
本
市
里
山
辺
地
区
薄
町
古
宮
の
積
石
塚

ω
全
景

ω
同
上
出
土
品

轡

直
刀
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妙
義
山
第
二
号
古
墳
石
室
お
よ
び
遺
物
出
土
状
態
(実
測
)…
…
…
四八

妙
義
山
第
二
号
古
墳
玉
類
出
土
状
態
(見取
)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
金
環
・玉
類
(実
測
)
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図

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
直
刀
(実
測
)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
刀
子
(実
測
)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
鉄
鍍
(実
測
)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
土
轡
(実
測
)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
出
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雲
珠
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具
・鏑
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(実
測)

妙
義
山
第
二
号
古
墳
封
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内
出
土
遺
物
(災
測
)

妙
義
山
第
三
号
古
墳
丘
断
面
(実
測
)
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妙
義
山
第
三
号
古
墳
封
土
内
出
土
弥
生
式
土
器
片
(拓
影
)…
…
…
六四

神
奈
川
県
大
磯
市
庄
の
久
保
第
八
号
・同
鎌
倉
市
洗
馬
谷

第
二
号
墳
横
穴
壁
画

中
華
人
民
共
和
国

螢
城
子
古
墳
壁
画
(
一
部
)

八 ノ、八 七

9
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行
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
大
場
磐
雄
氏
指
導
の
も
と
に
調
査
と
執
筆
に
努
力
さ
れ
た
金
谷
克
已
氏
の
逝
去
を
み
た
こ
と
に
つ
い
て
、
衷

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
先
き
の
調
査
に
ひ
き
つ
づ
き
、
本
書
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
地
主
各
位
を
は
じ
め
各
方
面
の
御
尽
力
を
得
た
が
、

と
く
に
感
謝
に
堪
え
な
い
の
は
昭
和
三
二
年
六
月
二
八
日
、
桜
ヶ
丘
古
墳
な
ら
び
に
出
土
遣
物
を
御
視
察
さ
れ
種
々
御
激

励
を
賜
っ
た

三
笠
宮
殿
下
か
ら
、
本
書
の
た
め
に
題
簑
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
終
始
御
労
苦
と
御
協
力
と
を
下
さ
っ
た
各
位
に
対
し
、
改
め
て
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
し
て
序
言
と
す
る
。

昭
和
四

一
年
四
月
二
九
日

長
野
県
東
筑
摩
郡
本
郷
村
長

ゴ
一

浦

忠

夫

例

言

本
書
の
執
筆
分
担
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第

一
虫早

序

説

原

士瀦
藤

(松
本
市
今
井
小
学
校
長
)

第
二
章

発
掘
調
査

金
谷
克
巳

(故
人
、
元
国
学
院
大
学
文
学
部
助
手
)

第
三
章

考

察

大
場
磐
雄

(国
学
院
大
学
教
授
文
学
博
士
)

本
書
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
文
化
財
専
門
委
員
長
文
学
博
士

一
志
茂
樹
氏
の
懇
切
な
指
導
を
受
け
た
。

23
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序

信濃浅間古墳/009

浅
間
温
泉

を
も
ち
、

ア

ル
プ

ス
を
望

み
、
風
光

に
め
ぐ
ま
れ
た
わ
が
本
郷
村

は
、
観
光

・
保
養

・
ス
ポ
ー
ツ

・
農
業

・

文

化
の
村

と
し
て
い
ち
じ
る
し
く
発
展

を
遂
げ

つ
つ
あ
る
が
、

一
面
、
早

く
古
代

か
ら
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
知

ら
れ
た

史
跡

も
多

く
、

関
係
文
化
財
ま
た
多
く
残
存
し
て

い
る
。

た
ま
た
ま
、
去

る
昭
和

二
九
年

六
月
、
女
鳥

羽
中

学
校

生
徒

に
よ

っ
て
発

見
さ
れ
た
桜

ヶ
丘
古
墳

か
ら
出
土

し
た
優

れ

た
遺
物

を
見

る
機
会

を
得

た
の
で
、

こ
の
古
墳

を
調
査

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
、
本
村
古
代
史

の

一
側

面
が
究
明

で
き

る

や
に
考

え
、
松
本
市
今
井
小

学
校
長
原
嘉
藤
氏

に
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
同
氏

の
態
悪

に
よ
り
、
国

学
院
大
学
教
授
文

学
博

±

大
場
磐
雄
氏

に
依
頼

し
委
員

を
挙
げ

て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

つ
い
で
、
村
誌
編
纂

の
資
料

を
得

る
た
め
、
妙
義

山
古

墳

群
の
調
査

を
も
合

せ
て
す
る

こ
と
と
し
、
前
後

二
回
に
わ
た

っ
て
発
掘

を
行

な

っ
た
の
で
あ
る
。

桜

ヶ
丘
古
墳

調
査
中
、
金
銅
天
冠
の
出
土
し
た

こ
と
は
、

全
国
的
に
み
て
貴

重
な
事

例
を
加
え
得

た
と
と
も
に
、
浅

間

の
地
が
、

文
化
と
政
治
と
の
面
に
お
い
て
、
古
代

か
ら
中
央
に
通

じ
て
い
た

こ
と
の
有

力
な
指
標

と
も
な
る
も
の
で
あ

っ

て
、

こ
れ

に
よ

っ
て
本
村

の
歴
史

の
窓
は
開
か
れ
、

古
代
交
化
に
お
け
る
本
村

の
位
置
ぱ
的
確
さ
を
高

め
る
に

い
た

っ
た

と
み
て
よ
く
、
そ

の
出
土

の
意
義

は
大
き

い
と

い
え
よ
う
。

本
村
と
し

て
は
、
さ
ら

に
そ

の
環
境

史
的
究
明

に
つ
い
て

の
執
筆
を
、
長
野
県
文
化
財
専
門
委
員
長
文
学
博
士

一
志
茂

樹
氏
、
松
本
深
志
高
等
学
校
教
諭
藤
沢
宗
平
氏

に
依
頼
し
、
調
査
報
告
に
あ
わ
せ
、
そ
れ
を
含

め
て

の
出
版

計
画
を
樹
て

た
の
で
あ

る
が
、
そ

の
後
、
種

々
の
事
情

に
よ
り
、
企
画

に
推
移
変
更
を
来
し
、
今
回
両
古
墳

の
調
査
報
告
書
と
し
て
刊

信濃浅 間古墳01頁/01!
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長野県松本市 桜ヶ丘古墳 再整理報告書 抄録

ふ りがな ながのけんまつ もとし さくらがおか こふん さいせい りほ うこくしょ

書名 長野県松本市 桜ヶ丘古墳 再整理報告書

副書名

巻次

シリーズ名 松本市文化財調査報告

シリーズ番号 No.170

編著者名 内堀 団

編集機関 松本市教育委員会

所在地 〒390-8620長 野 県松 本 市 丸 の 内3番7号TELO263-34-3000(代 表)

(記 録 ・資料 保 管:松 本 市 立考 古 博 物 館 〒390-0823松 本 市 中 山3738-1TELO263-86-4710)

発行年月日 2003(平 成15)年3月25日(平 成14年 度)

ふ りがな ふ りがな コー ド

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

さくらがおか

ながのけんまつもとし

長野県松本市
36度 137度

20020401～

桜ケ丘 あさまおんせんいいじほら

浅間温泉飯治洞1315番

20202 103 15分

28秒

59分

36秒
20030325

一 既出遺物の保存修復完了

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

桜ケ丘 古墳 古墳 竪穴式石室の系統 金属製遺物 金属製遺物の保存修復処置を

主室1 金銅製天冠(鉢巻式帯冠)1 完了した ことに伴い、石製、ガ

副室1
*シャーレ破片分を含む数

三角板革綴衝角付冑1
ラス製を含む既 出遺物の再実

測 を行 った。
革綴打延頸甲1
長方板革綴短甲1 東京文化財研究所に、墳丘実
刀1 測 図・石室実測 図・遺物実測図
剣5 (複写)が所管 される。
鉾1
錨i(鍛 身6、箆 被17、 茎8)31 國學院大學日本文化研究所
武具類破片75 に、本古墳 に関係 する乾板写
武器 ・武具類破片132 真が所蔵される。
*破 片は同一袋内小破片を含まない数:

石製遺物 新たな鍛の実測図と写真を発

勾玉1 見 し、参考 資料 とした。内訳

臼玉5 は 、鍛 身8、 箆 被9、 茎2の 計19

で あ る。

ガラス製遺物
丸玉 砲 金銅 製天冠 レプリカは、松本
小玉32 市立考古博物館、國學院大學

考古学資料館(報告書掲載
天冠付着遺物

品)、長野県立歴史館がそれぞ
竪櫛1 れ所蔵 してい る。
布1
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